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／近こん藤どう創そう詩しの記き憶おく




　小さな妹の手を引いて、夕焼けの道を、歩いている。

　親が離り婚こんした次の日だったように思う。幼い妹は理解していなかっただろう。自分だって本当の意味で理解していたかどうかは怪あやしい。けれど、二人ともがおそらく本能的に実感していたのは──家に帰っても、もう母親はそこにはいないのだということ。

　二度と。会えないだろうということ。

　自分達たちは父親に引き取られた。父親は母親の愛を失った原因である仕事を、それでも辞めることができず、むしろ子供達を養うために必死で働かざるをえず、結果としてますます創詩達兄妹は親という概がい念ねんから遠ざかることになった。

　父親の帰りは遅おそい。これからずっと遅いだろう。家にいても意味はなく、家に帰ることにも意味はなかった。適当に時間を潰つぶしていた公園から帰ることにしたのは、日が暮れるからという理由だけだ。

「コンビニで弁当買って帰るか」

「……うん」

「それとも、ファミレスがいいか？」

「……うん」

「家に着いてからピザとか頼たのんでもいいぞ」

「……うん」

「どうでもいいか」

「……うん」

　創詩は溜ため息をつく。馬ば鹿かみたいに明るい夕焼けを見上げつつ、

「……どうでもいいよな、ほんと」

　子供なりに、自分の価値について考えていたのだ。あっさりと自分達を捨ててしまった母親にとって、自分という子供は何だったのだろうかと。それこそコンビニ弁当やファミレスの食事と同じ、何があってもどれがなくても大差ない、明日になれば忘れてしまう程度の存在感の何かだったのだろうかと。

　そんなことを考えていると、どんどんと自分がちっぽけでくだらない生き物のように思えてきた。だから、前を向いて歩きながら口から漏もれた言葉は、弱音で、自じ虐ぎやくで、八つ当たりで、子供じみた嗜し虐ぎやくだった。

「なあ、わかってるか？　もうな、母さんは帰ってこないんだぞ。母さんのごはんは食べられないんだぞ。ずっと。ずっとだ。父さんはお金は稼かせいでくれるけど、それだけだぞ」

「……うん。わかってる。でも、だいじょうぶ」

「大だい丈じよう夫ぶじゃないだろ。やっぱわかってねえな。ああ、ホントに何食べるかな……」

　しかし、本当にわかっていなかったのは創そう詩しのほうだった。彼女がどうでもいいという言葉に同意したのは、自じ暴ぼう自じ棄きや投げやりな気分のせいではない。事態を理解していないせいでもない。

　ただ一つの必要なものを、それさえあればいいというものを、明確に持っていたからだった。

「おにいちゃんといっしょなら、なんでもいい」

　引っ張っていた手に、きゅ、と力が込められる。

　ひどく弱く、同時にひどく確かな、その力。

　離はなさないでというような。ここにいてというような。言葉よりも雄ゆう弁べんな声。

　そこで──初めて、創詩は意識したのだ。本当に生まれて初めて、実感したのだ。

　自分が手を引くこの小さな存在が、自分とは違う生き物であるということを。それでいて、とても近しい、奇き跡せきのように近しい、顔の見えない親よりもよほど近しい、尊く愛いとおしい生物であることを。

　その瞬しゆん間かん、自分だけは、味方でいようと決めた。自分の全すべてを捧ささげようと決めた。

　縋すがる手の力こそが、自分を頼たよる力こそが、自分を自分として確立させてくれた。

《母親に見捨てられた自分》ではない──《妹に頼られる自分》として。

　だからだ。

　だから絶対に。

　自分は生きて帰る。彼女のもとに。ただ一人自分のことを頼りにしてくれた彼女を残して、死ぬわけにはいかない。生き延びてみせる。脱だつ出しゆつしてみせる。




　この──狂きよう気きと血けつ臭しゆうに満ちた、【課カ外ガイ活カツ動ドウ】から。










【近こん藤どう創そう詩し　──　旧写真館・地下／第二号暗室】




　ぼんやりと、瞼まぶたを開くと。

　目の前には、名前も知らない女子の死体が横たわっていた。

　いつのまにか眠ねむっていたのだろう。夢を見ていた気がする。

　薄うす暗ぐらい縦長の部屋……正確には部屋とも呼べぬ暗室。壁かべに染みこんだ酢さく酸さんの臭におい、儀ぎ式しきめいて部屋のそこかしこに張られている紐ひも、唯ゆい一いつの光源である吊つられた豆電球の赤い光──それらが一いつ致ち団結してこの閉へい鎖さ空間の息苦しさを倍増させていた。

　閉鎖。閉じている。そうだ。ここに自由などない。

　時間の感覚が曖あい昧まいな、ぼんやりとした思考の中、近藤創詩は自分の両手を固く縛しばっているロープの存在を意識する。そのロープの先はさらに近くのパイプに結びつけられており、あるいは手首を縛られたままでも努力すればそこだけは解けるかもしれなかったが、そうしたところでこの暗室の鍵かぎのかかったドアがそれ以上の自由を阻はばむのは確実だった。

　だから、今ここで自由なのは、目の前で事切れている彼女だけだ。

　同じく両手を縛られ、パイプに縛りつけられ、この場にいることを強要され──しかし今は床ゆかに倒たおれ伏ふして魂たましいの自由を得た彼女。

　自分もいつかああなるのだろうか？

　全すべてを諦あきらめ、全てを投げ捨て、全てに敗北し、無ぶ様ざまな屍しかばねを晒さらすのだろうか？

（そんなのは……嫌いやだ……）

　唇くちびるを嚙かんで、意識に活を与える。そうする必要があった。

　この暗室の、鍵のかかったドアの向こうから──微かすかに、音が聞こえ始めていた。

　足音。

　来る。奴やつらが、来る。

　意識をしっかり保たねばならない。そうでなければ、流される。

　痛苦に。そして──快楽に。

　がちゃりと鍵の外されたドアが開けられ、

「ご機き嫌げんよう、駄だ馬ばの皆みな様さま。駄馬なりにいい子にしていたかしら……あら」

　入ってきた女子生徒の一人が暗室を見回し、すぐに気付く。小首を傾かしげつつ、

「一頭死んでいますわね。主人の命令なしに死ぬとは、さすが駄馬ですわ」

「片付けますか？」

　傍かたわらに侍はべるもう一人の女子の平静な声に、彼女はまた逆方向に首を曲げ、

「うーん……まだいいでしょう。のちのち時間ができたらで構いませんわ」

「わかりました」

「そう、今は──仲間が死んで一人寂さびしく主人を待っていた健気けなげな駄だ馬ばに、ご褒ほう美びの調教をして差し上げねばなりませんからね？」

　この場の支配者である彼女は、いつものようにひどく上品な笑えみを創そう詩しに向けながら、手にした硬かたい鞭むちの先せん端たんで創詩の股こ間かんを強く突ついた。

　創詩は涎よだれを零こぼしながら言った。

「ありがとうございます、ご主人様。光栄です。もっと私を躾しつけてください！」




　暗室の外に引きずり出されれば、そこは小さな教室ほどの広さの空間。写真撮さつ影えいに使われていたスタジオのような場所。

　一いつ旦たん解かれた両手のロープは、頭上のパイプに接続される形で新しく縛しばられている。長さには余よ裕ゆうがあり、天てん井じようから吊つり下げられているというわけではないので、四よつん這ばい、膝ひざ立だち、直立、様々な姿勢で彼女の調教を受けることができる。

　背中に鞭。空を埋うめ尽つくす雷かみなりのように脳のう髄ずいを巡めぐる痛苦快楽。皮ひ膚ふ感覚が破裂絶頂し、視界が明滅絶頂し、熱い熱い熱い熱さそのものと化す自分。奥おく歯ばを嚙かんで悲鳴嬌声を堪こらえる。代わりに創詩の上半身下半身が獣種馬のように跳はね、鞭を振ふるう彼女は嗤わらう。

　重なり合った、その感覚──激痛快楽。それは彼女のＥＣ能力の産物だ。

　耐たえる。発狂射精しそうなほどのその感覚に耐える。ただでさえ密度の濃こい体感情報が二倍になっているのだ。脳のう味み噌そは限界寸前、早く考えるのを止めろと求めてくる。まだ鞭は止まらない。言葉を飲み込──まない。彼女が望むときは声を聞かせる必要がある。

「ぐっ、あああ、おおおお！」

「くすくす、満足すべき演技の六点サテイスフアクトリイ！　ですがまだ調教はこれからですわよ！　ほら、もっとお啼なきなさい、もっと、もっと、もっと！」

「ああ、ひぃ、あり、ああ、ありがとう、ございますっ！　素す敵てき、素敵ですっ！　この哀あわれな駄馬を、どうか、望むままに躾けてください、ませっ、ぎあああああ！」

　連続して打ちつけられる、発狂射精しそうな痛みと快楽。受け入れる。そのうえで最後の一線だけは守る。真の意味で彼女に屈くつ服ぷくするわけにはいかない。それを彼女に悟さとられるわけにもいかない。今はただ、耐えるのだ。そして機会を窺うかがうのだ。脱だつ出しゆつの機会を。

「どうですか？」

　もう一人の声。ぐいと細い手が創詩の顎あごを摑つかみ、強引に顔を上向かせる。

「そうですわね……不十分の四点インサフイシエント。進んではいるようですが、依い然ぜん、駄馬。目の奥おくに何かがありますわ。従順そうに見えてもいつ暴れ馬となるか。もう少し続けましょう」

「お手伝いできることがあれば何でも言ってください」

「ええ。ではとりあえず貴女あなたも下着を脱ぬいでおきなさいな」

　手が離れ、そのついでのようにまた、鞭。創詩は目を閉じて呻うめく。

「ああ……ください……もっとください……」

「差し上げますわ！　ほら、ほら！」

　自分というモノの最後の最後だけは維い持じしなくてはならない。鞭むちから伝わる感覚の奔ほん流りゆうの中、創そう詩しはただ一つの《理由》を思い浮うかべる。

　この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】を生き残るための。この淫いん靡びと鮮せん血けつの時間を堪たえ忍しのぶための。

　頭の中にあるのは、愛すべき家族の姿。元気で陽気な小学生の少女が、自分に百パーセントの信しん頼らいの笑顔を向けている思い出──

（待ってろ……兄ちゃんは、絶対、お前のとこに帰る、からな……）

　そのためならば、何でもする。

　簡単に発はつ狂きようなどしてやるものか。泥どろを啜すすってでも、どれだけ情けない姿を晒さらしてでも──変態的な快楽の虜とりこになったふりをしてでも、生き延びてやる。

　この地下室から、そして【課カ外ガイ活カツ動ドウ】から脱だつ出しゆつし──絶対に。妹に、会うのだ。

　さらに一つ、大きな鞭の音。創詩は膝ひざ立だちの姿勢でそれを受け止める。直後、髪かみを摑つかまれ、ぐいと顔を前に突つき出だされた。

　瞼まぶたを開く。目の前にあるのは彼女の腰よう部ぶ。目だけを動かして見上げると、その向こうから、いつもの上品かつ気品ある顔で彼女が創詩のことを見下ろしていた。

「さあ、喉のどが渇かわいているのではなくて？　おねだりをしなさい。よくできたらご褒ほう美びをあげますわ、駄だ馬ば」

　迷いはなかった。

「の、飲ませてください、お願いします！　飲みたいです、飲みたくてたまらないです！　ご主人さまの身体からだから出るものは全すべて宝石よりも価値があります！　だからお願いします、ご主人さま……蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子こさまっ！」

「十点満点エクセレント」

　微かすかに上気した頰ほお、嗜し虐ぎやくに満ちた笑えみ。

　そうして顔に降り注いできた生なま温あたかい液体を、創詩はごくごくと喉を鳴らして、できるだけ美味おいしそうに飲んだ。










　　第一章







【石いし堂どう幸ゆき也や　──旧写真館《園その》／敷しき地ち前】




　学園北東部の一角に、その場所はあった。幸也はその敷地の前で一いつ旦たん足を止め、

「ここが……？」

「はい。私わたし達たちが《園その》と呼んでいる場所です」

　幸也達をここまで案内してきた理り法ほうが軽く振ふり返り、にこりと笑って言った。そこに含ふくむものは何もない。今まで見ていた通りの、今まで見ていた彼女の微び笑しよう。

　幸也は優ゆう理りと夜や子この二人と顔を見合わせてから、改めて眼前の光景に目を向ける。

　どこか西洋的な雰ふん囲い気きのある、小さな図書館くらいの規模の建物だった。この学園にしては珍めずらしく二階建て。小こ綺ぎ麗れいではあるが、外装はところどころが剝はげたり錆さびたりしている。

　夜子がかくりと首を傾かしげて、

「ふむ。意外に年季の入った建物のようだね」

「確か、この学園ができる前からここにあった旧写真館だったと思うわ。せっかくだから取り壊こわさずに再利用してた……みたいな。ま、設備上、実用的に使えたのは写真部の部室としてぐらいで、ほとんど倉庫みたいな扱あつかいだったと思うけど」

「よくご存じで。さすがは優理ちゃんです」

「まあ……立場上ね」

　と、優理は微び妙みような顔で唇くちびるをむにゃむにゃさせた。そこで幸也は大事なことを改めて思い出した。中学生じみた矮わい軀くの彼女が、実は保健室の養護教きよう諭ゆであること。そうなるに至った過程、今の彼女の状態──それらはけっして軽々しく喧けん伝でんすべきものではない。

「理法。今まで何回も言ったけど、俺おれ達の事情は他ほかの誰だれにも……」

「あっ、はい。勿もち論ろん、秘密ですね！」

　幸也は一つ嘆たん息そくし、彼女に対しての特効薬も使うことにする。使いたくはないが。

「ああ。命令だぞ」

　理法はぞくりと背筋を震ふるわせながら目を細め、嬉うれしそうに何度も頷うなずいた。

「ところで素そ朴ぼくな疑問だが……『私達の秘密について喋しやべれ』と命令されたら君はどうするのかね？　これは実に矛む盾じゆんしている。たとえるなら、オカルト否定論者は真のオカルトに触ふれることでしか考えを改めないが、真のオカルトはオカルト否定論者の前には現れない性質を持っている、というレベルの──」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。そんなピンポイントな命令はされないと思います……！　それにその、幸ゆき也やくん達たちは、かなり強くそれを命令してくださったので！　喋しやべりません！」

　拳こぶしを胸の前に持ち上げ、きゅっと決意の表情を見せる理り法ほう。それで安心できればよかったが……明確な答えになっていないことは忘れないほうがいいだろうと思った。

（まあ……考えすぎてもしょうがないよな）

　そもそも、この《園その》という場所が、自分達にとってどんな意味を持つのか。敵がいる場所なのか、味方がいる場所なのか。それすらまだわかってはいないのだ。

　写真館の周囲には、敷しき地ちをぐるりと取り囲む塀へいがある。丈たけは一メートル弱で、それほど高くはない。《首割れ》がもし折り重なって進攻してきたら乗り越こえてしまうかもしれない──それを懸け念ねんしてか、さらにその外側に机や椅い子すでバリケードが作られている。二段構えの防ぼう壁へきだ。

　鉄てつ柵さくの門もん扉ぴが元々ある正面側の前方には、日曜大工で作られたような、牧場じみた簡易的な木製ゲート。その傍かたわらには一段高い物もの見み櫓やぐらのようなものが設置されている。

　その櫓の上をはじめとして、何人かの生徒達の姿が既すでに見えていた。こちらにはまだ気付いておらず、それぞれ自分の仕事に勤いそしんでいるようだ。と、そこで──

「あっ……きゃあああああ!?」

「おい！　くそ、ちゃんと警けい戒かいしとけって言っただろ、なんで見てなかったんだ！」

　そんな声でにわかに前方が騒さわがしくなった。見れば、塀とバリケードの間で補強作業をしていたらしき一人の女子生徒が、外側にいる《首割れ》にそのおさげの後うしろ髪がみを引っ張られていた。《首割れ》自体はバリケードに引っかかっていて、今すぐ囓かじられるということはなさそうだったが──あのまま引き寄せ続けられればどうなるかわからない。

「幸也」

「……最初が肝かん心じん。恩を売っとくのは悪くないよな」

　優ゆう理りの言葉に肩を竦すくめて応こたえてから、幸也は護身用に確保していた金属バットを手に走った。勢いを止めないまま、ぶらぶら垂れた《首割れ》の頭部にそれを振ふり下ろす。嫌いやな感かん触しよく。さらに二、三度その感触を味わうと、《首割れ》は動かなくなった。

「あ……」

　その魔ま手しゆから解放された女子が、きょとんとしたように幸也をバリケード越しに見ていた。眼鏡めがねをかけた、少しふっくらした感じの子だ。幸也は頰ほおを緩ゆるめて、

「いくらバリケードがあるっつっても、油断してたら危ないぞ。で……えーと、あそこにいるあいつ。白しろ鷺さぎ理法に案内されて来たんだけど……できたらそこの門、開けてくれないかな？」




　旧写真館──《園》の敷地内に入る。

　思ったよりも人がいた。土をスコップで掘ほり、畑らしきものを作っている生徒達。地面に座って木の棒を削けずり、何かの道具を作っている生徒達。建物に向かって歩く幸也達に向けられる視線は、特に敵対的ではない。むしろ好意的だ。軽く首を傾かしげる生徒もいたが、一いつ緒しよにいる理法の顔を見て、ああなるほどと笑って、会え釈しやく一つでまた自分達たちの仕事に戻もどる。

「みんな顔見知りか？」

「そうですね、だいたいは。新しく加わった方々もいらっしゃるようですけど」

　そのとき建物の玄げん関かんから新しい人ひと影かげが現れた。二人の女子生徒だ。理り法ほうはそれを見てぱっと表情を明るくした。

「あっ、桜さくら子こさま！」

「……？」

　首を傾かしげる幸ゆき也や達に、理法。

「ええと……なんと言えばいいのでしょう。この《園その》をお作りになった方、と言いますか……いろいろなことを考えて決めてくださる方、と言いますか……」

「彼女がリーダーというわけか。なるほど、古代インカの国王にも負けない風格が感じられる」

　人に命令することに慣れていそうなところが特にね、と夜や子こは小声で付け加えた。

「お帰りなさい、理法さん。その方達が？」

「はい、私が見つけてお連れした方々です。信用できる、いい人達です」

　理法に問いかけたのは、いかにもお嬢じよう様然とした女子。長い髪かみは滑なめらかに流れ、肌はだは傷という概がい念ねんを人生で一度も知らないのではないかと思えるほど白く、無む垢くだ。風ふう貌ぼうだけでなく、所作の一つ一つが上品であり──それ以上にふさわしい言葉で言い換えるなら、高貴だった。

　彼女は幸也達を見て、にこりと笑う。《人に微笑ほほえみかける》という行こう為いの意味と効能を知り尽つくしているかのような、非の打ち所のない笑えみ。

「まあ。ようこそいらっしゃいました。わたくしは特進科二年十組、蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子こと申します」

　正直に言って、変な名前だと幸也は思った。自分が知らないだけで、あるいは名家として名高い一族だったりするのかもしれないが。

「この《園》の……そうですわね、まとめ役のようなことをやらせていただいておりますわ。こちらは百合ゆり原はら奏かなで。わたくしのお手伝いをしてくださっています」

「……桜子様の説明の通りです」

　桜子と名乗る彼女の後ろ、一歩下がったところにいた女子生徒がそれだけ言って軽く頭を下げる。背が高めで活動的なショートカット、クールビューティと言った感じの女子だ。手にバインダーのようなものを持っていて、首には高そうなカメラを提さげている。桜子とは対照的に、にこりともしない、どちらかと言えば非好意的な態度のように思えた。
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「こいつはどうも。俺おれは石いし堂どう幸也」

「才さい連れん夜子という。最近オススメの渾名あだなはナイトメア・オブ・サイレン。ちなみに今決めた」

「……薬やく園えん坂ざか優ゆう理り、よ」

　それぞれ自己紹しよう介かいすると、桜子は満足したように笑みを深めて頷うなずいた。だが幸也は満足しない。確かめておかねばならなかった。

「だいたいのところは理り法ほうから聞いてる。でももう一回、はっきりと聞かせてくれ。ここは──この《園その》っていうところは、いったいどういう場所なんだ？」

「楽園を目指しています」

「そんな言葉だけじゃ理解できないぞ」

　口答えが気に障ったのか、奏かなでが眉み間けんに皺しわを寄せて幸ゆき也やを睨にらむ。

　しかし桜さくら子こはまた上品に頰ほおを緩ゆるめつつ、自分のスカートのポケットからそっと何かを摘つまみ取った。幸也達たちにも見覚えがあり、いくつか持っている、光こう沢たくのない白い玉。

「皆みな様さまは、この白玉というものについてどうお考えですか？」

　幸也は首を横に振るしかない。白玉については──ほとんど、最初の武たけ田だ猫ねこ啼なきの放送でその言葉を聞いたときと認識は変わっていない。生徒手帳のゲージが上限に達したとき、自分達の身体からだから出てくる異物。喉のど元もと、鎖さ骨こつが交わっているあたりに、肌はだの下から不可思議な感覚でせり上がってくるもの。無論、これまでに二度ほど、幸也自身もその排はい出しゆつを経験している。

　その存在を意識するするのは今まで後回しにしていた。自分にはそれ以外に何よりも考えるべきことがあったからだ──復ふく讐しゆうという名の、目的が。優先度で言えば、自分達や他人の生命に直結する黒玉のほうが明らかに高かった。

「──さあな。あの《校長マスター》はそれについては詳くわしく説明していない」

「そうね。だから実際に見えることだけを言うしかないわ。生徒手帳に描えがかれてるおかしなゲージが一いつ杯ぱいになったら、私わたし達たちの身体からだから出るもの。ゲージは自然に増えていって、だいたい二日くらいで一杯になる。一杯になったゲージはゼロに戻もどる……」

「最初は驚おどろいたがね。何度か出せば慣れるものさ。それに、大きな声では言えない大事な要素として……白玉が出るときは、なにやらとても気持ちいい、というのがある」

「ええ、皆様の言う通りですね。ですが人によって、生徒手帳の白玉ゲージの溜たまり方は違います。その差はどこにあるのでしょうか？　ただの時間経過ではないのでは？　その答えは、先ほど貴女あなたが仰おつしやった言葉──気持ちいい、ではないかとわたくしは考えています」

「どういうことだ？」

「この白玉はおそらく、人の死体から出る、あのおぞましい黒玉と対になるもの。注意深く比ひ較かく観察し、わたくしは確信を得ました。この白玉は、人間の幸福度に関連している。生徒のゲージは、人間が幸福を感じているときに増加するのだと」

　幸ゆき也やはぴくりと眉まゆを寄せた。優ゆう理りと夜や子こも同じような表情。

「誰だれもが自然増加するのは、生きていること自体が幸福であるから。そしてそれ以外に生を実感し、幸福を感じたとき、ゲージは増加していると考えられます。安全な場所で眠ねむれたとき。仲間達と笑い合えたとき。おなかいっぱいに食べられたとき。綺き麗れいな服に着き替がえられたとき。温かなお湯で身体の汚よごれを洗い落とせたとき……」

　桜さくら子こはそっと自らの胸の上に手を置き、

「わたくし達が重視するのは、それです。この《園その》は、争いと殺人の果てに生まれる黒玉ではなく──わたくし達の幸福の体現である白玉のほうを重視し、それを協力して貯めることで、この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】を脱だつ出しゆつしようという人間の集まりです。つまり……ここは暴力という概がい念ねんの対極に位置する、平和と共存のコミュニティなのですわ」

　それから軽く小首を傾かしげるようにして、冗じよう談だんめかした声音で彼女は付け加えた。

「と、いう感じなのですけれど……この答えは、貴方あなたがたのお気に召めしたでしょうか？」

　幸也達はここに来て何度目か、無言で顔を見合わせる。理り法ほうだけは笑顔で、そうなのです！　と言うかのように一同に向けて力強い首しゆ肯こうを繰くり出していた。

　桜子は喉のどを鳴らして笑う。まさしく可か憐れんな花びらのような、今日は綺麗なものを見たのだと誰かに喧けん伝でんして回りたい気分になるような、笑えみ。

「何にせよ、ここで立ち話をしていても始まりませんわ。さあどうぞ、《園》をご案内いたします。そのあとでお茶にでもいたしましょう」

　出てきたばかりの建物のほうに向かって踵きびすを返す桜子。仏ぶつ頂ちよう面づらの奏かなでが無言でその後を追い、理法は幸也達に促うながす視線を向けてくる──

　優理が肩を竦すくめるようにしながら言った。

「行ってみましょうか。とりあえず、取って食われるようなことはなさそうだわ」
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【凍とう島じま雄ゆう一いち郎ろう　──　学園北東部付近／スクールバス車内】




　雄一郎はハンドルを握にぎり、学内の道に沿って鋼はがねの塊かたまりを走らせていた。速度は低速を維い持じする。この状じよう況きよう下で無む闇やみにエンジン音を響ひびかせる必要はないし、眼前に広がる曖あい昧まいな霧きりの中にスピードに乗って突つっ込む利点など何もない。たまにフロントウィンドウには道のど真ん中をうろつく《首割れ》の姿も現れるが、現在の速度であっても質量差が段だん違ちがいだ。そのまま進み、ごん、と車体で押しのけ、倒たおし、タイヤで踏みつけるだけで済む。足下でべきべきと骨が折れる音。悪くない。世界がこうなる前も同じようなことができればよかったのに。愚ぐ鈍どんで苛いら立だたしいだけの学生に、潰つぶされる緩かん衝しよう材ざいと同程度の意味を与あたえて終わらせてやる。どうせ無意味でくだらない人生を送るだけなのだから、そうしてやるのも教師の導き方の一つではなかったか。

　そんなとき、前方の道沿いに何かの動きがあるのを雄一郎は見て取った。この広大な学園の敷しき地ち内にいくつも点在している、防災倉庫の一つ。そのシャッターが開かれており、倉庫前のスペースには何人かの人ひと影かげが見える。

　少し考えたが、そのままバスを進めた。近付くとさすがに音に気付いて、倉庫前の生徒達が驚おどろいたような視線を向けてくる。ほどよいところでバスを止め、雄一郎は首を捻ひねって後ろの車内を見やった。最前列の座席に座っている一人の人間に、

「行ってくる。お前は合図まで待て」

「はい、せんせー」

　その頭を一ひと撫なでしてからバスを降りる。彼女は幸せそうに目を細めていた。

　眼鏡めがねの位置を直し、スーツの襟えりを正しながら防災倉庫に近付く。倉庫の前には三人ほどの生徒がいた。いや──中から出てきた二人を含めれば、五人か。

「君達、大だい丈じよう夫ぶか？」

「あっ。凍島、先生……？」

　一人の女子生徒が目を瞬またたかせていた。見覚えがある。受け持っていたクラスの生徒の一人だ。勿もち論ろん名前も覚えている。雄一郎は意識的に頰ほおを緩ゆるめて、

「二年二組の聖ひじり沢さわか。こうなって初めて顔見知りに会えたよ。無事でよかった」

「あ……はい……」

　自分の容姿が人並み以上であることは自覚していた。普ふ段だんの授業中にあまり笑わない（無論、愚おろかで劣れつ等とうな子供の相手をするのが退たい屈くつで億おつ劫くう極まりないだけだが）からこそ、たまに見せる笑顔が効果的だということも。

　聖沢の赤らんだ顔を見つめるふりをしながら、雄一郎は周囲をさらに観察した。倉庫の外。倉庫の中。必要な物資とそうでないものが分けられている。それでいて僅わずかな生活の痕こん跡せきも感じられる。この場所でつい最近暮らし始めた、といったところか。

「ここを拠きよ点てんにしているのか？」

「あー、ま、昨日からっすけど。先生は……」

　男子の視線がバスを向く。雰ふん囲い気きからして彼がこの一団のリーダー格だろう。

「目覚めたスタート位置がたまたま教員準備室の近くでね。そういえば鍵かぎがあった、と思い出して最初に確保したんだ。そこから実際に駐車場に行って乗り込むまでには……いろいろあったよ。何人かの生徒達たちとは、その途と中ちゆうで合流できていたんだが……」

　沈ちん痛つうと後こう悔かいの顔を作ってみせる。共感の手順だ。彼らもすっと表情を暗くして頷うなずいた。

「あー、まあ……俺おれ達たちも、その、ここまでに何人か《首割れ》に……」

「一昨日おとといも、一人。いつのまにか近くにいて、気付いたときにはっ……もっと、もっと気をつけてれば……」

「……辛つらい思いをしたんだな。よく頑がん張ばった」

　鎮ちん魂こんの無言。ややあってから、雄ゆう一いち郎ろうはバスに目を向けた。

「あれには僅わずかだが物資が積んである。移動できるから、色々な事態にフレキシブルに対応できるはずだ。君達さえよければ今後は一いつ緒しよに行動しよう……教師だからと偉ぶるつもりはないが、未成年の保護は大人として最低限の責務だと思う」

「それは……えと、どうする？」

「い、いいんじゃない。倉庫の床ゆかよりは、バスの座席のほうがよく寝ねれそう」

「私も賛成！」

　雄一郎は再び頰ほおを緩ゆるめ、

「ありがとう。ところでここにいるのは君達で全員か？」

「そうです」

「なるほど……ついでに聞くが、僕ぼくはできるだけ多くの生徒達を保護したいと思っている。他ほかのコミュニティと交流があったりはしないだろうか」

　顔を見合わせる生徒達。

「交流……？　ないよねえ」

「怖こわいから、誰だれかいてもあまり近付かないようにしてたし……そもそも、他のコミュニティってどっかにあるのかな？」

「誰か、なんか旧写真館のほうに人が集まってるって噂うわさ聞いたことある、みたいな話してなかったっけ？」

「ふむ……まあ、他のコミュニティと交流がないのならばいい。それは一応聞いただけで、どちらかと言えば、君達がこれで全員だということのほうがより重要だ」

「どうしてですか、先生？」

　女子生徒、聖ひじり沢さわが軽く小首を傾かしげて雄一郎を見上げてくる。

　雄一郎は授業中にいい質問をしてきた生徒を褒ほめるときの、信しん頼らい度どと好感度を高めるように自己調整した完かん璧ぺきな教師スマイルで彼女の顔を見返し、

「もし生き残りがいたら、今後の僕の行動に何か支障が出るかもしれないだろう？」

　それから雄ゆう一いち郎ろうは眼鏡めがねをくいと押し上げつつ、バスのほうに顔を向けて、

「いいぞ。やれ──子犬」

「はい、せんせー！」

　そしてバスの中から飛び出してきた雄一郎の忠実な下げ僕ぼくが、命令通りに。

　その場にいた彼らを皆みな殺ごろしにした。
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──　旧写真館・一階／廊ろう下か】




　二日間他のコミュニティに潜せん入にゆうし、ここにふさわしい人間達たちを探して連れてこい。

　そんな回りくどい《命令》を理り法ほうに出す人物がいるような場所は、はたしてどんなものなのか。何にせよ一ひと筋すじ縄なわでいくような感じではあるまい──

　最初に幸也達が警けい戒かいしていた理由はそんなものだ。

　だが桜さくら子こに連れられて《園その》の中を案内されているうちに、その警戒が杞き憂ゆうであるような気がどんどんとしてきた。馬ば鹿からしくなってきたと言ったほうが正しいかもしれない。

「ここには何人ぐらい人がいるんだ？」

「今はちょうど二十人ですわね。貴女あなた達を含ふくめれば二十三人ですが」

　内部の空気は実に牧歌的だった。案内の最中にすれ違ちがう生徒の顔に悲ひ壮そう感かんはない。桜子と奏かなでに笑顔で挨あい拶さつをし、見慣れぬ一団である幸也達にも歓かん迎げいの会え釈しやくをしてくる。当然ながら、この異常な【課カ外ガイ活カツ動ドウ】という状じよう況きよう自体に対する緊きん張ちよう感かんや警けい戒かい心しんはゼロではない。だがそれはそれとして、彼らはこの集団生活に慣れており、少なからぬ安心と安あん堵どを抱いだいているようだった。

　彼らは彼らの生活をごく普ふ通つうに行っている。自分のやるべきことを見つけ、深刻になりすぎることなく、その仕事に集中している。桜子と奏はそんな彼らに信しん頼らいされている──そう、幸也達には無ぶ愛あい想そうすぎる奏も、だ。

「桜子さま、こんにちは。あ、奏さん、少しいいですか？　今夜の東側見張りのシフト、少し変へん更こうできないかなって……少しおなかが痛くて……ごめんなさい」

　奏は持っていたバインダーを開き、ボールペンで何かを書き込みつつ、

「桜子様の規則の通り。体調不良はすぐに報告──謝ることはないわ。大だい丈じよう夫ぶ。山やま田だくんと替かわってもらうように。今日の貴女の予定は休息にします」

「助かりました……すみません……」

　立ち去る女子生徒の後ろ姿に、奏は思い出したように声をかけた。

「辛つらければ医い療りよう班の子達に言って、薬を貰もらってきなさい。私の名前を出していいから」

「あ、ありがとうございます！」

　頭を下げる女子生徒、それを見送る奏かなで。幸ゆき也やの視線に気付くと、何か言いたいことでも、というように睨にらんできた。そこで桜さくら子こが肩を小さく揺ゆらし、

「至らぬわたくしの代わりに、奏さんはわたくしの右腕としていろいろな仕事をしてくれているのです。わたくしだって、とても頼りにしていますわ」

「！　それは、その……えと……光栄です……」

　照れたようにもじもじする奏。別に感情がない人間ではないらしい。ひょっとしたら自分が嫌きらわれているだけだろうか、と幸也は微び妙みように口をへの字にした。

　旧写真館の内部には大小様々の部屋があった。大きめの部屋には普ふ通つうの教室のように無数の机と椅い子すが並んでいる。今はあまり使われていないが、昔は視し聴ちよう覚かく室のような使われ方をしていたらしいと桜子が説明してくれた。そこは今は何人かの男子生徒達の生活スペースになっているようで、外で見たのと同じように車座になって彼らは作業に勤いそしんでいた。一方、小さめの倉庫部屋には女子の生活感。ちくちくと何かを縫ぬっていた女子達が顔を上げて、

「あっ、桜子さま、こんにちは……って白しろ鷺さぎさんだ！　おかえり！　やった、私わたし達たちのお裁さい縫ほう大臣が復活！　もう糸の在庫とか気にしないでいいんだ！」

「ただいまです。時間ができましたら、また私も被ひ服ふく班のお手伝い、させていただきますね」

　にこにこと笑いながら理法が言った。ひどく自然な会話。彼女もこの空間に馴な染じんでいて、帰ってきた、というような雰ふん囲い気きを醸かもし出している。しかしふと気付いたが、理法はよくきょろきょろと首を回すような仕草を見せていた。

「誰だれか探してんのか？」

「ええ……まあ。実は、私には弟がいまして。普通科の一年五組、白鷺宗そう理りといいます。所属はゴルフ部です」

「初耳だ。その弟もこの《園その》にいるのか」

「はい。一いつ緒しよにここに来ましたから……どこにいるのでしょう……」

　そのとき、先を歩いていた桜子の肩が、少しだけ揺れた気がした。嘆たん息そくしたのかもしれない。

「そう……忘れておりました。理法さん。貴女あなたに言うべきことが」

「なんでしょう？」

　桜子は案内の足を止め、理法を振ふり向いた。どこか申し訳なさそうな顔で、

「極めて不良の一点ベリーバツドと言わざるをえませんが。彼は、貴女が任務のためにここを出発してしばらくしたあと──心配してか、貴女を追う、とここを出て行ってしまったのです」

「！」

「そう簡単に見つけられるものではない、待っていたほうがいいとわたくし達は止めたのですが。どうしてもと聞かず……」

　驚おどろきで目を見開いていた理法は、ゆっくりと視線を落として、

「そう、なん……ですか……」

　絞しぼり出すような声で、ぽつりとそう言った。見るからに意い気き消しよう沈ちんしている。いると思った家族がいなくなっていたのだから当たり前だろうが。

「しばらくしても見つからなければ戻もどってくるとは言っていました。ですから、そのうちに帰ってくる可能性も充じゆう分ぶんにあります。あまり気を揉もまないように……」

　それでも理り法ほうの表情は晴れない。慰なぐさめの言葉をかけるかどうか迷っていると、場の空気を切り替かえるように、桜さくら子こがふっとまた前を向いた。

「一階はこんなところですわね。では次は二階へまいりましょう」

　暗い顔ではあったが、理法も足を動かして今まで通りについてくる。

　まだ周囲に蟠わだかまっていた微び妙みような居心地の悪さに耐たえかねてか、優ゆう理りが口を開いた。

「二階には何があるの？」

「一階とそれほど変わりませんよ。倉庫に、わたくし達たちの私室……僭せん越えつながらわたくし達用の執しつ務む室しつのような部屋もありますが」

　階段に向かって歩を進める桜子。最後尾にいた幸ゆき也やは、階段の最初の一段に足をかける前、一階の踊おどり場でふと違い和わ感かんを覚えて足を止め、首を傾かしげた。何がどうということはない。理由はわからない。ただ違和感があったのだ。何の変へん哲てつもない、上に続く階段。その脇わきのスペースは薄うす暗ぐらい行き止まり。そこに置かれている荷物にもおかしいところはない。はて。

「幸也、どうしたのかね。発光現象オーブでも見かけたか？」

「いや……何でもない」

　先行していた一同を追って、階段を上り始める。

　遅おくれて足並みを乱したことがそんなに気に障ったのか、奏かなでが今まで以上に冷たく無感動な、威い圧あつ感かんのある視線でじっとこちらを睨にらんでいたように思えた。
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【凍とう島じま雄ゆう一いち郎ろう　──　学園北東部／第十三防災倉庫前】




　替かえの利かないスーツが汚よごれなくてよかった。そろそろクリーニングに出したいところであるのは確かだが。

「えーと、えーと」

「う……あ……」

「あ、これまだ生きてる。えい」

　ぐしゃり。巨きよ大だいな戦せん斧ぷで、三み番つがい子こ犬いぬが女子の頭を潰つぶしてとどめを刺さす。聖ひじり沢さわかもしれなかったし、そうではないかもしれなかった──元々顔の半分が削けずれていたので判断がつかない。そして雄一郎にはもう興味もない。

「終わりました、せんせー！　わんわん！」

「ああ。ご苦労」

　褒ほめて褒めて！　とばかりに笑顔で駆かけ寄よってくる子こ犬いぬ。小さくつぶらな瞳ひとみに、柔やわらかそうな──そして実際柔らかい──唇くちびる。愛くるしい顔かたち。

　雄ゆう一いち郎ろうはその頭に手を伸のばし、撫なでてやる。ふわふわした髪かみの感かん触しよく。それは彼女が着ている、制服ではない、ゴスロリ風の衣服によく似合っている。これは雄一郎が顧こ問もんをしている演劇部の部室から集めてきた衣装だ。替えはそれなりにあるし、小まめな手洗いも命じている。返り血に目くじらを立てることもない──身みの丈たけほどもある戦せん斧ぷを振ふるい、一同の中に飛び込んで戦った結果なので仕方がない。

「だが、まだ仕事が残っている。お前は必要な物資を集めろ」

「はぁい」

　雄一郎は雄一郎でやることがあった。自分にしかできない仕事だ。靴くつとスーツを汚さないように注意しながら地じ獄ごく絵え図ずの間を回り、雄一郎は人数分の黒玉を拾い上げる。上半身と下半身が分かれた人間が半数ほどいたので探すのに少し時間がかかった。ハンカチで黒玉の汚れを拭ぬぐってから、ひとまずスーツのポケットに入れる。正確な数はあとで数えてみる必要があるが、これで──四十は超えただろうか？　苛いら立だつ先の長さだ。

　子犬は倉庫の内外をてきぱきと動き回り、必要な物資を山積みにしていた。

　この場所に価値があるとすれば、それは非常用に蓄たくわえられていたその物資だけだ。場所自体に価値はない。道に近すぎ、開けており、倉庫のシャッターも脆ぜい弱じやく。こんな場所をキャンプ地にしようとしていたとは、やはり生徒は愚おろかすぎる。価値という話なら、死んで黒玉を出すことが唯ゆい一いつの彼らの価値だ。優ゆう秀しゆうな教師を生き残らせるための。

「あの、せんせー。ボク、そろそろ、おなかが……」

　一仕事終えた子犬が帰ってくると、彼女は急にそわそわし始めた。上うわ目め遣づかいになり、肩を縮めて見つめてくる。仕方がない奴やつだな、と雄一郎が言うと、子犬はぱっと目を輝かがやかせた。そして雄一郎は自分のＥＣ能力を発動する。

「《生徒の正しい躾け方ウイツプレスキヤンデイ》……」

　指先、親指と人差し指の間に生まれたのは、一つの黒い飴あめ。

　それを子犬の顔の前に差し出す。彼女が前ぜん傾けい姿勢になり、ぐっと口を近付けてきたところで、

「──待て」

　ぴたりと子犬の動きが止まる。小さな舌を唇の間から覗のぞかせたまま。

　その状態で、さらに待つ。雄一郎が指に感じる吐と息いきがだんだん大きくなってきた。彼女の肩が揺ゆれ始めてきた。懇こん願がんするような視線が、下方から雄一郎に届けられる。

「せ……せんせぇ……」

「どうした？　もう我が慢まんできないか？」

「うん、できない、ボク、がまん、できないよぉ……おねがい、はやく……わん……」

　舌が伸のばされた口から、ぽとりと涎よだれが垂れるのが見える。雄ゆう一いち郎ろうは唇くちびるを歪ゆがめて、

「堪こらえ性しようのない飼い犬だ。だが、さっきはよく働いた……よし。まずはこのまま舐なめろ」

「はぁむっ！」

　言い終わるか言い終わらないかのうちに、子こ犬いぬの舌が飴あめに届いた。一心不乱に舐める。それを摘つまんでいる雄一郎の指ごと舐める。ピンク色の舌が唾だ液えき混じりにちらちら覗のぞく。雄一郎の指と飴の区別がないように、彼女は舌を絡からめ、吸い、しゃぶる。まさしく健気けなげな子犬のように。

「ふっ……ふっ……」

　上気した頰ほお、リズムの速くなった呼吸。雄一郎の手先を舐めしゃぶりながら、子犬が上うわ目め遣づかいの視線を向けてくる。率直に言って──そそられた。

[image: ]

　生徒は全すべて愚ぐ鈍どんで劣れつ等とうだ。仮にそうでないものがいるとすれば、絶対的な優性を持つ教師に完かん璧ぺきに飼育され、躾しつけられた生徒だけ。

　それは【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まるより前から凍とう島じま雄一郎が至り、実行していた、当然の真理。

　彼女の口に飴あめ玉だまを残し、指を抜ぬく。涎の橋。飴は口の中なのに、どこか名残なごり惜おしそうに子犬がそれを見る。

「服が血で汚よごれているな。バスに戻もどったら──脱ぬぐんだ」

「はい、せんせー……わんわん……」

　口の中の飴あめを舌で転がしつつ、真っ赤になった顔で肩を縮めながら、子こ犬いぬは言った。

　殺さつ戮りくも、事後処理も、その後の躾しつけも、もはや慣れたもの。

　物資を抱かかえた彼女と共にバスに戻もどりながら、雄ゆう一いち郎ろうの意識は既すでに次に向いている。思い出していたのは、この一団の誰だれかが語っていたこと。

（旧写真館に人が集まっている、か……次はそちらに行ってみるか……）
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【知ち立りゆう羽はね影かげ　──　学園北東部／第十三防災倉庫付近】




　知立羽影は自分の口を押さえて、茂しげみの中にしゃがみ込んでいる。息苦しさと、密着した掌てのひらのせいで余計に鼻息が大きく聞こえることに気付いて、慌あわてて少し手を離はなした。途と端たん、鼻び孔こうに届いてくる血の臭におい。今度は吐はき気を堪こらえなくてはならない。

　頑がん張ばって、とでも言うように、一いつ緒しよの茂みで身を潜ひそめているリリスが肩を寄せてきた。彼女の体温と質感が僅わずかに羽影を落ち着かせる。口でゆっくりと呼吸。静かに。震ふるえよ止まれ。自分の顔にかかっている眼鏡めがねがその震えで音を立てなければいいと願う。

　視線の先にいるのは──二人の人間。眼鏡をかけた一人の若い男性教師と、ゴスロリのような衣装に身を包んだ背の低い女子だ。

　たまたま近くを歩いていた羽影とリリスが、物音を聞きつけてとりあえずこの茂みから顔を覗のぞかせたとき──笑顔で気軽な虐ぎやく殺さつを行っていた少女と、それを見守っていた冷静な教師。

　脳裏に刻まれた光景が再度の吐き気を呼び起こす。まるで重さがないかのように、軽やかに振るわれていた戦せん斧ぷ。首を断つ。腰を断つ。胸を裂さいて腹を割いて臓器を零こぼさせる。柄えで突ついて頭ず蓋がい骨こつは陥かん没ぼつ、圧力で飛び出る目玉。悲鳴助けて懇こん願がん聞かない聞いていない黙だまらせろと教師が言って女子は当然のように戦斧を振りかぶって──

　ぎゅっと目を瞑つむって、忘れる。そして気付けば教師達はその場を離れ、少し離れた場所に止めてあったバスに荷物を抱えて乗り込んでいた。

　肩をつついてきたリリスの顔を見返して頷うなずき、羽影は這はうようにその茂みを出た。幸い、目的地はバスからは遠ざかる方向だ。霧きりに紛まぎれるように充じゆう分ぶん距きよ離りを取ったところで、ふう、と二人して大きく息を吐く。

「嫌いやなものを……見ちゃったわね……」

「同感やね。あれは、あかんわ──センコーのほうも女子のほうも、何かが完全に振り切れとる。何が正義かを考えたら、絶対に止めるべき相手やったんやろうけど……」

　純然たる白人留学生であるリリスは、俯うつむき加減に天然物の金きん髪ぱつを垂らしつつ、沈ちん痛つうに目を細めていた。羽影は首を横に振り、

「私わたし達たちが見たときは、もう手て遅おくれだったわ。あなたが気にすることじゃない……とりあえず私達にできることは、もうあの二人に出会わないよう気をつけることだと思う」

「そうやなあ。ま、いつ誰だれに出会うかわからんのがこの【課カ外ガイ活カツ動ドウ】やけど」

「……会いたい人には、なかなか会えないものよね」

《首割れ》や、その他の脅きよう威いに注意して歩き始める。

　そのうちに、二つの校舎が並んでいる場所に辿たどり着いた。一つ一つの校舎はこの学園ではお馴な染じみの小規模なものだが、それぞれの校舎の間が大きな屋根で覆おおわれており、そこはベンチなどが置かれたちょっとした屋根つきの広場のようになっている。

　羽はね影かげはそのまま歩を進め、広場の中心部に立っている掲けい示じ板ばんに近付く。リリスに周囲の警戒を頼たのんでから、すうと一つ息を吸って、その掲示板に何が貼はられているのかを確かめた。これまでにも、学園の他ほかの場所で何度か繰くり返かえしてきた行こう為い。

　部活の定期公演を知らせるビラ。落とし物のお知らせ。誰が求めているのかも知らない地域情報だより。これは【課外活動】前に貼られていたものだ。新しいものは──ある。恋こい人びとに自分の無事を知らせているメモ帳。違う。他には──

　……羽影ちゃんへ。わたしは今、ここにいます……

「あった……」

　思わず呆ぼう然ぜんと、呟つぶやいてしまう。掲示板に貼られた真新しい紙の上、その文を何度も目で追う。記された自分の名前。見慣れた筆ひつ跡せき。最後の署しよ名めいも勿もち論ろん見慣れたもの。日付は二日前だ。

「え、あったん？」

「うん。間ま違ちがいないわ。あの子……やっぱり……」

「はー。生きてれば絶対どこかに伝言を残してくれてるはず、あの子はそういう心配りができる子や……なんてあんたが言ったときにはホンマかいなと思ったけど。ホンマやったんやな」

　安あん堵どの吐と息いきが羽影の口から漏もれていた。まだ何も得られてはいないのに、不思議と目頭が熱くなってくる。いや──得られていない？　噓うそだ。生きているという情報が得られた。未来に希望が持てた。これからすべきことが明確に見えた。それは大いなる前進だ。感動的なほど。

　メモ書きには、その彼女がいるという場所の地図も簡単に記されていた。どうやら特進科の敷しき地ち内にある旧写真館らしい。次の目的地は自動的に決まる。距きよ離り的には少し遠い──霧きりの濃こさや、出会う人間や《首割れ》などの状じよう況きよう如何いかんによっては、途と中ちゆうで夜を明かす必要があるかもしれない。何にしても、出発が早いほうがいいのは確かだが。

　逸はやる気持ちを抑おさえて、再び周囲に警戒しながら歩き出した。リリスが感心したような口調で、

「にしても、こんな状況で携けい帯たいが繫つながらんかったら、フツー諦あきらめようと思うけどな。ホンマ、たいしたもんやで。こんなアナログな方法で伝わると思って書き置きしたそいつも──それを信じて学園内の掲示板を探し回ってたあんたも。なんつーか、すごい信しん頼らい感かんやわ」

　羽影はどこか誇ほこらしいような気持ちで、リリスに微び笑しようを向けて言った。

「当たり前じゃない。親友だもの」




　　　　　　　　　　[image: ‡][image: ‡][image: ‡]

【薬やく園えん坂ざか優ゆう理り　──　旧写真館・二階／執しつ務む室しつ】




　最終的に案内されたのは、桜さくら子この執務室のような場所だった。

　もとは教員の準備室か何かだったのだろう。イメージとしては校長室をやや庶しよ民みん的にした感じの一室だ。部屋の片側に並べられた棚たな。書類棚にはファイルがいっぱいに詰つまっている。正面の窓際には大きな机。部屋の中央にはソファとテーブルが置かれていた。

「先ほどお話しました幸福の例、一つ大事なものを言い忘れておりましたわね。わたくしが個人的にもっとも幸福を感じるのは、このように……皆みんなで美味おいしい紅茶を味わうとき、ですわ」

　幸ゆき也や達たちの向かいのソファに座った桜子が、可愛かわいらしく小首を傾かしげながら言う。膝ひざを揃そろえた完かん璧ぺきなお嬢じよう様座り。その隣となりにいる理り法ほうも身に纏まとうお嬢様感はかなりのものだが、今はさっきの弟の話が気になっているのか、暗い顔でどこかぼうっとしている。

　一いつ旦たん部屋を出て紅茶を用意してきた奏かなでが、相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらでテーブルにカップを並べていく。なんとなく居心地が悪くなり、

「あ、ありがとう。悪いわね。今は貴重でしょう、こういうの──」

「そうね、これは桜子様の優しさの結けつ晶しよう。桜子様が仰おつしやらなければ絶対に出していない程度には貴重ね。この状じよう況きようで奇き跡せき的に確保できた電気ケトルとティーバッグを消費したことを嚙かみ締しめながら、心して飲みなさい」

　桜子はともかく、やはり彼女にはあまり歓かん迎げいされていないようだ。しかし幸也は、

「じゃあ感謝の意を示して、その桜子さまの手に口づけとかしてから飲んだほうがいいのかな。いただきますマドモアゼル、みたいな」

「まあ。姫ひめと騎き士しのようですわね」

「っ！」

　がちゃんと乱暴に幸也の前にカップが置かれ、あっつっと幸也は慌あわてて身を仰のけ反ぞらせていた。別にわざと刺し激げきしなくてもいいだろうに、と優理は呆あきれる。教育的指導案件だ。

　そのとき遅おくれて気付いたが、もう一人、ふっくらとした女子も奏と一いつ緒しよに部屋に入ってきていた。微び妙みように見覚えがある気がする。奏と同じくお盆ぼんを持っている彼女は幸也を見て、

「えと……さっきは、ありがとうございました！」

「ああ、外にいた……」

　優理も思い出す。柵さくの向こうから《首割れ》に摑つかまれてあたふたしていた、あの彼女だ。雰ふん囲い気き的には一年生っぽいが、単純に気弱な性格なだけという可能性もある。

「すみません、どんくさいってよく言われるんですけど、さっきは格段にどんくさい姿を……ううう。恥はずかしい。というわけでですね、いや、というわけでもないんですけど、お礼させてくださいみたいな！　丹たん精せい込めて出しました！」

　彼女がお盆ぼんごとテーブルの上に置いたものを見て、優ゆう理り達たちは目を丸くする。

　紅茶に負けずに湯気を立てている、ほかほかのおにぎりの山だった。見た瞬しゆん間かん、口の中に胃液が溢あふれてくる圧あつ倒とう的てき存在感。胃い壁へきが浮うかれて踊おどり始める。

　これだけの量の米を炊たいて握にぎったのか？　いや、現実的ではない。ならば。

「ひょっとして……これ、あなたのＥＣ？　おにぎりを出す能力？」

「はい、《主食／黄金の子らよ我が手にデルタキユイジーン》といいます。わたし、料理部なので！　あ……でもその、見てわかる通り、他のお料理があんまりうまくなくて……やっぱりどんくさくて……唯ゆい一いつ自信があるのがおにぎりだったっていうのが丸わかりな感じで、これまた恥はずかしい……」

「恥ずかしがることはありませんわ。誇ほこるべき素晴らしい能力です。食料班のトップとして、貴女あなたはとてもよくやってくれています。十点満点エクセレントですわ」

「さ、桜さくら子こさまにそう言ってもらえると、頑がん張ばった甲斐かいがあります！　えへへ。どんどん食べちゃってください！」

「いただきましょう。紅茶といえばスコーンですが、この子のおにぎりもなかなかに味があるものですよ。さあ、お客様を歓かん迎げいしての宴うたげのようなものですから、貴女達も一いつ緒しよに」

　こちらに気を遣わせないためだろう、桜子が率先して紅茶を啜すすり、おにぎりの一個を口にする。お嬢じよう様とおにぎりという組み合わせは新しん鮮せんだった。ソファーの空いた場所に座った奏かなでと料理部の彼女も適当に手を伸のばす。理り法ほうは──まだぼうっと足下を見つめているだけだった。

　優理達は顔を見合わせた。タイミングを逃のがしていただけで、迷っていたわけではなかったが。胃い袋ぶくろの説得力はそれほどまでに大きい。

「じ、じゃあ……せっかくだし。わたし達もいただきましょうか」

　おにぎりは塩気が効いていた。紅茶は温かく喉のどを潤うるおした。考えてみれば──今まで保健室にあった保存食中心の食事だったので、温かいものを口にしたのは本当に久しぶりだ。米こめ粒つぶ一つ一つの持つパワーが全身に広がっていく。茶葉の香かおりに満ちた温度が体内を満たしていく。

「涙なみだが出そうなほど美味おいしいわ……」

「そ、そう言ってもらえると嬉うれしいような、ただのおにぎりなので気が引けるような……」

「シンプルなものほど素晴らしいものさ。ナスカの地上絵しかり」

「美味しいのには同意するけど、もっと感謝しろやオラァ的な視線がまた対トイ面メンから届いてきてるのが気になるな……」

「奏さん、そんなに睨にらんでいてはいけませんわよ。ほら、手元を見ていないから、ご飯はん粒つぶがほっぺについているではありませんか。取ってあげます」

「さ、桜子様……そんな、あいつらが見てるのに……いえ別に、嫌いやでは、ないですが……」

　奏の頰ほおについていた飯めし粒つぶを口に運ぶ桜子。それを見て恥ずかしそうに頰を染め、肩を縮めてもじもじする奏。冷れい徹てつ秘書みたいな雰ふん囲い気きだった彼女もあんな表情をするのだなと優理は少し新しん鮮せんに思った。おそらくそれを見せる相手は限られているのだろうが。

　そうして一いち同どうがおにぎりを腹に収め、落ち着いたころ。

　紅茶の湯気の向こう、桜さくら子こが穏おだやかな眼まな差ざしでこちらを見つめてくる。

「さて……改めて、お話をしましょう。この《園その》は、可能な限り快適な暮らしをし、助け合い、お互たがいに幸福が感じられるよう努力し合おうという場所。戦うのではなく、ＥＣ能力を平和的に組み合わせて助け合えば、このようにお茶会を開くことだってできます。そして幸福を感じ、白玉の排はい出しゆつペースが早くなればなるほど、脱だつ出しゆつが近付きます」

「白玉も黒玉と同じく、クリアに必要な個数の中に数えられる……と考えてるんだな」

「ええ。システムとして設定されている要素ですもの。無意味なはずがありませんでしょう？　勿もち論ろん、別の解かい釈しやくも可能性としてはあるのかもしれませんが、現状ではそう考えるのがもっとも自然な流れです」

　桜子は紅茶を一ひと啜すすりしてから、

「つまるところ、《園》はその名の通り、できる限りの楽園であろうとしております。そのためには優ゆう秀しゆうな人材が必要不可欠。だからこの理り法ほうさんのような方々に外に行ってもらい、《園》にふさわしい方を探してもらっていたのですわ」

「それで引っかかったのが俺おれ達たちか」

「乱雑な言葉です。やや不良の三点フエアリイバツド。宝物を見つけてきてくれた、ということにいたしましょう。危険な任務でしたが、よくぞやり遂とげてくれましたね、理法さん」

「あ、いえ……桜子さまの命令を果たせて、嬉うれしいです」

　名前を呼ばれてふっと我に返ったように、理法は力ない笑えみで答えた。危険どころか、出会ったときには九割方殺さつ人じん鬼きに殺されかけてたんだけどね、と優ゆう理りは心の中で思う。

「つまり──もし、《園》の理念に賛同していただけるのであれば。ぜひともここで共に生活をしていただきたいのです。平和と幸福を目指して、助け合ってほしいのです」

　まっすぐに、迷いなく、彼女はこちらの目を見ている。

　ふ、と夜や子こが鼻で笑うのが聞こえた。馬ば鹿かにしているのではなく、彼女らしい時間稼かせぎ──自分のペースを守るための行為だ。冗じよう談だんめかした声音で、

「だが、私わたし達たちはおにぎりを出せないよ？　サンドイッチも、ハムエッグもだ」

「理法さんが連れてきたということは、貴方あなたがたはこの《園》にとって有用な人物であるはずです。ＥＣ能力もそうでしょう」

　黙だまっていても意味はない。彼女が理法に「自分が連れてきた人間達について説明しろ」と命令すれば、おそらく理法は喋しやべってしまうだろう。何を喋るかどうかは──理法の約束を信じるしかないが。ならばここで自ら言ったほうがむしろリスクを減らすことになる。

「わたしは保健委員。《マスター・オブ・インファーマリィ》……傷を治す能力よ」

「俺もだ。《治療記録インジユアリーレコード》つって、自分の怪け我がを一時的に忘れられる」

「オカルト研究会会長。《奔放な電波ボヘミアンプラズマ》……特定の携けい帯たい同士の電波を繫つなぐ、というＥＣさ」

　夜や子この説明には最も注意しなくてはならなかった。さりげなく理り法ほうの様子を探る。その発言を訂てい正せいしようとする様子はない。

　──夜子が、《魂たましいのかたち》である黒玉を核かくに、死者に肉体を与あたえる能力を持っていて。

　この薬やく園えん坂ざか優ゆう理りという存在自体が、その能力で形作られた仮かり初そめの命であるということは──極力、自分達たち以外の他人には、知られたくないことだった。

　夜子のＥＣは歪いびつすぎる。特とく殊しゆすぎる。誰だれかが彼女を利用しようと考えないとは、言えない。

「まあ！」

　と、桜さくら子こが手を打った。幸いにして彼女はこちらの噓うそには気付いていないようだ。

「素す敵てきですわ……これはもう、間ま違ちがいなく、十点満点エクセレント！　最上級フオースターの宝物です。医い療りようというものは、楽園の運営にあたってとても大事だと考えていましたわ。人が生活する以上、どうしても怪け我がというものはしてしまいますし」

　優理がどこかほっとしたように息を吐はいて、

「ナイチンゲールも言ってるわ。『私はすべての病院がなくなることを祈いのっています』って。残念ながら、未み来らい永えい劫ごうなくなることはないでしょうけど」

「それほど我々に近しいものだということですわね。つまり優理さん、あなたのそれは《園その》に必要不可欠で、幸福に直結しているもの。勿もち論ろん、他のお二人のＥＣもとても有用で──やはり是ぜ非ひとも、ですわね。是非とも、皆みな様さまにはわたくし達の仲間になってもらいたいですわ」

　優理は幸ゆき也やに視線を向ける。だが彼は桜子に対する返答ではなく、疑問を返した。

「あんたのＥＣは？　俺おれ達は喋しやべった。でも俺達はあんた達のＥＣをよく知らない。ちょっと不公平だな」

「っ。お前ごとき一般市民が、桜子様に対して、不公平なんて言葉を──」

　顔色を変えて腰を浮うかせる奏かなでを、桜子が軽く手を上げて制する。上品な笑顔は変わらない。

「ごもっとも。わたくしは馬術部に所属しておりました。ＥＣは《愛ある鞭で頑張ってノーブルウイツプワークス》……あまり乱用すべきではない行こう為いですけれど、馬への鞭むち入いれの体現ですわね。叩たたいた相手に痛みと活力エネルギーを与えることができるのです。とはいえ、痛みのほうを使うことはあまりしませんわ。《首割れ》は痛がりませんから。だから基本的には活力を与えるものとして使っております」

　そこで彼女は視線を動かし、

「ああ、貴女あなた、ちょうどいいですわ。おにぎりを出して疲つかれたのでしょう……少し手を」

「あ、はい」

　よくあることなのか、おにぎりを運んできた彼女は戸と惑まどうことなく桜子に手を差し出した。

「《愛ある鞭で頑張ってノーブルウイツプワークス》……」

　桜子の手に短い鞭が生まれ、ぺちり、と本当に軽くおにぎり少女の掌てのひらを打つ。打ったというよりは触ふれたと言ったほうが正しいのかもしれない。

　刹せつ那な、おにぎり少女はぶるりと背筋を震ふるわせて、ぱっと顔を明るくした。言われてみればさっきまでは少しばかり顔色が悪かったような気もするが、今は晴れ晴れとしている。

「ん……ふわぁ、ありがとうございます、桜さくら子こさま！　元気が出ました！」

「極めて良好の九点ベリーグツド。しかしＥＣを使っての疲ひ労ろうは回復できる量にも限度がありますから、無理はしないように……」

　再度こちらに向き直って、

「と、いうような感じですわ。軽い風邪かぜ程度の疾しつ病ぺいなら、この活力付ふ与よ効果で対処できていたのですが、外傷などはさすがにわたくしの手には負えません。なので貴方あなたがたがいてくれると非常に……ああ、わたくしの生徒手帳も確かめられますか？」

「悪いけど、俺おれ達たちは誰だれも生徒手帳持ってないんだが。ドタバタしててな」

「交こう換かんなどとケチ臭くさいことは申しませんわ。どうぞ」

　桜子がポケットから取り出して差し出してきた生徒手帳を幸ゆき也やが受け取り、ページを開く。優ゆう理りと夜や子こもそれを横目で見た。顔写真。所属するクラス──特進科二年十組。メモ欄らんにはＥＣの説明がある。《愛ある鞭で頑張ってノーブルウイツプワークス》。鞭むちを生み出し、それで打ったものに痛みと活力を与あたえる。それらの程度は調整できる……桜子の説明通り、それだけのシンプルな能力だ。

　幸也はそれを彼女に返しつつ、

「少なくとも、あんたの言葉に裏がないのはわかったよ。さっきから『桜子さまの個人情報を盗ぬすみ見るとはこの変態！』みたいな目で見てる副官さんの心の裏はどうか知らないけど」

「……」

　その通りだけどそれが何か。死んで。みたいな奏かなでの冷たい視線。

「ああ、奏さんのもお伝えしておきますか？　わたくしのＥＣなどよりよっぽど凄すごいことができるＥＣです。奏さんは写真部で──」

「すみません！　桜子さま！」

　そのとき外からドアをノックする音が聞こえてきた。そして慌あわただしくドアが開かれ、

「し、失礼します！　桜子さま、ちょっと問題が……！」

「緊きん急きゆうですか？」

　困こん惑わくしたような面おも持もちのまま、こくこく頷うなずく女子生徒。桜子は小さな息を吐はいて、ソファーから立ち上がった。当然のように奏も席を立つ。

「失礼、少し中ちゆう座ざさせていただきますわ。皆みな様さまは適当におくつろぎを」

　何があったのだろう。優理は部屋を出て行く彼女達の後ろ姿を見ることしかできない。

　ドアが閉まる間ま際ぎわ、微かすかに聞こえてきた言葉だけが、唯ゆい一いつの情報だった。

　──侵しん入にゆう者しやです。
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【愛あい眼がん双すご六ろくと井い伊い秋あき津つ穂ほ　──《園その》近辺／前方数十メートル地点】




　二人は茂しげみに隠かくれ、遠目からその場所の様子を窺うかがっている。周囲は塀へいで覆おおわれているが、ここからは正面ゲートの鉄てつ柵さく越しに内部の様子がそれなりに見えた。

「ふん……人が多くて、なんか暢のん気きな感じがする場所だな。ま、だからピッタリなんだけどよ」

「ねえ」

　同じ場所に隠れていた秋津穂が、くい、と双六の制服を摘つまんだ。伏ふし目めがちに──何かに迷っているような、怯おびえているような、そんな表情。

「……本当に、やっちゃうの……？」

「さんざん話して決めたろ。今いま更さら蒸むし返かえすなよ」

「うん。それは、そうだけど。それでも、なんか、なんかさ……」

　いついかなるときも双六の背中を（たいていの場合、面白半分に）押していた秋津穂が、今は迷いと苦く悩のうの中にいた。あの陽気な笑えみを消し、眉まゆを寄せ、必死に言葉を探している。

　ややあって、その口からぽつりと紡つむがれたのは、

「これは……悪、だよ」

　この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まってから、今までいろいろなことをしてきた。能力で他人のプライバシーを覗のぞき見み。他人のものをいただいた。ある施し設せつ内の小屋で飼われていた《首割れ》を解放して、大混乱を作り出したことも。間接的に何人を殺したことになるのか。

　そのどれをも双六と共に受け止めてきた彼女が口に出す、その言葉。その重み。

「イカサマだって悪だぜ。つまり一流ギャンブラーはそれを恐おそれない」

「あたしはギャンブラーじゃないもん」

　しかしややあって、ふう、と秋津穂は嘆たん息そくする。

「でも……やんなくちゃ、いけないよね」

「ああ。俺おれ達たちが前に進むためだ。俺達の、未来の──ためだ」

　自分に活を入れるために。これからの歩みに勢いをつけるために。

　双六はぐっと拳こぶしを握にぎり、あえて芝しば居いがかった言葉で決意を口にした。

「俺達は悪を為なすぞ。後ろ指を指すがいい俗ぞく物ぶつ達め。全すべてが終わったとき、大勝負の背景でざわざわしているだけの般ピーは、勝利のためにまさかそんなことまでしていたのかと俺達を畏い怖ふと尊敬の眼まな差ざしでもって見上げるのだ！」

「……」

「盛り上げが足りーん！　お前それでも一流ギャンブラーの助手か！　もう一度行くぞ……こほん、畏怖と尊敬の眼差しでもって見上げるのだっ！」

「わー」

　半眼、かつ平へい坦たんな声でぱちぱちと秋津穂が投げやりな拍はく手しゆをして。

「へむー」

　彼女の真似まねをしたのか、二人の間に座っていた金きん髪ぱつ幼女も、ほわほわ笑いながらぺちりとその小さな掌てのひらを打ち合わせた。
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【薬やく園えん坂ざか優ゆう理り　──　旧写真館・二階／執しつ務む室しつ】




　桜さくら子こはまだ帰って来ない。おにぎりを運んできた少女も、お茶のおかわりを持ってきますと一度部屋を退室してしまった。残っているのは理り法ほうと自分達たちだけだ。理法は弟のことが気になっているのか、ぼうっと窓の外に目を向けているだけで、実質自分達だけとも言える。

「で……どうする？」

　いいタイミングだとばかりに、幸ゆき也やが訊きいてきた。

　優理は目を細めて、これまでの出来事を思い出す。《園その》を案内されて見てきたもの。桜子が語った言葉。それに加えて──この《園》に来る以前にあった、様々な、出来事を。

　幸也の顔を見る。幼おさな馴な染じみであるこの自分に好意を寄せてくれていて、しかしそのために、けして正しくはない復ふく讐しゆうを果たすこととなった彼。

　夜や子この顔も見る。かつて自分が庇ひ護ごしていた生徒。今は──絶対的に、真の意味でこちらの命いのち綱づなを握にぎっている彼女。いや、命と言っていいかどうかは疑問の余地があるが。

　復讐を果たした彼はこれから、何を願う？　何をしようとする？

　そんな彼に純じゆん粋すいで超ちよう然ぜんとした好意を向ける夜子は、何を願う？　何をしようとする？

　そして──そんな彼らと共にある、自分は？

「わたしは……」

　言葉を止めて、改めて息を吸って、最終確認。間ま違ちがっていない。そのはずだ。

「わたしは、この場所の理念は、とてもいいものだと思う」

　今までぼんやりとしていた理法が、その言葉でこちらに視線を動かした。久しぶりの反応。彼女を含ふくめた全員に自分の考えを伝えるべく、優理はテーブルの上を見つめて、

「前からわたしは言っていたわ。この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】は、おかしい。生徒同士の殺し合いなんてすべきじゃない。誰だれかを傷つけることのない方法で、みんなで協力して、脱だつ出しゆつを目指す……それは間違いなく、いいことよ」

「間違いなく、というわりには、ずいぶん慎しん重ちように考えていたね」

「理り屈くつはわかるけどなんだかね、っていう部分があるのは否定しないわ。でもそれはこの場所そのものっていうより、ぶっちゃけた話、彼女のスタンスとかやり方に関するものよ。危険なのをわかっていて、仲間捜さがしに理法を外に出させたり」

「桜子さまは……その。いい方ですよ。いろいろと他ほかの人達とは違う部分があるのも、否定はしませんけれど」

「でしょうね。そもそも生まれと育ちが違ちがうのは見ればわかるし、だから一般的な生徒とは少しずれた部分があるのも理解できるわ。結局のところ、慣れろってことなのかもね」

　そこで改めて、優ゆう理りは隣となりに座る幸ゆき也やの顔を見た。

「これからは、この《園その》で暮らすことにしましょう、幸也。もう黒玉を集める必要はないわ」

　伝わっているだろうか。きっと伝わっているはずだ。言いい換かえるなら。

　もう──誰だれも殺す必要は、ない。既すでに終わってしまったこの自分という存在をどうにかするために、無む駄だに罪を重ねたり、危険に身を浸ひたしたりする必要は──ない。

　幸也はじっと優理を見つめていた。

「最終的には、どうなるんだろうな」

「え？」

「みんなで助け合い、平和的な生活をして、白玉をたくさん出す。それはいい。だけど、貯たまったそれはどう使われるんだ？　一人がクリアするには五百個が必要だ。神様に頼たのみたいような願いを叶かなえようとするなら、千個」

　それには理り法ほうが答えた。

「……出た白玉は、いったん集められて、保管されることになっています。それが一定数貯まったところで、そこで改めて目標個数を考えよう、という話で。最初の五百個で誰かに外に出てもらって、助けを呼んできてもらうという形になるか、それとも」

「千個まで貯めて、誰かを完全クリアさせるか、か……」

　理法はこくりと頷うなずいた。優理としては、外に出ただけで助けが呼べることになるかは疑問だ。

《校長マスター》は、この学園全体を異空間に飛ばす、というようなことを言っていた。この学園がどんな状じよう況きようにあるのか、まったく誰にもわかってはいないのだ。

　──そして、それ以前に。そもそも生徒達たちが五百個だの千個だの集めることを、本当に《校長マスター》は想定しているのか、という懸け念ねんが拭ぬぐえない。口先で言っただけで、実は五百個集めても何も起こらないという可能性すら……いや、それはさすがに考えすぎだ。そう思いたい。唯一の希望は希望のままにしておくべきだ。

　幸也は先ほどまでの理法のように、窓の外にじっと視線を向けていたが。

　やがて、ゆっくりと顔をこちらに戻もどして──笑った。

「そうだな。悪くない。何も間ま違ちがってない。優理がそうすべきって言うんなら、俺おれが反対する理由はないな。夜や子こはどうなんだ？」

「私に聞くのかね？　ここまでの徒歩移動という苦行に耐たえてきたこの私に。私の移動力はデスバレーの動く石以下。さしあたっての居場所が早く決まることに異存はないね」

「では……？」

　理法が久しぶりに、その頰ほおを緩ゆるめた。

　そのときノックの音がして、ドアが開く。桜さくら子こ達たちが帰ってきたのだ。

　彼女は理り法ほうの表情や部屋の空気で何かを読み取ったか、

「あら……ひょっとして、よい返事をいただけそうでしょうか」

「ああ。世話になることに決めたよ。優ゆう理りのＥＣはここの生活に役立つ。俺おれのはそんなでもないが、男手として使ってくれ。夜や子こは……まあ、こいつのぶんまで俺達が働くってことで」

「それは最上級フオースター、十点満点エクセレント。しかし……」

　今までの雰ふん囲い気きからしてもっと喜ぶと思っていたが、予想外に静かな反応だった。

「何かあったの？　実はさっき、侵しん入にゆう者しやって聞こえてたんだけど」

「聞こえていましたか。ええ、侵入者といいますか、なんといいますか……」

　そこで優理は桜子の背後にいる人ひと影かげに気付いた。困ったような顔をしている奏かなで。それはいい。問題なのは、彼女と桜子の間に挟はさまるようにして隠かくれていた──

「……へむー？」

　金髪の幼女。

　優理達は目を見開く。知った顔だ。おそらくは現在生き残っている生徒全員にとって。

「貴方あなた達という新たな仲間が増えたことは歓かん迎げいすべきです。しかし予想外ですわ。まさか同時に、歓迎すべきかどうかわからない存在まで増えてしまうとは」

「っ──！　桜子様のお言葉には従います。ですが、やはり私は、危険な気がします。こいつはあの放送のとき、殺さつ人じん鬼きと一いつ緒しよにいた奴やつですよ。あいつの仲間です。探しに来ないとも限りません。いくら子供とはいえ、ここで保護するのは……！」

「来ないよ」

　幸ゆき也やが強くもなく弱くもない、ただ事実を伝えるだけの平静な語調で言った。

「あいつは──枯かれ山さん水すい乃の愛あは探しに来ない。それだけは言える」

　楚そ々そとした仕草で小首を傾かしげる桜子、どういうことだと睨にらんでくる奏。

　さあどう説明したものかな、とばかりに幸也が唇くちびるを曲げる。

　どうやら、この《園その》に加わっての最初の仕事は、彼女達に枯山水乃愛との顚てん末まつについて話すことになりそうだった。
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【愛あい眼がん双すご六ろくと井い伊い秋あき津つ穂ほ　──《園》近辺／樹上】




「うおお、悪っ……なんという悪っ……！」

「段ボールに子こ犬いぬを入れて捨てる気持ちってこんななのかな！　めっさ辛つらい！」

　先ほどより《園》に近い、道みち端ばたの木の上だ。秋津穂は幹に《[image: ∞]メートル自由形アクアテイツク・ライフ》でめり込みつつ、自分の胸に手を当てている。双六は《対価不要のファンタズマnot_rick_node_vice》で葉の茂しげる枝の幻げん影えいを身体からだの前に出してカムフラージュ。いつもの手て慰なぐさみで、指の間ではコインが移動を続けている。

　この木の上からは、《園その》……旧写真館を囲む塀へいの向こう側がよく見える。

　双すご六ろく達たちの視線の先、敷しき地ち内の裏庭にも木が生えている。何の変へん哲てつもない木。その幹にぐるぐると巻きつけられているのは、一人の幼女の首輪から繫つながる鎖くさりだ。首輪も鎖も、あんまりなので最初見たときに外そうと思ったが、外そうとするとなぜか機き嫌げんが悪くなって暴れたのでそのまま適当に首に巻きつけておくしかなかったのである。その最後の有効活用だ。

　彼女は自分の状じよう況きようがわかっていないのか、ぺたんと地面に座って、きょときょと周囲を見回している。そのうちに通りがかった生徒が彼女の存在に気付き、軽い騒ぎになった。

「な、何この子？」

「見たことあるよ。確か……と、とりあえず桜さくら子こさまに報告しなきゃ！」

　どんどん人が集まってくる。やがてその人ひと垣がきが割れ、お嬢じよう様じみた風ふう貌ぼうの女子が現れた。彼女はヘムを見るなり眉まゆを寄せ、周まわりの人間に鎖を解くよう指示する。

「どうします……？」

　双六の観察眼は、短たん髪ぱつの女子に問われた彼女が何かを考えるように顎あごに手を遣やったのを見る。さらに言うならば──ちらりと周囲にいる生徒達に視線を走らせたのを。

　おそらくは、確認だ。雰ふん囲い気き……俗ぞくに『空気』と呼ばれるものの確認。ほんの一いつ瞬しゆんだけ現れた、双六でなければ気付けなかったであろう、ひどく巧こう妙みような打算の証あかし。

「放ほうっておくわけにも参りませんわ。ひとまず執しつ務む室しつに連れていきましょう」

　さすが桜子さま、優しい、などというざわめきの中、彼女がヘムをどこかに連れていく。

　まあ……何にせよ、だ。見て見ぬふりをされるようなことがなくてよかった。

「なりゆきで連れて歩いてた子供を、躊ちゆう躇ちよなく他ほかのとこに押しつけられる……凄すさまじいワルの所しよ業ぎよう！　自分で自分が怖こわい！　拾った子こ猫ねこを連れて帰る途と中ちゆうで捨てる的な、なんつーか二倍の極悪非道感が……」

「……」

「どしたよアキ。これで肩の荷が下りたろ」

　秋あき津つ穂ほはまだ《園》の中に顔を向けていた。何を見ているというわけでもないだろう。

「あの子が乃の愛あのペットだったってことは、みんな知ってるんだよね」

「まぁ……そうだろうな。放送に映ってたし」

　秋津穂の視線が、ついっと双六に向けて滑すべる。そのまま横目で、

「なんか……腹いせに殺されたりしないかな？」

「……ははは。なんだそれ。大だい丈じよう夫ぶだろ。ははは……」

　放送のことを思い出した。枯かれ山さん水すい乃愛の暴ぼう虐ぎやく。目を背けたくなるほど凄せい惨さんな殺害が行われていた。あそこで解かい剖ぼうされていた生徒達の友達がもしいたら、恋こい人びとがもしいたら、どう思っただろうか。その現場で乃愛に可愛かわいがられていたあの小動物じみた少女を見て、どう思うだろうか。

「はは、は……」

「……」

　じーっと見つめ合い、双すご六ろくはやがて嘆たん息そくした。改めて《園その》を見る。

「あそこさあ……人が多いよな。物資とかいろいろあるぜ、きっと」

「それが？」

「これからの予定。どっかこの近くで寝ね泊とまりできる場所を探す。そこをキャンプ地にして、しばらくあそこからこっそり少しずつ食料とか奪うばって生きる、ってのはどうだ。一度にたくさん盗ぬすむと捜そう索さく隊たいとか組織されて面めん倒どうかもしれないからな。気付かれないくらい少しずつがいい」

「えー、なにそれ、めっさ面倒くさい。なんでそんな──」

「ま……そのついでに、何日かあのヘム公の様子をチェックしとくのもいいだろ。なんかあったら微び妙みように心が痛まなくもないみたいなアレで、今後の勝負に必要な平常心を保つためっつーか、なんかほっといてひどいことになるとツキが落ちそうな気がするし、みたいな……あくまでついで、オマケな。ブレてねぇぞ、ギャンブラーはけっしてブレない」

　秋あき津つ穂ほは目をぱちくりとさせてから──むへへー、と唇くちびるを曲げた。それから無言で双六の脇わき腹ばらにびしびしとパンチを繰くり出だしてくる。

「子供を押しつけた挙あげ句くに物資まで盗んじゃおうなんて、さすが、双六はワルだねぇー」

「……だろ？」

「ちょっとマジ信じらんない、誰だれに後ろ指さされても当然なくらいのワルだよ。おっとまずい、双六が泣きそうで可か哀わい想そうだから、あたしが慰なぐさめてあげよう」

　なんのこっちゃと首を傾かしげる双六の横。秋津穂は今までＥＣで潜っていた木の幹から身体からだを出し、こつん、とその肩を双六にぶつけてきた。

「慰めるときにはやっぱこの台詞せりふでしょ。愚ぐ痴ちを聞いたリーマンの、社会人のお約束。よく言うじゃんかさ──まあ飲め、って」

　秋津穂はおそらく先ほどとは違う理由で、また顔を前に向けたまま。双六は彼女の横顔を見て、水気を帯びた日焼け肌はだの肩を見て、濡ぬれたスクール水着を見て。

　ちょうど喉のどが渇かわいていたので、ありがたくその言葉に甘あまえさせてもらうことにした。
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【蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子こ　──　旧写真館・二階／執しつ務む室しつ】




　一日の終わりには、今日起こった出来事についての報告を受けるのが常だった。

　電気の消えた時間。ランタンの明かりが、おぼろげに執務室を照らし出している。この執務室と、桜子と奏かなでの二人が寝しん室しつとして使っている部屋に限っては鍵かぎがかかるようになっている（鍵がかかるからこそそう割り当てたとも言える）ので、誰かに邪じや魔まをされる心配はない。

　桜さくら子こは柔やわらかな椅い子すに座り、優ゆう雅がに足を組んだ姿勢で奏かなでの声を聞く。

「『ヘム』と呼ばれていた彼女ですが。今は第一居住室のＡランクグループが面めん倒どうを見ています。時折誰だれかを探すようなそぶりを見せるものの、今のところ特に異常な様子は見られないようです。本当に小動物のようなものだと」

「異常など起こしてもらっては困りますわ。小動物？　あれこそ本当の駄だ馬ばです」

　彼女の飼い主である殺さつ人じん鬼きが死んだというのは、彼らの様子からしておそらく本当だろう。そうでなければあれは役立たずなうえに爆ばく発はつ物ぶつとなりえた。

「そう……むしろ、ただの駄馬でよかった、と思うべきでしょうかね」

「どうして受け入れたのですか？」

「決まっています。雰ふん囲い気きです。愚おろかなヒューマニズムの産物。彼女を見たときの園その人びと達たちの様子を見まして？　心優しい自分達の指導者はこんなか弱い存在は絶対に保護するに違いない、という無意識の先入観。いつでも潰つぶしてよい馬をこそ駄馬といいますのに」

　桜子は薄うす暗くら闇やみに嘆たん息そくを混まぜ込ませた。

「言いい換かえるなら、消去法ですわ。あそこで彼女を放ほうり出だしてはわたくしに対する信しん頼らいが揺ゆらいでいた。だからそうできなかった。それだけです」

「……賢けん明めいな判断かと。さすが桜子様──」

「駄馬の餌えさにもならない阿あ諛ゆ追つい従しようは結構。今日の出来事は盛りだくさんでしたわね。細かなものは他ほかにあるかしら？」

「一つだけ……昼間、女子二人組がこの《園その》を訪れました。ある生徒を探していると言いまして、ここにはいないと答えたところ、納得していない様子で立ち去りました」

「ある生徒？」

　奏が口にした名前に心当たりはなかった。僅わずかに首を傾かしげると、

「数日前、下に送ったＨランクの女子です」

「ああ、いましたわね。なぜ彼女を？」

「申し訳ありません。そこまでは……」

　ツメが甘あまいですわね、という感想を冷たい視線に乗せて送ると、彼女がぞくりと肩を震ふるわせたのがわかった。褒ほう美びになってしまったか。

「まあいいでしょう。次にそいつらが来ればまた対処を。それでは、最後の大きな報告を──彼らについて」

「はい。桜子様のご要望の通りに」

　事前に言葉をまとめていたのだろう、奏が淀よどみなく言葉を紡つむぐ。

　白しろ鷺さぎ理り法ほうにのちに命令して彼らについて聞いたところ、彼らのＥＣやこれまでの出来事に対する説明に噓うそはない模様。ただし全すべてを語っていない可能性はある。要観察。

　石いし堂どう幸ゆき也やは男手として普ふ通つうに働く。《首割れ》に対する知識や現実的対処力も人並み以上。ＥＣについては実際に観察できる機会は存在せず。Ｂランク相当。

　薬やく園えん坂ざか優ゆう理りのＥＣ能力は非常に有用。作業中に怪け我がをした生徒が二人いたが、彼女が完かん璧ぺきに治ち療りよう。ヒアリングによると致ち命めい傷しようレベルの治療も場合により可能とのこと。医い療りよう班と備品の医薬品がどれだけあるかについて情報を交こう換かんするなど、積極的な姿勢が見られる。Ａランク相当。

　そして才さい連れん夜や子こ。彼女は──

「何もしていませんでした」

「何も？」

「何も、です。まったく」

　桜さくら子こは椅い子すの上で背筋を反らして天てん井じようを見上げる。

「──問題がありますわね。いえ、結果的に問題ができた、と言うべきでしょうか」

「同感です。桜子様の仰おつしやる通り」

「一度に四人も人間が増えるなど異常事態です。帰ってきた理り法ほうさんも含ふくめると五人。食料班の負担増は尋じん常じようではないはずです」

　備び蓄ちくしてある食料の消費という意味でも、おにぎりを出せる彼女の疲ひ労ろうという意味でも。

「確かに、彼女は相当疲労困こん憊ぱいしているようでした。本日の夕食一食ぶんでもあれです。夕方に桜子様に活を入れていただいたうえのことですから、相当負担がかかったのではないかと」

「毎日ＥＣを使わせて、もし彼女に倒たおれられたりしたら目も当てられませんわね。彼女はそれなりに使える駄だ馬ばです。となると──対処法は一つ。増えた駄馬を減らすのみですわ」

　候補は考えるまでもなかった。

「とりあえず一人。今夜のうちに」

「初日からでは、彼らが不ふ審しんに思うのでは？」

「無む駄だ飯めし食ぐらいを置いておく余よ裕ゆうはありません。もう一人、言葉すら話せない最下級ワンスターの駄馬もいますが、あれは駄馬すぎてマスコットのようになっています。逆に手を出しづらいですわ。つまり最初の一手は選せん択たくの余地なしです」

「かしこまりました。では桜子様の指示の通りに。彼女──才連夜子を」

「ええ。Ｈランクへ」

　それで本日の報告は終了。すべき行動を起こすときが来るまで、しばしの自由時間が訪れる。さてどうしようか。仮か眠みんを取るもよし。レクリエーションを行うもよし──

「下に行かれますか？　であれば準備しますが」

「……止めておきましょう。どうせあとでまた下りることになりますし、今日はいろいろありましたから。余よ暇かの楽しみは手近なところで済ませておくことにしますわ」

　桜子は首を捻ひねって視線を落とし、にこやかに笑って、

「つまり──貴女あなたで」

　今まで座っていた椅子、すなわち全ぜん裸らで四よつん這ばいになっていた奏かなでの尻しりを平手で軽く叩たたいた。

[image: ]

　それだけで彼女は嬉うれしそうに啼ないた。

「あらあら、堪こらえ性しようのない駄だ馬ば。ここは地下室ではないですわよ。あまり声を出すと皆みなさんに聞かれてしまいますわ……貴女あなたがぜひ聞かせたいというのなら止めませんけれどね？」
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【百合ゆり原はら奏かなで　──　旧写真館・一階／廊ろう下か】




　百合原奏は蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子こを心から愛している。

　心しん酔すいしている。陶とう酔すいしている。崇すう敬けいしている。信しん仰こうしている。

　出会ったのはこの【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まるよりも前。二年になって同じクラスになり、彼女を見た瞬しゆん間かん、世界が一変した。今までの自分の全すべてが覆くつがえった。

　それまでの世界が狭せますぎたのだと言われればそうかもしれない。

　奏の父親は有名な写真家で、だから当然のように写真に囲まれて育った。玩具おもちや代わりに与えられたカメラ。子守歌代わりに教わる撮さつ影えい技術。父親は風景写真を専門としており、「風景写真こそ至高。人物なんてくだらない」というスタンスだった。あまりに身近にありすぎて、いつも聞かされ続けていたから──心の奥おく底そこでいつも、ひっそりと、反論していた。本当にそうなのか？　本当に風景写真こそが素晴らしいのか？　人物写真は素晴らしくないのか？　無論、表立っては言わない。父親に連れられて行く業界人のパーティで「お父さんみたいな風景写真家になれるといいね」と言われるたび、本心を隠かくした愛あい想そ笑いで応こたえていた。

　それが──彼女を。

　蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子こという少女を見た瞬しゆん間かん、変わったのだ。

　自分は彼女のために在るのだと思った。彼女をずっと見ていたい。肉眼で。写真で。そこで初めて、はっきりと形になって言えた。父親が心しん酔すいするような風景写真は糞くそだ。人物写真こそが素晴らしい。より具体的に言えば──自分が愛する人の姿を収めた写真こそが、素晴らしい。

　ああ、私のフレームの中に入ってください。私のフレームの中で微笑ほほえんでください。首に提さげているこのカメラでなくとも構いません。私の目というレンズの中でも充じゆう分ぶんです。だから、そこにいてください。私の傍そばにいてください。そのためならばなんでもします。

　そう、本当に、なんでも。

　裸はだかで椅う子まになれと言われればなるし、駄だ馬ばの調教場を用意しろと言われれば作るし、調教を補ほ佐さしろと言われればするし、人を殺せと言われれば殺すし──

　無む駄だ飯めし食ぐらいを排はい除じよしろと言われれば、排除する。

　それは百合ゆり原はら奏かなでにとって、何の迷いも疑いもない、当然の正義だった。




　深夜。桜子と共に、暗い廊ろう下かを足音を殺して歩く。彼らはもとより、外で当直の見張り番をしている生徒達たちにも気付かれたくはない──見回りをしているのだという言い訳は立つが。

　彼らの睡すい眠みん場所として割り当てたのは、今まで倉庫として使っていた狭せまい部屋だ。鍵かぎがかからないのでいろいろと都合がよかった。毛布を支給したので、今いま頃ごろは熟じゆく睡すいしているだろう。そうでないなら──たとえば三人で肌はだを合わせるような遊びに耽ふけっているなら──多少は待つ必要がある。何にしろ外でしばらく様子を窺うかがってからか、とその部屋に続く角を曲がろうとしたところで、奏はぴたりと足を止めた。

　がらがら、と遠えん慮りよした音を立てて引き戸が開かれ、小さな欠伸あくびと共に誰だれかが姿を現す。

　シルエットは髪かみの長い女。背は低くない。消去法により、目的の人物であることは間ま違ちがいない。彼女はそのまま廊下を歩き、トイレに入っていった。

「あらあら。好都合ですわね」

「桜子様の感想の通りだと思います。中に行きますか。それとも出てくるのを待ちますか」

「あえて鼻び孔こうに届かせたい臭においの場所ではありませんわ。出てきたところでやりましょう」

　そうしてトイレに近付いたとき、予想外の出来事が起こる。背後から声が聞こえてきたのだ。

「……桜子さまに、百合原さん……？」

　振ふり返る──そこにいたのは白しろ鷺さぎ理り法ほうだった。奏は思わず眉まゆを寄せたが、桜子は平然と、

「あら。どうなさいましたか理法さん。こんな深夜の徘はい徊かい、もし間違いがあっては《園その》の風紀にかかわります。なので命令します、なぜここにいるか答えなさい」

　彼女はぷるりと肩を震ふるわせたようだった。恐きよう怖ふではなく、彼女らしい快楽で。

「はい。それは……ただのトイレ、です……」

　しかし意外なことに、困ったように眉まゆが寄っていた。それは命令されるのが大好きだという彼女の性質によるものではなく、もっと別の要因によるものだった。つまり──どうやら彼女には元々、何か自分達たちに伝えたいことがあったらしい。躊ちゆう躇ちよするような間があって、

「あの、桜さくら子こさま。ここでこんなことを言うのはアレなのですけれど……今言っておかないと、決心が鈍にぶりそうなので……」

　廊下の窓から差さし込む、霧きりの向こうから届く薄うす明あかりの中、理り法ほうが顔を上げる。

「明日から、この《園》を離れさせていただいてもよろしいでしょうか」

「……なんですって？」

　眉を顰ひそめて言ったのは奏かなでだ。この素晴らしい楽園を出て行こうとは。信じられない。

「弟を──宗そう理りくんを、探したいのです。ここに帰ってくるのが、どうしても遅おそいように思えて。待っているだけでは、不安で。もし外で何かあって、身動きが取れない状じよう況きようになっているのなら、私が助けに行ってあげたいと……やっぱり、たった一人の、弟ですから……」

「困りましたわね。貴女あなたのＥＣは《園》にとって、わたくしにとって貴重なものです。貴女の《慎み深い針と糸クリプテイツク・ニードルワーク》は、衣食住における衣の象しよう徴ちよう。貴女にはいてもらわないと困ります」

「桜子様の評価の通り。白しろ鷺さぎさん、桜子様を困らせてでも……出て行く気？」

　奏が問うと、しばしの間があって、理法の頭が縦に動いた。

「困りましたわね……」

　桜子の、先ほどと同じ台詞せりふ。だがその意味は異なっていた。

　背後、トイレの中から、水音。水道はこの時間止まっているので、汲くみ置きのバケツの水を流した音だ。つまり彼女がもうすぐ出てくる。

　桜子が息を吐はいた。それは彼女が決断した合図。

「またの機会にするというのも面めん倒どうですし、早めに動いた意味がありません。二人分のリソースが減らせるというのならある意味好都合。両方ともＨランクへ堕おとすことにいたしましょう」

　わかりました、と奏は答えなかった。答える必要もなく、自分は彼女の命令に従うのみ。

　奏は理法の襟えり首くびを摑つかみ、力任せに廊下に引き倒たおす。彼女は反射的に抵てい抗こうしようとしたが、

「動くな」

「──っ！」

　奏が口にした命令に従ってしまうのも反射的。その間に、

「《愛ある鞭で頑張ってノーブルウイツプワークス》」

　桜子は自らの手に馬術用の短たん鞭べんを生み出していた。そして何の躊躇もなく、それを倒れた理法の首筋に一ひと振ふり。力はそれほど入っていない。渇かわいた小さな音が廊下に響ひびく。

「っ……は……!?」

　だがその刹せつ那な、理り法ほうは大きく身体からだを痙けい攣れんさせて目を見開き──そのまま気絶した。

　精神が焼き切れるに等しい苦痛を瞬しゆん間かん的に受け、意識が強制シャットダウンしたのだ。

　やはり素晴らしい、とどこか誇ほこらしい気持ちで奏かなでは思う。

《愛ある鞭で頑張ってノーブルウイツプワークス》は、叩たたいた人間に活力と苦痛を自在に与あたえるＥＣ能力。それが真の意味でどれほど自在なのか、を彼らが気にしなかったのは愚おろかとしか言いようがなかった。彼女は一いち撃げきで人を気絶させるほどの痛苦を与えることができる。逆に一撃で人を絶頂させるほどの活力快楽を与えることができる。そして同時にその二つを与えることも──

「……ん？　びっくりした。こんなところで君達たちは何を……おや、理法……？」

　そのときちょうどトイレから夜や子こが出てきた。奏は力の抜ぬけた理法の身体を放置して彼女に飛びかかり、腕を捻ひねりながらその口を押さえる。抵抗する力は弱すぎる。非力にも程ほどがある。

「お前は《園その》には不適格。だから堕おちてもらう」

「わたくし達、実は使える人間のランク分けをしているのですけれど。貴女あなたのような人間は、せいぜいがわたくしを楽しませる駄だ馬ばの役割しか果たせませんわ。だから残念ですが、貴女は……ここから未み来らい永えい劫ごう、ＨHorseのランクなのですわ」

　桜さくら子この鞭むちが夜子の肌はだに触ふれると、理法と同じように、彼女の意識は刈かり取られる。

　涼すずしげな顔で、桜子は鞭を消す。残ったのは、廊ろう下かに横たわる女子生徒二人の身体。

　ここからは自分の仕事だ。

　奏は服の内側から大きな一枚の写真を取り出す。縦二メートル、横一メートルほどの写真を持ち歩くのは、たとえ折おり畳たたんでいても大変だ。だから普ふ段だんは私室に隠かくしている。

　その写真は──まるで窓のように、現実の空間をリアルタイムに映し出していた。見えるのは、薄うす暗ぐらい下り階段に繫つながる通路。この《園》の地下に存在する暗室へと続く唯ゆい一いつの道筋だ。

　奏の写真には奥おく行ゆきがあり、臭においがあり、温度がある。手を伸のばせば触れられるし、潜くぐり抜ぬければそこへ辿たどり着つく。

　真に完かん璧ぺきな風景写真とは？　決まっている。現実の風景そのものだ。

　桜子という神を知ったことで即そく答とうできるようになったその答えの、ひどく皮肉な体現。

《完全風景写真entitled "world"》。

　それこそが、空間そのものを平面的に切り取って写真にする、奏のＥＣ能力だった。
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【近こん藤どう創そう詩し　──　旧写真館・地下／第二号暗室】




「そう言えば一人分空いていたのでしたわね。ではこの部屋でいいですわ」

「桜子様の指示の通りに。この死体はどうしますか」

「そうですわね……まあ、まだいいでしょう。そこの雄おす馬うまももうすぐかもしれません。一いつ緒しよに片付ければいいですわ」

　声。足音。ドアの音。何かか引きずられる音。何かが軋きしむ音。再びドアの音。静せい寂じやく。

　ややあって──創そう詩しは目を開ける。

　加か虐ぎやくと快楽の果ての眠ねむりの中に聞こえた今の音は、そうするまで、現実か夢か区別がつかなかった。しかし目を開けただけでそれは現実だと確定させられる。明確な証しよう拠こがある。

　新しい人間の姿が、二つ。共に女子だ。長い黒くろ髪かみの不健康そうな女子、お嬢じよう様っぽい女子。創詩と同じく手を縛しばられ、部屋の中のパイプに結びつけられている。

　そのうちに──

「ん……」

「えと。私……私は……？」

　彼女達たちが目を覚まし、ぼんやりした目で周囲を見回し始める。

　創詩は頰ほおを緩ゆるめた。他ほかに誰だれもいないのなら、自分が言うしかない。

　皮肉？　もちろん。けれど一部の人間にとっては、真実なのかもしれない。

「やあ、誰だか知らないお二人さん。歓かん迎げいするよ──ようこそ、本当の楽園《園》へ」










　　第二章







【才さい連れん夜や子こ　──　旧写真館・地下／第二号暗室】




「なるほど……バスティーユの彼のごとく、というわけか。鉄仮面を被かぶせられていないだけマシと思うべきなのかもしれないな」

　酢さく酸さんの臭においが壁かべに染みこんだ、狭せまい暗室だった。古ぼけた棚たな。昭和の匂においがする流し。冷えたコンクリートの床ゆか。両手を縛しばるロープは壁のパイプに結びつけられており、ある程度の動きしかできないようになっている──具体的には、隅すみにある不ふ吉きつなバケツのところに行って跨またがることぐらいしか。ここが酢酸液の臭いに満ちていることを幸運に思うべきなのだろう。

　部屋を照らしているのは小さな豆電球で、

「それほど寝ねていた気もしないが……電気が使える時間になったのだろうかね」

「それは悩なやましい。マジ悩ましい判断だなー。ずっと点ついてるから、電池式かもって思ってる。ま、おかげで時間が全然わかんねーけど」

　小さな丸まる椅い子すに座って壁にもたれかかっている、この部屋にいた先客──部屋の隅に放置されている動かない女子を除けば、唯ゆい一いつの──が、軽い口調で答えてくれる。やや長めに髪かみを伸のばした、優やさ男おとこ系の男子生徒だ。普ふ通つう科かの三年七組、近こん藤どう創そう詩しと名乗った。疲ひ労ろうと衰すい弱じやくが端はし々ばしから見て取れるが、それでもどこか飄ひよう々ひようとした部分を残した、表情と声。

　彼が説明してくれたので、ある程度は夜子も自分が置かれている状じよう況きようについてはわかっている。だがまだ知るべきことは多い──夜子の隣となりにいる理り法ほうにとっても、それは同じ。

「あの……ここにいるのは、私わたし達たちだけ……なの、でしょうか」

　どうやら創詩は理法が外に出ている間に《園その》に来た人間らしく、二人に面識はないようだった。理法の問いに、創詩はこの部屋唯一のドアに目を向けながら答えた。

「違うと思うな。この暗室の外は広めの大部屋……集合写真撮とる用のスタジオみたいな場所になってて、そこに連れ出されることもあるんだけど、似たようなドアが何個か見えた。多分、同じ暗室が何部屋かあるんだろう。桜さくら子こ達が遊んでる音がたまに聞こえてくるから、他にも誰だれかいるはずだ──何人いるのか、今もまだいるのか、は知らんけどな。んーむ悩ましい」

「見たことは、ないのですか？　あの、私、白しろ鷺さぎ宗そう理りという子を探しています。背が低くて、少し私に似ているような男子なのですが……」

「ここで誰かを見たことはないな。どの玩具おもちやをどういう組み合わせで広い場所に出して遊ぶかは向こうの気分次第なんだ。で、おれは主に一人で遊ばれてる」

「そう、ですか……」

　望んだ答えは得られず、理り法ほうは項垂うなだれる。もしここにいるのが確定したとしたら、それはそれで心痛める事態ではあろうがね、と夜や子こは思った。

　そう──《園その》の地下に秘密裏に存在する、蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子この遊び場。駄だ馬ばと見なされた者達たちの調教場。どうやら彼女は、《園》にとって役立たずだとか不利益になるとか考えた人間をここに送り込んで隔かく離り・排はい除じよし、同時に玩具おもちやとして愛めでているらしい。

　自分と理法は、どういうわけか、その玩具として選ばれてしまったというわけだ。まったく、自分は猫ねこのようなものなのに。ベッドで寝ねている姿を見ているだけで癒いやされるマスコットキャラ。むしろそれが仕事。働かなかった程度でこんなところに送られるとは納得がいかない。

　狭せまく暗く、嗅きゆう覚かくは働かず、時間感覚は無意味で、当たり前のように死体が放置されている場所。改めて思うまでもなく、それはひどく嘆なげかわしく、眉まゆを顰ひそめるべき要素だった。

「やれやれ。せめて彼女にはもっと安らかな眠ねむりを与あたえてやってもいいだろうに。こんな冷たい床ゆかで寝させておくことはないだろうよ……二度と目覚めないなら、なおさらね」

「そうですね……可か哀わい想そうです……」

「さっき、あいつらが話してたのがちょっと聞こえてた。おれももうすぐ仲間入りするかもしれないから、そしたらまとめて片付けよう、みたいなさ……はは、面めん倒どう臭くさがりだよなぁ」

　笑っている場合ではないと思うが。強がりか。それとも既すでにどこか壊こわれてしまっているのか。

　夜子は暗い天てん井じようを見上げる。救いの手が届かない、閉じた空間。

　そうしていると、昔のことを思い出した。天井を見上げるしかなかった時間の記き憶おく。

　ああ、あそこにも救いの手はなかった。空間的にはともかく、空気的には閉じていた。誰だれも自分に触ふれない。誰も自分を見ない。誰も自分に語りかけない。自分は無機質なベッドとシーツを拠より所どころに、ただ天井を見上げて、幸せな突とつ然ぜん死しについて思いを馳はせるだけ。

　そんな──かつての保健室と、同じだった。

「……ふふ」

　思わず含ふくみ笑いが漏もれてしまい、創そう詩しと理法が怪け訝げんな視線を向けてくる。

　懐なつかしい、と思ってしまったからだった。

　そう、それは、懐かしむことのできる過去。かつての保健室であって、今の──つい数日前まで安住の地としていた保健室では、ない。

　今の自分は、知っている。いかに閉じていようとも、そこには風穴が開けられるものだと。想像もしなかったのに。期待もしなかったのに。奇き跡せきのように。

　それはたとえば、初めて訪れた保健室の養護教きよう諭ゆが、他の保健室の大人達よりほんの少しだけおせっかいで、ほんの少しだけ弱く、ほんの少しだけ強く、ほんの少しだけ自分を理解してくれたという奇跡。

　そして、それから少し遅おくれて。

　転校生の保健委員がそこに入いり浸びたるようになり、暇ひま潰つぶしに自分に声をかけてくれるようになり、嫌いや々いやながら適当に答えているうちに──恋に落ちてしまったという、奇き跡せき。

　唐とう突とつに、誰だれかの手によって、自分の世界が一変してしまうのだということ。

　そんな青せい天てんの霹へき靂れきが、突とつ然ぜんに空から魚が降ってくる怪雨現象フアフロツキーズが、確かにこの現実で起こりうるものだということを、今の才さい連れん夜や子こは知っている。

　閉じた世界にだって、風穴は開く。望むにしろ望まざるにしろ、きっと。

　だから、かつての保健室に似たこの暗室も、きっと、だ。

　あのときと同じように、今もまた、二人はすぐ近くにいるのだから。

「とはいえ……こちらからも何かアクションを行うのは、無む駄だではないだろうさ」

　悲ひ嘆たんに暮れて絶望し、涙なみだを流すだけの囚とらわれの姫ひめ役ができたのならば、まだ可愛かわいげがあったのになと思った。だが自分は結局のところ、保健室のベッドが似合う、陰いん気きな魔ま女じよでしかない。

　それでもよかった。いくら可愛げがあっても、彼の好みでなければ無意味。ならば自分は魔女で充じゆう分ぶんだ。魔女ならば、いざというときだって──魔ま法ほうで、彼の好みのほうを変えてしまえるかもしれないではないか。

　さあ、魔女は魔女らしく不敵に笑って、魔法を始めよう。

　助けに来る騎き士しの手間を省き、こちらから迎むかえに行って、遅おそかったねと言ってあげよう。

「さて──じゃあそろそろ、脱だつ出しゆつの方法について考えることにしようか」
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【近こん藤どう創そう詩し　──　旧写真館・地下／第二号暗室】




　才連夜子と白しろ鷺さぎ理り法ほう。それが新しく増えたルームメイトの名前。

　創詩は、自分は人を見る目はあるほうだと思っている。あの日、妹という世界で一番大事な存在が隣となりにいたことに気付いてから。誰かと会ったときは外面ではなく、その人の本質に目を向けるようになった。その目で見たところ、彼女達たちは──悪く、ない。

　彼女らは部屋を見回し、気付いたことについて話し合っている。他人のならば手のロープが解ほどけるのではないかと向かい合って試し行こう錯さく誤ご。外はずれない。一いつ旦たん諦あきらめて部屋の中をどこまで動けるか確かめ、夜子だけがぎりぎりで届いたドアのノブを捻ひねる。勿もち論ろん鍵かぎがかかっている。

「まあ当然だが、ご丁てい寧ねいに中からは鍵が開けられないようにされているね。ご苦労なことだ」

「……たとえそのドアの外に出られたところで、向こうの大部屋からさらに外に出るドアにも鍵がかかってる。奴やつらがここに来るとき、鍵が開く音が二回聞こえるからな」

「障害はその二枚のドアだけかね？　大部屋を出れば、地上に上れる階段があるのだろうか」

「さあな。でも、今まで助けが来なかったことを考えると……それから、おれがここに入る前にこんな地下室の存在に気付かなかったことを考えると、何かもう一つぐらい仕し掛かけがあるんじゃないかと思う。特定の条件を満たさないとここに来れないような、この地下室の存在自体を隠かくすための仕し掛かけが。マジ悩なやましいぜ」

「多分……百合ゆり原はらさんのＥＣが関係しているのではないか、と思います。確か、空間を写真みたいに切り取れる……みたいな感じだと、聞いたことが」

「この地下室そのものを写真にする、という感じかね？」

「いえ、詳くわしくはわからないのですが、あくまで平面的なものだったと思います。だから多分、この地下室に続く階段の入り口、をどうにかしたのではないかと……すみません、あやふやで」

「なるほど……」

　回らないドアノブと壊こわされた内うち鍵かぎを最後に一いち瞥べつしてから、夜や子こが元の位置に戻もどる。

「落ち着いてお茶でも飲みながら、今後について考えたいところだ。おやつの時間はまだかな」

「そこの流しからは、水が出る時間なら普ふ通つうに水が出るぞ。お茶ちや請うけは──」

　そのときにはもう、決めていた。

　絶対に死ぬつもりはなかったし、絶対に生きて妹のところに帰るつもりだったが──限界が近しいと感じていたのも、事実。機会は逃のがせない。賭かけに出ても、動くべきだ。

「おにぎりでいいならここにある」

　創そう詩しは自分の座っていた丸まる椅い子すの下に手を伸のばし、座板の裏側に挟はさんで隠していた一枚のカードを抜ぬき取った。創詩にとっては手に馴な染じんでいる、トランプよりもやや縦長のカードサイズ。豆電球の頼たよりない明かりに翳かざし、二人に見せる。

　表面に描えがかれているのは、創詩が口にした通り。『おにぎり』という単語と、リアルな筆ひつ致ちで描かれたおにぎりのイラスト。それを夜子達たちが見たのを確認してから、

「おれはアナログゲーム研究会……ＥＣは《手札に無限の可能性あれカードアクシヨンフエイズ》。手にしたものを、こうしてカードにして保存できる。昨日、奴やつらが餌えさの時間としてこれを持ってきたとき、残してカード化しといた。で、カード化するときにあらかじめ決めといた制限時間を過ぎるか、手に持ってプレイ……解除の意志を込めるかすると、元の状態に戻る。こんなふうに」

　カードが弾はじけ、代わりに創詩の手には実際のおにぎりが生まれる。元々地下室に運ばれて来た時点で冷めていたので、ほかほか湯気を立てているというわけにはいかないが、乾かん燥そうして食べられなくなっているということはない。

「──おれはあんた達を信頼することに決めた。だからＥＣ能力について教えた。生徒手帳は最初に捨てたし、桜さくら子こ達に対しても黙もく秘ひしてたから知ってるのはあんた達だけだ。できれば、あんた達に何ができるかも教えてほしい。お互いのＥＣを組み合わせれば、ひょっとしたら脱だつ出しゆつの可能性が生まれるかもしれない」

　余よ裕ゆうが足りないな、と創詩は思った。しかしここは勝負所だ。彼女達を説得できなければどうしようもない。創詩の能力はかなり多くのものをカード化できるが、今は、有効な手持ちの札は一枚しかなかった。心からの本心をそのまま伝えることしか。

「おれは……どうしても、ここで死ぬわけにはいかないんだ」

　真意を窺うかがうような視線をじっとこちらに向けていた夜や子こが、

「なぜかね？」

「外に、おれのことを待ってる奴やつがいる。愛してる妹だ。絶対に、生きて会う」

「……ふむ。愛している人間が待っているから、か──」

　瞼まぶたを閉じ、何かを嚙かみ締しめるようにそう呟つぶやいたあと。

　夜子は片目だけを開いて、にやりと唇くちびるを曲げながら言った。

「私と同じだね。納得できる理由だ」
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──　旧写真館・一階倉庫／生活部屋】




　目覚めてすぐに異常に気付いた。理由は単純である。才さい連れん夜子という女は、自分達たちよりも早起きするような生き物ではけっしてない。残された毛布の冷たさからして、つい今しがたトイレに立ったところなのだろう、と楽観的に考えることもできなかった。

「幸也。いったい、何が……!?」

「わからん。とりあえず探すしかねえだろ」

　優ゆう理りと共に寝ね場所として与あたえられていた倉庫部屋を飛び出し、夜子の姿を探す。

《園その》で初めて迎むかえる朝は、昨日見たものと同じで、あくまでも平へい穏おんだった。挨あい拶さつを交わす生徒達。欠伸あくびを漏もらす生徒達。水道で顔を洗う生徒達──普通だ。だが、

（くそっ……！）

　夜子の姿だけがない。何も理解はできなかったが、ただ、まずいことが起こっている、ということだけは肌はだで感じられた。

　そんなつもりはなかったが、油断していたということなのかもしれない。温かな紅茶、美味おいしいおにぎり、柔やわらかな毛布。自分達の堕だ落らく要因。寝場所に鍵かぎがかからないことをもっと疑問に思うべきだったのか。他ほかのみんなも同じだ、と言われてなぜ納得したのか。

　昨日聞いた、理り法ほうが寝ているであろう部屋に向かう。女子班の一つが使っている場所だ。しかしそこでもさらに眉まゆを顰ひそめることになる。動どう悸きを激しくすることになる。

「白しろ鷺さぎさん？　そう言えば、起きてから姿見てないよね」

「うん。寝るときにはいたんだけどね。おやすみー、って挨拶したし」

　理法も……いない？

「幸也」

　後ろからかけられた優理の声に、幸也は拳こぶしを握にぎる。

「二階だ」

　多くの生徒達が行き来する一階とは違い、二階には用事がある生徒しか基本立ち入らないという。桜さくら子こ達たちが仕事をする執しつ務む室しつ。私室。倉庫。あるのはそれぐらいだ。

　階段を上る。相変わらず一階の踊おどり場ばに違い和わ感かんを覚えたが、今は関係がない。優ゆう理りと共に二階に到とう着ちやくし、まずは廊ろう下かを見て回った。トイレにも入った。二人の姿はない。

　そんなとき──鍵かぎの開く音がして、一つの部屋から二人の生徒が出てきた。

　目覚めたばかりでも、身だしなみに一いち分ぶの隙すきもない、完かん璧ぺきに優ゆう雅がなお嬢じよう様──蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜子。首にカメラを提さげ、手にはバインダー。愛想のない短たん髪ぱつの少女、百合ゆり原はら奏かなで。

「あら……おはようございます。けれど、何やらただならぬご様子ですわね。何か問題でもございましたか？」

「夜や子こと理り法ほうがいない。知らないか？」

　駆かけ引ひきをしている余よ裕ゆうはない。睨にらみつつ、単刀直入に言った。

「お前達、わざわざ桜子様がご挨あい拶さつくださったのに、無視するなんて──！」

「よいですわ、奏さん。可とする五点サフイシエント。それほど切せつ羽ぱ詰つまってらっしゃるということなのでしょう。しかし……残念ですが、そのお二方がどこにいらっしゃるか、はわたくしの存じ上げないことですわ。別の方に訊きかれたほうがよろしいかと」

　平然とした、落ち着きのある返答。楚そ々そと小首を傾かしげた、いかにもお嬢様然としたいつも通りの態度。その態度が、平然としすぎていることが、逆に幸ゆき也やの疑いを強めた。

「……夜子が一人で勝手にいなくなることは、ありえない。絶対だ。だから何かの事件に巻まき込まれた可能性がある。それについてどう思う」

「どうと言われましても……」

　桜子は困ったように笑って、

「この《園その》は平和そのもの、事件なんて起こるはずがないですし……才さい連れんさんも一人の人間。馬ではありません。一人で行動することが絶対にない、と言い切るのもどうかと思いますわ」

「勝手に外に出たって？　理法と一いつ緒しよにか？　何の目的で？　俺おれ達たちを残して？」

　詰め寄りかけていた。落ち着けというように優理の小さな手が肩に置かれ、僅わずかに我に返る。瞳ひとみを厳しくした奏がいつのまにか桜子の盾たてになるように足を踏ふみ出だしていた。

「才連さんの考えは、わたくしにはわかりません……あくまで一般論として言いますと。この《園》は楽園ではありますが、やはりどうしても空気に馴な染じめないかたというのはいらっしゃるものですわ。残念ですが。これまでにも何人か、一いつ旦たんここに入ったもののすぐに出て行ってしまわれたかた、というのも存在いたします。それこそたった一日で」

　夜子が？　一人で歩くのすら億おつ劫くうがる夜子が？　ありえない。

　納得などできるわけがない。問題なのは、桜子も、自分が納得などするはずがないことがわかりきっていて、それでもこう話しているであろうということだ。

　ただの勘かんが、疑いが、徐じよ々じよに形を持っていく。

　この女は二人の居場所を知っている可能性が高い。そしてそれでいて、自分にどれだけ疑われようが関係ない、どうせ絶対に見つけられないのだからという自信を持っている──

「白しろ鷺さぎさんのほうは、ひょっとしたら弟さんを探しに行かれたのかもしれませんわね。昨日、ずいぶんショックを受けていらした様子でしたから。とはいえ、お二方が事件に巻まき込まれたのかも、と心配する貴方あなたがたの胸中はお察しいたしますわ……園その人びとの皆みなさんにも、もし才さい連れんさん達たちを見かけたら報告するように言っておきましょう」

　白々しい。白々しい。白々しい！

　たとえ間ま違ちがっていたら？　あとで謝ればいい。だから今はとにかく、今すぐ桜さくら子こに飛びかかって首根っこをひっ捕つかまえ、夜や子この居場所を知っているんじゃないかと問とい質ただしたかった。殴なぐってもいい。拷ごう問もんしてもいい。だが──それを抑おさえたのは、依い然ぜんとして肩に置かれている、優ゆう理りの掌てのひらの感かん触しよく。力を込めて、ただひたすらに、自制を訴うつたえている。おそらく彼女も苦く渋じゆうに眉まゆを寄せ、桜子達を睨にらんでいるのだろう。

「あ、おはようございまーす……？」

　二階に生徒が少ないと言っても、完全に足を踏ふみ入れないわけではないので、用事があるものは普ふ通つうに来る。あのおにぎりを出す料理部の女子が廊ろう下かを通りかかり、見つめ合う自分達に怪け訝げんそうな会え釈しやくをしながら横を通り過ぎていった。

　桜子は会釈を返していたが、奏かなでは視線を動かさなかった。桜子の盾たてとなるように、幸ゆき也やがいかなる動きをしてもすぐ対処できるように、その前に立たち塞ふさがり続けている。

　そうだ──彼女だけではない。ここは、蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜子の王国だ。

　もし桜子の身に何かがあれば、ここにいる二十人ほどの人間がどう動くかわからない。

「幸也。今は……」

「……」

　自らを落ち着かせるべく、深く長く、息を吐はく。

　ここで口にすべき言葉。それは何だ。向こうに伝えるべき意志は。

　さらに数呼吸、奏と視線をぶつけ合ってから、

「俺おれ達たちは……二人を探す。胸中を理解してくれてるってんなら、まさか邪じや魔まはしないよな」

「勿もち論ろんですわ」

「あとは──何か思い出したことがあればいつでも来いよ。俺達は逃にげも隠かくれもしない」

「それも、勿論ですわ」

　やはり最後まで余よ裕ゆうの態度で、桜子と奏は踵きびすを返した。その二人の背中を見つつ、

「幸也。よく我が慢まんしたわね」

「しなきゃしょうがねぇだろ……！」

　慎しん重ちように動かねばならない。自分達は既すでに敵の腹の中にいるのかもしれない。多勢に無勢。

「どう思う、優理」

「夜子が一人で外に出たわけがないのは当たり前。つまり誰だれかに何かをされたのは確実ね。問題は、今どこにいるのかってことだけど……なんとなく、それほど遠くにいるわけじゃない気がするわ」

「《典型的降霊手法ボヘミアン・エクトプラズム》の、繫つながりみたいなので──感じるのか？」

　幸ゆき也やは声を潜ひそめて言う。優ゆう理りは曖あい昧まいに頷うなずいた。

「そんな気がする、ってだけよ。具体的には全然」

「実際、抵てい抗こうする人間一人を無力化して運ぶってのは意外に大変なことのはずだ。どう絡からんでるのかわからんが、もし理り法ほうも一いつ緒しよにって話なら、なおさらな……《園その》の外にいる可能性は低いと考えよう」

「じゃあ、《園》の中を探すのね」

「ああ。今はまだ、直接的な動きはできない。人ひと質じちを取られてるのと同じだ……調査するしかない。警けい戒かいしながらな」

　ここからは何が起こっても不思議ではない。とりあえず優理からは一いつ瞬しゆんたりとも目を離はなすわけにはいかなかった。常に一緒に行動する必要がある。

　色々な疑問が幸也の頭に浮うかんでくる。夜や子こはどこにいるのか。何が起こったのか。夜子が消えた理由は。それを行った何者かの目的は？

（くそ……）

　わからない。わからない。わからない。しかしただ一つ、わかっていることもある。目の前にいる薬やく園えん坂ざか優理の姿が、声が、その証左だ。

　今の状じよう況きようだからこそ際きわ立だつ、いつそれが崩くずれてもおかしくないということを絶対に忘れてはならない、単純な事実。




　彼女のＥＣ能力で肉体を得ている優理が、今も優理のままでいられているのだから。

　少なくとも──才さい連れん夜子は、まだ、生きている。
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【百合ゆり原はら奏かなで　──　旧写真館・二階／桜さくら子こと奏の私室】




　朝の用事を一通り終えたところで、桜子が耳元で「馬の世話と様子見を」と囁ささやいた。耳朶じだに触ふれるその彼女の吐と息いきはとても愛いとおしく、宝石箱に閉じ込めておきたいものだった。

　桜子の傍そばにいられないのはいささか不安だが、日中は他ほかのメンバーがいつも彼女の周囲にいる。彼女もそれを前提として動くだろう。こちらを疑っているかもしれない彼らとて、この状じよう況きよう下かで直接的な何かをするほど愚おろかではあるまい。

　奏は桜子と別れて私室に入り、きちんと部屋に鍵かぎをかけてから、棚たなの間に折おり畳たたんで隠かくしている写真を撮とり出した。広げたそれの大きさは、縦横二メートル以上。

　奏かなでのＥＣ能力──《完全風景写真entitled "world"》で作り出したものだ。

　指でフレームを作り、そこから覗のぞいたある場所を切り取ろうと念じると、空間が平面的な写真として切り取られる……空間として繫がったままの状態で切り取られる、のだ。『厚みのない窓を空間に作って取り外す』といったイメージに近い。

　切り取った写真のほうは自由に折おり畳たたんだり持ち運んだりできる。写真には表と裏があり、表から手を突つっ込こんだりすれば、その元の空間へと関かん与よできる。潜くぐれば移動もできる。一方、裏側は普ふ通つうの紙だ。

　奏はその写真を広げて戸と棚だなに立てかけた。見えるのは薄うす暗ぐらい通路、その先の下り階段。勿もち論ろん、写真の上下はきちんと気にしなくてはならない。でないと向こうに入るなり頭を床ゆかに打ち付けてしまうことになる。

　そうして──必要な荷物を片手に歩を進め、写真の中に入る。

　そこは《園その》一階、階段の脇わきを進んだところに本来なら存在する下り階段の前だ。振ふり向くと、背後には先ほど立てかけた写真が見ている視界のように、私室の光景が広がっている。

　この《完全風景写真entitled "world"》は、切り取られた空間のほうにも影えい響きようを残すのだ。これにも表裏で差異がある。写真として持ち運ばれている表側の空間から見ると、そこには壁かべが生まれる。《何もない空間》をそのまま形にしたかのような、白く傷一つない、温かくも冷たくもない壁だ。さすがに手て触ざわりはコンクリートとは違う不可解なものだが、本来のこの通路は明かりの届かない薄暗い場所で、幸いなことにこの旧写真館の内ない壁へきも白い。目を惹ひくものにはならない。一方、裏側からは、このように切り取られた写真を逆側から見たような光景が常に広がることになる。

　つまるところ、通路の幅はばいっぱいを《完全風景写真entitled "world"》で切り取っている今、ここは完全に「この写真を潜ることでしか来ることのできない場所」となっているのだ。

　階段を下り始めたそのとき、かさりと小さな音が足下で聞こえた気がした。虫か、と眉まゆを寄せて視線を落とす──いない。気のせいか。これはあくまで経路を限定しているだけであって、こちら地下室側から写真のほうに行くぶんには障害がない。だからこそ下の駄だ馬ば達たちにはドアの鍵かぎとロープが必ひつ須すなのであり、そしてそれらが効かない虫は悩なやみの種となる。見つけたら潰つぶしておかねばならない。二人の愛の巣である私室で黒光りする奴やつらの姿など見たくはなかった。

　階段を下りきり、その先にあるドアを鍵を使ってまず開ける。そこは地下空間のメインである大部屋だ。集合写真を撮とるのに使っていたのだろう。安全のためにいったん鍵を閉めてから、隣りん接せつする小部屋に向かう──やはり最初はあそこか。一番元気な馬達がいるであろう場所。

　申し訳ばかりの簡易食料が入った袋ふくろを手に、小部屋の鍵を開ける。餌えさなどもったいないと思うが、桜子の命令なので仕方が──

「っ……!?」

　瞬しゆん間かん、違い和わ感かん。

　二人しかいない。昨夜ここに連れてきたばかりの、才さい連れん夜や子こと白しろ鷺さぎ理り法ほうしか。片付けを後回しにしていた女子の死体と同じく、今までいたものがモノになった──というわけでもない。

　元々ここにいた男子、近こん藤どう創そう詩しの姿が、なかった。

　両手を縛しばっていたはずのロープはそのままパイプに結びつけられている。その先せん端たんは二つの輪を作ったまま床ゆかに落ちている。切ったのではなく、抜ぬけ出たことを意味する。そして、

「……今……敷しき地ちの外に……出ま、した」

　白しろ鷺さぎ理り法ほうの異常が見えた。ぎゅっと目を閉じ、何かに集中している様子。呟つぶやかれた内容は、ひたすらに不ふ穏おんだ。そしてそれ以前に──メイド服姿。奏かなではぞっとして、

「何をッ……している！」

　二人は最後に見たときと同じ、ロープで縛られたままだ。奏は持ってきた食料を放り捨てて詰つめ寄より、理法の頭を殴なぐりつけるようにして床に倒たおした。小さな悲鳴をあげて、彼女が目を開けて奏を見る。今その存在に気付いた、というような怯おびえの目。それほど集中すべきこと。メイド服。決まっている。ＥＣ能力だ。だが彼女のＥＣは、《慎み深い針と糸クリブテイツク・ニードルワーク》。見えない針と糸を生み出して動かすだけの能力のはずで──

「答えろ、何をしている！　もう一人はどこ!?」

「くく……はっはっは」

　もう一人、やはり縛られたままの夜や子こが、肩を震ふるわせて、密ひそやかに笑っていた。余よ裕ゆうある態度。気に障る。奏が睨にらみつけても、彼女の余裕は消え去らない。

「何をしている、だって？　これは驚おどろきだね。見てわからないとは」

「……」

「どうやらヒントが必要なようだ。では言おう。メテペックモンスター。ネッシー。まぁ他ほかにもいろいろあるが、だいたいそんなものだ。これでわかるかね？」

　わかるものか。ここの馬は桜さくら子この所有物なので勝手に傷つけることは許されていないが、最低限の躾しつけの権利はある。平手で彼女の頰ほおを打つ。だが夜子の表情は変わらなかった。

「仕方ない。わからないのならば言ってあげよう……」

　暗く、深く、そして静かな、魔ま女じよのような瞳ひとみで。

　これが自分の魔ま法ほうだとでもいうように、夜子はにやりと頰を歪ゆがめて言った。

「君は私わたし達たちに一いつ杯ぱい食わされた。ただそれだけさ」
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【近藤創詩　──《園その》近辺／路上】




　創詩のＥＣ能力、《手札に無限の可能性あれカードアクシヨンフエイズ》には、カード化できない対象というものが存在する。一つは強く他のものと結びついている対象。たとえばドアからドアノブだけをカード化したり、パイプにきつく連結されているロープをカード化したりすることはできない。

　そしてもう一つは、人間だ。だから敵に触ふれてカード化して無力化して、という攻こう撃げき手段としては使えない。しかし、唯一の例外として──

　自分自身はカード化できる。

　ただし自分をカード化したその瞬しゆん間かんに意識が失われるので、カードになっている間は何もできない。ただカード化の時点で設定した効果時間が過ぎるのを待つばかりだ。無論、それをたとえば一秒に設定すれば、自分自身をカード化して即そく座ざに元に戻もどり、という行動で手を縛しばるロープは今までも簡単に解除できていただろう。それをやらなかったのは、ロープを解いたところで鍵かぎのかかったドアを突とつ破ぱする手段がなかったからである。そんな中ちゆう途と半はん端ぱな脱だつ出しゆつの動きがもし桜さくら子こ達たちにばれれば、速そつ攻こうで桜肉にされてしまう恐おそれもあった。妹のもとに無事に帰るためには慎しん重ちようにならざるをえない。だから今まで創そう詩しのＥＣは、余った食料を今後のためにこっそり蓄たくわえておくぐらいの役にしか立っていなかったのだが──

　彼女達二人が来たことで、ようやく、賭かけに出る決心がついて。

　そして。




「……！」

　はっと目を見開く。生きて目を開けたということ、そして見えたものが暗いあの地下暗室の天てん井じようではなかったという時点で──成功を、悟さとった。

　そう、カード化した自分は動けないが。白鷺理法の《慎み深い針と糸クリブテイツク・ニードルワーク》……自由に操れるという見えない糸をカードに巻いて動かしてもらえれば、間接的な移動が可能となる──！

「やった……やったぞ！」

　だが、創詩はもう少し落ち着くべきだったのだ。

　愛いとしい妹の顔だけを思い出さず、彼女との再開が僅わずかに近付いたことだけに心奪うばわれず。今がどんな状じよう況きようか、目を開いた結果として何が見えるかにもう少し注意を向けていれば。

　地面に仰あお向むけになった姿勢からいきなり上半身を起こし、見知らぬ女子の股またぐらに顔を埋うずめるような事件は起こさずに済んだ。

「……むが？」

「ひっ……!?」

　ここまでの記き憶おくを巻まき戻もどしてみる。そうしてようやく、最初に見えたものが、自分の顔を完全に跨またいでいる女子のスカートの中だったことを理解した。あまり見ない角度からの太ふと股もも。清純な白い三角形の下着。今自分が顔を埋めているもの。

　なるほど、カード化した自分はこの地面に落ちている状況で制限時間を迎むかえたのだろう。そのとき、たまたま一人の女子が歩いてカードを跨いでいた。そこでカードから創詩が元の人間に戻ると、当然、このようにスカートを見上げる形になる。なるほど、謎なぞは全すべて解け──

「[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　声にならない、押し殺したような悲鳴があり。

　気付いたときにはもう、創そう詩しの視界の大半は彼女の足の裏が占めていた。
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【知ち立りゆう羽はね影かげ　──《園その》近辺／路上】




　変態だ。よくわからないが変態だ。そうに違いない。いきなりスカートの下に現れて顔をこちらの股こ間かんに押しつけてきた。鼻を押しつけてぐりぐりしてきた。変態だ。勿もち論ろん一いつ瞬しゆん前までそんな変態の姿はなかったので、おそらく何かＥＣが関かん与よしているだろう。ＥＣ変質者だ。

「この、あん、た、何っ、変態、変態変態変態っ！」

　反射的にその顔を踏ふんで、踏んで、踏みにじる。口元に誰だれかの手が伸のびてきたのでびくりとしたが、それはリリスで、

「ちょ、羽影、静かに！　《首割れ》呼んでまうで！　それに、あそこにも聞こえるかも」

　むふー、とこちらの口を押さえている彼女の指の隙すき間まから息を吐はく。確かに一理はある。

　結構な時間その顔を踏みにじっていたが、変態男から抵てい抗こうは感じられなかった。それこそが実に変態じみていた。スカートを押さえて後じさりしつつ、恐おそる恐おそる足をどけてみると、

「ああ……なんだかな……こいつは悩なやましい……」

　苦笑いするような顔で、そんなことを呟つぶやいていた。目はどこかぼんやりとしている。

「なんだかなー、はこっちの台詞せりふやで」

「なん、なの、こいつ？　許せないわ、真面目まじめに！」

「やっぱ、外、いいよなー……解放感……やっと、逃にげられた……ああ、やばい、早く。外に、なきゃ、なのに……今まで、だったから、なんか、いきなり……」

　ぶつぶつと何事かを呟いていたかと思えば、すうっとその目が閉じられ──やがて、寝ね息いき。

「ちょ、なんで寝ねるのよ……!?」

「意味わからんなぁ。わかるんは、羽影みたいなカワイコちゃんが寝るって単語を言うとそれだけで興奮できるってことだけや。どうする？」

「こんなときに下品な不真面目は止めて。どうするったって……」

　気分的には全力で放置したい変態だ。だが、さっきの悲鳴が僅わずかに響ひびいてしまったか、周囲に微かすかな《首割れ》の気配。ここにこいつを放置していては食われてしまうだろう。

　それに──気になることも、ある。

　羽影は首を捻ひねり、リリスと共に今まで隠かくれて様子を窺うかがっていた、数十メートル前方の建物──《園》に、改めて視線を向けた。

　昨日一度訪問したので、雰ふん囲い気きはわかっている。平和で穏おだやかな、楽園的コミュニティ。

　もし、この変態があそこの関係者だとしたら。

　どうして──『やっと逃げられた』だのという不ふ穏おんな言葉を口にしたのだろうか？
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──　旧写真館／建物内】




　優理と共に、《園その》の中を歩く。

「くそ……どこだ……」

「すぐ見つけられるような場所には……いないでしょうね」

　同感だった。ならばつまり、その姿は『隠かくされている』ということだ。しかしヒントがない以上、手当たり次第に探すしかない。生徒達たちの怪け訝げんな視線を「桜さくら子この命令だ」と言って適当に誤ご魔ま化かしつつ、彼らが暮らす部屋、倉庫、トイレの個室。あらゆる場所を調べていく。

　いない。優理の感覚を信じるなら、建物内のどこかにはいるはずなのに、いない。

「あと、探してないのは……二階の執しつ務む室しつと、あいつらの私室か」

　向かってみる。両方とも、当然のように鍵かぎが──かかっていない。拍ひよう子し抜ぬけしながらも、こっそりと中に入って調べてみる。執務室は昨日見た通りの姿。一通り探したが夜や子この姿はなかった。棚たなの奥おくに小さな箱型の簡易金庫らしきものを見つけたりもしたが、とても人が入れるようなものではない。

　桜子達が私室として使っている部屋にも、特に異常はなかった。教員準備室のような狭せまい部屋。隅すみにはきちんと二人分の毛布が折おり畳たたまれている。香こう水すいでも撒まいているのか、なぜか甘あまったるい花のような匂におい。ロッカーや戸と棚だなを開けてみる。いない。

「ち……」

　舌打ちする。自分達をここまで好き勝手にさせているということが、向こうの余よ裕ゆうを現している。奴やつらの目的も意図もわからないが、とにかく──自分達のことを歯し牙がにもかけていないということだけは理解できる。そうでなければ自分達をここまで自由にさせたりはしないだろう。だが、逆に言えば、今のうちしかない。奴らが何か心変わりをして、自分達の動きを完全に束そく縛ばくしようとしたり、あるいは何か実力行使してきたとしたら、それで一気に──

　頭が沸ふつ騰とうしそうになる。無意味に叫さけび声を上げたくなる。

　だがそこで優理が、あえて自らを落ち着かせようとしているような声音で言った。

「いないわね。どういうことかしら……建物の中にいないとなると、外……？　敷しき地ち内の茂しげみの中とか……でも、そんなのすぐ見つかっちゃうし」

「まともに探して見つからないなら、まともじゃない場所にいるのかもな」

「……隠し部屋とか？」

「そうだ。ＥＣ能力なんてものがある今の状じよう況きようなら、ない話じゃないだろ。それに」

　少しだけ、心当たりが、あった。

　今まで何度か触ふれていた違い和わ感かん。一階の階段に向かう。用があるのは階段そのものではなく、その階段の脇わきだ。折り返ってきた階段が屋根のようになった、行き止まりの暗がり。普ふ通つうの校舎なら、掃そう除じ用具入れや普ふ段だんは使わないワックスの缶かんが置かれていたりするデッドスペースだ。

　どことなく──不自然な感じが、していたのだ。

　荷物をどけてそこをよく調べてみると、すぐに気付けた。

　ここにある突き当たりの壁は、壁ではない。壁かべのように見えるが、別の何かだ。

「優ゆう理り。触さわってみろ。これ……！」

　色は曖あい昧まいな白。建物の内装と一見同じで、この場所が暗がりにあるため、それなりに溶とけ込んでいる。しかし顔を近付けてよく見れば他ほかの壁との差異は明らかだ。さらには、触ったときの触しよつ感かんが違う。硬かたいのは硬いが、コンクリートの硬さではない。もっと別の、そもそもこの世のモノではないかのような質感。ある意味で言えば、それはこの学園の門や外がい壁へきのすぐ外にあり、【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が行われている空間そのものを完全に封鎖している、あの霧の壁に似ていた。

　つまりは、超ちよう常じようのモノ。ならば原因は二に択たくだ。《校長マスター》が絡からんでいるか、あるいは、

「ＥＣ能力で作られた、壁……!?」

「ああ。この先に地下室でもある、んだ、ろっ……！」

　渾こん身しんの力で押してみる。手て応ごたえがない。諦あきらめる？　馬ば鹿かな。

　拳こぶしを固めて、その不可解な壁を殴なぐった。何度も。全力で。骨に罅ひびが入り、皮ひ膚ふが裂さけ、肉から血が滲にじみ出す。それでも。

「《治療記録インジユアリーレコード》……右手第二、第四中手骨骨折……および右手裂れつ創そう、記録っ……！」

　強引に治して、また殴る。次は肩から体当たりだ。一発で関節が外れた。知ったことか。二度目。肩けん甲こう骨こつが割れた。身体からだの中で撥条ばねが跳はね回まわっているような激痛。知ったことか──

「幸ゆき也や！」

　体当たりを止めたのは、不可解な壁ではなく、幸也の身体を後ろから抱だき留とめた小さな身体。

　怒おこっているような、悲しいような表情で、

「……無む駄だよ。ＥＣが絡んでるなら、まともにやっても破れないと思うわ」

　ちらりと視線が動き、

「誰だれか来そう。一いつ旦たん離れて……治しましょう、傷」

　荒あらい息をつきながら、幸也は白い壁を見つめ続ける。歯は嚙がみした。

　おそらくこの先に、ほぼ確実に、夜や子こはいる。なのに辿たどり着つけない。

（夜子……）

　彼女の顔が思い浮かぶ。皮肉げに笑う顔。億おつ劫くうそうにベッドに倒たおれ込む姿。

　それが、ここではない場所に。自分の手の届かない場所にあること。

　その事実は、どうしようもなく、幸也を苛さいなむ。拳に握にぎり込んだ指が掌てのひらを傷つけるほど。

　自分の中にある、才さい連れん夜子という人間の存在。

　掌てのひらの痛みと共に、幸ゆき也やは改めて、その存在の比重を嚙かみ締しめた。

　いつからだろう。いつからこうなってしまったのだろう。ただ保健室で出会っただけの、たまたま同じクラスだっただけの、陰いん気きで奇天烈きてれつな保健室登校児であった彼女。

　今は違う。今は、重みがある。泥どろ人にん形ぎようのように脆もろく不安定な自分の中にある、自分にとって必要な重みだ。

　取とり戻もどさなければならない。失われたならば──きっと泥人形である自分は、バランスを崩くずして倒たおれてしまうだろう。

　そして、連れん鎖さするように全すべてが崩れて。

　……おそらくは、二度と。
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【蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子こ　──　旧写真館・一階／第一生活室】




　昼食の時間だ。この《園その》では配給方式を取っている。外部から確保した保存食などが三割、貴重な人材がＥＣで作り出す食料が七割──それを文句の出ないよう振ふり分わけている。かろうじて餓が死ししない程度には暮らせている、という感じではあるが、今のところ園その人びと達たちから不満が出ている気配はない。当然だ、餌えさに不満を述べる駄だ馬ばなどいていいものではない。

　桜子と奏かなでは、園人達がメインの集会場として基本的に集まっている教室の隅すみに座り、穏おだやかに昼食を取っていた。勿もち論ろん、温かなお茶も用意されている。

　慕したう人間達が集まってきて一いつ緒しよに食べることもあるが、今日は奏と二人きりだった。微び笑しようで見つめる桜子の視線の先では、ヘムと呼ばれた少女を預けている女子達が賑にぎやかに食事をしている。小動物のような少女に右から左から貴重な食物を差し出し、自分の手からぱくりと食べる様子を見てはきゃーきゃーと身み悶もだえする──餌え付づけと言ったほうが正しいかもしれない。

　ともあれ、周囲がヘムにかまけているおかげで、二人きりの落ち着いた昼食が取れる。誰だれかに聞かせるわけにいかない内ない緒しよ話ばなしも、できる。

「貴女あなたのＥＣは破れないはずですが。何か裏をかかれましたわね」

「桜子様のご叱しつ責せきの通り、です。申し訳……ありません……」

　これ以上なく暗い声で、肩を落とした奏が言った。勿論食は進んでいない。

「責めているわけではありませんわ。いなくなってしまったものは仕方ありません。近こん藤どう創そう詩し……でしたかしら。まさかあの状じよう況きようから不従順デイソビデイエンスの罪を犯そうとは。調教が間に合わなかったわたくしの手て際ぎわも不十分の四点インサフイシエントですわ」

「いいえ！　桜子様のせいでは……すべて、私が……」

「元々、貴女あなたのＥＣは《誰かを閉じ込めるためのもの》ではありませんし。そう利用している、というだけです。穴はあって当然」

　優しく言ってやると、ようやく、僅わずかながら奏かなでの気配が上向いた。

「ありがとう、ございます……桜さくら子こ様……」

　熱のこもった奏の視線を見返し、桜子はくすりと笑う。

「そう、何も問題はないのです。逃にげ出した駄だ馬ばについても。別の駄馬達たちについても」

「あいつらのこと、ですか。階段を塞ふさぐ障しよう壁へき自体には、さすがに気付いたようですが──」

「内側からの脱だつ出しゆつはともかく、依い然ぜんとして、外側からの侵しん入にゆうは不可能ですわ。ただの副産物とはいえ、貴女あなたの《完全風景写真entitled "world"》が切り取ったあとの空間はそういうものです。原理として破壊できない。ですから気にすることはありません」

「……桜子様の仰おつしやる通りに」

「しばらく様子を見ましょう。追従して我々に忠誠を誓ちかうようになればよし。有用なＥＣを我々のためにどんどん使ってもらいましょう。そうでなければ──残念ですが、機を見てまた調教場に新しい馬を増やすだけですわ。次は石いし堂どうさんでしょうか」

　そう──問題はない。ただし、一つだけ、考えなければならないのは──

（逃げ出した彼と、調教場の存在を探る彼ら。情報が共有されると、いささか面めん倒どうなことになるかもしれませんが……）

　とはいえ、いささか、のレベルだ。先程奏に言った通り、あの壁かべは原理的に破れないのだ。地下室に行くには、奏がもはや肌はだ身み離はなさず持ち歩いている写真を通過するしかない。

　桜子は右手に持ったカップで紅茶を啜すする。ヘムで遊んでいた女子の一人がこちらを見て「うるさくてすみません」というように会え釈しやくしてきたので、にこりと微笑ほほえみを返した──隣となりに座っている奏の腰の後ろ側、スカートの下に潜もぐり込ませた左手の動きは止めないまま。

「うふふ……貴女がそのクールな顔の裏で何をされているか、何を我が慢まんしているのか、あの子達は思いもよらないのでしょうね」

「さ、桜子、さま、あの、ここでは、さすがにっ……」

「消しよう沈ちんしている貴女を慰なぐさめてあげているのですわよ？　もっと喜びなさいな」

「いえ、その、んっ……あ、あの、出ます、出そうです、玉、が……」

　丁度いいではないか。桜子は手の動きを早め、ほどなくして、

「んっ……ああっ……！」

　びくりと奏が身体からだを震ふるわせて、自分の前に手をつく。彼女の喉のど元もとあたりから出現した白い玉が床ゆかに落ち、軽い音を立てた。無論、周囲の視線が集まるより先に桜子は左手を抜ぬいて何事もないふうを装う。優しく奏の肩を撫なでさすりつつ、桜子はその場にいる全員に向けて言った。

「美味おいしい食事と、美味しいお茶と、笑い合う仲間達がいる穏おだやかな時間……うふふ。奏さんはいつもクールですけれど、その実、誰だれよりも幸せを感じてくれているのですね」

　無論、誰かが白玉を出す光景、というのはこの《園その》では珍めずらしいものではない。この場所はそのために在るのだから。なんだいつものか、というような納得の空気がすぐに広がり、

「あはは、知ってますよー！　奏かなでさんはいい人です！」

「ヤバ、ていうかあたしももうすぐゲージ溜たまりそう。出るかな？　出るかな？」

「俺おれもだ。キリよく今のうちに出しとこうかな、ってわけで多分そのカロリーメイトひとかけくれたら幸せになって出ると思うんだ！」

「キリがいいの意味わかんないし！　タカってんじゃねえー」

「へむー？」

　賑にぎやかで幸せな、楽園じみた、昼食の光景。

　誰だれにもこの楽園を壊こわさせはしない。壊す権利などない。白玉を集めに集め、そして必ず──

（うふふ……）

　桜さくら子こはその想いを、いつもの柔にゆう和わな表情の裏に刻みながら。

　お嬢じよう様らしい礼れい儀ぎとして、自分のはしたない笑えみを隠かくすように左手を口元に持っていき──その指先を、軽く舐なめた。
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【近こん藤どう創そう詩し　──　特進科一年五組校舎／教室内】




「申し開きはある？」

　眼鏡めがねをかけた、いかにも真面目まじめそうな女子にいきなり睨にらまれていた。

　それどころか椅い子すに縛しばりつけられていた。

　創詩は周囲を見回した。普ふ通つうの教室。そこにいるのは眼前の眼鏡女子と、金きん髪ぱつの白人女子。こちらの視線を受けてひらひらと手を振ってくる。気を失う前の記き憶おくを思い出し、自分がやったことも思い出し、創詩はにこりと笑った。

「誤解だ」

「犯罪者はみんなそう言うのよ」

「わざとじゃないんだ。ボドゲでだって、適当に出したカードの効果が回り回って最下位を直ちよく撃げきしたりすることもある。これも同じような、たまたまああなっただけの不幸な事故で……」

「たまたま!?　あれが!?　真面目に言ってる!?　人の、っ……に、鼻を押しつけてっ……！」

　鬼おにのような形ぎよう相そうになる彼女とは対照的に、金髪少女は軽く言う。なぜか流りゆう暢ちような関西弁だった。

「まーまー羽はね影かげ。この人にもなんか事情ありそうやんか。怒るのはわかるけど」

「わかるんなら止めないで、リリス。私の気が済まないわ」

「なーるほど。目には目を、ってやつやな。縛しばっとるのもそういうワケか。ええで、羽影がされたことをそのまま仕返すつもりならウチも手伝おう。でも、初めてやろ？　じゃあこうしよう、チャックを開けるところまではウチがやったるから……」

「そ、そんなこと言ってないでしょ！　貴女あなたはまたそういう不ふ真面目まじめな──！」

　顔を真っ赤にする眼鏡めがね女子。ヌヒヒ、と椅い子すの後ろに回り込んだ金きん髪ぱつの子が含ふくみ笑いする。そのまま肩越しにひょいと創そう詩しの顔を覗のぞき込んできた。

「一応自己紹しよう介かいしとくと、ウチはヴァギー・クリリリス。体育科一年八組。名前がエロいってよく言われるで！　おっと、どこが？　とかカマトトぶったらあかんよー。健全な高校生男子、むしろもうウチの顔見るだけでちょっとドキドキする感じになってきたやろ？　渾名あだなとか好きにつけてくれてええで。でも下手へたすると会うたびに淫いん語ごを口走るようなことに──」

「リリス！　余計なこと言わない！　ホントにもう、貴女あなたのそういうところはホントにちょっとどうかと思うわ。いくら外国の人はオープンって言っても、限度があるでしょ」

「外国関係ないと思うで。向こうにいたときもよく友達に怒おこられとったからな」

「より悪いわよ！　まったく……」

　肩を一つ大きく揺ゆらして、眼鏡の女子がまた創詩を睨にらむ。

「私は一年一組、知ち立りゆう羽はね影かげ。覚えなくてもいいけど、礼れい儀ぎ知らすだと思われたくないから」

「これはご丁てい寧ねいにどうも。おれは近こん藤どう創詩だ。で……」

　頰ほおを搔かきたいところだったが、あいにく手は後ろで縛しばられている。だから困った顔で苦笑して首を傾かしげるしかなかった。

「……おれ、これから手ひどい拷ごう問もんを受けて殺されるのかな？」

「なっ、なんでそうなるのよ！」
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「だって縛しばられてるし。あんた超ちよう怒ってるし。なのに名前を教えてくれるとか……そういう流れかなって」

　眼鏡めがねの子──羽はね影かげは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になり、リリスはケタケタと笑う。

「まー、そう思うのも無理ないやんな。【課カ外ガイ活カツ動ドウ】やし……ぶっちゃけ、あんたを縛っとるのはこの羽影ちゃんの個人的趣しゆ味みやから気にせんでええで」

「しゅ、趣味じゃないわよ！　変態に対する対抗策！」

　羽影は生き真面目まじめで融ゆう通づうが利かず、リリスはお調子者で下ネタ万ばん歳ざい……この短い間だけで二人の関係性は容易にわかった。対照的な二人だ。

「まったく……もういいわ。とにかく、貴方あなたに聞きたいことがあるの」

「奇き遇ぐうだな。おれもいろいろある。話をしたあとでもう用済みだブスリ、みたいな流れになんなきゃいろいろ情報交こう換かんしようぜ。話し合いは大事だ。ボドゲのルールでも、なんかモメたら細かいところは話し合いで決めろ、って書いてあることがたまにある」

「よくわからんけど、意外と余よ裕ゆうあるんやな……縛られ慣れとるマゾさんかな？」

　実際、ここ数日でずいぶん慣れた気がするが、苦笑いで誤ご魔ま化かした。これ以上羽影の好感度を下げてもあまりいいことはあるまい。

「まず……貴方はあの旧写真館、《園その》っていう場所の関係者？」

「前まではそう言えたな。今は悩なやましい。ぶっちゃけ逃にげ出してきたところだから」

「不ふ穏おんな言葉ね。それについてはあとでまた訊きくことにするけど……私は、《園》にいる友達に会いに来たの。だけど昨日行ったら『もういない』って言われた」

「じゃあいないんだろ」

「いないはずがないわ。あの子は真面目まじめで、きちんとしてる。掲けい示じ板ばんに私わたし宛あての伝言を書いたあとで、もしその伝言が意味を為なさなくなったのなら、私を混乱させないために訂てい正せいしたり伝言を消したりするはず。あの子はそういう子よ」

「ふうん……力になってやりたいところだけど、名前とか特とく徴ちようとか聞いても多分わかんねえな。おれ、あそこで暮らし始めてわりかしすぐ地下室送りになっちまったからさ」

「地下室送り。それもまた不穏な言葉やな」

「そうそう。ぶっちゃけた話、あの場所は不穏な要素の全部をそこに押し込めてるから、それ以外の部分が穏おだやかに見えるんだと思う。あんたの探してる友達が、絶対いるはずなのにいない、ってことなら……ひょっとしたら、その子も地下室送りになってるのかもしれないぜ」

　今までの二人の態度からして、《園》の関係者ではなさそうだった。だから話しても問題はないだろう、と創そう詩しは判断する。《園》の裏側にある秘密、蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子この本性。

　そして、彼女が作り出した《園》の、真のシステム──

　創詩がそれを語り終えると、さすがに二人は絶句していた。

「……そんなことが……」

「アカンなー。ガチやんか。やっぱ気持ちイイことはお互いに気持ちよくならんとアカンで」

「でも、それならあの子がいないと言われたことにも説明がつくわ。もしかしてそこに──」

　やはり彼女達たちの目的は単純、その友達を探すことのようだった。

　では……自分の、これからの目的とは？　そんなことをふと、創そう詩しは考えた。

　忘れてはいない。道義的には勿もち論ろん、脱だつ出しゆつを手伝ってくれた彼女達への借りを返すべきだ。つまりは彼女達の脱出を手伝うべきだ。しかし──それは、危険なことである。

（危険は、好きじゃないんだよなあ……）

　それは創詩の昔からのスタンスではあった。争い事は極力避さけたい。喧けん嘩かなんてもってのほか。ヘラヘラ笑って誤ご魔ま化かせるならヘラヘラ笑おう。それはこの【課カ外ガイ活カツ動ドウ】でも変わらない──絶対に果たしたい目的、なんとしても達成せねばならない大目的はあるが、それにおいても、極力危険は避けたかった。血ち湧わき肉にく躍おどるバトル展開とか勘かん弁べんしていただきたい。

「で、さっきの不ふ穏おんな言葉はそこに繫つながるわけね」

「そう。おれはその地下室から逃げてきたんだ。あんたらに会いたい人がいるように、おれにも会いたい奴やつがいる……絶対に会わなくちゃいけない奴が。外で妹が待ってるんだ」

　羽はね影かげとリリスが軽く視線を合わせたのがわかる。やがて羽影は小さく肩を揺ゆらした。そこでようやく、最低限の信用が得られた……気がする。

　羽影は次に地下室についての詳しよう細さいな情報を求めてきた。どうやって脱出したのか。入り口はどう塞ふさがれているのか。もし彼女達の探す女子がそこにいるのだとしたら必要になる。

　出だし惜おしみするようなものでもない。創詩は自分の知りうる限りの情報を二人に伝えた。地下暗室の基本情報。地下に下りる階段はＥＣ能力で封ふう鎖さされているようだということ。それはおそらく、百合ゆり原はら奏かなでという女子の《空間を写真として切り取る》能力によるものであろうこと。理り法ほうからの情報であり、正確な理り屈くつはまだよくわからないが。

「おれが脱出できたのは、こっちもＥＣを使ったからだ。おれの《手札に無限の可能性あれカードアクシヨンフエイズ》で、自分自身をカード化した。それで拘こう束そく自体は抜ぬけられる。問題は、カードになってる間はおれの意識はなくなって、設定時間が過ぎるまで何もできないってことだったんだが──新しく二人、同じ部屋に送られてきた人間がいてさ。そいつらの力を借りた」

「どういうこと？」

「《慎み深い針と糸クリブテイツク・ニードルワーク》……だったかな、一人が見えない針と糸を生み出して操る、みたいな能力を持ってたんだ。見えないから逆にそれがどこにあるか、とか感覚的にわかるらしくて」

「……なるほど。カードになった貴方あなたを、その見えない糸で巻いて動かしたのね。それなら鍵のかかったドアの隙すき間まから外に出せる」

　羽影が納得したように頷うなずく。説明するまでもなく脱出方法を理解してくれるとは……理知的で真面目まじめそうな外見の通り、頭はかなり良さそうだ。

「人間、やっぱ自分の背中が一番注意できないからな。向こうが地下に来るタイミングを見計らって実行した。どういう理り屈くつで地下室から上がれたのかはわかんないけど、とりあえず《敷しき地ちの外にまで糸を伸のばして運んでくれ》って頼たのんでたんだ。彼女は糸の位置がわかるだけで、そこに目がついてるわけでもないから、あとはおれを放置して時間切れでカードから戻もどるのを待つしかなくて──で、そこがたまたま羽はね影かげちゃんのスカートの下だったってわけだ」

「お、思い出さないで！　ていうか気安くちゃん付けしないで！」

　すぐ顔を真っ赤にする。一見取っつきづらそうな雰ふん囲い気きの子ではあるが、それは単純に創そう詩しのような男子に慣れていないというだけなのだろう。

「だっておれ三年だもんよ。可愛かわいい後こう輩はいの呼び方としては全然おかしくないだろ」

「気持ち悪いこと言わないで。呼び捨てのほうがまだマシよ……こんな状じよう況きようで先せん輩ぱいも後輩もないでしょ。あたしもあんたのことは呼び捨てにするから」

「それは全然いいんだが、率直な疑問な。年上の奴やつ呼び捨てにするのって不ふ真面目まじめじゃね？」

「尊敬できない性犯罪者に敬語を使ったら、それ以外の、普ふ通つうに敬語を使って接してる人と扱あつかいが一いつ緒しよってことになるじゃない。そっちのほうが不真面目ね」

「はっはー、羽影らしからぬ後付けっぽい理屈やなー。ま、やっぱ気楽に渾名あだなで呼んだりするのも仲良くなるにはええと思うで。てなわけで、うちのことは無理せずクリちゃんと──」

「リリスは黙だまってて」

　じろり。うへーというような苦笑いでリリスは黙る。

　それから羽影は溜ため息いきをついて肩を揺ゆらした。

「貴方を完全に信用したわけじゃないけど。この状じよう況きよう下かでＥＣについての情報は貴重なものよ。情報の釣つり合あいを取るために、私わたし達たちのＥＣについても一応言っておくわ。私は──」

　と、羽影が言いかけたときだった。

　予想もつかなかった出来事が起こる。しかしそれは創詩の頭になかったというだけで、あるいは予想していた人間もいたのかもしれない。それがいつ起こるかはともかく。

　一度あったことなのだから、二度目もあるのかもしれないと。

　つまり──

　教室の隅すみに吊つり下さげられているテレビの画面に、ノイズが走ったのだ。
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【凍とう島じま雄ゆう一いち郎ろう　──　学園北東部・特進科敷地内／スクールバス車内】




　寝場所として使っている、最さい後こう尾びの一番広い座席。雄一郎は素す肌はだに毛布を滑すべらせながら上半身を起こし、眼鏡めがねの奥おくの目を細めて、バスの前部にあるディスプレイを見やった。雄一郎の隣となり、同じ一枚の毛布の下にいる子こ犬いぬは、滑なめらかな尻しりをそこからはみ出させて眠ねむっている。

　ディスプレイに映し出されているのは、数日前のものと同じ。ノイズと文字。




　──【課カ外ガイ活カツ動ドウ】における要素の追加説明




「ち……要点は先に全すべて言っておけ……」

　口の中で呟つぶやく。愚ぐ鈍どんな生徒達たちのようだ。ああだこうだと理由をつけて大事なことを言わない。できるだけ後回しにしようとする。お前達の失敗の尻しりぬぐいをするのはいつも教師だ。

　しかし視線は外さなかった。前回は途と中ちゆう経過。黒玉を最も集めている者として、枯かれ山さん水すい乃の愛あという殺さつ人じん鬼きの暴ぼう虐ぎやくの姿が映し出された。見み逃のがしていい情報ではない。今回もそうだろう。




　──白き玉について

　──白き玉は　或ある力によってのみ　変へん換かんされる

　──その力を持つものは　以下の人間である




「なんだと……？」

　雄ゆう一いち郎ろうの困こん惑わくをよそに、文字はあっさりと消える。そして映像が映り始めた。それは現実の光景が映った前回のものとは違う。証明写真のように、ノイズの海の中、生徒達の顔が何秒かごとに現れては消えていく──そうして映し出された生徒達の数は三十人ほどだったか。




　──変換物は　各人において　異なる

　──ただし　黒き玉のみは　共通である




　その文字を最後に浮うかび上がらせ、そしてディスプレイは暗くら闇やみに戻もどった。

　雄一郎は目を細める。やはり愚鈍な生徒レベルだ、あの《校長マスター》とやらは。現実にいた──そしてすぐ死んだ──校長もどうしようもない人間ではあったが、それ以上かもしれない。こんな重要なルールを後出しで説明してくるとは。

　今明らかにされたのは、つまり。

　白玉は白玉だけでは意味を為さないということだ。

　雄一郎は白玉を頼たよりにはせず、明確にルールとして説明された、黒玉のみを重視した行動を取っていた。数学と同じだ……最初に提示された定義と定理しか信しん頼らいすべきではない。そうでなければ解を誤る。だから白玉の存在は頭の片隅に置いていただけだった。

　しかしその意味合いを切きり替かえねばならない。黒玉とは完全に別の性質を持った何かとして。

　次に思い出したのは、画面に映し出された顔のこと。教師である雄一郎には、見知ったものがいくつかあった。だからそこにあった共通点にもすぐに気付く。

　白玉を変換する力を持つものとして映し出された彼らは、そう、おそらく──




　　　　　　　　　　[image: ‡][image: ‡][image: ‡]

【知ち立りゆう羽はね影かげ　──　特進科一年五組校舎／教室内】




　肖しよう像ぞう権けんの侵しん害がいだ、と思わざるをえなかった。自分の顔が全校に晒さらされた今となっては。

　溜ため息いきをついて、羽影は教室のテレビから視線を外した。未いまだ椅い子すに縛しばりつけられたままの（やったのは自分だが）彼が、何かを問いかけるような目でこちらの顔を見ている。実際に映し出されたのは数秒だったが、さすがに気付いたらしい。羽影は肩を竦すくめながら、

「……と、いうことね。私のＥＣ能力は《普通科一年一組を代表する献身シヨツプＧ１０１》──所属はクラス委員よ。多分、今映ったのは全員そうだと思う。今生き残ってるクラス委員はあれだけ、ってことでしょうね……」

「全員同じタイプのＥＣを持ってるってことか。今の放送にあった通り……白玉を交こう換かんする能力、なのか？　どうやんだ？」

　羽影は左の掌てのひらを上向かせて軽く精神を集中させた。するとそこに何か板状のものが生まれる。有あり体ていに言えば、重みのないタブレット端たん末まつ……のようなものだ。その表面にはリストのようなものが表示されている。生徒手帳に刻まれているゲージといい、おかしなところで現実的だ。

「生徒手帳に書いてあった能力説明によると、交換したいものを選んでから、直接この……タブレット？　に白玉を触ふれさせると吸い込むみたい。で、決まった数入れると品物が出てくる。私には手数料みたいなもので、交換に使った数の半分がチップとして蓄ちく積せきされる。それはここに表示されて、それ自体を疑似白玉として交換に使えるようになる……と」

「内容を見せてくれ」

「いいけど……そう簡単に交換できるレートじゃないわよ。私わたし達たちも、今まで自分達に出てきた白玉を全部使って、そこの《簡易食料・二個》ってやつを交換してみただけ。白玉六個のそれが一番安いものよ」

「なんてーか、こう……四角い塊かたまりでな。カロリーメイトをもっとムワッとしてモチッとさせたような……甘あまいのか辛からいのかもよーわからんもんやったけど、とりあえず腹は膨ふくれたで」

「一つの黒玉に交換するためには……十個、か。それと──」

「さっきの放送からすると、それだけは共通みたいね。他ほかのメニューは個人で違いがあるということかしら。他のクラス委員に会ったことはないから、私のが普ふ通つうなのか特別なのかわからないけど。基本的には食料とか毛布とかの日用品が多いから、それほど──」

　ふと気付いた。創そう詩しが目を見開いて、羽影のタブレットの画面を見つめている。

　メニューの中の一つを、凝ぎよう視ししている。

「……外部への、一時的連絡用、電話……!?」

　それは羽影も、最初に見たときには驚おどろいたものだった。可能性を感じた。この状じよう況きようを打開する何かになるのではないかと。だがこの【課カ外ガイ活カツ動ドウ】を必死に生いき抜ぬいていくうちに──いつしか期待することを忘れていた。レートが高すぎる。白玉五十個。だいたい二日に一個出るものと計算すれば、百日ぶん。二人でも五十日ぶん。自分達だけの力でそれを手に入れようとするのは、とても現実的ではない──

「頼たのみがある」

　唐とう突とつに、創そう詩しが言った。今度はまっすぐに羽はね影かげを見つめている。

「頼みって……何よ。いきなり真面目まじめになられても……」

「協力しよう。いや、取引だ」

　今まで彼が持っていた、どこか飄ひよう々ひようとしていた気配は影かげを潜ひそめ。今は真しん剣けんな表情。

「おれは、お前達が友達を探す手伝いをする。《園その》の中のことはよく知ってるし、地下室の構造もわかる。何もかもを教えるし、作戦も立てる。全力でお前達を助ける。その代わり」

　冗じよう談だんのような交こう換かん条件だった。けれど、冗談ではないのだろう。

　彼の瞳ひとみに湛たたえられた想いが、あまりにも強すぎて。目ま映ばゆすぎて。容易にわかってしまった。彼が今見つめているのが、自分達ではなく、ここにはいない、なんとしても連れん絡らくを取りたい誰だれかであるということが。




「お前らには……《園その》に潜せん入にゆうして、あいつらが溜ため込こんでる白玉を盗ぬすんできてもらいたい」










　　第三章







【愛あい眼がん双すご六ろくと井い伊い秋あき津つ穂ほ　──　旧写真館・一階／第一生活室】




　双六は《対価不要のファンタズマnot_rick_node_vice》で作った植うえ込こみの幻げん影えいに隠かくれ、隣となりの秋津穂は建物と地面に《[image: ∞]メートル自由形アクアテイツク・ライフ》で潜もぐりつつ、窓越しに中の様子を窺うかがっていた。

　リーダーらしき女が前に立ち、全員の注目を受けながらにこやかに言葉を紡つむいでいる。

「先程の放送には、確かに驚おどろきましたが──皆みな様さまは何も心配することはありません。《園その》は何も変わりません。ただ二つばかり、我々のすべきことが追加されただけです。一つは、焦あせらないこと。想定していたより段階が増えた以上、さらにのんびりと構えてまいりましょう。もう一つは、その段階のために必要な……先程画面に映し出された方々の、せめて誰だれか一人をここにお迎むかえすること──」

　秋津穂が首を傾かしげながら言った言葉は、そのお嬢じよう様じみた女の演説とは特には関係なかった。

「今のところ、なんともなさそうじゃんかさ」

「まあ……今のところはな」

　女の話を座って聞く一団の中には、見知ったふわふわ小動物の姿もあった。女子数人のグループに挟はさまれるようにして、きょときょと周囲を見回している。手て慰なぐさみのように近くの女子に頭を撫なでられ、また別の女子にぎゅうっと抱だきしめられ、へむむー？　と首を傾げる──

「具体的に何が変わるのでしょう、桜さくら子こ様」

「そうですね。一つ班を増やすことを考えていますわ。今まで定期的に物資探索してもらっていましたが、平行して、さっきの方々を探すような役割の班を……」

　全員が一致団結した、素す晴ばらしいホームルームのようだった。懸け念ねんはない。平和的で穏おだやかな空間だ。ヘムの扱あつかいも見ての通り。大事にされていて、愛めでられている──

「ふーむ、なんかちょっと寂さびしいような気もするけど、安心安心……で、どうする双六？　みんなここに集まってるっぽいじゃん。倉庫とか探ってドロボーするなら今のうちじゃない？」

「……そうだな。行くか」

　音を立てないようにして窓から離はなれる。会議はまだしばらくは続きそうだ。

「今日はここの食料とかちょろまかさせてもらうとして……明日からはどうする？」

　双六はいつもの癖くせ、指の間で動かしていたコイン移動を止めた。コインを握にぎり込む。考える。

「ここ、盗ぬすみやすそう、だからな。今日のぶんをほどほどの量にしとけば、明日も大だい丈じよう夫ぶだろ」

「つまり──続行だ、ってやつ？」

「まあな」

　へへーん何クールに決めてんのヘムりんまだ見たいんでしょあんたもやっぱり情が移ってんじゃーんあたしのこと言えないじゃーん、と秋あき津つ穂ほがニヤニヤと脇わき腹ばらをつついてくる。

　双すご六ろくはうっせえと曖あい昧まいに誤ご魔ま化かしつつ、今まで見ていたものを思い起こしていた。

　全員が一致団結したホームルーム。しかしギャンブラーの観察眼は、ほとんど勘かんのようなレベルで、錯さつ覚かくかもしれないレベルで、一つ気がかりな点を炙あぶり出していた。だからまだ、この場所から離れないほうがいいような気がした。見定めなくてはならないような気がした。

　正確に言えば、全員が、ではなかったのだ。ヘムを除けばただ一人、スタンスが異なっている人間がいた。未来に向けた話し合いの中、別種の感情を抱いだいている人間がいた。

　他でもない、あのリーダーのお嬢じよう様だ。

　巧こう妙みように隠かくしていたが、彼女はおそらく、ああして話している最中も──

　心の底から、苛いら立だっていた。
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──《園その》敷しき地ち内／裏庭】




　集会のようなものがあるようだったが、勿もち論ろん参加する義理はない。むしろ自由に動くチャンスだ。先程の放送には驚おどろいたが、今は白玉の使い道などを気にしている場合ではない。

　しかし成果は芳かんばしくなかった。あの最も怪あやしい階段横の壁かべは、何をどうしても突とつ破ぱできない。傷すらつけられない。何かヒントでも得られればと改めて彼女達たちの本ほん拠きよ地ちである私室や執しつ務む室しつを調べても無意味。一度建物の外に出て、探たん偵てい小説のように歩ほ幅はばで尺しやくを測り、やはりあの壁の後ろには僅わずかな空間が──おそらくは地下に続く階段のようなスペースがあるのだろう、と判断できたことだけが唯ゆい一いつの収しゆう穫かくだった。

「くそ……それがわかったところで、どうする……？」

　幸也達は建物の側面、裏庭のような場所に回り、例の謎なぞの壁の裏側にあたる部分を外から調べていた。その場所に採光窓のようなものはない。あれば無理してでも潜もぐり込こめたのだが。

　歯は嚙がみしたい気分だが、立ち止まるわけにはいかない。再度建物の中に戻もどり、またあの壁のところに行こうとする。人目を恐おそれる心配はない。今までにも何度か階段を使う生徒達に怪け訝げんな目で見られたり何をしているのかと問われたりしたが、それ以上のことはなかったのだ。何も知らないのか──あるいは、そうするように命令されているか。

　今回はその場所に向かう途と中ちゆう、いったん《園》の建物の正面側に戻ったところで、あの、と声をかけられた。

「お前は……」

　最初に《首割れ》から助け、それからも何回か会った、あのふっくらとした顔立ちのおにぎり女子だった。こちらを心配しているような表情で微笑ほほえんでいる。

「あの……何か、悩なやみがあったりしますか？」

「まあな」

　必要以上に声が冷たくなっていたとは思う。仕方がない。

「えと……何かあったら、なんでも相談してくださいね。わたしにできることはあまりないかもしれませんけど。あ──そうだ！」

　彼女はふと思い出したように胸の前で両手を組み合わせた。そして、

「《主食／黄金の子らよ我が手にデルタキユイジーン》……と。お昼のとき、いませんでしたよね？」

「食欲ないんだ」

「ダメです、食べてください。悩み事があるときほど、食べなきゃダメですよ」

　意図的だろう、ぷうと頰ほおを膨ふくらませて言い、そして照てれ隠かくしのように笑った。

「わたし、これぐらいしか取とり柄えがなくて。でも、だからこそ、このおにぎりだけは自信があります。みんなを幸せにできるものだと思ってます。本当はあまり好き勝手に使うなって言われてるんですけど──あのとき助けてもらったお礼に、特別に石堂せんぱいにだけは、《いつでもおにぎり食べられる券》をこっそり発行しちゃいますから。これからは、なんだかお腹なか減ったな、元気欲しいなー、ってときはいつでもわたしのところに来てくださいっ」

「お……う……？」

　彼女は湯気の上がるおにぎりを強引に幸ゆき也やと優ゆう理りに手て渡わたし、それからぱたぱたと建物の中に走り去っていく。

「あつつっ……なんか新しん鮮せんな呼び方されたせいで、びっくりして受け取っちまった。やっぱ一年だったのか……」

「幸也、保健委員の後こう輩はいの知り合いとかあんまりいなかったんだっけ。縦の繫つながりとか無視してわたしの保健室にばかり入いり浸びたってたからよ」

「無視してたわけじゃなくて、自然とそうなっただけだ」

「ま、何にしても──悪い人間じゃない気はするわ、あの子。夜や子このこととか、この《園その》に何か裏があったとしても、あの子みたいな一般人は多分何も知らないんでしょう」

　幸也と同じく熱いおにぎりをお手玉しつつ、優理がじろりと幸也を睨にらんだ。

「ていうか、問題はあんたね。教育的指導すべき事案だわ。一回助けただけで女の子をあんなふうに。仲良くなりたいオーラぷんぷんじゃない」

「そんなんじゃない……と、思うけど。ええと、まさか、嫉しつ妬と？」

　無言の肘ひじ打うちが入った。優理はその場に足を止め、改めて《園》の建物全体を見み渡わたすようにしながら、手の中のおにぎりにかぶりつく。

「夜子も……ホントに、なんであんたのことなんて好きになったのかしらね」

「ひどい言い様。つーかそれ、俺おれよりも優理のほうがよく知ってるだろ。保健室で話してた時間はそっちのほうが長いんだし」

「そんなことまで話してた覚えはないわよ。ま、なんとなく想像はできるけどね──」

　どこなく不ふ機き嫌げんに見える表情。口を動かしながら、横目を向けてきた。

「……今まで本人に聞いたことないの？」

「はっきりとは……ないな」

「そ。じゃあ、いい機会だから、答えは次に本人に会ったときに聞きなさい。これは命令。気き恥はずかしくても大事なことよ」

　次に会ったとき。仕方ない。その未来は当たり前に起こることだから仕方ない。そして理り法ほうではないが、命令されては仕方がない。

「何よその苦笑い……横暴だと思ってる？　女の子の気持ちってものに真面目まじめに向き合わないあんたこそが横暴よ」

　幸ゆき也やはさらに肩を竦すくめて、自分のおにぎりにかぶりつくしかなかった。

　甘あまい米の味。それを引き立たせる塩気。これをくれたさっきの彼女の名前をまだ聞いていないことにふと気付いた。確かに自分は横暴なのかもしれない。

　そして、二人しておにぎりを腹に収め、建物の中に戻もどろうとしたときだった。

　背中から──つまりは《園その》の入り口側から、声がかけられる。

「やあ、君達たちもここで暮らしている子かな。ここにはかなり大勢いるみたいだね」

　振ふり向むくと、そこにいたのは──
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【蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子こ　──　旧写真館・一階／第一生活室】




　白玉はそれ自体では意味を為なさない？　ふざけているにも程ほどがある。極めて不良の一点ベリーバツドだ。

　微び笑しようで仲間達にこれからの指示を出しながら、桜子は苛いら立だっていた。事情が変わってくる。計画の変へん更こうが余よ儀ぎなくされた。《校長マスター》め、どうして先に全すべてを言わないのか。

　しかしその答え、向こうの意図については推測できなくもなかった。最初から最後まで想定通りに進んでは面白くない。奴やつはおそらく、こうして生徒達が戸と惑まどい、困こん惑わくし、方向性を変えていくさまを観察するのを楽しんでいるのだ。

「それから、次はですね……」

「桜子さま！　あの、今、正門に……！」

　最近はこんなことが異様に多い。息せき切って走り込んできた見張り役の生徒が、予想外の訪問者の存在を告げる。桜子は奏かなでと共に急いで外に出た。

　塀へいに囲まれたこの《園》の敷しき地ちの、今や唯ゆい一いつの入り口。正門の柵さくを開けて入ったところに、一人の男の姿があった。男子、ではない。

　スーツを着ている。眼鏡めがねをかけている。大人の男性──教師、だ。

　全すべてが始まったあの全校集会の場にいたのだから、【課カ外ガイ活カツ動ドウ】に教師が参加していても何の不思議もない。ただし人数比から考えて、実際に出会う確率はそう高くないだろうと踏ふんでいた。だから特にこんな場面の想定はしていなかったのだが──さて、どう対処すべきか。

　桜さくら子こが外に出たとき、その男性教師はちょうど彼らと言葉を交わしていたところだった。石いし堂どう幸ゆき也やと薬やく園えん坂ざか優ゆう理り。有用な能力を持っており、利用したいが、扱あつかいには慎しん重ちようを要する存在。

　彼らの眉まゆを寄せた表情を見るに、顔見知りというわけではあるまい。たまたま通り道にいて、たまたま声をかけたというだけだろう。

　何にしても、まずは情報だ。桜子は普ふ段だん通どおりの微び笑しようで、

「貴方あなたは？」

「やあ、君がここの集まりのリーダーなのかな。よくやってくれた。こんなに生徒達たちが生き残ってるなんて……嬉うれしく思うよ」

　様子を見に出てきた周囲の生徒達を軽く見回すようにしながら、その男性教師が言う。

「まあ……本当は、申し訳なくも思ってるんだがね。生徒達を守り、まとめ上げるのは、本来なら大人の、教師の役目だ。いろいろあって合流に手間取った」

　そうして彼はにこりと笑って続けた。明るすぎず、軽けい薄はくすぎず、見るものを安心させる、信しん頼らいできる教師であることが過不足なく伝わってくる笑えみ。

「だが、もう心配はいらない──僕ぼくの名前は凍とう島じま雄ゆう一いち郎ろう。知っている生徒もいるだろうけど、数学担当の教師だ。これからは僕に頼たよってくれ。一いつ緒しよにこの事態に対処していこう」

「これはご丁てい寧ねいに。わたくしは特進科二年の蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子こと申します」

　桜子もにこりと笑った。非の打ち所のない笑みなのは、こちらも同じはずだ。完かん璧ぺきに過不足ない笑顔とは、そう在ろうとしているからこそ浮かべられる。

　ならば、つまりは。

　向こうも自分と同じく、練習して意識的に作り出した笑顔なのだろうと思った。
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【石堂幸也　──《園その》前庭広場／中心部】




　自分達に声をかけてきた眼鏡めがねの男性教師は、すぐに写真館の中から現れた桜子と会話を始めた。そこで幸也は、優理の様子がおかしいことに気付く。

「凍島、雄一郎……」

　眉を寄せ、じっと彼の顔を睨にらんでいる。幸也は彼に聞こえないように小声で、

「……どうかしたのか？　まさか、知り合い……とか」

　数百人規模ではあるにしても、同じ学園の教師であったなら。以前から優理が知っていても不思議はない。しかし優理の答えは曖あい昧まいだった。

「知り合いと言えば……そうね。顔と名前は知ってるわ。多分向こうも。他ほかの先生の主しゆ催さいで飲み会があったときに、少し話したことがある程度の関係だけど」

「どんな人間なんだ」

「わたしの個人的感想になるけど、いい？」

　ちらりと横目で向けられた視線に、幸ゆき也やは頷うなずく。優ゆう理りは迷いなく言った。

「信用ならない人間。特にこんな、命のやりとりが起こりうる状じよう況きよう下かでは、絶対に信じちゃいけないタイプ。人当たりは一見良いけど、腹の奥おくでは自分以外の全員を見下してる感じ」

「なるほど。じゃあやばいな」

　幸也は優理の人を見る目を信じている。疑問を抱いだくことはしなかった。

　雄ゆう一いち郎ろうは自然と《園その》の中に入る流れになったようだった。一いつ瞬しゆんで幸也は考える。

　信用ならない人間をこの場に入れていいのだろうか。よくない。不確定要素が増えることになる。自分達には時間がないのだ。夜や子こを見つけることだけに注力したい。桜さくら子こ側にとってはどうだろうか？　何かを塗ぬり固かためたような微び笑しようの彼女はともかく、横にいる奏かなでには若じやつ干かんながら不ふ審しんなものを見る気配を感じる。微び妙みような胡う散さん臭くささを感じてはいるのだろう。

　ならば──ならば、だ。最も手っ取り早く、最も安全な対処は、一つしかない。

　幸也は笑顔を浮うかべつつ雄一郎に近付き、

「先生、少し訊ききたいことがあるんですが」

「ああ、何かな？」

　柔にゆう和わな笑顔を返してきた彼の腕をいきなり摑つかんで捻ひねり上あげ、そのまま地面に押おし倒たおした。数十秒前までは幸也自身もこうするとは考えていなかったのだから、彼が予期できたはずはない。完全に隙すきを突ついた。

　ざわめく周囲を無視し、幸也は雄一郎の背中に膝ひざを落として動きを封ふうじながら、

「さて、訊きたいのは……何を企たくらんでる？　って感じか。あんたは信用ならない。それが大前提としてあるんなら、こんなヘラヘラ笑って《園》に入ろうとしたのには何か目的があるはずだ。今は忙いそがしいときだからな、下手へたに引っかき回されちゃ困るんだよ」

　ちらりと桜子を見る。僅わずかかに驚おどろいた様子だった彼女は、すぐに微笑に戻もどっていた。その瞳ひとみで問いかけてきているように思える──あらあら、そうしてこちらに媚こびを売って彼女に関する情報を聞き出そうとしているのかしら、と。

　想像することしかできないが、おそらくそう外れてはいないと思う。少なくとも元々この状況に、そういう意味合いがあるのは確実だろうと思った。夜子達を人ひと質じちに──桜子は、自分達を好きに動かそうとしている。《園》のために働かせようとしている。

　これは彼女のためではない。《園》のためでもない。しかし向こうが勝手にそう思うぶんには否定する必要もなかった。少しでも自分達が役に立つと思うなら、わかっているな？　夜子と理り法ほうには引き続き手を出すんじゃないぞ──幸也も視線でそう返す。

　しかしこの瞬しゆん間かん、本当に気にするべきは、彼女ではなかった。

　完全に隙すきを突つき、あまりに簡単に無力化できたことで侮あなどりすぎていた。足下、地面に頰ほおを擦こすりつけている雄ゆう一いち郎ろうが、舌打ちしながら呟つぶやく。

「……ち。愚ぐ鈍どんすぎる。これだから生徒ゴミは……」

　それと同時。背後、旧写真館の建物のほうから、何かが飛び込んできた。

　振ふり向むいた幸ゆき也やの視界に映ったのは、フリフリした服を着ていて、小こ柄がらな身体からだで、冗じよう談だんのように巨きよ大だいで場ば違ちがいな戦斧を振り上げた少女──

「お前ッッッ！　せんせーになんてことをッ！」

　反応できるわけがなかった。

　重そうな見た目とは裏腹に、目にも留まらぬ速さで戦せん斧ぷが縦に振り下ろされ。

　その刃やいばが幸也の鎖さ骨こつと胸骨を破は壊かいし、肉と器官を割り開き、まるでチーズのように、幸也の身体を胴どう体たいの半ばまで縦に裂さいた。




　身体の右側寄りでまだよかった。この断だん裂れつがもし心臓に届いていたら即そく死ししていたかもしれない。その幸運を嚙かみ締しめる暇ひまもなく、途切れそうになる意識の糸の端はしを必死に摑つかんで、

「《傷病記録インジユアリーレコード》……右胸部裂れつ創そう、記録っ……！」

　その傷自体は記録し、一いつ旦たん忘れる。だが衝しよう撃げきは無効化できず、そのときには既すでに雄一郎の身体の上から跳はね飛とばされていた。

「幸也！」

　駆かけ寄よってきた優ゆう理りに支えられて身を起こす。あまりに大きな傷を《記録》したため、身体の感覚自体がまだ混乱している。三さん途ずの川かわを覗のぞいた自分とは対照的に、雄一郎はスーツの土を払はらいながら優ゆう雅がな仕草で立ち上がっていた。

「傷を治すＥＣ能力か。生命を守るための能力は有能な教師にこそ現れるべきだろうに」

　飛び込んできたフリフリの少女は軽々しく戦斧を肩に担いで、ぱたぱたと彼に近寄る。

「せんせー、せんせー！　だいじょうぶですかっ」

「……」

　雄一郎は無言で彼女の頰を張った。見ていた者全すべてがはっとする、容よう赦しやない力加減。

「誰だれが勝手に動けと言った？」

「ご……ごめんなさい、せんせー……わん……」

　しょげ返る少女。その後の展開も意味不明。彼はそのまま彼女の頭を撫なでたのだ。

「だが、来るだろうことはわかっていた。許す」

「あ……わんわん……せんせー、やさしいっ……」

　それだけで彼女は満面の笑えみを浮うかべた。二人の関係性の異常さを知るにはそれで充じゆう分ぶん。

　雄一郎は周囲の様子を見回してから、呆あきれたように眼鏡めがねを押し上げた。

「やれやれ。結果としては同じだが、過程が滅め茶ちや苦く茶ちやになった。愚ぐ鈍どんな数学の答案のようだな──貴様らはいつも言う。答えが同じであればいいだろう？　不可。不可だ。美しくない。それは数学ではない。そこまで深く生徒ゴミどもに教示してやる義理はないが」

「あらあら。結果としては同じ、と仰おつしやいましたが、それはどのような結果なのでしょうか。授業時間外ではありましょうが、ぜひわたくし達たちにお教えいただきたいものですわ、先生」

　雄ゆう一いち郎ろうは桜さくら子こを一いち瞥べつ。自分の傍かたわらにいる少女に向けて、また一瞥。

「知りたいか？　では実技で示そう──子こ犬いぬ。やれ」

「はい！」

　弾はじかれたように、子犬と呼ばれた少女が動いた。適当に疾しつ駆く。身みの丈たけほどもある重そうな戦せん斧ぷを軽々しく振ふるって、たまたまそこにいた《園その》の男子の一人を切りつける。不運なことに、彼は幸也とは違って治ち癒ゆ能力を持っていなかったし、そもそもその一いち撃げきは胸を割ったのではなく首を飛ばしていた。つまり即そく死しした。

　瞬しゆん間かん、桜子はぱしんと胸の前で大きく手を打ち、

「皆みな様さまへ最優先命令──戦せん闘とう態勢！」

「桜子様のお言葉の通りに！　実力処理班は前へ！　それ以外は後衛に！」

　奏かなでもそう叫さけび、それに従って一気に《園》の生徒達が動き始めた。男子か女子かにかかわらず、攻こう撃げき的なＥＣ能力を持つものが前に出る。それ以外は距きよ離りを取る。

　剣けんを生み出した男子生徒に戦斧少女が襲おそいかかる。何度か打ち合う。横手から別の生徒の援えん護ごで炎ほのおの矢のようなものが飛んできて、子犬は飛び離れる。そのときには既すでに剣を持っていた男子生徒の腕は宙を飛んでいた。悲鳴。悲鳴。戦斧をお手玉ジヤグリングするように手の上でくるりと回してから、子犬は別方向に突とつ進しん。目を閉じて精神集中し何かをしようとしていた女子を地面に蹴けり倒たおし、彼女が悲鳴を上げるよりも前にその喉のどに戦斧の柄を落として潰つぶす。刃を使わなかったのは、彼女の隣となりにいた男子をその直後に切り倒すためだ。

　絶句する動きだ。全すべての行動に迷いがない。人を殺すということに。その躊躇ためらいのなさは、かつて見た枯かれ山さん水すい乃の愛あを彷ほう彿ふつとさせる。箍たがが外はずれた、螺子ねじが外れた人間の所業。いくら人を傷つける覚かく悟ごをしていたとしても、それが当たり前となってしまった人間は、そもそもそれを頭に思い浮うかべることすらしない。彼女は呼吸のように殺す。

　ならば、と《園》の男子の一人が雄一郎のほうに突進した。しかし、

「先程は、あまりに愚鈍すぎて想定外すぎる不意打ちを食らったが。こうして立って待ち受けている状態ならば──」

　すっと体を動かし、拳こぶしを振るい、不用意に近付いてきたその男子の顎あごを打うち抜ぬく。男子はびくびくと痙けい攣れんしながら地面に倒れた。

「そう簡単に捕つかまえられるとは思わないことだ。学生時代はそれなりに身体からだを動かしていた。暇ひま潰つぶしにしかならなかったがな」

　幸ゆき也やの身体からだを支えて立ち上がらせながら、優ゆう理りが眉まゆを寄せて呻うめいた。

「そう言えば、学生ボクシング王者だった……とか、聞いたことがあるわ」

「マジか。見た目通り、ベタベタな、エリートさん、だな……」

　大おお怪け我がを記録したことによって生じていた感覚のずれが、徐じよ々じよに小さくなってくる。それを待っていたわけでもなかろうが、

「こちらは大だい丈じよう夫ぶだ、子こ犬いぬ。好きに動け」

「はい、わんわん！　ええと……さっきせんせーにひどいことしたお前！　許さない！　怒おこったらおなかも減ったし許さなーい！」

　また彼女が突つっ込んできた。優理を後ろに突き飛ばし、幸也は近くに転がっていた──既すでに殺された生徒が持っていたものだ──鉄パイプを拾い上げた。切断される場合のことも考えていたが、なんとか戦せん斧ぷを受け止めてくれる。至し近きん距きよ離りでよく見れば、リアルではない、どこか作り物じみた感じのある戦斧だ──この重みある衝しよう撃げき、そして自在な扱あつかいを見るに、これが彼女のＥＣ能力なのだろう。

「死んじゃえ、せんせーをいじめた罪で死し刑けい！　わん！」

「なにが、わん、だっ……」

　拮きつ抗こう。その顔を至近距離で見ることになり、

（……？）

　一いつ瞬しゆんだけ違い和わ感かんを覚えたが、理由はわからなかった。初対面の人間なのは確実だ。雄ゆう一いち郎ろうが呼んでいた子犬という名前にも聞き覚えはない。

　その意識の一瞬の余所よそ見みすらも致ち命めい的だった。蹴けりが幸也の腹部に刺ささる。悶もん絶ぜつしつつ後退──首を刈られないように鉄パイプを掲かかげるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。膝ひざをつく。まずい。

　幸也を囮おとりにしたのか、《園その》の人間達たちが二人、彼女の背後から飛びかかった。開いた手を掲げている男子は、掌てのひらで摑つかめば何かの能力が出るのだろう。指をピストルの形に向けている女子はそこから何かを撃うち放はなつのか。

　だが──巨きよ大だいな戦斧の一番の問題は、その重量感に比例しないスピードだった。取り扱い速度が尋じん常じようではなく速い。子犬は独楽こまのようにその場で身を翻ひるがえし、勢い余って二回転、三回転。

　後ろから彼女を襲った二人はその回転の中に片手の指では数えられない数の物体と化し、それどころかついでのように前方にも襲い来た刃やいばのせいで幸也も無事では済まない。回転の勢いで持っていた鉄パイプが弾はじけ飛び、それでは足らないとばかりに幸也の胸を横一文字に裂さいた。

　熱い。熱い。傷が骨を砕くだいて肺に達しているのか、呼吸がしにくい。記録だ。早く。

「わんわん。おなかへったから待たないよー。さっそくおしまい、と……」

　軽々しい戦斧の動きは止まらない。彼女がこちらに向き直ったかと思えば、その瞬しゆん間かんにはもう、刃が幸也の首に向かって動き出していて──

　がきいん、と金属音。

（……は？）

　予想だにしなかったその光景に、安あん堵どよりも驚おどろきが先に立つ。

　幸ゆき也やの命を刈かり取る寸前だった戦せん斧ぷの刃を止めたのは。




　この場に飛び込んできた、見知らぬ金髪巫女の薙刀だった。
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【知ち立りゆう羽はね影かげ　──《園その》前庭広場／正門付近】




　やってしまえば取り返しがつかない。引き返せなくなる。

　だが──その光景は、地じ獄ごく絵図だった。何人も死んでいる。血の臭においは噎むせ返るよう。

　だから羽影は覚かく悟ごを決めた。実際にやるのは自分ではなかったが。その心苦しさも、未来に対する不安感も、とりあえず全すべてを脇わきに置いておくことにして、

「リリス！　お願い！」

「おっけーぃ！　はじめるでー！」

　金きん髪ぱつを揺ゆらしつつ、勢いのままに走り込み、彼女はぺろりと舌を伸のばして自分の唇くちびるを舐なめた。そして──自分のＥＣ能力を、使用。

「《巴御前ザ・フロント・オブ・トモエ》！」

　薙なぎ刀なた部である彼女のＥＣは、そのまま、薙刀を生み出す能力だ。そして副産物として姿も変わる。昔の白しら拍びよう子し──あるいは巫女みこのようにも見える装束に。薙刀とその格好にどんな関係があるのか聞いてみたが、答えは「さあ？」だった。しかし今まで話したところによると、彼女は日本のアニメやゲームが好きで、だからこの国に来たらしい。元々別の競技のスポーツ特待生の予定だったにもかかわらず、「薙刀！　知ってる、アニメでよく和属性の人が持ってる武器！」と衝しよう動どう的てきに薙刀部に入ってしまったというから、その精神性というか趣しゆ味みがおかしな具合に反映されたのではないかと思う。

　ともあれ、彼女は自らが生み出した薙刀でゴスロリ少女の戦斧を受け止める。

「おーおー、大きくて立派で硬かたーいモン持っとるやないの！」

「邪じや魔ま者もの……！　おなかへってるのにー！　せんせー！」

「許可する。殺せ」

　戦う力のない羽影は、少し離れたところでリリスの戦せん闘とうを見守るしかなかった。

　戦斧と薙刀が幾いく度ども打ち合わされる。体育科でもなければ運動部でもなく、身体からだを動かすのがどちらかと言えば不得意な羽影には、どちらが強いかなど判断できない。

　だから──見えるのは、結果だけだ。

　下ネタ混じりの軽口を叩たたいていたリリスの口数が、次第に少なくなる。額に浮うかぶ汗あせの量は増える一方。白しら拍びよう子しの装しよう束ぞくのそこかしこが切きり裂さかれ、破れ、朱しゆ色いろが増える。

　周まわりにいた他ほかの生徒達たちやさっきの男子（なぜか傷が治っていた）がゴスロリ少女に飛びかかることもあったが、たやすく弾はじき飛ばされていた。リリスが相あい対たいしているせいで、今までよりもやりにくくなってはいるのだろう、死体の増えるペースはさほどではない──が、逆に言うなら、リリスが相対して生み出せている意味はそれだけだ。つまり、

「殺したらせんせーに褒ほめてもらえるから死んじゃえ！　わんわん！」

「つ、あっ……！」

　一ひと際きわ大きく彼女の腕が裂け、血が飛び散る。しかし──それでも、彼女の顔から戦意は失われなかった。むしろ逆だ。出血のせいか、さらに白くなった頰ほおを震ふるわせ、

「こらあかんな、出だし惜おしみできんわ。いきなり奥おくの手て使うことになるとは思わんかったで！」

　奥の手、あるいは苦肉の策、あるいは肉を切らせて骨を断つ。その技の意味について聞いたときの彼女の答えは、こうだ──「薙なぎ刀なた巫女みこってだいたい炎属性やん？」よくわからなかった。

　リリスは腕から流れ落ちる血を、自分の持つ薙刀の刃に垂らすようにした。すると──その血が炎と化す。血に濡ぬれた刃が、炎を纏まとった刃に変へん貌ぼうしたのだ。やはり彼女のＥＣは、今まで羽はね影かげが目にしたものの中でもことさらにわかりやすいというか、ゲーム的に思える。

　彼女は炎を纏った薙刀を戦せん斧ぷにぶつけた。傷の痛みに顔を顰しかめながらも、拮きつ抗こう──

「いくで、必殺──《通つう天てん閣かくグランドフォール》！」

　その状態の薙刀は熱いだけではなく、純じゆん粋すいに破は壊かい力も上がっているらしい。そして必殺技のネーミングは彼女が勝手に言っているだけで意味はない。率直に言って凄すごくダサいとは思う。

　だが効果はあった。ゴスロリ少女が瞳ひとみを揺ゆらした次の瞬しゆん間かん、炎えん熱ねつの薙刀が戦斧の圧力を圧あつ倒とう。

　巨きよ大だいな刃が砕くだけ──少女の身体からだ自体も大きく吹き飛ぶ。初めての明確なダメージ。血はそれほど見えないので致ち命めい傷しようではないにしても、武器を失わせたのは確実だ。ＥＣで生み出したものならばまた出せるだろうが、疲ひ労ろうが伴ともなうし、今すぐというわけにもいかないはずだ。好機。

　とどめを刺さすためか、あるいは無力化するためか、リリスがさらに間合いを詰つめ──

　そして。

　折れた戦斧の先せん端たんが。ただ地面に落ちた残ざん骸がいでしかないはずだった刃の破片が、跳はね上がるように高速で飛んできて。

　リリスの胸に深々と刺さった。

「え？」

「リ……リリス！」

　白拍子の装束を赤く染め、リリスは信じられないといった表情のまま倒たおれる。どうなっている。逆だろう。勝つべきは彼女だったはず。どうして。どうして。

　間合いを開き、散発的に飛びかかってくる生徒達を適当にあしらっていた教師が、眉まゆを寄せて不ふ愉ゆ快かいそうに呟つぶやくのが聞こえた。

「ち……だが、仕方ない。子こ犬いぬ。許可する。お前のＥＣを使え」

「は、あ、い……せんせー……わんわん……」

　戦せん斧ぷ自体をうまく盾たてにしたのか、派手に吹き飛びはしたものの、やはり目に見えるダメージはないようだった。彼女は身を起こそうとする。

　羽はね影かげは目を見開いた。周囲にいた誰だれもがそうだった。

　──彼女？　なのか？

　立ち上がる途と中ちゆう、その肩から滑すべり落おちたのは、紛まぎれもない付け毛ウイツグ。手にしていたのは、今までの戦斧とは比べものにならないほど現実的で即そく物ぶつ的なスポーツ用品──

　ゴルフのクラブだった。
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──《園その》前庭広場／中心部】




　幸也達も目を見開いている。驚おどろくべきことばかりだった。ゴスロリ少女が飛び込んできて殺されかけたかと思えば、金きん髪ぱつ巫女みこに助けられ、その金きん髪ぱつ巫女みこも今や地面に倒たおれ伏ふしている。

　そして。ああ、そして、だ。

　どうしてゴスロリ少女の顔に違い和わ感かんを覚えていたのか、理由がわかった。

　手にしている、ゴルフのクラブ。アイアン。ＥＣで生み出したものだとするなら、最も可能性が高いのは──ゴルフ部。

　白鷺理法に顔が似ている、ゴルフ部の男子という存在。それは──

「まさか、理り法ほうが捜さがしてるって言ってた……」

「あいつの弟、なのか……!?」

　だが、なぜ。凍とう島じま雄ゆう一いち郎ろうという教師などと一いつ緒しよにいる。どうしてこんな暴ぼう虐ぎやくを行っている。

「子犬。身だしなみはきちんと、だ。俺おれの犬ならばな」

「せ……せんせー……わ、ん……おなか、が、その……」

　どこかぼんやりとした顔で雄一郎を見上げる子犬。雄一郎はウィッグを彼の頭に被かぶせつつ、

「くれてやろう。《生徒の正しい躾け方ウイツプレスキヤンデイ》……」

「あ……ん……！」

　その手に生み出した飴あめのようなものを、子犬の口に押し込んだ。彼女は──いや彼は身体からだをびくりと震ふるわせてから、舌を動かす。その目はとろんとしていた。

「お前は三み番つがい子犬だ。それ以外の何者でもない。いいな？」

「わ、わん……」

　幸也は、傍そばにいた優ゆう理りが眉まゆを寄せて拳こぶしを握にぎったのに気付く。

「正直、何が何だかよくわかんないんだけどね……原因は、多分、あれだわ」

「ああ。洗脳みたいな感じのＥＣ能力か……んなものがあるなんてな……！」

　その声が聞こえたか、雄ゆう一いち郎ろうの冷たい視線が届く。それは侮ぶ蔑べつ的ですらあった。

「人聞きの悪い。これは拾った犬を躾しつけるための餌えさというだけだ。犬は躾けられて当然。お前達たちは、犬が従順だからといって洗脳などという言葉を使うのか？」

　それから雄一郎は軽く顔を動かして別のものを見た。地面に落ちている、折れた戦せん斧ぷの柄えの部分──そして金きん髪ぱつ巫女みこの胸に刺ささっている刃の部分。

「そのＥＣも三番子犬のものだ。あの劇の小道具は都合がよかったが、壊こわれたならば仕方がない。直接それを使うことを許可する」

「わん。はい……《ホールインワン専用のクラブアイアン・フオー・エース》……」

　口の中で飴あめを転がしながら、彼は事態を見守るしかなかった《園その》の一同に改めて身体からだを向けた。手中のゴルフクラブをついと動かして、何気ない動作で、足下にあった小石を打つ。ゴルフのスイングでも何でもなく、ただ打ったのだ。

　親指の先ほどの大きさをしたその小石は一同の遥はるか頭上、明後日あさつての方向に飛んでいき──

　そして、まるでＵターンするかのように不自然な軌き道どうで空中を戻もどってきて。

　それに気付かなかった《園》の男子の後頭部に直ちよく撃げきした。弾だん丸がんのように。悲鳴を上げて地面に倒たおれる男子。もう少し石が大きければ悲鳴を上げることすらできていなかっただろう。

「そんな奴やつを攻こう撃げきしてどうする？　せっかくだ、狙ねらえ」

「はい、ごめんなさい、せんせー」

　子犬はぞんざいな動作でさらにクラブを振ふるった。足下の別の小石。落ちていた戦斧の柄の部分。《園》の生徒が持っていた角材──それらはまるで何かに操られたように浮うかび上がり、それぞれ好き勝手な軌道を描えがいて、飛ぶ。

　蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子こに向かって。

「桜子様！」

　微び動どうだにしない桜子の前に、奏かなでが素早く飛び込んだ。彼女は無手だ。身を挺ていして桜子を守るつもりか──と思いきや、奏は瞬しゆん間かん的に眉まゆを寄せ、きっと前を睨にらんだ。同時に腕を伸のばし、まるでシールのように、前方の空間を垂直に剝がし取る。

（なに……!?）

　意味不明で理解不能な現象。幸ゆき也やは見たままを受け止めるしかない。剝はがし取った空間が紙のようになり、奏の手にある。一方、剝がし取られた空間のほうには、その一メートル四方程度の紙と同じほどの面積の──白い壁が浮かんでいる。

　奏の手にある紙の表面に映っているのは、その白い壁かべを窓としたとき、そこにぴったり当てはまる部分の光景だ。クラブを振るった姿勢の子犬。横にいる雄一郎。子犬が打った物体が大きくなって迫り来る──その紙、いや写真を通して見ない現実の空間の位置関係で言えば、子犬が放はなった物体は今まさに、空間に現れた白い壁に裏側から触ふれようとしているところだ。

「っ！」

　奏かなではその手中の紙、いや、写真の表面を素早く地面に向けた。子こ犬いぬ達たちの姿を映し出している側だ。すると次の瞬しゆん間かん──白い壁かべの裏側に飛来物が入ったタイミングに等しく──その写真の表面から、飛来物が飛び出してきた。写真はほとんど地面に押しつけられるようになっていたため、それらはすぐに鈍にぶい音を立てて地面を穿うがつ。

　つまりは、そう。奏が手にしたあの写真と、空間に浮かんでいる白い壁の裏側は──繫がっているのだ。

　幸ゆき也やは慎しん重ちように立ち位置をずらし、白い壁の裏側が見える位置に回ってみた。異常なことに、表側の白い壁と比べてほとんど変化はない。うっすらと曖あい昧まいな輪りん郭かくのような枠わくが見えるか見えないかで、それ以外はただの空間と大差ない。おそらくあの輪郭の中、写真として切り取られた白い壁の裏に何かを投げ入れれば、写真のほうから飛び出ることになるのだろう。今、奏はその空間の繫つながりを、飛んできた凶きよう器きに対する防ぼう御ぎよ方法として使ったということだ。

（は……）

　こんな状じよう況きようなのに、幸也は自分の頰ほおが緩ゆるもうとするのを感じる。

　攻こう撃げきが防がれたことに眉まゆを寄せ、続けて子犬がまたクラブで石を打った。弾はじかれたように飛来。奏が空間を写真として剝はがして盾たてにする──その場所にも、当然のように、新たな白い壁。

　あの階段の横にあるものと、同じ壁。

　確信する。あれは──この百合ゆり原はら奏のＥＣ能力の産物だ。

「無む駄だな抵てい抗こう！　わんわん！」

　いかに防がれようとも、子犬の行動は止まらなかった。手当たり次第に手の届く物体を打って飛ばす。隙すきを見て男子が襲おそいかかろうとしたが、クラブに触れられた鉄パイプがふわりと浮かんで子犬の手の中に収まり、そして尋じん常じようならざる勢いで振ふるわれて彼を打うち据すえた。今までの動きを見るに、あれは《クラブで打った物体を自在にコントロールする》ＥＣなのだろう。元々の戦せん斧ぷもその類たぐい──劇の小道具だとか雄ゆう一いち郎ろうが言っていたことから考えると、打ったものを強化する、という効力もあるのかもしれない。

「リリス！　リリス、しっかりして！」

「まだ生きてる、死なせないわよっ……《マスター・オブ・インファーマリィ》！」

　見れば優ゆう理りが先程の金きん髪ぱつ巫女みこの横にしゃがみ込み、ＥＣで治ち療りようを行っていた。友人らしき眼鏡めがねの女子が顔色を変えて彼女に呼びかけを行っている。飛ばされた戦斧の刃が胸に刺ささったとはいえ、即そく死ししていないのならば──

「つ、あっ！　ごほっ！」

「リリス！　ああ……よかった……」

　金髪女子が目を開ける一方で、優理が苦しそうにふらつくのを幸也は見る。慌あわてて駆かけ寄より身体からだを支えた。治ち癒ゆには優理も体力と精神力を消しよう耗もうするのだ。そしてその大元は、夜や子この力である。彼女が近くにいないためにより疲ひ労ろうしやすくなっているということは充じゆう分ぶんに考えられた。

「あー、やって、くれた、で……」

「まだ無理しちゃ駄だ目めよ！」

「それは、向こうさん次第やなぁ……」

　戦せん闘とうが続いていることを認識し、金きん髪ぱつの彼女は再び薙なぎ刀なたを手に立ち上がった。顔色はまだ悪いが、瞳ひとみから戦意は失われていない。

　それは《園その》の人間達たちもだ。奏かなでが必死に桜さくら子こを守る姿に触しよく発はつされてか、再び動き出す気配。

「……ふむ」

　そんな状じよう況きようをぐるりと見回し、雄ゆう一いち郎ろうは一つ頷うなずいた。

「そもそもの設問を思い出すべき頃ころ合あいだ。俺おれ達たちはこいつらを絶ぜつ滅めつさせるために来たわけではない──子こ犬いぬ。聞き忘れていたが、土産みやげの用意はできていたのか？」

「はい、せんせー！　用意してあります！」

　にこりと笑って、子犬は手当たり次第にクラブを振ふって放はなっていた物品投とう擲てきを止め、代わりに足を動かした。《園》の建物のほう──彼が最初に飛び出してきた場所、建物脇わきの茂しげみに。

　最初に彼はそこで何をしていたのか。答えはすぐに明らかになった。

　子犬がその茂みの陰かげに隠かくしていたらしい何かを引っ張り出して抱かかえる。

　ぐったりとした、金髪白人の幼女だった。

「ありゃあ……こないだ映っとった、殺さつ人じん鬼きの……」

　金髪巫女みこが驚おどろいたように呟つぶやいたので、どうやら同じ外国人でも知り合いなどではないらしい。

「よりによってこいつか。まあ、誰だれでもいいと言ったのは俺おれだが」

「一番簡単そうだったので……」

「ついでに掃そう除じをしたか？」

「はい、二、三人ほど。多すぎましたか？　わん……」

「いや、ギリギリの数だな。減らしすぎても無意味だ」

　雄一郎はくいと眼鏡めがねを押し上げて、軽く幸ゆき也やに視線を向ける。

「愚おろかで短たん絡らく的な生徒の行いのせいで予定が狂くるった。もとは俺が入り込んでいる隙すきに、関係ない脅きよう威いとしてこいつに誰かを攫さらわせるつもりだったのだが」

「なるほど。もし貴方あなたがこの場所に入り込んでいたのなら……その後でどうとでもできますわね。救出隊を指揮することを買って出て実権を握にぎることも。誘さそい出だして裏切ることも」

「それができなくなったならば第二案に移るだけだ。何にせよ、せっかくの土産は持って帰るとしよう。ここは人道的見地で運営されていると聞いた。まさか見捨てはしないだろう？」

　奏は憎にく々にくしげに雄一郎を睨にらみ、桜子は無言。

「第二案は屈くつ辱じよく的なほどに典型的だ。しかし言わざるをえない。こいつを返してほしければ──貢みつぎ物ものを用意しろ、とな。生徒は優ゆう秀しゆうな教師に全すべてを捧ささげるべきだ」

「逆ではありませんか？」

「いいや。なぜならこの世に優秀な生徒などというものは存在しない」

　雄ゆう一いち郎ろうと子こ犬いぬが徐じよ々じよに後退していく。

　──逃にげる気だ。

　そう悟さとっても、幸ゆき也やにはどうすることもできない。機動力のあるＥＣなのか、《園その》の男子の一人が追いかけるようなそぶりも見せたが、桜さくら子こがすっと手を伸のばしてそれを制した。雄一郎のあの余よ裕ゆう──下手へたな動きをしても迎げい撃げきされる可能性が高い。

「明日また来る。それまでに用意をしておけ。俺おれが何を求めているかは──それぐらいは愚ぐ鈍どんな生徒達たちにもわかると期待しておこう。なぜ俺がここに来たのかを考えれば答えは明白だが」

「わたくし達の方針をご存じなのですね？」

「ああ。どうせどこかに隠かくしているのだろう？　これからお前達を皆みな殺ごろしにして探すのと、明日までの宿題を出して自主的に提出させるのと──どちらが楽かはわかりきっている。そして」

　金きん髪ぱつ巫女みこの隣となりに立つ眼鏡めがねの少女に視線がちらりと向けられ、

「鴨かもを狩かりにきたつもりだったが、葱ねぎも都合よくやってきてくれたようだ。予定外ではあるが、差し出せるものは全すべて差し出しておいたほうが身のためだぞ」

　それから、行くぞ子犬、と雄一郎が声をかけると、二人は走り始めた。《園》を囲む塀へいは、たとえばこの前の武道場のような高いものではない。それなりの身体能力があれば簡単に乗り越こえられるレベルだ。雄一郎、そしてヘムを抱かかえたままの子犬も身軽に塀を乗り越えていく。

「桜子様！　追わなくても──!?」

「……構いません。人員が足りないですし、それより先にすべきことがあります。ここにいる負傷者の救護を。それから」

　桜子は珍めずらしく、沈ちん鬱うつに肩を落としながら首を横に振ふった。演技なのかもしれなかったが。

　何にしても、不ふ吉きつな予感は、幸也も抱いだいていた。

「あの男……掃そう除じ、と言いましたね。《園》の中を確かめなさい」




　数分後、幸也は立たち尽つくしている。

　血だまりの中に立ち尽くしている。

　ヘムを確保するとき、それを見み咎とがめたか阻そ止ししようとした《園》の人間を、子犬は既すでに片付けて掃除していたのだ。

　大部屋の中、何人分かの死体がある。無残にばらばらにされている。手はどこ。足はどこ。その身体からだは誰だれの。頭がそこにある。顔がこちらを向いている──

　ついさっき、照てれ隠かくしのように笑いながらおにぎりを差し出してくれた彼女の、顔が。




　彼女の名前を、幸也はまだ知らない。










　　第四章







【知ち立りゆう羽はね影かげ　──　旧写真館・一階／廊ろう下か】




　夜が訪れている。

　羽影は《園その》の建物の奥おく、人ひと気けのない廊下にいた。裏庭に面した窓を開け、そこからぼんやりと外を眺ながめている──ふりをしている。

《園》の周囲は壁かべで囲まれており、さらに防護柵さくがその外側にある。交代制の見張りも働いているにはいるが、その目を搔かい潜くぐることは不可能ではないようだった。特に一度その中にいた人間にとっては。

「……どうなった？」

「受け入れられたわ。一応ね」

　建物脇わきの茂しげみに潜ひそんでいるのは、言うまでもなく創そう詩しだ。周囲を警けい戒かいしながら羽影は続ける。

「考え直した。友達の帰りをここで待ちたい、って真面目まじめに言ったらあっさりとね」

「遠くから見てるしかなかったのが悩なやましかったけど……リリスがだいぶ頑がん張ばってくれた。《園》に尽じん力りよくした奴やつを無む碍げに断れない、とか思ったのかもな。それと、お前自身の──」

「ええ。勿もち論ろん、彼女達たちも私の顔はテレビで見ていたようね。ほんと、最低の個人情報プライバシー管理。不真面目にも程ほどがあるわ。とにかくこの後、交こう換かんを試してみたいって彼女の部屋に呼ばれてる」

　羽影は貴重な白玉交換能力者だ。再び姿を現せば受け入れられる、という創詩の読みは当然のように当たった。白玉が単純な黒玉の代だい替たい物ぶつだと考えていた《園》にとって、告知されたその交換ルールは死活問題だからだ。

「執しつ務む室しつか？　だったらチャンスかもだぜ。溜ため込こんだ白玉を隠かくす場所としては──」

「しっ」

　創詩はぴたりと口を閉じ、羽影はそっと廊下に身を屈かがめる。窓の外を誰だれかが歩いて行く気配があった。おそらく見張り係だろう。

　その気配が遠ざかってから、羽影は改めて窓の外に顔を出した。

「……やるべきことはわかってるわ。だから貴方あなたもやるべきことを忘れないで」

「当然。まずは外側から地下室に何かできないか調べてみる。カード一枚の隙すき間まが見つかるだけでスーパー進歩だ」

「じゃあ、そろそろ行くわ。貴方も見つからないように。見つかって公開処しよ刑けいみたいになっても真面目に他人のふりをするけど」

「いや、ちょっと待て」

　その創そう詩しの声がいつもの飄ひよう々ひようとした余よ裕ゆうを持ったものではなく、こちらを心配するような響ひびきを持ったものだったから、足を止めて聞き返さざるをえなかった。

「……なに」

「言い忘れてたことがある。いいか、お前は一回ここに来て、そのときに『友達を捜さがしてる』って言ったんだろ。それを向こうが忘れてるわけがない。つまり──」

「わかってるわ」

　向こうの立場になって考える。一度、納得いかなそうに立ち去ったものが再び不自然に現れた。『こいつらは友達を助け出すために何か目的を持って潜もぐり込こんだではないか』と羽はね影かげ達たちのことを不ふ審しんに思って当然だ。おそらくは現時点で既すでに警けい戒かいされている。

　気付かれてはならない。自分達がこの《園その》の地下にある秘密に気付いていることを。そこに辿たどり着つくのが目的であることを。そこから逃にげ出だした男子と協力関係にあることを。

「そう……危険があるのは、わかってる。それでも、止めるわけにはいかないわ。なりふり構ってる場合じゃない」

　創詩から、地下暗室で何が行われていたかは聞いている。具体的には彼が言葉を濁にごした部分もあったが、概がい要ようだけで充じゆう分ぶんだった。

　そこは、間ま違ちがいなく、地じ獄ごく。

　そんな場所に、もしも今もまだ親友がいるのだとしたら──

「……気負いすぎるなよ。夜が更ふけて電気が消えたら、俺おれももっと動きやすくなるし。リスクはあるけど、中に入っていろいろ調べてみるつもりだ。ああ、もう一個忘れてた。次の集合時間と場所を決めとこう」

　それから一つの取り決めを同時にしておいた。もしもそこにどちらかが来れない場合──非常事態が起こった可能性を考えて、まず自分の身の安全の確保に全力を尽つくすこと。

　話すべきことが終われば、数秒の無言が生まれる。それを破ったのは、

「気をつけろよ、羽影」

　気安く名前を呼ばれるのはまた慣れない。第一印象は最悪だったし、昨日会ったばかりだと言うのに。だからせめてもの抵てい抗こうとして、

「貴方あなたもせいぜい気をつけなさい、創詩」

　誤算だ、と羽影は思う。自分達はただ利害関係で結ばれただけの関係なのに。

　この呼び方にしたおかげで、まるで一いち蓮れん托たく生しようの仲間みたいな雰ふん囲い気きになってしまったではないか。
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【蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子こ　──　旧写真館・二階／執しつ務む室しつ】




　凍とう島じま雄ゆう一いち郎ろうと三み番つがい子こ犬いぬ──あるいは、白しろ鷺さぎ宗そう理りと思われる人間──の来訪による結果。

　ヘムと呼ばれている幼女が攫さらわれた。

　前庭での攻こう防ぼうで五人が死んだ。

　彼らが立ち去ったあと、中で三人が死んでいるのを確認した。

「《園》の人数が一いつ瞬しゆんで半分ほどになったというわけですわね……不良の二点バツドですわ」

　──甚じん大だいなる被ひ害がいだ。特に建物内で死んでいた人間の中に食料班のトップがいたことが大きい。《園》の食料事情はこれから劇的に変わる。皮肉にも、それを消費する人間の数も減っているから、今すぐどうこうということにはならないだろうが。

　逆に得たものを考えよう。

　まず、薬やく園えん坂ざか優ゆう理りのＥＣだ。あれがなければさらに三、四人が命を落としていたに違いない。死亡者はほぼ即そく死しの人間ばかりだった。やはり彼女は有用だ。なんとかなだめすかして──地下にいる彼女達たちのこともうまく使って──利用せねばと思う。

　そしてもう一つ、得たもの。

「ここに呼んだのですわよね？」

「桜さくら子こ様のご指示の通りに。知ち立りゆう羽はね影かげとヴァギー・クリリリス……ＥＣを試させてほしいと」

　人のことは言えないが、おかしな名前の二人だ。しかしそのＥＣ能力は重要すぎる。純じゆん粋すいな戦力としてのＥＣはともかく、もう一つは《園》の未来に関わる。生じた食料問題の解決にも関わるかもしれない。

「……いいのですか？　あの二人は先日、Ｈランクに堕おとした女子を捜さがしていた人間です。何か裏があるのかもしません」

「背に腹は変えられませんわ。白玉の交こう換かんは《園》の根幹に関わります」

　むしろこのタイミングで来てくれたことは僥ぎよう倖こうと言わざるをえないのかもしれない。あの放送があり、今まで白玉だけを集めてきたのに意味はあったのか、と《園》の人間達が疑問に思い始めていたところである。わかりやすい道を示してやらねば、あの駄だ馬ば達はおかしな方向に歩き出してしまう恐おそれがあった。鞭むちを振ふるう労力は少ないほうがいい。

　さて、これからどうするか。知立羽影がおとなしく言うことを聞いてくれればいいのだが。聞かなければ？　薬園坂優理達と同じく、ぜひ聞きたいですという状じよう況きように持っていくしかないだろう。仲間であるヴァギーが候補か。戦せん闘とう系を地下に運ぶには骨が折れるが。

（そう言えば……）

　あのとき見たものを思い出した。凍島雄一郎が、子犬にＥＣ能力で生み出した飴あめを舐なめさせている光景。洗脳効果でもあったように思える。

（楽でしょうが……面白みはありませんわね）

　鞭を振るうのは疲つかれるが、だからこそやりがいがあるのだ。薬で言うことを聞かせるような調教は面白くもなんともない。

　桜さくら子こが頰ほおを緩ゆるめたのが気になったのか、奏かなでは涎よだれの糸を口くちの端はから伸のばしながら顔を上げた。

「あの……何か？」

「いいえ。味についてはどうかわかりませんが、いくら舐なめても減らないという点ではこちらのほうが上ですわね、と思っていただけですわ」

　首を傾かしげる奏。時計を見るとそろそろ約束の時間だったので、桜子は奏に、その足の指から口を離はなして靴くつ下したを穿はかせるように言った。
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【愛あい眼がん双すご六ろくと井い伊い秋あき津つ穂ほ　──　学園北東部／室内作業場】




　純じゆん粋すいな公民館のような建物だった。ただ屋根があり、一クラス分ぐらいなら入れる大きめの一部屋があり、トイレがあり、簡易的な流しがある。特に用よう途とが決まっているわけではなく、汎はん用よう的な室内作業用の建物。

　そこに双六と秋津穂の姿はあった。

　エアコンを動かしていた電気はつい今しがた切れ、代わりに引っ張り出してきた灯油ストーブを使っている。その淡あわい赤色の中、

「第一回っ……今日のことを振ふり返ろう会議ー！」

「いえー！　振り返りたくないけどー！」

　外に聞こえない程度の拍はく手しゆで秋津穂が応こたえる。

「いやー、確かに、大変なものを見てしまいましたね秋津穂さん」

「うんうん。少し気を抜ぬいただけであっさり血だらけですよ。めっさ怖こわいですね」

　事態に気付いたのは、《園》の食料部屋から気付かれない程度の物資を拝借して帰ろうとしていたときだった。前庭が騒さわがしい。見に行ったら、そのときにはもう既すでにそのあたりは地じ獄ごく絵図となっていて──さらに言えば。

　見知らぬ二人がヘムを抱かかえて、塀へいを乗り越えて逃にげていくところだった。

　間まが悪いとしか言いようがない。これなら大だい丈じよう夫ぶかとヘムから目を離した直後にあんなことが。とりあえず追つい跡せきしてみたが、途と中ちゆうで霧きりが濃こくなり見失ってしまった。

「はい、ここで前回までの振り返り総集編です。そもそもー、僕ぼくたちはー、変ななりゆきで懐なつかれて連れて歩いてたあいつをー、『誰だれにでもいいから押しつけたいぜ』との強い決意のもと、日々努力してきたわけですがー」

「ヒャー！　うさんくさい政治家みたいー！　あたしらの税金返せー！」

「ではここでクエスチョーン。最終的に、今日ヘム公を連れてったあいつらに入札が決まったわけですがー……アリかなー？　賛成の皆みなさんのご起立を願いまっす！　ああ、誰でもいいって言ってたことをお忘れなく！」

　淡あわい光を発するストーブ越しに、双すご六ろくと秋あき津つ穂ほは顔を合わせていた。それぞれ毛布を適当に被かぶっている。勿もち論ろん起立などするわけがなく、無理矢理なテンションを維い持じしていた二人ともがふっと真顔になって、

「ナイな」

「ナイね」

　双六は指の間を渡わたらせていたコインの動きを止め、肩を動かしながら大きく息を吐はいた。

「誰だれでもいいっつっても、いくらなんでもあんなバイオレンスな奴やつらんとこは駄だ目めだろう。どうせ殺されるか玩具おもちやにされるかだろー。見つけたあのとき乃の愛あのところに持ってったとか、あのまま電話ボックスに放置して《首割れ》に囓かじられたとかとあんま変わんねーぞ。わざわざ俺おれ達たちが連れ歩いたのが完全に無む駄だじゃねーか」

「ギャンブラーは無駄とか恐おそれちゃ駄目なんじゃないのー？」

「バカモノ、ギャンブラーの無駄は撒まき餌え！　最後の大勝利に繫つながる伏ふく線せんじゃなきゃ駄目だ。ただの無駄はただの無駄！」

　運はミスをした人間から逃にげていく。無意味なことをして後こう悔かいするというのもその一つだろう。ああミスしちゃったなー、という想いこそがギャンブラーには大敵なのだ。

「よくわかんないけど、じゃあどうすんのさ」

「まー、冷静に考えてだ。あの先コーの目的は白玉だよな。あそこ、平和に暮らして白玉を貯めて脱だつ出しゆつしようぜ、って場所だったんだろ」

　こっそり潜せん入にゆうしてヘムの様子を見たり物資をちょろまかしたりしている間に、中にいる人間達の会話や雰ふん囲い気きからそれくらいはわかっていた。

「わざわざそこに来て暴れたんなら、目的はそれしかねえ。で、人ひと質じちみたいな感じでヘムを攫さらった、と……おい素直に俺の感想言っていいか。あいつら馬ば鹿かじゃね？」

「だよねぇ」

「人質ならもっと相手を考えろよ。ヘムごときに大事な白玉渡すかあ？　あいつ何もできねえんだぞ。タダ飯めし喰ぐらいの権ごん化げ。象しよう徴ちよう。擬ぎ人じん化か」

「可愛かわいいってとりえがあるけどね！　まあぶっちゃけそれしかないから……白玉と引ひき替かえに、って言われても渡さない気はするねえ」

「じゃああいつらにとってヘムは用済み。となると──」

　口を噤つぐんだ。秋津穂にもわかっているだろう。ヘムの命は、現状、風前の灯ともし火びだ。

　では──あの電話ボックスで助けたことを無意味にしないために。無駄なことをしたなとギャンブラーとしての運を失わないために、自分達にできることは──

「しょーがねえなあ。配達人役、やってやるか」

「どーいうこと？」

「あの《園その》の奴ら、人の命がかかってるのに白玉渡さないなんてかなりワルだ。人道的見地から見てケシカラン。だから俺おれ達たちが勝手に持ってってヘム公と交こう換かんしてやるんだ」

「ほほーう。それはマジ天使だね。天使的な善行だね。人の財布から勝手にお金を抜ぬき取とって募ぼ金きん箱ばこに入れる的な……」

「ハハハ、褒ほめるのは止めたまえよ秋あき津つ穂ほクン。ボクは天使なんかじゃないさ……向こうも《園その》にどんだけ白玉が溜ため込こまれてるかとかって知らないはずだろ？　だったら、持ってく途と中ちゆうで半分くらい俺らがピンハネしてもわかんねーって寸法だ！」

「あ、マジに天使じゃなかった。安定の小悪党だった。それでこそ双すご六ろく」

「ピンハネってなんか天使的単語な気がしねえ？　羽がピーンってさ……」

　結局のところ、自分達は自分達のやりたいようにやるだけだった。善も悪も関係ない。自分達らしく。この地じ獄ごくの中、自分達が自分達でいられるように。

　さあ、やることが決まれば、のんびりしている余よ裕ゆうはない。

　双六達は毛布を跳はね除のけ、灯油ストーブのスイッチを切る。

　二人が建物を出るまでの僅わずかな間に、その曖あい昧まいな暖かさは完全に消え去っていた。




　　　　　　　　　　[image: ‡][image: ‡][image: ‡]

【石いし堂どう幸ゆき也や　──　旧写真館・一階倉庫／生活部屋】




　死について考えた。

　この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まり、何度も見てきたもの。すぐ傍そばにあったもの。

　──愛している幼おさな馴な染じみの形をとって、隣となりに在り続けているもの。

　幸也の中にあるその概がい念ねんに、一つの意味が増えた。名前も知らない彼女の視線。いい子だった。おにぎりを。美味おいしかった。笑いかけて。石堂せんぱい。初めての呼ばれ方。これからはいつでもわたしのところに。これからは。もう二度と。こちらは彼女の名前すら──死。死。

「幸也……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　暗い自室。自室として割り当てられた部屋の一つ。幸也は声を潜ひそめて、優ゆう理りと言葉を交わす。眠ねむるわけにはいかなかった。ここに三人が揃そろうまでは。

　そこにも──死、だ。阻そ止ししなければならない死。そして──

「いろいろ考えると……一番手っ取り早い方法はこれだな。百合原奏を殺す」

「っ……！」

　優理は一いつ瞬しゆんだけ息を吞のみ、しかし、

「それは最後の手段よ」

「充じゆう分ぶん、最後に近い状じよう況きようだと思うぞ」

「それでも……それは、本当に、本当に……最後の手段。もし万が一、彼女に関わりがなかったり、ただＥＣだけを利用されているだけだったりしたら……取り返しがつかないわ」

　子こ犬いぬ──もし本当に理り法ほうの弟だったとしたら、白しろ鷺さぎ宗そう理りか──の暴ぼう虐ぎやくを思い出した。桜さくら子こを狙ねらった攻こう撃げきを防ぐ奏かなでの姿を思い出した。あれは確実に、地下に向かう道を塞ふさいでいる現象と同じものだ。関係がない、というのは本当に万が一の可能性だろう。

　仮に、もし、ここにいるのが自分だけだとしたら──

　おそらく自分は、迷いなく百合ゆり原はら奏を殺しているだろうな、と幸也は思う。愛する人を穢けがし殺した親友に復ふく讐しゆうを決意したときのように、迷いなく。

　だが、今はできない。あのときよりも状じよう況きようは間接的であり、だからこそ、致ち命めい的な間ま違ちがいを恐おそれる彼女はそれを良しとしない。本質的に、生徒達たちを守る教師である彼女は。

　界かい人とのときだって、彼女はけっして肯こう定てい的てきではなかった。あれは何をしても幸也を説得できないのだと悟さとって、困った顔で見つめることを選せん択たくしただけだ。本音は幸也を咎とがめたかったはずだ。

　結局のところ──これは、石いし堂どう幸也という人間の立ち位置の話、なのだ。

　自分は彼女のために生きている。今は薬やく園えん坂ざか優ゆう理りという名前の、彼女。

　彼女のためならばなんでもする。彼女がそこに在り続けるために必要ならばなんでもする。

　大切な才さい連れん夜や子こと薬園坂優理を同時に失わないために必要ならばなんでもする。

　だが、そうやって『なんでもした』結果──彼女の信しん頼らいを失うことになっては意味がない。彼女が笑ってくれなくなっては意味がない。

　だから。

「わかったよ。その手は最後だ。でも現実的に考えて、あいつのＥＣが絡からんでることだけは確定させてもいいと思う。だったら先に進める。取れる手段が増える」

「……具体的には？」

「写真だ。あの壁かべは、あいつがＥＣ能力で写真を剝はがし取ったあとの裏側みたいなもんだろ。あれだけ見てれば空間の繫つながり方のルールはわかる。剝がされた写真の表面に入れば、あの壁の後ろの空間に出られる──つまりその写真を見つければ問題は解決する」

　ずっと壁が出ているということは、ずっとその写真を写真のままで維い持じしているということだろう。その写真こそが『鍵かぎ』だ。そして、

「もう一つの手もある。これはアドリブ的な、今の状況だからこそって手だな。あいつらにとって大事なものを確保して、桜子と交こう渉しようする」

「大事なもの……？」

「あいつらがここに溜ため込こんでる白玉だ。今、桜子は《園その》をいかに立て直すか考えてると思う。白玉は交こう換かんしないと意味がないという情報。多く出た犠ぎ牲せい者しや。《園》の人間達の信頼は揺ゆらいでる……ヘムをあからさまに見捨てればそれはさらに大きくなるだろう。できれば綺き麗れいに取とり戻もどしてカリスマを維持したい、って思ってるはずだ」

「だから、白玉を確保すれば桜さくら子こに対する交こう渉しよう材料に使えるかもしれない、ってわけね」

　幸ゆき也やは頷うなずき、

「結局、どっちの手でもやることは同じだ。深夜を待って、もう一度、奴やつらの本ほん拠きよ地ち──執しつ務む室しつを探す。夜や子こを探しに一回入ったときに、怪あやしい金庫みたいなのを見つけてたからな。白玉でも写真でもいい。どっちかが入ってれば……」

　いよいよ、反はん撃げきの、始まりだ。

　幸也は暗くら闇やみを見つめながら膝ひざを抱かかえた。体力を温存しておかねばならない。

　待っていろ、夜子。もうすぐだ。もうすぐ──

　そのとき、ふわりと肩に毛布がかけられ、すぐ隣となりに、誰だれかが座り直す気配。僅わずかな逡しゆん巡じゆんの間があって……こつんと、小さな頭が幸也の肩に乗った。

「……ごめんね」

　それが何に対する謝罪だったのかは、幸也にはわからなかった。

　ひょっとしたら、彼女自身にさえも。
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【凍とう島じま雄ゆう一いち郎ろう　──　学園北東部／スクールバス車内】




　霧きりの向こうから届く淡あわい夜の光が、バスの窓ガラス越しに薄うすく差さし込こむ車内。

　聞こえるものは、遠くで《首割れ》が徘はい徊かいしているうなり声。素す肌はだに毛布が擦こすれる音。自らの呼吸音。子こ犬いぬの荒あらい呼吸音。適当に座席の間に縛しばって押し込めている幼女の寝ね息いき。最初は暴れることもあったが、やがて暴れ疲つかれたのか寝ねてしまった。そもそもなぜこんな幼女が制服を着ているのか──どこかで見覚えがある気もするが判然としない。まともに喋しやべることもできないのだから、これは愚ぐ鈍どんな生徒以下の愚鈍な存在だ。気にするだけ無む駄だだろう。

「えへへ……せんせぇ……」

　毛布の下、雄一郎の裸はだかの胸に子犬が頰ほおを寄せてくる。運動した結果か、紅潮した頰。薄く汗あせの浮ういた肌はだ。

　正直なところ──ここに新しい人間が来たことで、一いつ瞬しゆんだけ考えないでもなかった。

　切り替えることを。

「せんせぇ、あのね……怒おこらないでね？」

「何だ。言ってみろ」

「ボク、今日、頑がん張ばった……と、思うんだ。だから、その、ね。もしせんせぇがよかったら、そのぉ……いっぱい、舐なめさせて、ほしいな……わんわん」

「……仕方のないやつだな」

《生徒の正しい躾け方ウイツプレスキヤンデイ》を発動させ、生み出した飴あめを子犬の口に押し込んでやる。彼は幸せそうに顔をほころばせ、その飴あめ玉だまを口の中で転がした。喜びを表すように、その身体からだ自体も雄ゆう一いち郎ろうの身体の上でごろりごろりと寝ね返がえりを打つように転がる。素す肌はだ同士が触ふれ合あう感かん触しよく。

　どこか恍こう惚こつとした表情で舌を動かす彼の耳元で、囁ささやく。

「忘れるな。お前は三み番つがい子こ犬いぬ。俺おれの忠実な犬だ。俺の命令は全すべて聞く。俺の命令は絶対。命をかけて俺を助ける。俺を絶対に裏切らない……」

「うん……おいしい……おいしい……わん……」

　この飴玉は、食べた人間に強い暗示がかけられるというものだ。定期的に食べさせないと効果が薄うすまってくるが、能力を使う際には雄一郎自体にも強い疲ひ労ろう感かんが生じるため、そうぽんぽんと出せるものではない。だから一人分の暗示を維い持じするだけで、雄一郎のことを絶対的な主人として認識する子犬を飼うのは一匹だけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　そして──人間に容易たやすく暗示をかける飴の中身が、まともなものであるはずがなく。

　この飴には、徐じよ々じよに精神を破は壊かいする成分が含ふくまれている。食べれば食べるだけ、心が壊こわれていくのだ。だから、切り替えることを考えた。

　この子犬は、徐々に限界に近付いてきている。動作や言葉の端はし々ばしに予兆がある。壊れかけだ。

　とはいえ、いくらなんでも言葉も通じない、ＥＣ能力もわからない幼女はその代わりにはならないだろうと判断した。この能力を使い始めてから四番目の操り人形、即ち名前としては四番子犬となるはずの人間には、いささか不適格だ。

（もうしばらくは、こいつで粘ねばるしかないか……）

　この広大な敷しき地ち内で偶ぐう然ぜん出会った少年は、雄一郎にとってまさに拾い物だった。姉を捜さがすなどと言っていたが、空腹に乗じて飴を食べさせ、生まれ変わらせた。三番目の子犬に。

　毛並みを整えるのにはそれなりの手て間ま暇ひまもかけた。与あたえたのは、顧こ問もんであった演劇部の部室で仕入れた衣装にウィッグ、そしてＥＣ能力を隠かくすのにちょうどいい作り物の戦せん斧ぷ。《クラブで打ったものを強化し操る》ＥＣだということをあからさまにしていては余計な面めん倒どうを背負しよい込こむ恐おそれがあったからだ。基本的に戦斧のみを常に強化して操り続けるようにすれば、そういうＥＣだと愚ぐ鈍どんな生徒達たちは勝手に判断する。

「……」

　雄一郎はそっと目を細め、飴玉を転がす子犬の頭を撫なでる。

「んー？　んふふ……せんせえ、だいすき……おなかも、いっぱい……」

　手中にあるこの存在の全てを雄一郎は知っている。

　肌はだは滑なめらかで、体毛は少なく、喘あえぎ声は官能的で、体内は貪どん欲よくに雄一郎を飲み込む。

　不満があるわけではない。ただ、壊れかけているというだけだ。

　雄一郎はふっと頰ほおを緩ゆるめて、彼の華きや奢しやな身体を、全身で優しく抱だきしめた。




「ああ。俺もだ。大好きだぞ、子犬。だからもう眠ねむれ」

「はぁい……せんせえ、おやすみなさい……」




　今回の件が終わればこの犬は処分して、新しいものを探そうと思った。




　　　　　　　　　　[image: ‡][image: ‡][image: ‡]

【近こん藤どう創そう詩し　──　旧写真館・二階／執しつ務む室しつ】




　息を潜ひそめて、寝ね静しずまった《園その》の廊ろう下かを創詩は進む。

　少し前に、羽はね影かげとは二度目の情報交こう換かんをしていた。執務室に招かれた彼女とリリスの前で、桜さくら子こは棚たなの奥おくにあった小型金庫から白玉をいくつか出し、それを羽影のＥＣ能力で交換してみせてくれるように頼たのんだのだという。出したものは簡易食料で、どうやらそれで桜子は羽影の能力に満足したらしい。これからも《園》の力になってくださいねと頼まれたと言っていた。

　だが、創詩にとって大事なのは──桜子が小型金庫から白玉を出したという情報だ。溜ため込こんでいる白玉の在処ありか。

　羽影にとっては一方的に創詩だけが得をする情報であり、伝えることを渋しぶるかとも思ったが、あっさり教えてくれた。考えてみれば、いくら白玉を得たところでそれを実用的なものに変へん換かんするには羽影の協力が必要なのだ。彼女自身にもそれがわかっているということだろう。

　一方、羽影の欲する地下室への侵しん入にゆう経路情報のほうは芳かんばしくなかった。外から地下に入れるような隙すき間まは見つけられず、羽影が桜子達たちと会っている隙すきをついて彼女の私室のほうを調べてみたが、何も見つけられなかった。

　理り法ほうから聞いたことだが、おそらく鍵かぎは百合ゆり原はら奏かなでのＥＣ能力だ。地下室で見た桜子以外の唯ゆい一いつの人間であるし、侵入不可の領域を作るためにそれが利用されている可能性は高い。だから彼女の能力である写真を見つけられれば、間ま違ちがいなく状じよう況きようを前進させることができるだろうと思っていたのだが。

　結局のところ、行く先は一つ──執務室だ。白玉の在処はそこだし、地下室に続く写真もそこにあるかもしれない。なければないで次の手が絞しぼれる。奏かなでが肌はだ身み離はなさず身につけている可能性。それでも駄だ目めなら？　最終的には奏自身をどうにかするという話になりそうだ。争い事は嫌きらいなので、創詩としてはできれば選びたくない手だが。

　幸運にも誰だれにも見み咎とがめられることなく、二階の執務室の前に辿たどり着つく。当然のように鍵がかかっていたが、織おり込み済みだ。さらに進んで男子トイレに入り、窓から外へ。事前に確認していた通り、壁かべ際ぎわには数十センチ幅の足場がある。落ちないように伝って執務室の裏に回った。

　そもそもが既すでに部外者なので何を遠えん慮りよすることもない。ちょろまかしてきたガムテープを窓に貼はって消音材とし、そこをミニハンマーで割って窓の鍵を開ける。するりと中に侵入した。

　明かりのない部屋は暗いが、それなりに目は慣れている。今日は外の霧きりも薄うすめで、天上からの夜の光が曖あい昧まいに部屋のシルエットを浮うかび上がらせていた。

（棚たなの奥おくって言ってたな。このあたりか……袋ふくろから何かを手探りで取り出す系のボドゲ、おれは意外と得意だぜ……？）

　手探りで目当てのものを捜そう索さくする。簡単に、とはいかなかったが、ほどなくして探り当てることができた。風ふ呂ろ桶おけほどの大きさをした小型金庫──金属製の小箱。口には南なん京きん錠じようがかけられている。当然ながら鍵かぎなど持ってはいなかったが、これごと安全な場所に持って行ってハンマーか何かで壊こわせばいい──

　と、その小型金庫を創そう詩しが小こ脇わきに抱かかえたときだった。

　かた、と背後で小さな音がした。反射的に振ふり向むく。

　創詩が割って開けた窓の向こうに、誰かがいた。

　創詩と同じ侵しん入にゆう経路、壁かべの出っ張りに足を乗せ、窓まど枠わくに手をかけている人ひと影かげ。

　その人影も同時に、窓が開いていること、部屋の中に創詩がいることに気付いたようだった。動どう揺ようと逡しゆん巡じゆんの気配。しかし人影は逃にげず、逆に──窓枠を乗り越えて、部屋の中に降り立った。

　顔はよく見えない。ただ男子であることはわかる。

　創詩は深呼吸で心を落ち着けつつ、訊きいた。ここからは慎しん重ちようにならざるをえない。一つの選せん択たくミスで全すべてが崩ほう壊かいしかねない。

「やーやー。誰だれだい？」

「こっちの台詞せりふだ」

　緊きん張ちようはしているようだが、予想外に冷静な声だった。あちらも創詩の出方を窺うかがっている。つまり少なくとも、今すぐ誰かを呼び集めて創詩を捕とらえようとする《園その》の人間、桜さくら子この手下ではないようだ。

「おれは、少しここに用事があっただけの一般人だよ。あんたの邪じや魔まはしない。おれの用事はもう済んだから、どうぞごゆっくり……」

「待てよ。偶ぐう然ぜんだな──俺おれの用事も、それなんだ」

　視線を感じる。創詩が抱えている金庫に。

　一気に場が張はり詰つめた。交こう渉しようの余地？　あるはずがない。

　創詩は唐とう突とつにドアに向けて走った。相手の背後にある窓から飛び出そうとするよりは現実的な逃げ道。しかし鍵がかかっているはずだ、間に合うか──という考えすら無む駄だ。相手の男子は創詩の動きを予期していたように飛びかかってきた。場慣れしている。

　ドアに辿たどり着つく前に、二人して床ゆかを転がった。組みつかれた勢いで金庫が手から離はなれる。どこだ。

「悪いが、それを持ってかれちゃ、困るんだよ……！」

　相手の拳こぶしが腹に入る。苦しい。争い事は嫌きらいだが、仕方なかった。こちらも妹の声を聞けるかどうかがかかっているのだ。窓を割るのに使ったミニハンマーを取り出し、こっちこそ悪いな、と思いながら相手の足の甲こうを打つ──罅ひびくらいは入ったかもしれない。今のうちに立ち上がって金庫を拾って脱だつ出しゆつを、

「ぐっ……右足中足骨骨折、記録ッ……！」

「!?」

　相手の動きが止まったのは一いつ瞬しゆんだった。素早く身を立て直し、あろうことかその足で蹴けりを繰くり出だしてくる。予期していなかったので避よけられなかった。腕に痺しびれが走り、ハンマーを取り落とす。向こうに拾われた。

「大人しくしてろ。俺おれの目的はそれだけだ。騒さわがなきゃ殺したりはしない」

「はいそうですか、ってカツアゲされるわけにもいかないんだよなぁ。早い者勝ちってことで諦あきらめてくれないか？」

　ああ、本当に争い事は嫌きらいなのに。万が一のときに用意していたこれを使うしかない。

「《手札に無限の可能性あれカードアクシヨンフエイズ》……」

　今度は相手が息を吞のむ番。

　創そう詩しはあらかじめ用意しておいた『金属バット』と書かれていたカードを使用プレイ──元の姿に戻もどし、その手に握にぎる。

　さっきの攻こう撃げきがどうして効きかなかったのかはわからない。そもそも力任せに殴なぐり倒たおすなんてのはガラじゃない。相手が持っているのは奪うばったミニハンマー、こっちは金属バット。得物の大きさが段だん違ちがいだ。ならば、と金属バットを盾たてのように構えたまま真正面から突とつ進しんし、苦くるし紛まぎれに振ふるわれたハンマーを防いで、単純に相手を押し倒した。相手の喉のどに横にした金属バットを押し込み、気道を圧あつ迫ぱくする。相手もかろうじてハンマーを喉のど元もとに差し入れて耐たえているが、時間の問題だろう。このまま首を絞しめさせてもらう。
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「ほん、とに、無む駄だなことは止めて、くれよ。おれは、白玉が欲しいだけなんだからよ……！」

「うっせえ。俺おれも、いるんだよ……！」

　綱つな引ひきの論理だ。声と合わせたほうが力が籠こもる。

「そんなに、何を、交こう換かんしたいってんだよ。交換してくれる委員長のあてがなきゃ、無意味だしさ。ちなみにこっちにはあるんだ……だから譲ゆずってくれ、よ！」

「交換とか、委員長とか、知るかっ……俺は、ただ……ッ」

　それは、交換したいものがないという意味か？　ではなぜ白玉を欲しがる？

　相手の言葉に、創そう詩しが一いつ瞬しゆんだけ眉まゆを寄せたときだった。

　予想外で、予想外すぎる──

　さらなる追加の侵入者。




「い……今だーわっしょい！」




　天井をすり抜けるようにして、スクール水着姿の女子が降ってきたのだ。

　押し倒していた男子が目を見開く。創詩も彼女の動きを見るしかない。

　彼女はとぷんとこの部屋の床ゆかに沈しずみ込むように着地──印象的には、着水──すると同時、そこに転がっていたあの小型金庫を摑つかんだ。それを持ったままざばざばと床を泳いで窓に接近し、窓まど枠わくに手をかけて身体からだを引っ張り上げて、

「おい、待──！」

「ぱーす！」

　創詩の制止など聞かず、金庫を窓の外に放ほうり投なげる。ぐわっ重い痛え、などという声が外から聞こえた。彼女の仲間だろう。

　まずい。まずい。せっかく。ここまで来て。奪うばい返かえさねば。妹の声。

　そちらに意識を奪われすぎていた。金属バットを押しつけて倒していた男子が、床の上で身体を捻ひねりながら、膝ひざで創詩の脇わき腹ばらを強く蹴ける。呼吸が止まって力が抜ぬけた隙すきに、彼はこちらの身体を押しのけて拘こう束そくを脱だつした。

　同じ白玉を狙ねらっていた彼にとっても、飛び降りてきたスクール水着女子の行動は予想外のものだったのだろう。愕がく然ぜんとした表情で、それを見ている。

　金庫を外に投げ終えた彼女は、長居は無用、とばかりに首まで床にその身を潜もぐらせ──

　そのとき、創詩に相あい対たいしていた男子が、彼女に向けて言葉を発した。

　泥どろ棒ぼう行こう為いに対する怒いかりではなく。怨えん嗟さを込めた不満でもなく。

　心の底から、全身全せん霊れいをかけた真しん剣けんさで──創そう詩しにとっては予想もできない、この状じよう況きようにはまったくもってそぐわないような、そんな言葉を。




「待った！　お前に頼みたいことがある！」




「……は？」

　あまりに唐とう突とつな言葉に、疑問心が警けい戒かい心しんを吹き飛ばしてしまったのか。

　逃げようとしていた彼女は、床ゆかから首だけを出した状態で彼を振ふり向むく。どこかぽかんとした表情。創詩も同じような表情を浮うかべていたかもしれない。

　その言葉を発した男子本人だけが、真しん摯しな目で彼女を見ていた。さらに続ける。

「代金も払う。さっきの金庫の白玉はくれてやるし、それだけじゃない。俺おれは枯かれ山さん水すい乃の愛あが溜ため込こんでた多量の黒玉を持ってる。それをやってもいい。だから話を聞いてくれ」

「へ……？　いや、んん？　あんた、どっかで見たことある気もするけど、いきなりそんなこと言われても……困ったな……そりゃ玉は欲しいけどさ……」

　助けを求めるように首を回すスクール水着の女子。外にいる仲間の意見を聞きたがっているのだろう。

（そう、か……そういうことか……）

　蹴けられた脇わき腹ばらをさすりながら、創詩は立ち上がった。

　ようやく、気付いたのだ。眼前にいる男子のことに。

　桜さくら子こが支配する《園その》にいるのに、その手下である様子はない。

　白玉を求めているのに、交こう換かんしたいものがある様子でもない。

　求めていたものが奪うばわれたのに、それに拘こう泥でいする様子もない。

　彼にとって、より重要なものが他ほかにあるのだ。白玉はそれを手に入れるための手段にすぎないのだろう、と創詩には思えた。

　より重要なもの。それは──

「やれやれ……気付いちゃったんなら、このまま殴なぐり合あいってわけにもいかないよなぁ……」

　苦笑する。

　忘れていたわけではない。ただ二の次だっただけだ。しかし思い出してしまったのならば、義理は果たしておくべきだろうと思った。もしこの状態で家に帰って、妹に武勇伝を話したとしても『お兄ちゃんサイテー』と眉まゆを顰ひそめられるに違ちがいない。

（オッケー、やっぱり借りは返さないと駄だ目めだよな。約束は果たすよ。おれは誇ほこれるお兄ちゃんだぜ……）

　怪け訝げんな視線を向けてくる眼前の男子に、

「お前、石いし堂どう幸ゆき也やだろ。おれは近こん藤どう創そう詩し。昨日、なんとかここの地下室から脱だつ出しゆつした人間だ」

「なっ……？」

　彼は驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。ボードゲームでも、相手が予想もしていないカードを出してこんな反応を見るのはいつも楽しい。そうしても勝てるとは限らないのが辛つらく面白いところだが。

「才さい連れん夜や子こと白しろ鷺さぎ理り法ほうに手伝ってもらった。だからあの二人には借りがある。お前があの二人を助け出そうとしてるんなら、借りを返すためにおれはお前に協力しなくちゃならない……悩なやましいことだけどな」

「……」

　彼の──石堂幸也の、こちらの真意を窺うかがうような視線。

　床ゆかに潜もぐる女は困り顔で首を捻ひねっており、窓の外では待ちくたびれた誰だれかが、

「おーい、アキ、何かあったのかー。早く……ってヤベェこっちに誰か来るっ!?」

　一応音は気にしていたとはいえ、窓を割った。捜さがし物ものをした。格かく闘とうをした。騒さわいだり喋しやべったりした。いくら深夜でも、いつまでも気付かれないと思うほうが間ま違ちがっている。

　創詩は肩を竦すくめて、




「いろいろ込み入った状じよう況きようっぽいけど……とりあえず場所を移したほうが全員のためになると思うんだが、どうだ？」










　　第五章







【石いし堂どう幸ゆき也や　──　学園北東部／室内作業場】




　何はともあれ、中身を確認するところからだった。

　一同の中心に置かれた小型金庫にミニハンマーが振ふり下おろされ、南なん京きん錠じようが悲鳴をあげる。そして中を覗のぞき込んだ幸也達たちが見たものは──ほんの数個の、白玉。溜ため息いきが漏もれる。

「フェイクか……ま、あんまりにあからさますぎたし、わかっちゃいたけどなー」

　そう言うのは、どこかお調子者な雰ふん囲い気きをした男子。愛あい眼がん双すご六ろく。同様に、ちぇーと唇くちびるを尖とがらせているのは井い伊い秋あき津つ穂ほ──今はさすがにスク水ではない。

　言うまでもなく、今離れ離れになるのは危険すぎるので、優ゆう理りもこの場に連れてきている。ちなみにさっき執しつ務む室しつに侵しん入にゆうしたときも近くで待機してもらっていた。

　優理は秋津穂の顔をちらりと見て、

「彼女……見たことあるって言ってたっけ、幸也」

「多分な。枯かれ山さん水すい乃の愛あと武道場でやり合ってたときに、ちらっと見えた気がする。あのときはおかげで助かったといえば助かった」

　小声で会話。別の一団は別の一団で勝手に話していた。

「……一応言っておくけど、私が見たときは確かにこの箱から白玉出してたわよ。その情報を真面目まじめに伝えただけだからね」

「あはは、そんなんで別に誰だれも羽はね影かげ責めたりせーへんって。創そう詩しクンのオトコがよっぽどちっちゃいってんなら話は別やけど。はいコレ、何なら実際見てみるかーなんつってチャック下ろすフリやで！　さあ！」

「下ろさないし責めたりもしねー。妹が見たままを言っただけなのに兄貴が勝手に勘かん違ちがいしたってのと同じパターンだろ。昔、妹が『家の外で変な人がゴソゴソしてる』っつーから問とい詰つめに行ったんだが、それがガスの検針の人で恥はじを搔かいたことがあってな──」

《園その》にほど近いこの公民館じみた集会所、双六達が一時の宿として使っている場所に案内されたのは、幸也達だけではない。

　眼鏡めがねの少女、知ち立りゆう羽影。その友人、ヴァギー・クリリリス……そして執務室で殴なぐり合あった男子、近こん藤どう創詩。この三人が一いつ緒しよだった。幸也達も含ふくめてこれだけの人数が《園》を抜ぬけ出てここに来ていることになるが、今いま更さら誰かにバレたところでどうということはないだろう。執務室の窓が割れてこの金庫がなくなっている時点で、桜さくら子こ達には自分達が何かのアクションを起こしたのだと判断されてしまうだろうからだ。

　とはいえ、それは事態が予想よりも大きく動き始めてしまったことを意味する。次のアクションは早く起こさねばならない。自分達たちがこのまま長く姿を見せなければ──桜さくら子こが人ひと質じちの価値なしとみて夜や子こ達に何かをしないとも限らないのだ。

「最初から盗ぬすまれるの承知でフェイクを用意してたってことは、ホントの隠かくし場所はちゃんと吟ぎん味みしてあるってことだろなぁ。そう簡単にゃ見つけられないかもしんねーぜ」

　癖くせなのか、コインを指の間で往復させながら双すご六ろくが言う。蛍けい光こう灯とうは勿もち論ろん点ついておらず、視界を確保しているのは灯油ストーブの淡あわい赤だけなのに、器用なものだと幸ゆき也やは思った。

「えー、白玉見つけるのが難しくなったってこと？　駄だ目めじゃんかさ」

　秋あき津つ穂ほの言葉を聞き、幸也は、

「よし。とりあえずこの三グループの立場をはっきりさせとこう。これからの話し合いに必要だ。まず……お前達は《園その》の白玉をゲットして、凍とう島じま雄ゆう一いち郎ろうに攫さらわれたヘムをそれで交こう換かんして助けたかった」

「た、助けたいってのとはちょっと違うんだよなぁ。ギャンブラー的ゲン担ぎっつーか、運気を維い持じするために仕方なくっつーか？」

「双六の言うことはめんどいだけだから無視していーよ」

「──俺おれ達も白玉が欲しかったけど、それは白玉で桜子と交こう渉しようして、地下室にいるはずの仲間を助けたかったからだ。才さい連れん夜子と白しろ鷺さぎ理り法ほうっていう」

　幸也に続いて、羽はね影かげが腕うで組ぐみで言う。

「私わたし達たちがグループ扱いは真面目まじめに変なんだけど。仲間じゃなくて取引相手ってだけだし──私の目的は、貴方あなたとだいたい同じ。地下室にいるはずの友達を助けたい」

「ぶっちゃけ、ウチはそのお手伝いってだけやね」

「おれの目的は──正直、白玉そのものだ。羽影に交換してほしいものがある。それからさっきも言った通り、おれは地下室から白鷺理法達の力を借りて脱だつ出しゆつした。その借りを返すのはやぶさかでない、って感じだな。無視すると妹に怒おこられそーだし」

「相変わらずシスコンね……」

「愛情深いって言ってくれよ」

　ふむ、と優ゆう理りが顎あごに手を当てて何かを考えていた。ちなみに出会った直後に「妹もこんぐらいの背なんだよなー」と何かを懐なつかしむ目で創そう詩しが見てきたので、彼からは微び妙みように距きよ離りを取っている。気持ち悪がっているわけではなく、単にやりにくいという程度の感覚なのだろうが。

「実際、私達にとっては、《園》の白玉は手段に過ぎない。目的にしてるのはそこの彼だけね。つまり……まとめると、この場には三つの大目的がある。ヘムを助けること。地下室に入ること。白玉を手に入れること」

「ああ、で、その三つの目的は──」

　幸也は一度言葉を切り、この場にいる全員の顔を見回した。ここに至るまでの間に、いろいろな情報交こう換かんは既すでに済ませていた。それらを総合的に判断すると、

「その三つの目的は、全部が密接に絡からんでる。だから提案させてもらう……その三つの目的を、この三グループで協力して達成することにしないか。どれか一つだけだと駄だ目めだ。三つ全部が達成されるまで、ここにいる全員で協力する」

　幸ゆき也やは軽く腕を前に伸ばした。古めかしく無意味なパフォーマンス。けれどもそれが必要なときもある。

「この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】──誰だれかを信じるのは馬ば鹿からしい。裏切られたらその瞬しゆん間かんに死ぬ。死んだら取り返しがつかない。そんな状じよう況きようなのはわかってる。それでも、俺はあんた達たちを信じるし、あんた達にも俺を信じてほしい。理由は簡単──俺にはもうそれしかないからだ」

「……私にも、よ。助けなきゃいけない相手は、本当に大事な人間だから。私にとってもそうだけど、この幸也にとっては、もっとね──」

　優ゆう理りがその小さな手を伸ばし、幸也の手の上に重ねる。それからちらりと幸也の顔を見て、意地悪げに頰ほおを緩ゆるめて言った。

「夜や子こに、理由。訊きくんでしょ？」

　次に動いたのは羽はね影かげだった。冷静な態度の彼女だったが、それはつまり、決断すれば迷わないということ。手が重ねられる。嘆たん息そく混じりの口調で、

「大事な人間？　私もよ。親友だもの。それに、私のＥＣ能力はこういう事態にはまったく役に立たない。誰かに頼たよるしかないわ」

「頼ってくれてええでー。正義のヒロインは助けを求める人を裏切らへんよー」

「最終的に白玉が手に入るんなら、おれも問題はない。つーか……借りがあって、借りがあることを忘れようとして、さらにその状態で借りを返すべき奴やつを殴なぐったんだ。借りが増えすぎた……ボードゲームじゃたいてい、借金で首が回らなくなった奴は勝利点を減らされる。積極的に取り返していかないとなー」

　リリス、そして創そう詩しも羽影に続いた。

「おお……大勝負に臨むにあたっての急造チーム。いいぞ、なかなか大ギャンブラーっぽい。あ、でもだな、そーいうのってやっぱ最後に仲間の一人が裏切って勝ちぶんなくなりましたーとかよくある──が、そう、俺は既にそれを完かん璧ぺきに読んでいるからそんなことをしても無む駄だだ！　それを頭において裏切りとかけっしてないようヨロシク！　マジで！」

「なんかめっさカッコ悪いギャンブラーがいる気がする。まあいいや、どうせあたしら二人だと手て詰づまりだった気がするし」

　双すご六ろくと秋あき津つ穂ほの二人が手を乗せ、この場にいる人間の温度が一つになった。鬨ときの声はさすがに上げない。外には《首割れ》が闊かつ歩ぽしている。視線を合わせるだけで充じゆう分ぶんだった。

　この【課外活動】は、依い然ぜん、死と裏切りに満ちた世界。それでも、その中で『どうしても欲しいものがある』という目をした人間達が、ここにいる。裏切ったところでそれが手に入らないのならば、裏切らないだろう。自分達たちと同じに。そんな、消極的で打算的な、確信の鎖くさり。

　さあ。時間がない。始めよう。

「とりあえずは、さっき言ってたことを頼たのみたい。井い伊い秋あき津つ穂ほ、お前に。お前にしか頼めないことがあるんだ」

「え、あたし？」
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【白しろ鷺さぎ理り法ほう　──　旧写真館・地下／第二号暗室】




　夢を見ていた。弟の夢だ。白鷺宗そう理り。

　性別は違ってても、よく似ているねと言われていた。姉と顔が似ていると言われて嬉うれしいのかどうかはわからなかったが、彼ははにかむように笑うのが常だった。つまり彼は優しい子だったのだ。おっとりしていて、のんびりしていて、あまり細かいことにはこだわらない。

　けれど──勿もち論ろん家族だから、理法と同じ家に住んでいて、同じ暮らしをしていた。

　何一つ不自由のない。そして同様に自由もない。真綿で首を絞しめられているような、心地よい息苦しさのある生活。優すぐれた教師による習い事──自分の価値を上げるための教育──他者より優れて在ることを強いられる日々──

　だから理法は何も考えず命令されることに憧あこがれた。家では隠かくしていたが、当然、同じ学校となった弟には気付かれていた。けれど彼は、やはり、はにかむように笑うのだった。仕方ないよね、と。

　彼はバランスを取ってくれているのかもしれない、と思う。一族の後こう継けいとして生まれた長子が女であったので、代わりに男として。命令に喜びを覚え始めた姉に親達が注目しないよう、より非の打ち所のない優等生として。メイドに憧れて被ひ服ふく部ぶに入った姉に親が眉まゆを顰ひそめたので、自分は上流階級の嗜たしなみとして恥はずかしくないゴルフ部に。

（ああ……）

　今いま更さらながらに、その存在感の大きさに気付かされる。ありがとう。ありがとう、宗理くん。

　この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】が始まってから奇き跡せき的に合流を果たし、共に《園その》という安住の地で暮らせるようになったことは、とても喜ばしいことだ。けれど──

　違い和わ感かん。崩ほう落らくする感覚。気付く。思い出す。

　ああ、ここには、彼はいないのだ。いなくなってしまった。

　信しん頼らいできると思ってしまった、心地よい命令をくれる彼女──蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子こに従って、自分が外に出てしまったから。その命令の心地よさだけに流されてしまったから。

　バランスが崩くずれた。だからバランスを取るべく彼もいなくなった。

　でも、自分は戻もどってきた。なのに彼はまだいない。それこそバランスが崩れている。

　どうして。どうして。どうして。

　彼はいったい、今。どこで何を──




　目を開けて聞こえたのは、彼女の魔ま女じよめいた笑い声だった。いや、彼女のその声で目が覚めたのか。とても面白そうで、しかし脱だつ力りよくしたような気配も備えた、笑い声。

「ふふ……いやはや。これはいったい、何の冗じよう談だんだろうね？　天使が降臨する幻げん視し体験を経て聖人として目覚めた人間は多々あれど……スクール水着少女の降臨に救いを求める我々、というのはいったいどんな存在なのだろうか？」

「やー。ま、いろいろあったってことでさ。あたしもこんな展開予想してなかったし」

　顔を上げる。視界は変わらない。暗い暗室。けれどそこに、予想外の人ひと影かげがある。床ゆかから上半身だけを出している、夜や子この言うとおりの、スクール水着の少女。

「えーと、先に確認しとくけど。才さい連れん夜子と白しろ鷺さぎ理り法ほう……って子で合ってるよね？　さっきこことは別の暗室にも行ったんだけど、そこにいた人達はぼーっとしてて言葉通じなくてさー」

「勿もち論ろん合っているとも。その名を知っているということは、つまり」

「……助けに来てくれたのですか？」

　視界が晴れたような感覚を覚えながら言う。が、少女は困ったように首を横に振った。

「やー、ま、なんていうの？　あたしはそのための先行偵てい察さつっていうか……ぶっちゃけこのＥＣ能力、《[image: ∞]メートル自由形アクアテイツク・ライフ》は床とか通り抜ぬけられるんだけど、あたし以外のものは無理でさー。ビタイチ潜もぐらせらんない。あんたら連れて出るのも無理だし、このドア、どっちからも鍵かぎがないと開けらんない感じにされちゃってる。ごめんね」

「おやおや。それは少しばかり残念だ」

　まったく残念ではなさそうに肩を竦すくめ、夜子が言った。

「ではせっかくだから会話を楽しもうじゃないか。先行偵察ということは、あとでまた誰だれかが来るのだろう。それは誰かね？　君をここに送り込んだ人間は、という意味だが」

「あー、知ってるっしょ？　石いし堂どう幸ゆき也やと薬やく園えん坂ざか優ゆう理り……だったっけ、あの二人。あ、それと近こん藤どう創そう詩しってやつね。あたしと双すご六ろくもまーなんでああなったのかよくわかんないんだけど、今は全員でサンゴクドーメイって感じになってるよ」

「それこそよくわからないが……ふむ。ま、確かにいろいろあったようだ。彼を外に出した甲斐かいがあったというところだろう。細かいところは外に出てから聞くさ」

　彼女は既すでに確信している。今すぐでなくとも、彼らはもうすぐここを訪れてくれるのだと。

「ま、何にしてもけっこう元気そうで何よりだね。それと伝言、近藤創詩からは『ちょっとそっちのこと忘れてたぜゴメン』って。いやぶっちゃけヒドイ。双六だったら殴なぐってる」

「きちんと契けい約やく書しよに判を押したわけでもないよ。結果的に借りを返すべく動いてくれているならそれでいいさ」

「石堂幸也からは『もうちょっと待ってろ。ヒロイン気質でもないのに簡単に攫さらわれるとか自覚が足りないぞ』と……」

「耳が痛い。今にして思えば、やはりトイレに行く前に幸ゆき也やについてきてもらえばよかったよ。ヒロインらしくね」

「それから、白しろ鷺さぎ理り法ほうは……あんた？　あんたにも伝言あるよ」

「私に、何か……？」

「『弟を見つけた』ってさ」

　その一言だけで。

　萎なえていた心と身体からだに、一気に力が湧わいてくるのを理法は感じた。

　彼が外にいるのに、待ってくれているのに、自分がこんな穴蔵にいるわけにはいかない。

　──待っててね、宗そう理りくん。

　お姉ちゃんも、すぐに会いにいくよ。
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【近こん藤どう創そう詩し　──　学園北東部／室内作業場】




　彼女が帰ってくるのに、それほど時間はかからなかった。小一時間といったところだろう。なんでも常に地面を潜もぐって移動できるので、暗くら闇やみでもそれほど《首割れ》を気にしなくていいのだとか。羨うらやましい限りだ。

「ただいまじゃーい」

「おう、おかえりアキ。おみやげは？」

「才さい連れん夜や子こと白鷺理法だっけ？　その二人はいたよ。伝言を伝えてきた」

　石いし堂どう幸也と薬やく園えん坂ざか優ゆう理りが、ふっと安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。一方、羽はね影かげは眉まゆ根ねを寄せて、

「あの子は？」

「他ほかの部屋に行ってみたんだけど、話できる人はいなくてさあ……や、生きてはいたよ？　みんなぼんやりしてて、声かけても反応ゼロだっただけ。女子も何人かいたから、その中にいたのかもしれない、けど」

「確証はない、ということね……」

　唇くちびるを嚙かむ羽影。幸也達たちと同じく、秋あき津つ穂ほが出発する前に伝言を頼たのんでいたのだろう。創詩はそのときリリスと一いつ緒しよにこの集会所を探って使えそうものを次々とカード化して保存していたので、彼女がどんな想いを秋津穂に託たくしたのかはわからない。

　それから秋津穂の簡単な報告を聞いて、創詩は頷うなずきながら言った。

「しかし……やっぱり状じよう況きようは変わらないな」

「そー。言ったっしょ、あたしのＥＣじゃ人間見つけても助け出せないって」

「マジ使えねー。ぶーぶー。他ほかの人間一緒に潜らせられたら、緊きん急きゆう回かい避ひとかに使えるのによ。ていうか俺おれ様ピンチのときに助けやすくなるのによ。今からでも練習したまえよキミィ」

「よーし、まずそこに寝ねてごらん双すご六ろく？　無理矢理に頭をゴリゴリ床ゆかに押しつけてあげるから」

　そこで、今まで黙だまって何かを考えていた幸ゆき也やが、

「いや──大事なことがわかった。秋あき津つ穂ほ、間ま違ちがいないな」

「何が？」

「地下室への入り方だよ。階段の横にあった壁はお前の能力でも通り抜けられなかった。だから別の場所から建物の床と土を潜って入った」

「そうだけど」

「つまり、地下室に入るための障しよう壁へきになってるのはそこの通路だけだってことだ。地下室自体はそこにある。それと羽はね影かげ達たちから聞いた情報を合わせれば──」

「もう呼び捨ては気にしないことにするけど……なに？」

　幸也はひどく悪そうな顔で唇くちびるを曲げた。

「夜や子こ達を地下室から助け出すための手を思いついた、ってことだよ」




　その案を聞いた一同の反応は様々だった。秋津穂は頰ほおを引ひき攣つらせ、羽影は呆あきれたように頭を振ふり、リリスはゲラゲラ笑い、双六はギャンブラー魂だましいを感じる！　となぜか一定の評価を下している様子で、最も重要な役割を与あたえられた優ゆう理りは教育的指導！　などと連呼し幸也の脇わき腹ばらにパンチを繰くり出だしている。妹もたまにこんな癇かん癪しやくを起こすこともあったが、この彼女と同じく、感じるのは可愛かわいさだけだった。こんな見た目で、自分達の中の誰だれよりもその作戦に適性があるとは……人は見かけによらないものだ。

　創詩としては──やはり、にやりと頰を歪ゆがめて言うしかなかった。

「イカレてる」

「駄だ目めだと思うか？」

「いや。勝算があって言ってるんだろ。だったら乗るさ。他ほかに手はない。それに──なんか、納得できる。それでこそ、って感じがするな」

「どういうことだ？」

　酢さく酸さんの臭においと共に、記き憶おくを思い出す。

「才さい連れん夜子から聞いてた通りだ。お前は一見まともそうに見えて、どうしようもなくイカレてる。目的のためなら手段を選ばない典型だ、ってさ」

　心外な、と幸也は顔を顰しかめた。

　そして──そこからは、具体的な準備に入る。反応は様々だったが、羽影達とて他に手がないのは承知していた。彼の作戦に乗って動くしかない。

　大事なのは時間だ。決行は明日しかない。遅おくれるわけにはいかない。この夜が明ける前に準備をし、詳しよう細さいを詰つめておかなくてはならない──

「ところでカードと言えばギャンブラー、ギャンブラーと言えばカードだ。もしその気なら役立つイカサマカードテクニックとか教えてやれるぜー」

「ありがたいけど、実はおれも何個かできるぞ。手て慰なぐさみに弄いじってて覚えた。イカサマはゲームがつまんなくなるだけだからやんねーけどな」

「そこがゲームとギャンブルの違ちがいだなぁ。なんか賭かけて真しん剣けんにやればそれはもうギャンブル。オススメ」

　そんなことを双すご六ろくと話していると、不意に幸ゆき也やが、

「カードと言えば……もういろいろカード化して準備してたんだよな？　なんかここも最初よりがらんとしてるし。そのせいでなんか寒いけど」

「ああ。でも、いくらあっても余るってことはないな。追加で何かやっとくか。いざというときにドローできるカードの種類は多いほうがいい……どうするかな」

　幸也はそこで軽く天てん井じようを見上げて、何かを思い出すような顔になった。

　あるいは──何かの悪わる巧だくみを思いついたような顔に。

　それを指し摘てきすると、

「違う。逆。悪巧みされたときのことを思い出してた」

　やっぱりだな、と創そう詩しは改めて思う。彼は確かに、目的のために手段を選ばない男だ。

　本当に、一見しただけでは普ふ通つうの男子にしか見えないのが、実にたちが悪く──

　ある意味では、恐おそろしい。




「武器カードがないなら作ればいいんだ。とりあえず……キャンプファイヤーでもしようか？」
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【三み番つがい子こ犬いぬ　──　学園北東部・農学小屋／スクールバス車内】




　夜が明けて目覚めると、大好きなご主人様先生の寝ね顔がお。眼鏡めがねをかけていない顔が見られるのはほとんどこのときだけだ。携けい帯たい電話のアラームが鳴るまでは幸せに彼の横顔を眺ながめて待ち、無ぶ粋すいなアラーム音が鳴ると──ようやく起こしても怒おこられなくなるので──口を寄せて舐なめて、目覚めを促うながす。

　先生は手足を丸めて眠ねむる癖くせがある。けれど寝ね起おきはよかった。

　一いつ瞬しゆんだけ、無機物を見るような、まさしくいつ壊こわれてもいい目覚まし時計を見るような目を向けてくるけれど──すぐに笑顔になって、

「おはよう、子犬」

「おはようございます、せんせー。わんわん」

　ないこともあるが、今日は大事な日だからか、朝から先生が飴あめを出してくれた。美味おいしい。とても嬉うれしい。頭がぼうっとしてくるほど嬉しい。舐なめて舐めて先生のも舐めた。美味おいしい。

　バスを止めているのは、《園その》にほど近い、木々の茂しげる小高い丘おかのような場所を登ったところにある小さな施し設せつ。畑と作業小屋、倉庫が並んでいるような場所だ。農業体験とかそれ系の施設なのだろうと思う。勿もち論ろんここに到とう着ちやくしたときには既すでに何人かの生徒達たちが暮らしていたが、今は小屋の後ろで積み重なって寝ねている。

　子犬はバスの窓から周囲の様子を窺うかがった。誰だれかに見られているような気がしたのだ──が、その正体はすぐに判明する。今朝けさになって新しい住人が闊かつ歩ぽしていた。一、二、三匹。それ以外に警けい戒かいすべき要素がないことを確かめてから、子犬は先生の許可を得てバスを降りた。自らのＥＣ能力を出すことも許されたので、

「《ホールインワン専用のクラブアイアン・フオー・エース》……」

　クラブを生み出し、それで畑の脇わきに刺ささっていた木の杭くいを軽く打つ。制せい御ぎよ権を得たそれをふわりと引ひき抜ぬき、バスの周囲をうろうろしていた《首割れ》の口こう腔くうに飛び込ませた。二匹。三匹。今朝の掃そう除じはこれくらい。楽なものだ。打っただけで全すべてがホールインワンになるほど自在にものを飛ばせる。これ■─以前■■部活の■練習■■自分の■■■代わり■■■姉■■

　──何だったっけ。ああそうだ水だ。

　小屋の水道で水を汲くみ、畑から野菜をいくらか拝はい借しやくし、バスの中に戻もどる。先生が食事をするのをにこにこと見守った。自分の食事はさっき先生に貰もらった飴あめで充じゆう分ぶん。あれはお腹なかも膨ふくれる素す晴ばらしいものなのだ。

「さて。では行くか、子犬」

「はい、わんわん！　おなかもいっぱいなので元気です！」

「……すー……へ、へむー……？」

　縛しばりつけていた小動物は今までずっと寝ていた。適当に起こし、適当に水を飲ませ、適当に首の鎖くさりを引っ張ってバスの外に連れ出す。寝ね惚ぼけ眼まなこは変わらず、静かで助かった。

　基本的に移動はバスなので、先生と並んで歩くのは楽しい。鎖に繫つながれたペットもいるし、《首割れ》も適度にうろついているが、気にしない。木々の茂る丘の道を下り、大きな主要路へ。木々が少なくなると、余計に空間を埋うめる霧きりの量が増えたように思える。

「貢みつぎ物もの、ちゃんと用意してるかなー？」

「いくら愚ぐ鈍どんの生徒でもそれぐらいの知ち恵えはあると思いたい。なければこいつを殺すだけだ」

　寄ってくる《首割れ》の身体からだを煉れん瓦がで打ち抜いたりしながらの、他愛ないおしゃべり。《園》までの距きよ離りはそれほど遠くない。散歩の時間が短いことが惜おしかった。犬は散歩が大好きだ。

　けれど仕方ない。バスがちゃんと止められて、水道もあって便利で、かつ視界が開けていなくてバスの存在があまりおおっぴらにならないような寝場所は、《園》の近辺ではさっきの農作業施設だけだった。すぐ着いてしまうのはどうしようもないから、せめて楽しんで──

　その瞬しゆん間かん、違い和わ感かん。

　脳のう味み噌そが警けい鐘しようを発した。今の寝ね場所に関する理り屈くつは自分達たち以外もそう考える。そして朝一番に感じた、誰だれかに見られている感覚は──薄うすく、周囲の霧きりの中からも、依い然ぜんとして届いていた。

　だがその警鐘は、超ちよう能のう力りよくのように事前に発されたものではない。きっかけがあった。その情報が脳に届いた結果として生まれたものだ。

　ヘムを引いて歩く自分達の前に──霧の中、ふわりと落ちてきたものがあったのだ。

　それは一枚の、小さなカード。

　そしてそのカードが、何の脈みやく絡らくもなく。




　周囲全てを一瞬で覆い尽くすほどの黒煙に変じた。




「せっ……せんせー！」

　まずい。何も見えない。誰かのＥＣ能力か。黒煙の焦こげ臭くささに口元を押さえ、横を見る。すぐそこを歩いていたはずの先生の姿すら見えなくなっていた。焦しよう燥そう。動どう悸き。

　だが黒煙は液体でもなければ固体でもない。いくら濃のう度ど高く充じゆう満まんしていようとも、時間の経過で散さん逸いつしていくものだ。

　大好きな主あるじの姿を視界に収められぬ、永遠にも等しい数秒を経て──

　次に見えたのは、ようやく部分的な切れ目が生じた黒煙の中、前方にいた彼の姿。

　口元を押さえることもなく、ただ眉まゆを寄せている彼。そしてその背後にいるのは、

「！」

　昨日見た金きん髪ぱつの巫女みこだ。薙なぎ刀なたを振ふりかぶり、まったく彼女の存在に気付いていない様子の雄ゆう一いち郎ろうの首筋に、後ろから──

「せんせーにッッッ……何をするッ！」

　今まで隣となりにいたはずなのに。どうして一いつ瞬しゆんであんなところに？　あんな状じよう況きように？

　全ての疑問は置き去りに。彼を助ける。助けなくてはならない。飴あめの味が思い浮うかぶ。最優先の絶対条件として自分は彼に危害を加えることはできない彼に危害を加える者全てからたとえ自分の命を捨ててでも守らねばならないそれが以前の■■■■が三み番つがい子こ犬いぬに転化するうえで最■の変■■……

　思考は無む駄だ。燻くすぶる煙の中に突とつ進しん。先生はまだ気付かない。どうして前を見たままなんですか。

　周囲に打つべきものは見えない。《ホールインワン専用のクラブアイアン・フオー・エース》を生み出し、直接それで金髪巫女に殴なぐりかかった。彼女は薙刀を引いて飛び離れ、子犬はひとまず彼の無事を──

　不自然に一方向だけを見つめていた彼の姿が、そこで消えた。

「!?」

　悟さとる。これは、まさか、幻げん影えいの類たぐいか。

　そして今の自分の状況に気付いた。右手にはクラブ。左手は空あいている。大好きな彼の手もなければ、今まで握にぎっていた、ヘムの首輪に繫がる鎖もない──！

　慌あわてて振ふり向むく。黒煙はもうほとんどが晴れようとしていた。たった数秒の闇やみ。そのたった数秒の間に、子こ犬いぬは欺あざむかれ、決定的に事態は動いている。

　一つ。鎖くさりを引くものがいなくなった小動物の足下、アスファルトの中から何かがぬぽんと抜ぬけ出でる。走り寄ってきたもう一人と共に、荷物のようにヘムを小こ脇わきに抱かかえて走り出す。

「か、確保ー！　それ逃にげろ！」

「くそ、こんなところでギャンブラーの奥おくの手てを使っちまうことになるとは……今後の大勝負に何か影えい響きようが出なきゃいいがっ！」

「へむー？」

　そいつらのことなどどうでもよかった。それよりも問題なのは、別の場所──今まで自分がいた位置のすぐ隣となり、つまり元の場所で、一人の男子に押おし倒たおされている雄ゆう一いち郎ろうの姿。組んずほぐれつ。眉まゆを寄せた雄一郎が拳こぶしを握り、地面で摑つかみ合あう最中に腹部や顎あごを何度も打つが、相手は離れようとしない。彼のスーツに額を擦こすりつけるようにしたまま。

　優先順位──明確！

　ヘム達たちのことは放置し、子犬は全力で踏ふみ込こむ。煙が晴れたせいで得物が増えた。足下にあった抉えぐれたアスファルトの塊かたまりを疾しつ走そうしながら素早く打ち、雄一郎に馬乗りになっていた男子の頭部に横から直ちよく撃げきさせる。

「が、あっ……！」

　惜おしい。もう少しで顎がもぎ取れたのに。鮮せん血けつが吹き出し、その衝しよう撃げきと痛みでたまらず男子は雄一郎の上から転がり落ちる。だが許すものか。罪を償つぐなえ。殺す。

　子犬は足を止めない。一方、

「ぐ……右う顎がく部ぶ割創及および、下か顎がく骨こつ骨折、記録……！」

　廃はい棄き品ひんになりかけの口で舌足らずにそんなことを呟つぶやき、男子は一目散に背を向けて逃げ出した。今の一いつ瞬しゆんに見えた限りでは、傷は瞬しゆん時じに治っていたように思える。

「せんせー！　だいじょうぶですかっ」

「……ああ」

　黒煙が晴れ、薄うすく漂ただよう霧きりは走り去る彼らの姿をかろうじて隠かくさない。金きん髪ぱつ巫女みこ、雄一郎に飛びかかった男子、もう一人の男子、ヘムを抱えた二人。

　立ち上がった彼は眼鏡めがねの位置を調整しつつ、吐はき捨すてるように言った。

「狙ねらいはあいつ。用よう意い周しゆう到とう、計画通り、というわけか……」

「せんせー、せんせー！　あいつら殺していいですか！　殺したいです！　先生に乗りました！　許せない！　許せなさすぎておなかもへってきました！」

　雄一郎の視線が消えつつある彼らの背に向けられ、

「この行動は明確すぎる意思表示だ。俺おれ達に従う気はないらしい。愚ぐ鈍どんすぎる選せん択たくだ……せっかく、お前達が集めたものを俺が有効に使ってやろうというのに」

　そして次に、子こ犬いぬのほうにちらりと目が向けられた。口の中だけの、独ひとり言ごと。

　どうせ壊こわれかけなのだから。砕くだけ散ちるまで使っても構かまうまい。損はない。

　意味はわからなかったし、多分、考える必要のないことだった。

「──よし。追え。方角から見て、おそらくは《園その》だろうが」

「はい！」

　大事なのは、先生の言葉だけ。それに従うだけ。

　それがどんなことでも、従うだけ。

　そうすれば飴あめが貰もらえておなかがいっぱいになるし、笑顔で、頭を撫なでてもらえるのだ。

「向こうが《園》に入ってしまったらどうしますか？」

「構わん。俺に対する明確な敵対を選んだ以上、もはやあそこに白玉生成プラントとしての利用価値はない。昨日の放送に映っていたクラス委員長を除いて──全すべて、皆みな殺ごろしにしろ」
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【知ち立りゆう羽はね影かげ　──《園》前庭広場／端部】




　入り口付近で、突とつ入にゆうしてきた──そう誘ゆう導どうした──子犬達が、《園》の人間達と衝しよう突とつを始めた。予定通りだ。彼らにはこの《園》で暴れてもらわねばならない。全ての人間の目を引きつける必要がある。とはいえ、無む駄だに犠ぎ牲せい者しやを出したいわけではなかった。

　それはこの【課カ外ガイ活カツ動ドウ】では無意味な善性かもしれないけど、大事なことだと思う。

「じゃあ言ってくるで。《巴御前ザ・フロント・オブ・トモエ》！」

　リリスが白しら拍びよう子しの姿に転じる。被ひ害がいを少なくするために、子犬と刃やいばを交える気なのだ。

「……ごめんなさい、リリス。貴女あなたには、関係ないのに。こんな危険な……」

「おっと、またその話繰くり返かえすんかいな。やめやめ。うちはやりたいからやっとるんやで」

　羽影に戦せん闘とう能力はない。安全な場所から彼女の戦いを見ていることしかできない。それはいつもそうだった。そして論理的に考えれば、彼女には自分の命を危険に晒さらす理由などないのだ。

「でも」

「言うたやろ。うちは漫まん画がとかアニメの中におる正義の味方に憧あこがれとった。ただ日本に来て、衝しよう動どう的に薙なぎ刀なた部入って、コスプレしたりしとったけど……それがこうなって、本当にそうなれる機会を貰ったんや。じゃあ、やらな損やろ。それに、他にも理由があるで」

「……それは？」

「うちは、この【課外活動】が始まって、初めて会ったのがあんたやったことに感謝しとるんや。話しとって楽しい。頭がいい。うちはあんたと友達でおりたいんや。あんたが一生懸命捜さがしとるその子もいい子に決まっとる。よって三人でなんやかやしたいっていううちの夢のために、あと正義の味方になりたいっていう夢のためにうちは戦うのです、と。ほらな、あんたが謝るようなことは何もあらへん」

「……そうかしら。一番否定したいのは、話してて楽しい、ってところなんだけど。真面目まじめすぎるとはよく言われてたけど、そんなことは──」

「楽しいで。だって全然下ネタに耐たい性せいないんやもん。すぐ顔真っ赤にするのがもう可愛かわいくて可愛くて……と、じゃあそろそろ行ってくるわ。終わったら夢の３Ｐ、楽しみやー」

　羽はね影かげがその下品な発言に怒おこる間もなく、リリスは薙なぎ刀なたを手に戦場へと走っていった。

　もはや羽影にはその背を見ることしかできない。感謝があり──そして、申し訳なさがある。

　だからせめて、そのときが来たら、自分にできる唯ゆい一いつの役割だけは果たさねばと思った。明言したわけでもグループの総意があるわけではなく、ただ羽影が決めているだけの役割だが。

　他のメンバーとは違う。何もできない自分の役目は、消極的なもの。何かが上手うまくいかなかったときのためのもの。言うなれば、全すべてが終わりかけたとき、全てを終わらせないための、敗戦処理。

　そう、自分の役割は、一言で言えば。

　命いのち乞ごいだ。
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──《園その》敷しき地ち内／裏庭】




　人目を避さけてここに集合した幸也達たちは、作戦の第一段階の成功を確かめる。

　鍵かぎとなったのは二つのＥＣ能力。そしてその持ち主達による、できれば普ふ段だんは見せたくないという切り札じみた使用法だ。

　近こん藤どう創そう詩しの《手札に無限の可能性あれカードアクシヨンフエイズ》──彼は物品を閉じ込めたカードそのものを、ある程度自由に操ることができる。無論自分の意識がないと無理なので、自分自身をカードにした際には使えない。ふわりと雄ゆう一いち郎ろうの前に落としたカードに封ふうじられていたのは、『煙』。あの集会場の中、色々なものを灯油缶かんに入れて燃やし、もくもくとその空間に充じゆう満まんした煙そのものを封じ込めたもの。彼自身もできるとは思っていなかったらしいが、試すだけなら損はないだろうと幸也が提案したのだ。これを試みようとしたきっかけは──かつて体験した、教室に充満した催さい眠るいガスの移送によって痛い目を見た記き憶おくである。

　もう一つは愛あい眼がん双すご六ろくの《対価不要のファンタズマnot_rick_node_vice》。目で見ているものの幻げん影えいを作れるというその能力の対象は、生物──人間すらも可能だった。欠点としては『その瞬しゆん間かん』の人間の幻影しか生み出せないので、動きのない、マネキンじみた不自然なものにしかならないこと。だから使いにくいのだと彼は言っていたが、黒煙で視界を曖あい昧まいにした状じよう況きようならば、それで一いつ瞬しゆんの判断を狂くるわせるには充じゆう分ぶんだ。

「へむー？」

「ふいー。吞のん気きな顔しちゃってまあ……」

　ここで安あん堵どできるのは、実際に一番槍やりとして黒煙の中に突つっ込こみ彼らの手からヘムを奪うばい返す、という危険な仕事を果たした秋あき津つ穂ほだけだ。今後、彼女はヘムの安全維い持じに全力を尽つくす。

　それ以外の人間にとっては──むしろ、これからが本番だった。

　追ってきた雄ゆう一いち郎ろう達たちが、ついにこの《園その》に辿たどり着ついたのか。入り口の辺りがにわかに騒さわがしくなった。どうやら彼らは回りくどいことは止めにしたらしい──そして、こちらの企たくらみにはまだ気付いていないらしい。

　幸ゆき也やは一同の顔を見回し、

「三つの目的のうち一つは達成した。残るは二つだ──行こう。みんな、死ぬなよ」

　創そう詩しが肩を竦すくめつつ、苦笑するような顔で何かを言いかけたが、結局何も言わなかった。

　そして散会。それぞれの向かうべき場所へ向かい、やるべきことをする。

　幸也と優ゆう理りは──予定通り。

　正面に来た雄一郎達に注目が向いているのを利用し、塀へいを乗り越えて再び《園》の外に出た。

　さっき通ってきた道を逆に辿り、特に問題もなく目的地に辿り着く。

　この場所を見つけられたのも、彼らと手を組んだおかげだ。創詩は地下室を脱だつ出しゆつしてからは有用そうなものを片かたっ端ぱしからカード化しており、その中にこの学園の地図もあった。それを見ながら思考し、予測し、手分けして捜そう索さくし──その際にも秋津穂の機動力は非常にありがたかった──そして、見つけたのだ。

　雄一郎達が寝ね場所としてスクールバスを止めている場所を。彼らがバスを使っていることはかつて彼らの暴ぼう虐ぎやくを偶ぐう然ぜん見たことがあるという羽はね影かげ達から聞いて知っていた。便利なものであればあるほど、それを人目には触ふれさせたくないという心理が働くだろう。見通しの良くない場所に駐ちゆう車しやすると考えるのは簡単だった。

　そこから《園》までのルートを考えれば、ヘム奪だつ還かん作戦に使用するポイントを定めることもできるし──もう一つ。彼らが《園》で暴れている間に、こうしてお邪じや魔ますることもできる。

　足を止め、それを見上げながら、優理が言った。

「さっき……別わかれ際ぎわ。近こん藤どうが何か言いかけてたじゃない。あれ、なんだかわかる？」

「さあ？　優理にはわかるのか？」

「なんとなくね」

　優理は視線を動かさないまま、どこか可愛かわいらしく、口元をへの字に歪ゆがめた。

「……『そう言ってるお前らんとこが一番死にそうなんだから気をつけろ』みたいな」

「うーむ、ありそうだ」

　優理が首を動かしてきて幸也を見た。やはり口元はへの字に歪んだままだ。そこにあるのは、薄うすい不満、不安、心配──けれど瞳ひとみには、それらを一いつ緒しよくたに押し流す強いものがある。ここまできたらやるしかないという、覚かく悟ご。

「死ぬ気はないわよ。死にそうな目には遭あうかもしれないけど」

「当然だな」

　幸ゆき也やは少し考えて、

「その発言、ひょっとして、この学園の外に出れたときも同じ？」

「さあね。それは自分の目で確かめてみなさい」

　掌てのひらを上に向け、どこか挑ちよう戦せん的に、優ゆう理りがすっと手を伸ばしてくる。

　幸也はスカイダイビングのヘリのハッチを開けるような心持ちで、さっき雄ゆう一いち郎ろうのポケットからすり取ってきたものをその掌の上に落とした。
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【知ち立りゆう羽はね影かげ　──《園その》前庭広場／端部】




「わんわん。せんせーの命令なので殺すね。せんせーに舐なめたことしたら駄だ目めなんだよ。つまり殺すね。ボクも怒おこってるんだよ。だから殺すね」

　フリフリの衣装とは似合わない、鈍にぶい輝かがやきのゴルフクラブ。彼はそれで何かを打つ。届く場所にさえあれば何でも構わないというように。事実、何でも構わないのだろう。それで打たれたものは、全すべてが弾だん丸がんと同義の凶きよう器きと化すのだ。煉れん瓦が。石ころ。棒。砕くだけたアスファルト。植え込みの柵さく。ナイフ。いや、自在な軌き道どうを描えがくことから、弾丸よりもタチが悪いかもしれない。小道具が人を両断する切れ味を発揮していたように、材質にかかわらずの破は壊かい力りよくを示す。

「っ、と、おおおおっ!?」

　死角から飛んできた角材を、リリスが咄とつ嗟さに薙なぎ刀なたを突つき出だし、その刃やいばから吹き上がる炎で消し炭にする。そうしなければ頭部に致ち命めい傷しようを受けていたかもしれない。そしてその行こう為いが示す事実は──彼女が既すでに出血していて、その血を炎に転化するという裏技を、既に使わざるを得なくなっているということ。

「いーや、わかっとったけど、きっついわ。マジきっついわ……」

「わんわん、じゃあ死んでよ。面めん倒どうくさい。おなかもへってるんだよ。せんせーに、ここ全部掃そう除じしてもいいって言われてるんだよ。時間かけたくないし、邪じや魔ましない──あ、ゴミ見っけ」

「ぐえっ……！」

　隙すきを見て子こ犬いぬに飛びかかろうとしていた《園》の男子が、子犬がびゅんびゅんと自分の周まわりに飛び回らせていたナイフの一いち撃げきを食らった。肩に刺ささったので死んではいないようだが──しばらくは動けないだろう。

　事態を見守るしかない羽影は、唇くちびるを嚙かむ。

　状じよう況きようは悪い。リリスがあそこに立っている意義は、今のところ果たされている──何人も《園その》の人間が大おお怪け我がをしてはいるが、少なくとも、まだ新たな死人は出てはいない。

　だが──正直なところ。

　時間の問題だろうとは思えた。

　相手の弾たまは無む尽じん蔵ぞう。そこらの小石、敵が持っている鈍どん器きに刃は物もの、クラブで一打ちしさえすれば、それは全すべて彼の支配下。死角から予測不能な軌き道どうを描えがいて飛んでくる致ち死しの贈おくり物もの。

　ああ、そして今、彼は《園》の人間達たちが庭に作ろうとしていた畑、そこに刺ささっていた大円匙シヨベルをクラブで打った。それが──ずるりと土から抜ぬけ出だて、子こ犬いぬの手に収まる。戦せん斧ぷ代わりの近接用装備のつもりか。あれもＥＣで操作されている扱あつかいになるのなら、戦斧にも負けない切れ味を発揮するだろう。

「お、飛び道具止めて近接バトルかいな。ありがた──」

「止めるとは言ってないけど。馬ば鹿かだねわんわん」

「……く、ないな。あかんで両刀は。両刀はうちくらいで充じゆう分ぶんや」

　右手にゴルフのクラブ。それで触れた物体が衛星のように彼の周囲を飛び回る。左手には大円匙シヨベル。威容。

　既すでにその周まわりを囲む《園》の人間達は、戦意を失いつつある。精神的支柱たる蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子こもその姿を見せない。まともに子犬の前に立っているのはリリスだけだ。満まん身しん創そう痍いで。身体からだのあちこちから血を流しつつ。
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　そう──時間の問題だ。羽はね影かげは計算を始める。見み極きわめねばならない。それをしなければならない可能性はどんどん強まってきている。隠かくれて見ているこの茂しげみを飛び出して。悠ゆう然ぜんと腕を組んでいる凍とう島じま雄ゆう一いち郎ろうに見える位置にまで行って。命いのち乞ごいをする。

　その脳内試行が必要で、当然とすら思える。それほどの陰いん鬱うつな気配がその場に蟠わだかまっていた。

　子こ犬いぬが、一歩。──見極めろ。

　リリスが、薙なぎ刀なたを構え直す。──間ま違ちがうな。

　子犬が、また一歩。──諦あきらめどきを間違えれば、全すべてが終わる。

　ぽたり、とリリスの薙刀の柄えから血が零こぼれた。

　その鮮あざやかさが唐とう突とつに気持ち悪く、だから羽影は、ああ、とっくの昔にもう駄だ目めだったのだと悟さとった。

　未来を認める。

　次の一手でリリスは死ぬだろう。

　だから羽影は、絶望に身を震ふるわせながら、茂みから立ち上がろうと膝ひざを伸のばし、確定的な死の臭においが満ちた空間に一歩を踏ふみ出だそうとして──そして。




　次の瞬しゆん間かん、正面ゲートを弾はじき飛とばしながら現れた暴走スクールバスが、その空間の全てを無茶苦茶にした。










　　第六章







【薬やく園えん坂ざか優ゆう理り　──《園その》正面ゲート前／スクールバス車内】




「場所はわかってるな!?　あの建物の左ひだり端はしの奥おくだぞ、できれば少しカーブして真後ろから──」

「わかってる、わかってるからちょっと黙だまってて話しかけないでっ！」

　まあ確かにそうだろう。

　車の運転免許を持っているのは自分だけだ。

　だがはっきり言って、大人だから教師だから取るのが普ふ通つう、という以上の意味合いはなく、むしろ乗り物に乗っていると眠ねむくなるタチなので怖こわくてあまり乗りたくはなく、そもそもこんなバスは勿もち論ろん普通免めん許きよでは無理で運転したことなどないので見よう見まねで適当で、あくまで他ほかの生徒達たちがやるよりはマシだろうという意味しか──

「どきなさいどいてお願いホントにッ！」

　必死に足を伸のばしてアクセルを踏ふみ、必死にハンドルにしがみつく。少女姿になっているのがさらに不便だ、足が届かないにも程ほどがある。元々の姿だったら。少なくとも普通にアクセルもブレーキも踏めていただろうに。

　祈いのりは通じ、幸いにして誰だれかを轢ひいた感かん触しよくは覚えないままバスは進み、《園》の正面のバリケード、そして鉄製の門をぶちやぶった。悲鳴を上げたくなる衝しよう撃げき。

　本当に、誰がこんな作戦を考えたのか。馬ば鹿かだ。無茶にも程がある。これしか手がない？　そうかもしれないが、絶対にこれが終わったら叱しかる。教育的指導だ。指導しまくってやる。

「もうちょっとだ、頑がん張ばってくれ、優理……！」

　同じ運転席に覆おおい被かぶさるようにして、彼は手を伸ばしてハンドルの補助をしてくれていた。男の子の腕。真しん剣けんな横顔──それを見ている余よ裕ゆうはない。進行方向だけだ。

　ぽかんと口を開けた《園》の生徒達。眉まゆを寄せてこちらを見る子こ犬いぬ。なんだと、と慌あわててポケットを探る雄ゆう一いち郎ろう──遅おそい、幸ゆき也やが取っ組み合いをしたのはそのためだ。あのときの黒煙はヘムを助けるためであると同時に、なんとか彼のポケットからこのバスの鍵かぎを手に入れるためでもあった。

　それら全すべてを置き去りにして、バスは進む。やけくそのような気持ちで優理はアクセルを踏み込んだ。何かが機械的な限界に至ったか、バスの車体が不ふ吉きつな振しん動どうを始める。それとも自分が震ふるえているだけか。

「よし、アクセルに重しを乗せる！　足上げて！」

「わ、わかったわ」

「で、慎しん重ちように、ハンドルも──これで固定──よし、降りるぞっ！」

　フロントガラスの正面に目的地を捉とらえるやいなや、優ゆう理り達たちは素早く固定を終え、ドアコックを使って強引にバスのドアを開けた。しかしそのタラップで、

「あ、あのさ……映画とかなら結構簡単に飛び降りてるけど、これって実はだいぶ危ないことなんじゃない……？　凄すごいスピードで地面が──」

「そうだな。だから俺おれがいるんだよ」

　背後から思いっきり幸ゆき也やに抱だきしめられる。こんなときなのに、幸也の匂においにどきりとした。向こうは役得とか思っているのだろうか。そうだったらまた教育的指導だ。

　そんなことを思ったときには、既すでに優理の身体からだは空中にあって──

　そして、全身がばらばらになるような、着地の衝しよう撃げき。




　耳をつんざく轟ごう音おんが、その衝撃の最中に聞こえた。
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【石いし堂どう幸也　──《園その》敷地内／横庭、あるいは前庭広場／端部】




　視界が瞬またたいている。慣れた朋ほう友ゆうたる痛みが全身のそこかしこから。平へい衡こう感覚がおかしい。

「おっ……あ……」

「《マスター・オブ・インファーマリィ》！」

　これも慣れた安あん堵どだ。慣れた声、慣れた温かさ。

　目を開くと、優理の顔がすぐ近くにあった。膝ひざ枕まくら気味に地面に寝ねている。こんな状じよう況きようでなければゆっくり堪たん能のうしたいところだった。

「どれくらい──？」

「数秒よ。速そつ攻こう治したから。ていうか考えてみれば当然だけど、あちこち折れてたっていうか普ふ通つうならそのまま死んでたっていうか……ツメが甘あますぎるわよ！」

「優理がいてくれるから、全部計算できるんだよ。信しん頼らいしてるから」

　言いながら幸也は身を起こし、作戦の顚てん末まつを確かめる。

　まず届いたのは──油の臭におい。それに視覚が追いついた。

　写真館の建物に、大穴が開いている。そこに突つっ込こんだバスは瓦が礫れきの欠片かけらを半身に浴びながら横転し、からからと車輪を慣性で回し続けている。

「は……やった……やったぞ！」

　賭かけのようなものだったが、勝った。勿もち論ろん、それなりの勝算はあってのことだったが。古い建物であることに起因する、壁かべ自体の強度。階段まで通じる通路を塞ふさぐ奏かなでのＥＣ能力は絶対に突とつ破ぱできないが、それ以外の場所は普通に潜くぐり抜ぬけられたという秋あき津つ穂ほの行動──そこにスクールバスという手段道具が見つかれば、ベットに必要なのはあとは勇気だけだ。

　あそこに開いた大穴は、これまでにさんざん調べた位置関係の通り。奏かなでのＥＣ能力で封ふうじられた通路の先だ。地下への階段室にあたる場所。

　周囲の状じよう況きようを気にするのは後回しだった。幸ゆき也やはふらつく足を動かし、その壁かべの穴に近付く。予想通り、そこに見えたのは下に続く階段だ。ぱらぱらと舞まい落おちる瓦が礫れきと埃ほこりに注意しつつ、中に侵しん入にゆう──階段の上部、通路を見上げると、通路が真っ黒に染まっているのが見えた。切り取られた空間写真の現状。おそらくは折おり畳たたまれているせいで闇やみに染まっているのだろう。もはや気にすることもないが。

　階段を下りると、創そう詩しから聞かされていた通りにドアがあった。もはや何を気にすることもない。体当たりで鍵かぎを壊こわすと、その向こうには広めの大部屋があった。饐すえた臭におい、埃の臭い、人間の体液の臭いが入り交じった悪あく臭しゆう。吐はき気を堪こらえつつ、さらに中へ。大部屋にはいくつかの小部屋が隣りん接せつしている。端はしからドアを壊していくことにした。

「……あ……」

　拘こう束そくされた人間がいた。小さな暗室に三人。ドアを破は壊かいしても反応はなく、ぼんやりしていた。軽く優ゆう理りが体調を確かめる──反応は薄うすいが、生きてはいる。精神的なショックで外界へ意識があまり向けられないだろう、という判断だった。持ってきたナイフでロープを手早く切って解放するが、彼らが自発的に動く様子はない。

「くっ……待ってろ、あとで必ず助けるから！」

　次の部屋には二人。さらに次の部屋にも三人。同じような状況。創詩からうっすらと聞いていた、ここで行われていたことを想像し、胸むな糞くそが悪くなる──そして焦しよう燥そう。

　最後に残ったドアを体当たりで破壊。肩の骨が割れたが傷を保存することをしばらく忘れた。

　そこに見えたものが──あまりにも、普ふ段だん通りで。

　しかし同時に、それがとてつもなく尊いもののように、思えたから。

「……やはりだ。ここは、あの保健室と同じだね」

「なんでだよ。狭せまいし暗いし、全然違うだろ」

「同じだよ」

　彼女は、少し疲つかれたような表情で。

「あのとき君がしてくれたように。今も君が、私を閉ざしていた世界の殻からを破ってくれた。何も変わらない。だから今もまた、私は救われて……」

　しかしいつもの彼女らしい、飄ひよう々ひようとした調子で頰ほおを緩ゆるめて、言った。

「恋に落ちるのさ」




　夜や子こと理り法ほうのロープもナイフで切って解く。

　これはいかんふらつくな、と言いながら夜子が幸也の肩にしなだれかかってきた。本気かこれ幸いとばかりの演技か区別はつかないが、今は好きにさせておく。

「ん……あ……」

　理り法ほうは衰すい弱じやくしているようだった。他ほかの小部屋にいた彼らほどではないが。自力では歩けなさそうなので、どうにかして運び出す必要があるだろう。

　そして、この部屋にいたもう一人は──

「……脈がないわ。ずいぶん時間も経ってる。もう……」

「名も知らぬルームメイト。今までありがとう。おかげで寂さびしさが少なくて済んだよ。君も一刻も早く外に運び出してあげたいところだが──」

「一度には無理だな。動かない奴やつらが他にもいるし。とりあえず理法を上に運んでからまた戻もどってこよう」

　幸ゆき也やは理法の身体からだを背負い、居場所を奪うばわれた夜や子こは、代わりとして優ゆう理りの小さな肩にその身を預ける。ふらふらした足取りを見るに、どうやらやはり身体的には彼女もそれなりのダメージを受けているらしい。

　そうして地下室の大部屋を出たところで、だだっと階段を走り下りてきた羽はね影かげと出会った。護衛のためか、創そう詩しもその後ろにいる。

「ドアは全部壊こわしといた。衰弱してるけど、一人を除いてみんな生きてる」

「っ！」

　わかったもありがとうもなく、羽影は幸也達たちの横をすり抜ぬけて地下室に入っていった。

「あいつの代わりに言うけど、ありがとな。ばっちり穴が開いたじゃねーか。それと──」

　創詩の視線が幸也から夜子に動き、

「久しぶりだな、か。お前が言ってた通りのイカレた奴だよ、こいつ」

「ふふ、何日ぶりかな、ルームメイト。私も感謝の言葉を言うべきか」

　俺おれと殴なぐり合あいをするまではお前らのこと忘れてたみたいだったけどな、と思いながら幸也は肩を竦すくめて、

「ところで、そっちの状じよう況きようは？　子こ犬いぬが暴れてる間に双すご六ろくと白玉探す予定だったろ？」

「残念ながら成果ゼロだ。桜さくら子こ達も姿が見えない。仕方ないから双六と別れて動くことにして──そのうちに外がとんでもなく悩なやましいことになったんでな。とりあえず羽影の護衛がてら合流したんだ。ボドゲ的には、最後の点数計算前に大混戦になった感じだ。外に戻るんなら気をつけろよ」

「ああ。余よ裕ゆうがあったらお前らも下にいる奴らのこと、頼たのむ」

　了解、と創詩も羽影を追って地下室に入っていった。

　幸也は軽く首を捻ひねって、彼の後ろ姿を目で追う。

　たった今、ぼんやりと頭に浮うかんできたことがあった。思い出したことによる気付き。けれどただの印象にすぎないことだったから、結局口には出さなかった。

　頭の中で思うだけに、留めておく。

　なんだか似ていた気がするな、と。
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【近こん藤どう創そう詩し　──　旧写真館・地下／第二号暗室】




　薄うす々うす、そんな予感はしていた。

　悪い予感、良くない予感に限って──当たるものだ。

　羽はね影かげは一つの暗室にいた。かつて創詩が入っていて、夜や子こと理り法ほうが入っていて、今は最後に残った物言わぬ女子だけが住人の、部屋。

　その女子の死体を見つめて、呆ぼう然ぜんと、立っていた。

「うそ……うそ……」

　ふらふらと歩いて。ぺたんと崩くずれ落おちるように座って。そろそろと手を伸のばして。

　死の温度に、触ふれる。

　創詩は──何を言っていいのかわからない。出会ったときから彼女が捜さがしていた、ただそれだけを目的としていた、親友の彼女。その再会が無言であることを。おそらく彼女自身は、微み塵じんも考えていなかった。そうでないことを信じて──動いていた。

　悲しすぎるとき、涙なみだが出るとは限らない。嗚お咽えつが出るとは限らない。創詩はかつて母がいなくなったとき、二度と会えないのだと悟さとったとき、それを知った。

　羽影はとても静かだった。ただ呆然としたまま、震ふるえた手で親友の身体を動かし、その眼鏡めがねをかけた顔がよく見えるようにする。無意識下の行動なのかもしれない。

　と──そこで、創詩は死んだ彼女の身体の下に何かがあることに気付いた。服の中に押し込められているような形で、しかも今まではずっとうつ伏ぶせになっていたのでわからなかったのだ。幸ゆき也や達たちがロープを切って彼女に自由を与あたえたおかげで、そうすることができた。

　彼女が抱かかえていたのは一冊の本のようだった。

　羽影はそれをそっと手に取り、表紙を見て──

「ッ──!?」

　なぜか。

　そう、なぜか、だ。

　目を見開いて、首を捻ひねって、背後にいた創詩の顔を驚愕の表情で見つめてきた。

「あ、なた……」

　創詩には彼女にそんな顔で見られる心当たりなどない。いや、ずっと無言で後ろに立っていたのが悪かったのかと思った。

「ああ……悪い。話しかけるのもどうかと思ったんでな。ええと……」

「……」

「残念、だな。とても」

　本を抱かかえた羽はね影かげの視線は外れない。

　変わり果てた親友の姿を見ることが辛つらくなってしまったのかもしれない。感情はそこにおいたまま、ただ視界に入れるものの代だい替たい物ぶつとして、近くにいた自分が選ばれているのだろう。

　創そう詩しはそう結論づけた。

　羽影の瞳ひとみにあるのは、ただひたすらな哀しさだけだったから──

　そう判断せざるを、得なかった。
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【蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子こ　──旧写真館・屋上】




　桜子達は屋上で、眼下の光景を優ゆう雅がに眺ながめていた。今まで聞こえていたのはゴルフクラブの闖ちん入にゆう者しやが好きに遊ぶ音、肉が裂さける音、液体が地面を濡ぬらす音、そして無数の悲鳴。

　桜子は微笑ほほえんでいただけだった。思うことは一つ──食くい扶持ぶちが減って幸いだ。

　子犬はもはや犠ぎ牲せいなしには止められない。そして一人二人の人間が減ったところで、大勢に影えい響きようはない。全ぜん滅めつする前に始末をつけてもらえればそれでいい。

　そう、既すでに桜子は、ある程度の部分を切り捨てると決めていたのだ。

　しかし。しかし、だ。

　その態度を変えねばならない事態が、つい数秒前に、起こった。

「やってくれましたわね。極めて不良の一点ベリーバツド、極めて不良の一点ベリーバツドですわ……！」

《園その》には価値がある。

　一つは自分。この蘭乱爛崎桜子というかけがえのない存在。

　もう一つは建物。ちょうどよい広さ。ちょうどよい利便性。バリケードの建築により外部の敵に対する安定性も手に入れた。そして地下室だ。駄だ馬ばの調教にぴったりな、誰だれにも邪じや魔まされないプライベート空間。

　結局のところ、この二つさえ揃そろっていれば、《園》はいくらでも再建できる。人は死んでもまた集めればいい。白玉が消えてもまた出るのを待てばいい。

　だが、今の、この建物そのものを揺ゆらした衝しよう撃げきは。そのうちの一つを、確実に脅おびやかす──

「奏かなでさん。下に降りますわ。写真を」

「しかし、危険が……」

　目を細めて睨にらむだけで奏の反論は止まる。奏が広げた写真は、『庭の植うえ込こみの中』を映し出しているもの。先刻、目立たない場所に作らせていた緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ用通路だ。今までのように写真を折おり畳たたんだ状態であったならば、逆側から何かが入ってくる心配はほとんどない。

　桜さくら子こはその写真の中に身を屈かがめて潜もぐり込こんだ。奏かなで自身もあとに続く。これは擬ぎ似じ的な空間転移に等しい──そうして桜子達たち二人の身体からだは、前庭の脇わきにある茂しげみの中へ。

　ここからでは見えない。茂みを出て移動し、桜子は建物の様子を確認した。

　視線の先にあるのは、建物に突つっ込こんで横転したバス。壁かべに開いた大穴。たった今、石いし堂どう幸ゆき也やと薬やく園えん坂ざか優ゆう理りが入っていくのが見えた。遅おくれてもう二人の人間も。

「桜子様！　大変です……あのバスのせいで！」

　珍めずらしく奏が慌あわてたような声で言った。周囲に目を向けると、確かに大変なことになっていた。《園その》の敷しき地ちの中に人ひと影かげが増えている。三み番つがい子こ犬いぬに殺されて頭数が減った以上に増えている。

　つまり──《首割れ》だ。

　エンジンが大回転した爆ばく走そうの音で引き寄せられてきたのも理由であれば、苦労して作らせたバリケードが突とつ進しんのせいで破は壊かいされたのも理由だろう。破壊されたゲートから、あるいはバリケードがなくなって取りつくことが容易となった外そと塀べいを乗り越えて、《首割れ》達がこの《園》に次々と侵しん入にゆうを果たしている。

「……ああーっ！　桜子様ーッ！」

《園》の女子生徒がこちらを見て近付いてこようとしていたが、その後ろから《首割れ》に嚙かみつかれて頭をボリボリと囓かじられていた。生なま臭ぐさい死の気配が鼻び孔こうに届く。

「たす、ああ、たすけっ……痛い痛いいたいいいいいいいいいいいあっ」

「桜子様、下がってください！」

　奏に庇かばわれて距きよ離りを取る。既すでに女子生徒は痙けい攣れんするだけの肉の塊かたまり。

　前庭広場の中央部も状じよう況きようは似たようなものだった。一気に状況は混こん沌とんと化している。

「わんわん！　ゴミが増えたおなかへったー！　せんせー、どうしますかっ！」

「ち……関係ないものは放ほっておけ。俺おれのほうに来るものは殺せ。そうすればまたエサをやる」

「ちょい待ち、何Ｐやコレ。まだ乱交系は早すぎるんちゃうかな！」

　滅め茶ちや苦く茶ちやだ。その騒さわぎがさらに騒ぎを呼び、《首割れ》を呼び集めていく。

　建物のほうを再び見やると、ちょうど、石堂幸也が地下にいた才さい連れん夜や子こと白しろ鷺さぎ理り法ほうを外に運び出してきたところだった。状況の何もかもが、こちらの意にそぐわない形で動きつつある。

「ええ、本当に、やってくれますわ……！」

　さすがに──苛いら立だちが生じてきた。

　全すべてはこの自分という素晴らしい存在が、無事にこの【課カ外ガイ活カツ動ドウ】を脱だつ出しゆつできるようにするために作り上げたもの。慎しん重ちように時間をかけて築き上げてきたもの。

　けれどそれが、今まさに、取り返しのつかないことになろうとしている。

　分ぶん岐き点てんだ、と思った。

　今が、ギリギリだろうか。取り返しがつく限界のライン。全ての邪じや魔ま者ものを《園》から叩たたき出だす。人員は特に優ゆう秀しゆうな駄だ馬ばのみ残してあとは入いれ替かえる。壁の穴は補修し地下室を再び隔かく離り。《首割れ》は掃そう除じしてゲートとバリケードを作り直す──

　決めた。つまるところ。これはもう。

　リセットすべき頃ころ合あいだ。

「……決めましたわ、奏かなでさん。最上級フオースターの馬術競技ドレツサージユを始めましょう」

「は。桜さくら子こ様のご要望の通り……に、したいのですが。しかしこれは、私と桜子様だけでは」

「おそらく、既すでに駄だ馬ばの轡くつわは解かれているでしょう。使います。呼べば来ますわ。だからこその駄馬なのですから」

「……！」

　奏が驚おどろいたように目を大きくする。彼女も気付いたのだろう。自分が《園その》を作り替かえる決意に至ったことを。

　桜子は薄うすく笑いながら《愛ある鞭で頑張ってノーブルウイツプワークス》で手中に鞭むちを生み出し、その先せん端たんで奏の顎あごを持ち上げた。

「そう──次の《園》のはじまりには、貴女あなたと駄馬達さえいれば充じゆう分ぶん。一番の駄馬と、それ以外の駄馬がいれば充分ということなのですけれどね？」




　桜子は、奏が最近はスカートに挟はさむようにして保持している、あの地下室に続く写真を地面に広げさせた。入る必要はない。腕だけをその中に入れ、適当に向こう側の床ゆかを鞭で叩たたいた。その音は地下室に響ひびいているだろう。そして声も。

「さあ──おいでなさい、お啼なきなさい、駄馬達！　今日は特別ですわ。お外で思う存分遊ばせてあげます！」

　ぱぁん、と鞭がコンクリートを叩く音。

　それからややあって、足音と呻うめき声が、近付いてきた。地下室の中。自由を得た駄馬達が、途と中ちゆうの壁かべに開いた穴には目もくれず、ただ主の声が聞こえるほうへ足を進めている。ああ、愛いとおしい駄馬達。調教された肉にく塊かい。

　彼らは階段を上り、もうすぐこの地面に広げた写真から這はい出でてくるだろう。

　そこが新たな始まりだ。この《園》の。楽園の。

　蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子こが支配する、王国の。

「ふふ……そうですわ。調教のときと姿が違うと、いくら駄馬達でも戸と惑まどってしまうかもしれませんわね。外ではありますが、あそこと同じなのだと。ただわたくしの言うことだけに従っていればいいのだと。それを知らしめるためには、やはり──」

　全すべてをやり直すのは気持ちいいものだ。作り上げた砂の城を崩くずす快楽のごとく。

　心地よい解放感を覚えながら、桜子は笑って。

　制服を脱ぬぎ始めた。
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──《園その》敷しき地ち内／横庭、あるいは前庭広場／端部】




　気を失っている理り法ほうを抱かかえて地下室から出ると、そこは今まで以上の地じ獄ごく絵図だった。

「《首割れ》が……！」

　自分達たちの行動に一因があるのはすぐに理解する。バリケードの破は壊かいとバスの轟ごう音おん。《首割れ》を何体か呼び寄せる可能性は考えていたにしろ、これだけの数が集まってくるのはさすがに予想外だ。唇くちびるを嚙かむが、あのときには他ほかに手がなかった。これからこの状じよう況きようをどう乗り越えるかに頭を切きり替かえていくしかない。

　なだれ込んできた《首割れ》が、闖ちん入にゆう者しやである子こ犬いぬに相あい対たいしていた園の人間達に襲おそいかかる。悲鳴と怒ど号ごう。リリスも薙なぎ刀なたを自分の身を守るために振ふるうしかない。目につく人間を手当たり次第に殺していた子犬も、今は雄ゆう一いち郎ろうを守ることを重視しているようだ。理法が意識を失っていて、そんな忠犬となっている彼の姿を未いまだ見ていないのは──はたして幸運なのかどうか。この姉弟の問題もどうにかせねばならない。何かが手て遅おくれになる前に。

　そして彼ら以上に目を惹ひいたのは。

「あれは……桜さくら子こ……？」

「やれやれだ。地下室にいた彼ら、だろうね……」

「教育的指導だわ。純じゆん粋すいな意味で」

　見えたのは、地面に敷しかれた奏かなでの写真から、虚うつろな目をした生徒達がのろのろと、まさしくゾンビのように這はい出でてくる様子。ついさっき見た顔もあり、地下の暗室にいた彼らであることはすぐにわかった。地下室の階段を上ったために、空間が繫つながっているあそこから出てきているのだろう。

　いくら自分達が呼びかけても動かなかったのに、どうして今は動いているのか。

　その答えは明白だ。

　彼らの前──彼らがすがりつくように目指している目的地に──

　妖よう艶えんなレザーのコルセットのみを身につけ、しかし悠ゆう然ぜんとその場に佇たたずんでいる、鞭むちを手にした蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子この姿があった。

「さあ！　お目覚めなさい、駄だ馬ば！　お待ちかねの痛み快楽を与あたえて差し上げましょう！」

　一ひと際きわ体格のいい一人の男子の頰ほおを、桜子が鞭で打つ。途と端たん、その男子は、

「おお、ああ、ああああああああああああっ！」

　身を仰のけ反ぞらせるようなレベルで立ち上がった。目は既すでに虚ろではない。血走って見開かれている。獣けものじみた息。ズボンの股こ間かんは既にはちきらんばかりに膨ふくらんでいる。

「ああ、さく、桜子、さまっ。ああ、ああ！」

「ふふ。まずわたくしを乗せる名めい誉よを、貴方あなたに与えましょう。最上級フオースターの競技が始まろうとしているのです、見苦しい姿を見せてはなりませんわよ？」

　軽く身を屈かがめた彼の肩に──扇せん情じよう的な姿の桜さくら子が、尻しりを落として、乗った。

　おそらく体育科の生徒、柔じゆう道どうやレスリングなど体格が強い武器となる競技を専せん攻こうしている人間だろう。彼の身長は二メートル近くで、胸板も岩のような厚みを持っている。まさにプロレスラーじみた体たい軀くを持つ彼がそのまま立ち上がると、桜子は支配者のように周囲を見下ろすことになる。悠ゆう然ぜんと足を組んだまま、彼女はその状態で、他の生徒達たちの身体からだも次々と鞭むちで打った。そのたびに彼らは身体を震ふるわせ、身体に活力を、瞳ひとみに狂きよう的てきな熱を呼び覚まし、桜子に向けて涎よだれを垂らし始める。

　そこで彼女は幸ゆき也や達に気付いたようだった。

「あら。あらあら……やってくれましたわね、調教にも値しない駄だ馬ばの皆みな様さま」

　いつも通りなのが、彼女の異常性を際立たせている。優ゆう雅がに足を組んだ姿勢も。楚そ々そとした微笑ほほえみも。けれども着ているのは制服ではなくレザーコルセットで、持っているのはティーカップではなく鞭で、座っているのは椅い子すではなく人間馬。

　幸也は目を細めて彼女を睨にらんだ。

「……お前のＥＣ能力か？　あそこの凍とう島じま雄ゆう一いち郎ろうが持ってるような、誰だれかを洗脳する力──」

「そうだとも言えますし、そうではないとも言えますわ。けれどただ一つ、洗脳などという言葉でひとくくりにされたくはありませんわね。彼らはあくまで自主的に動いています。生き物ですもの。そうでしょう？　馬に電極をつけてコントローラーで動かすような真似まねはできませんわ」

「似たようなものだと思うがね。ちなみに君の鞭はとても痛かったとも。一いつ瞬しゆんで気絶してしまったくらいだ。それで脅おどしているということかね？」

　ぴん、と鞭の先せん端たんを指で摘つまんで反らしながら、桜子はくすくすと肩を揺ゆらした。

「なんと、まさしく駄馬。よいですか、わたくしは貴方あなたがたに噓うそなど一つもついてはおりません。この《愛ある鞭で頑張ってノーブルウイツプワークス》は真実、叩たたいたものに痛みと活力を与あたえるＥＣ能力でしかないのです。活力とは快楽。そしてその二つが同時に与えられないなどというケチなことは申しません。一瞬で気絶するような痛みと、一瞬で絶頂に至るような快楽──その二つを同時に与え続けられた馬は、まあ不思議、主人の鞭がとてもとても大好きになってしまうというだけですわ」

　それは洗脳とどこが違うのか。クズすぎる。

「で……お前は、そいつらと一いつ緒しよに何をして遊ぶつもりなんだ？」

「おかげさまで《園その》はもう滅む茶ちや苦く茶ちやです。ですから最低限の構成要素だけを残してやり直すことにいたしました。一つは場所。少々壊こわれてしまいましたが、使い勝手のいい地下室があるこの建物。一つは馬。すなわちここにいる完全調教済みの純じゆん粋すいな彼ら。それ以外は──いりません。この場に存在するそれ以外を全すべて掃そう除じいたします。見える範はん囲いにいる、わたくしの意にそぐわぬあらゆるものを排はい除じよいたします。それだけです」

「は……それはまた、ずいぶん楽しそうな遊びだな……」

　そのとき一匹の《首割れ》が彼女達たちに向かってきた。桜さくら子こ、その傍かたわらに侍はべる奏かなで、そして十人程度の信しん奉ぽう者しや達。誰だれも武器を持ってはいない。だが桜子は慌あわてず、近くにいた女子生徒の尻しりを鞭むち打うった。

「対処しなさい」

「ああっ、はい、あああっ！」

　彼女は歓かん喜きと快楽と痛苦に身を震ふるわせながら無造作に《首割れ》に歩み寄り、その腕を突つき出した。パンチとも言えない、ただの動作。当然、その腕は《首割れ》の喉のどに開いた第二の口に飲み込まれ、美味そうに咀そ嚼しやくされる。ぼりぼりごりごりという異音。けれど──

　彼女はそのままさらに、腕を突き出し続けた。痛みなど感じていないかのように。そして《首割れ》が違い和わ感かんを覚えたようにその咀嚼の動きを止めたときには──その首の後ろから、赤黒く細い何かが滴しずくを垂らしながら突き出ていた。

　肉が喰くわれて──骨が出たならば──その骨は、もはや、槍やりだというのか。

　動かなくなった《首割れ》から、ずるりと女子生徒が手を引ひき抜ぬく。その右手は。言うまでもなく、もはや右手ではない。それでも彼女は恍こう惚こつと笑っていた。

　幸ゆき也やは理解する。もはや彼女達は、人ではない。生き物ですらないのかもしれない。

　蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜子の、道具だ。

　殺せと言われたから殺す。処理しろと言われたから処理する。

　結果だけが先にあり、過程には何も頓とん着ちやくしない。言うまでもなく、自分の生命と比ひ較かくしても。

「桜子、さま……」

「極めて良好の九点ベリーグツド。ご褒ほう美びです」

　戻もどってきた彼女の尻をもう一度鞭むちで打つ桜子。彼女は身体からだを震わせて、そしてなんと──

　首筋から、白玉を出した。恍惚の吐と息いき。

　男子の肩にいる桜子の代わりに奏がそれを拾い、ポケットに入れる。桜子はくすくす笑った。

「そう言えば、ご存じでしたか？　この《園その》に今存在する白玉の半数は、ここにいる彼らが出したものです。地上で安あん穏のんと暮らしていた生徒達の比ではありません。白玉は生の快楽が一定値に至ったときに排はい出しゆつされる──わたくしはそのルールに彼らを従わせているだけ」

「なんだって……？」

「よいですか、ここにいる彼らは紛まぎれもなく、幸せを感じているのです！　喜んでわたくしに鞭打たれ、わたくしに調教され、わたくしに支配されているのです！　それが生！　幸福！　ふふ、うふふふ！　だから断言できます、我が《園》は真実の楽園だと！　この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】において、彼ら以上に白玉を出している人間駄馬が存在しているでしょうかッ！」

「お前のＥＣ能力で……精神の在り方のほうを、狂くるわせたってだけだろうが……！」

「何が狂くるっており、何が正しいかは移りゆくものでしょう。【課カ外ガイ活カツ動ドウ】においては、このほうが正しいのかもしれませんわよ？　今や──彼らは、わたくしのＥＣ鞭を使うまでもなく、ただの痛みだけでも白玉に至ることができるのですから。実にこの場所に最適化されているのではなくて？」

「あ……あはぁ……」

　そこで不意に、今胸元から白玉を出した生徒が──右手から血をぽたぽた垂らす彼女が、ぴょんと飛とび跳はねるようにした。笑顔のままだったが、きっと喜びのあまりの動作ではなかった。

　──子こ犬いぬが飛ばしてきたナイフを、その胸で受け止めるためだった。

　今までと変わらない笑顔のまま、彼女はどくどくと新たな血を流しながら地面に倒たおれ、動かなくなった。

「まあ。やや不良の三点フェアリイバツド。胸で受け止めては終わってしまうではありませんか。駄だ馬ばですわね。先の短い駄馬だからこそ長生きしなくてはならないのです。もう二、三回くらいは盾たてになってからにしなさい」

「桜さくら子こ様のお言葉の通り。さすが桜子様、慈じ悲ひ深いです」

　桜子は死んだ女子生徒にはもはや一いち瞥べつすらくれず、視線を動かす。

　子犬と雄ゆう一いち郎ろうの方向に。

「どうも、先生。今日は何のご用でしょうか？」

「愚ぐ鈍どんどころか破は廉れん恥ちだな、蘭らん乱らん爛らん崎ざき」

「そうだ、せんせーになんてもの見せるんだ！　わんわん！　殺しましょう、せんせー！」

「あらあら。よいのですか？　先生はわたくし達たちの白玉が目当てなのでは？」

　雄一郎は呆あきれたように息を吐はき、眼鏡めがねを押し上げる。

「お前が姿を現し、そうしている──大人しく渡わたすつもりはないし、在処ありかを教えるつもりもないのだろう。自分で探さねばならないことは消去法で明らかだ。消去法で答えを導き出す設問はスマートではないが」

　幸ゆき也やは黙だまって二人の言葉を聞いているしかなかった。語調は共に平静、しかし彼らの間の空気は明確に張はり詰つめている。下手へたに刺し激げきすれば何が起こるかわからない。もっとも──何も刺激しなくても、決定的な何かが今まさに起こりつつある状じよう況きようなのはわかっていたが。

「……つまり、どういうことでしょう？」

「どうせ自分が探さねばならないなら、邪じや魔まになるものを全すべて排はい除じよしてからが効率的だということだ。よって、蘭乱爛崎桜子、貴様の生命などもはやどうでもいい。むしろ愚鈍な生徒を集めて悦えつに入いるお前の存在そのものが愚鈍すぎて目め障ざわりだ。消せ、子犬」

「はい！　ごはん飴前の前菜サラダにしてやりまーす！」

　子犬がすっきりとした顔で歩を進める。右手にクラブを持っていて、その操作力で支配した物品が背はい後ご霊れいのように周囲を飛び回っていた。左手には大円匙シヨベルを携たずさえ、クラブによる強化と操作の影えい響きようがそれにも及およんでいるのだろう、近寄ってきた《首割れ》を無造作に一刀両断。人間相手でもその切れ味が鈍にぶることはあるまい。

　一方、桜さくら子こ達たちには鞭むちの音が鬨ときの声こえ。我が身を省みない狂きよう気きの兵士馬が十人近く、桜子を守るように位置取る。巨きよ漢かんの肩に乗り、隣となりに奏かなでがいるのは変わらない。その姿、まさに鬼おにを従えた森の女王のごとく。彼らは腕がもげればその腕を棍こん棒ぼうとし、足がもげればその足を槍やりとして、ただ桜子の命を果たすためにだけ動く。

　幸ゆき也やは首を捻ひねり、自分の背にいる理り法ほうの顔を見た。未いまだぐったりしている。目を開けて、子こ犬いぬを見れば──何かが変わるのだろうか。変わらないのだろうか。わからない。

　どう対処する？　彼がただ操られているだけならば？　だが何人もが殺された。これからも。油断すれば自分達も？　そして桜子達はどうする。

　桜子によって作つくり替かえられた彼ら。彼らに罪はあるか？　痛みによって白玉を出すようになった。ならば、彼ら自身がそれを幸福と感じていることは間ま違ちがいがないのだろう。彼らにとっての幸せ。それは正しいのか、間違っているのか？　それを正そうとするのは？

　自分は、何を──すればいい。

「ア……アア……」

「幸也！」

《首割れ》が忍しのび寄よっていた。咄とつ嗟さに蹴けり倒たおそうとし、しかし足を摑つかまれる。ぞっとした次の瞬しゆん間かん、その《首割れ》が薙なぎ刀なたに切り捨てられた。

「リリス……」

「なんやもうわけわからん状じよう況きようやな。羽はね影かげ達は？」

「創そう詩しと地下に行ってた。それからは知らない」

「そっか、まあ二人なら大だい丈じよう夫ぶやろ……と！」

　もう一人分の死肉が地面に倒れる音。優ゆう理りは怪け我がをしているリリスを治したいそぶりを見せていたが、その暇ひますらもなかった。動きを止めていられる余よ裕ゆうはない。全方位に目を配り、《首割れ》に、桜子達に、子犬達に、全すべて平等に警けい戒かいしなくてはならない。

　そうしなければ──死ぬ。

「くっ……」

　逃にげるべきなのか、戦うべきなのか。

　その答えすら出ないまま、幸也はただ、目の前の生にしがみつくしかなかった。
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【愛あい眼がん双すご六ろくと井い伊い秋あき津つ穂ほ　──　旧写真館・一階／倉庫部屋】




　秋津穂は《園》の倉庫に隠れていた。子犬を引き寄せることで外が騒さわがしくなるのは確実なので、逆に内部が安全になるだろうという考えのもとだ。さっき建物全体が轟ごう音おんと共に大きく揺ゆれたので、彼らの作戦はどうやら成功したらしい。自分達たちにはもうそれほど関係がないことだが。

「へむー？」

「まったく……なーにやってんだろね、あたし達は……」

　彼女は自分がどんな大だい冒ぼう険けんをしたのかも気付いていない様子で、この倉庫にあったビスケットをボリボリと囓かじっていた。やはり小動物みたいで可愛かわいい。手を伸のばして頭を撫なでると、さらさらの金きん髪ぱつが指の間をすり抜ぬけていった。

「助けたはいいけど、ずっと一いつ緒しよってわけにもいかないし……ホントに預けられるとこ探さないとなあ……」

　そんなことを呟つぶやいていたとき、倉庫の引き戸ががらりと滑すべった。ぎょっとして腰を浮うかすが、

「アキ、いるか？」

「なんだ双すご六ろくか。どーなったの、そっちの作戦は？」

　犯人は引き戸を半開きにして中を覗のぞき込こんでいる双六だった。眉まゆを寄せている。

「ま、いろいろあったんだが……結論はだな、俺おれ様の才能に嫉しつ妬とした神が、あまりに君に資源を与あたえるのはどうかという、すなわち財産平等の原則により──」

「つまり白玉は見つけられなかったと」

「……おほん。まあそういうことだ。とりあえずあいつ──創そう詩しだっけ？　とは別行動。特とつ攻こう野や郎ろう大作戦が成功したみたいだし、あいつはあの委員長ちゃんのところに行くってさ。てなわけで俺ら白玉捜そう索さく班は、各自フレキシブルに探すべし、って感じになった」

「なんかもー聞くだけでテキトー……あたしはちゃんと働いたのにさー」

「俺もヘム公運ぶの手伝ったじゃねーか。まあいいや、お前らがここにいるの確認しただけ。ちょっと隣の教室が未チェックなんで探してくる。ま、多分ないとは思うけどなー」

「はいはい、りょうかい」

　双六がまた戸を閉め、ぺたぺたと足音が廊ろう下かを遠ざかっていく。ヘムが調子よくビスケットを食べているので自分もお腹なかが減ってきた。何かいただくことにしよう。

　棚たなをごそごそと探っていると、また廊下の足音が戻もどってきた。引き戸が開く音がして、

「あ……」

「もう調べ終わったの？　早すぎじゃなーい？　今まで見つからなかったのって、純じゆん粋すいに調べ方がテキトーなだけだったりするんじゃないのー」

　そちらを見ずに言ったが、無言。

「？」

　棚に突つっ込こんでいた首を戻して、倉庫の入り口を見ると──

「あ……ア……」

「へむ……へむむー！」

《首割れ》が、摑つかんで持ち上げているヘムの頭にぱっくりとかぶりつこうとしているところだった。認識したことで一気に鼻び孔こうに届く、死し臭しゆう。

「ちょ──ちょっとぉぉぉ！」

　反射的に突とつ進しんし、ドロップキックをかました。食事の寸前だったことが逆に幸いしてか、《首割れ》は避よけることなく吹っ飛ぶ──ヘムを持ったまま。向かいの廊ろう下かの壁かべにぶつかり、その衝しよう撃げきでようやく手が離はなれる。しかしヘムも一いつ緒しよに頭を打ったか何かしたらしく、

「へ……へむぅ……」

　じんわり、と目頭に涙なみだが溜たまり。伸のびてくる《首割れ》の手に首を縮ちぢめ。

「へむー！」

　顔を顰しかめて、ばたばたと走り出した。

「あ、ちょっ！　待って待ってー！　逃にげたら余計危ないってばっ！」

「おおい大変だぞアキ、なんか知らんねーが《首割れ》が……ってもういるゥ!?」

「遅おそすぎるよバカバカー！」

　窓からちらりと外を見る。いつだかの武道場を思い出すような混乱。そこかしこを《首割れ》が闊かつ歩ぽ。《園その》の人間達たちが抵てい抗こうしたりもしているが、その騒さわがしさがさらに新たな《首割れ》を呼ぶ。そして勿もち論ろん、外だけでなく、この《園》の建物の中にも怪かい物ぶつは入り込んでしまっているようだ。ここにいる一体だけなはずがない。

「ああもう、ちゃんと見てればよかった……ヘム追いかけるよ！」

「お、おう！」

　子供ながら意外に足は速く、もうその姿は見えなくなっていた。ぱたぱたという足音を頼たよりに追いかけるしかない。けれど外からは戦せん闘とう音おんや悲鳴がひっきりなしで、建物内にも潜もぐり込こんだ《首割れ》達の足音や呻うめき声が充じゅう満まんしている。

　せっかく助け出したのに、こんなところで見失うわけにはいかない。

　秋あき津つ穂ほは唇くちびるを嚙かみつつ、自分にとっての戦せん闘とう服ふく──スクール水着姿になった。
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【近こん藤どう創そう詩し　──　旧写真館・地下／第二号暗室】




　階段のほうから桜さくら子この声と鞭むちの音が聞こえ、その後、別の暗室にいた生徒達が虚うつろな目つきで地下を出て行くのがわかった。

　何が何だかわからなかったが、自分達もとりあえず地上に戻もどることにする。気付かないうちに完全に包囲されていました、というようなことになったら目も当てられない。羽はね影かげには説得が必要かとも思ったが、意外にすんなりとついてきた。しかしさっきからずっと暗い顔で黙だまっているままだ。親友がああなっていたことがよほどショックだったのだろう。

　可か哀わい想そうだとは思うが──創そう詩しとしては、自分のことも考えないわけにはいかなかった。

　自分の目的。自分は全すべてそのために動いている。白玉を手に入れて、羽はね影かげに変こう換かんしてもらって、外にいる妹と連れん絡らくを取る。きっと心配しているだろう。泣いているかもしれない。声を聞かせてやらねば。たった一人の、対等な家族なのだから。

　地下室から外に出て、前庭の光景を見てすぐ、さっきの出来事の意味がわかった。

　彼らは、既すでに、完かん膚ぷなきまでに──桜さくら子この馬と化してしまっていたのか。

　自分も脱だつ出しゆつがもう少し遅おくれればああなっていたのかもしれない。耐たえ抜ぬいて妹に会うという強い目的がなければああなっていたのかもしれない。ぞっとする。

　彼らは肉体の全て、存在の全てで桜子の意に従う。盾たてとなり剣けんとなる。《首割れ》を自分の腕と引ひき替かえに殺し、子こ犬いぬの飛び道具を自らの身体からだで受け止める。だがその表情は快楽、愉ゆ楽らく、悦えつ楽らく。いくら血が流れても身体が傷ついても、桜子の鞭むちを一ひと振ふりその身に受けただけで、生まれ変わったように顔を晴れやかにしてまた立ち上がる──

　恐おそろしい。蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜子によって調教された、馬達。見ているだけで創詩もじっとりと汗を搔かいてくる。脳のう髄ずいに刻み込まれた反射として、身体の奥おくが疼うずいてくる。

（くそっ……）

　創詩は頭を振ってその感覚を忘れる。忘れようと努める。追従必須マストフオローのルールなどまっぴらだ。

　集中しろ。自分の目的。白玉はどこだ。妹の声を聞くために。

　見ていて気になったのは、桜子が旧写真館の建物のほうをまったく気にしていないということだった。つまり──おそらく、この建物の中のどこかに白玉が隠かくされているということは、ない。この混こん沌とんとした状じよう況きよう、いくらなんでもあそこまで気にしないとは考えられないからだ。自分達が双すご六ろくと二人でさんざん探して見つけられなかったこともその後あと押おしになる。

　では、どこにある？　わからない。だが、この期ごに及およんでは、もう考えられる可能性は消去法的に限定される。気にしていないということは、気にする必要がないほど近くにあるということではないか。たとえば、持ち運んでいるようなレベルで。

　だが実際に持っているわけではないだろう。その代わりとなるのは、百合ゆり原はら奏かなでという存在が常に傍そばにいるという事実。つまり、鍵かぎはおそらく彼女だ。彼女のＥＣ《完全風景写真entitled "world"》。

　つまるところ、こうなる──白玉はこの建物ではないどこかに隠されていて、そこに通じる道筋たる写真を、彼女達は持ち運んでいる。

（でも……？）

　巨きよ漢かんの肩に乗り、まさしく馬を操るようにその尻しりに鞭を振るう桜子の姿。レザーのコルセットだけを身につけた、あられもない姿。写真など持っているようには見られない。

　では、だ。持っているのは──




　創そう詩しは羽はね影かげの手を引くようにして（彼女はそれにも反応は示さなかった）移動する。子こ犬いぬの流ながれ弾だまに加え、《首割れ》に摑つかまれないように注意しつつ。避さけきれないときはカードから鉄パイプをプレイして道を開いた。そして辿たどり着ついたのは、この混こん沌とんとした事態の中で、必死に生き残ろうとしていた同じ立場の人間達たち──

　石いし堂どう幸ゆき也や達がいるところ。

「……無事だったか。その、羽影の捜さがしてた子は？」

　握にぎっていた手が軽く震ふるえた。創詩は反射的に握り返す。その力が少しでも彼女の悲しみを防ぐ盾たてになればいいと思った。

　しかし自分は自分で口にすべきことがあり、幸也の問いを無視する形で、

「──お前に一つ、頼たのみがあるんだ」
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【凍とう島じま雄ゆう一いち郎ろう　──《園その》前庭広場／中心部】




　近寄ってきた《首割れ》の腕をステップでかわし、カウンターで殴なぐり倒たおしつつも、雄一郎は子犬の様子を観察している。

「わんわんわーん、わんわわーん」

　鼻歌のように言いながら、左手の大円匙シヨベルを一ひと振ふり。刃やいばじみたその先せん端たん部ぶが《首割れ》の頭を切り飛ばす。いや、首を曲げていただけの《園》の生徒だったか？　まあ頭部が分かれたあとならば区別に意味はない。

　無言で飛びかかってくる桜子の手下達。当然ながら彼らもＥＣ能力を使用する。飛来してきた陸上の槍やりを、子犬はクラブで触ふれて操作した柵さくの破片で撃げき墜つい。その下を搔かい潜くぐるようにして別の男子が接近、子犬は左の大円匙シヨベルを下から掬すくい上あげるようにして攻こう撃げき──だが、見えない壁かべのようなものに弾はじかれた。甲かん高だかい音。手にもその衝しよう撃げきが伝わったか、思わず子犬は大円匙シヨベルから手を離はなしてしまう。好機と見たか、男子は恍こう惚こつとした表情のまま子犬に肉にく薄はくし──

「余所よそ見みはいけないよ、わんわん。犬も歩けば棒が返ってくるー」

　空中に弾かれて飛んでいた大円匙シヨベルは、状態的には、子犬の周囲に浮いている飛来物と何も変わりない。操作と強化の支配下にある。だから手を離したところで、それはまだ子犬が持っているのと同じだ。くるりと回転した大円匙シヨベルは、まさに畑を掘ほり起おこすが如ごとく、男子の後頭部にその先端を突つき刺さす。どうやら死角には壁は生み出せなかったらしい。

　既すでにその大部分が血で汚れた大円匙シヨベルを再び摑み取り、子犬は周囲を見回して、しかしそこでふらりと身体からだをよろめかせたように見えた。汗が浮いている。

「ボクは、ボクは、あー、なんだっけ、おなかへった、そうだ、わんわーん……」

　雄一郎は小さく息を吐はいた。大事なところなのだが。そろそろ限界か。ならば限界なりに働いてもらうとしよう。

「子こ犬いぬ。来い」

「えと……あー……はい！　なんですか、せんせー！」

　数すう瞬しゆんのぼんやりとした戸と惑まどいを経へて、子犬がぱたぱたと寄ってくる。雄ゆう一いち郎ろうはその頭を撫なでた。彼が首を縮めるのを見つつ、

「お前はよく頑がん張ばっている。だから特別な飴あめをやろう」

「特別な、飴、ですかっ！　わーい、やったー！」

「ああ、本当に特別だぞ。一生に一度しか食えないかもしれない。味わって舐なめろ……《生徒ウイツの正しい躾け方プレスキヤンデイ》」

　そうして生み出したのは、普ふ段だんの飴と見た目は変わらない。ただ、中身が濃いだけだ。

　元々麻ま薬やく的な成分を持つ雄一郎の飴だが、これは特にドーピング的な効力を発揮する。舐めればあらゆる力を瞬しゆん間かん的に引き上げることが可能だ。その代だい償しようとして身体と精神への負担が大きく──効果が切れたあとは、ほぼ確実に廃はい人じん化かするのだが。

「さあ、舐めろ」

「いただきまーす！　わんわん！　えへへ……」

　時間をかけていられる状じよう況きようではなかったが、少しは指先も舐めさせた。彼の口こう腔くうと舌の感かん触しよくを指先で楽しんだ。目を細めて、思う。

　この三番目の子犬は、愚ぐ鈍どんな生徒の中でもましな愚鈍さだった。自分の犬となることを選んだのだから。実験的に過ぎた一番目の子犬と、加減を知らずにすぐ壊こわしてしまった二番目とも違い、なかなかのバランスで維い持じできた。しかし何の役にも立たなくなるというのであれば、それはもはや子犬ではない。老犬だ。

　老犬は目の前の敵を追って走り去るべきだ。そして帰ってこなくなるべきだ。死体を片付ける手間が省ける。真の忠節とはそういうものだろう。

　それでは老犬。行ってらっしゃい。

「う……あ……？」

「特別な飴を舐めたお前は特別だ。今まで以上のことができる。もう加減はいらない。だから──目に見える俺おれ以外のものを、すべて、殺せ」

「あ……は……は、いぃぃぃぃ！」

　見開かれた眼光はもはや餓が狼ろうが如ごとし。足下の覚おぼ束つかなさは刹せつ那なに消え失せ、獣じゆう声せいをその場に置き去りに疾しつ駆くを開始。その行く手を塞ふさいだ二匹の《首割れ》。左側は大円匙シヨベルで両断、そして右側は、手中のクラブで軽く触れて──

《首割れ》の身体そのものを宙に浮かせ、空中で回転させ、凄すさまじい勢いで地面に垂直に叩たたきつけた。いや、正確には身体そのものではない。

　今までは、クラブで打って操作するものにはそれなりの制限があったのだ。重すぎるものは不可能。大きすぎるものは不可能。生物は不可能。

　だが、飴あめを舐なめた今の子犬にその制限はない。クラブで触れた着衣を完全に制御して、中の肉体ごと持ち上げることすら容易たやすい。

「まあ……可とする五点サフイシエント、なかなか素す敵てきな馬術競技ドレツサージユを見せていただいておりますわね。華か麗れいで大だい胆たん。いよいよ本領発揮というところでしょうか」

「……」

「しかし人間馬の扱あつかいにはわたくしも負けてはいられませんわ。さあ駄だ馬ばの方々、見せましょう、貴方がたの交差ハーフパスを、高足パツサージユを、足踏みピアツフエを、回転ピルーエツトを！」

　鞭むち。鞭。鞭。鞭の音。

　まさしく嘶いななきじみた歓かん喜きの声を上げ、彼女の兵士達たちが一層の活力を得て進み出る。五体満足のものもいれば、既すでに四し肢しを欠損させているものもいる。だがその誰だれも、桜さくら子この鞭と命令以外に重要事はないと全身で世の理ことわりに抗こう弁べんしていた。

　統率が取れている。人数分のＥＣ能力が起動する。対して子犬は一人。

　しかし子犬は動じない。既に自分にできることを感覚で理解しているのだ。

　そう──先程《首割れ》を触ふれただけで宙に浮うかせ、そして地面に叩たたきつけたのと同じに。

　彼は右手のゴルフクラブをそっと動かし、その先せん端たんで自分の衣服に触れて。

　飛ぶ。
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──《園その》前庭広場／端部】




　何の冗じよう談だんだ、と思わざるをえなかった。

　クラブで触れたあらゆるものを精密的に飛ばし、引ひき抜ぬいた大円匙シヨベルを以前の斧おの以上の斧として近接暴力を振ふるう。それだけでも手がつけられないと思えたのに──

　今や、彼は、宙を舞まっている。

　ゴスロリ風の衣装と相あい俟まって、まるでファンタジーの魔ま法ほう使つかいのように。フリルを翻ひるがえして自在に宙を舞う。しかし手にしているのはあくまでもゴルフクラブと大円匙シヨベルだ。

　さすがにずっと飛んでいられるわけではないようで、時折地面に下りて服に触れ直したりもしているが、それでも地を這はう人間と馬と怪かい物ぶつが簡単に捉とらえられるものではない。

　今までと違う角度から打ち込まれる飛来物。頭上から襲おそい来る一いち撃げき。桜子の兵士達が飛び道具的なＥＣ能力で反はん撃げきするが、子犬は宙で身を翻して避ける──

「ホンマに行くんかいな……」

「しょうがねえだろ」

　ちらりと金きん髪ぱつ巫女みこを見て、

「ついてこなくてもいいんだぜ。あいつが俺おれに頼たのんだのは……まあ、俺だから、ってことだろ」

「無理はせーへんよ。ていうか、はじめっから一人でイくつもりとかあかんてー。女の子いっぱいおるんやん？　誰だれか使うんが礼れい儀ぎやん？」

「相変わらず何言ってんのかよくわからんねーな……帰ったら教育的指導されるぞ」

「勿もち論ろん、する気よ」

「今回ばかりは私もだ。私がいない間に幸ゆき也やがそんな下ネタを言い合える外人美少女とただならぬ関係を築いていた件について追及しなくてはならない。パターソンフィルムのビッグフットが作り物だと証言したアメリカ人が受けたものもかくやという追及だ」

　しかめっ面つらの優ゆう理り、そして口角を持ち上げた表情の夜や子こをちらりと見る。理り法ほうは依い然ぜんとして寝ねかされている。優理のＥＣによる治ち療りようは既すでに済んでいるようなので、多分に精神的なものなのだろう。

「じゃ、まあ……お手て柔やわらかに！」

　頃ころ合あいを見て、幸也とリリスは走り出す。目的地は、眼前にある死地の中心。

　子こ犬いぬと桜子達が戦っていたところに、第三勢力の介かい入にゆうだ。事態が落ち着く前に目的を果たしたい。速度を緩ゆるめずに突つっ込こむ。

　頭上から風切り音、しかし金きん髪ぱつが揺ゆれるのが視界の端はしに見え、金属音が連続して響ひびいた。リリスが薙なぎ刀なたで子犬の何かを弾はじいてくれたのだろう。そちらの主な対処は彼女に任せることにする。

　幸也は桜子に向けて突っ込んだ。

「あら──貴方あなたも競技に参加を？　けれど未経験者は最下級ワンスターからどうぞ！」

　桜子が鞭むちを振ふるい、それに打たれた男子が恍こう惚こつとした表情で突っ込んでくる。幸也は適当に手に入れていた鉄パイプを迎げい撃げきとして振るった。しかし男子は拳こぶしを固めて、ただのパンチでその鉄パイプに対たい抗こう。骨が砕くだける嫌いやな感かん触しよくが伝わってくる。だが男子は頓とん着ちやくしない。怯ひるむこともない。骨が折れようが痛もうが、手という物理的体積があればそれでいいのだというように、ただ筋肉を総動員して拳を進ませ、結果として鉄パイプがぐにゃりと折れ曲がる。

（俺と違って、治んねえだろうに、よくやるっ……！）

　役立たずとなった鉄パイプを捨て、幸也は左手で彼を殴なぐった。変な角度で入ったためか、その幸也の左手にも痛みが走る。骨に罅ひびが入ったか。だが怯んでなどいられない。骨折り対決はまたの機会に。殴り合うことはせず、彼の脇わきをすり抜ぬけて前進。今度は女子。蹴けりを放ってきたので、その下を前転するように潜もぐりつつ、軸じく足あしを倒して時間を確保。さらに進む──もう少し。もう少しだ。

　あと数歩という間合いに入った瞬しゆん間かん、桜子の土台、椅い子す、馬──になっていた一番の巨きよ漢かんが初めて動いた。体格を生かした打ち下ろしの右。その存在を忘れていなかったわけではないが、彼女を肩に乗せたままこんな動きをするとは思わなかった──反応が遅おくれ、モロに顔面にくらう。揺ゆれる視界。意識に衝しよう撃げき。そして、

「あっ……まずい、止めきれんで！　よけて！」

　風切り音が背後から聞こえたかと思えば、肩口に大きな金属片が突つき刺ささっていた。子こ犬いぬが飛ばしてきたものだ。殴なぐられた比ではない──鋭えい角かく的な痛み。思わず膝ひざをつく。

　くすくす笑いがすぐ近くにあった。

「まあ、おわかりかしら。極めて不良の一点ベリーバツド、いえ、不実施の０点ノツトエグゼキユーテイツドに等しいですわね。ここに貴方あなたのような存在が来ても何もできはしませんわよ。手っ取り早く参加したいと仰おつしやるなら──言うまでもなく。わたくしの馬となるのが一番ですわ！」

　巨きよ漢かんの肩の上から、桜さくら子こが手を伸のばし──鞭むちの一いち撃げき。

　それはただ幸ゆき也やの背中に、服の上から触ふれただけに等しかった。だがそれでも。

「が、あ、あああああああっ!?」

　今度は、肩口の痛みすら遥はるかに凌りよう駕がする、純然たる痛みの中の痛み。痛みという概がい念ねんの結けつ晶しよう。

　それは痛いするどく痛いあつく痛いほそく痛いはやく痛いたかく痛いちかく痛いかたく。痛いこどくで痛いむじひで痛いむくで痛いひじよう。幸也は地面を転げ回る。自我が吹き飛びそうになるのを全力で堪こらえた。

「おや……その精神力は褒ほめてさしあげましょう。最大苦痛を与あたえてあげたのです、普ふ通つうならそれだけで気絶するものですが」

「あっ、ひっ、う、あ……」

　まずい。痛いひかり。痛いかみなり痛いならく痛いいんせき痛いたいよう千切れ痛いほしよく助け助け。涙なみだが勝手に流れて喉のどは情けない喘あえぎ。こんなの人間の甘かん受じゆできる感覚を物理法則的に逸いつ脱だつしている。人工的に精製された痛みの結晶。麻ま薬やくのように人間の針を振ふり切きらせるためだけに存在するもの。痛いうまれた。痛いしんだ痛いながれた痛いきえた痛いうまれたそうだ当たり前だこんな感覚の中にさらに射精するような快楽が混じったらもう人間なんて簡単に滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまって──

「まあ、いい悲鳴。なかなかの駄だ馬ばではありませんか。これが終わってまだ生きていたら貴方も地下で飼ってあげてもよろしくてよ？　うふ、うふふふふふ！」

　見上げる視界、鞭をしならせながら、上気した顔で笑う桜子。楽しそうで、気持ちよさそうだった。こちらに見せつけるように、舌を伸ばして、鞭の先せん端たんを舐なめる。空いた手はレザーのコルセットの胸に回され、その女性らしさを自ら愛あい撫ぶ。彼女の横にいる誰だれかがそれを羨うらやむような痛い勿もつ体たいないと思っているように視線を痛い痛い痛い──

「ぐ、あっ、つっ！」

「じゃま、じゃま、あああ、邪じやー魔まーだーよー。わんわん！　おなか！　おなか！　へった！」

　そこで痛みに耐たえる声をあげたのは幸也ではなくリリスだった。襟えり首くびが引っ張られるようにして持ち上げられるのを幸也は感じる。子犬の攻撃を何発か受けるのを代だい償しように、薙なぎ刀なたを幸也の服に引っかけて強引に救出してくれたらしい。

　脂あぶら汗あせ──痛い──だんだんと──酸素──荒あらい息。地じ獄ごくのような時間が徐じよ々じよに過ぎ去っていく。それでようやく、今までの自分の情けなさと──それでも身体からだを必死に動かした律りち儀ぎさを認識した。さすが自分だ。

「あらまぁ……あの駄だ馬ば、もう帰りましたわ。何がしたかったのでしょうね？」

「桜さくら子こ様、前に出るのはおやめください。万が一ということがあります。直接迎げい撃げきするより前に、私を盾たてにすることを優先させて──」

　何がしたかった？

　時間までにそこに置いてきたかっただけだよ、と幸ゆき也やは痛みの残ざん滓しの中に唇くちびるを曲げた。その簡単な行こう為いの代だい償しようがこの痛みとは、いささか割に合わない気もするが。

「約束は、果たしたぞ。あとは何とかしろよ──！」

　幸也は見ている。相変わらず、桜子の横に侍はべっている百合ゆり原はら奏かなでと。

　先程、その近くの地面に転げ回りながらも置いてきた、一枚のカードを。
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【近こん藤どう創そう詩し　──《園その》前庭広場／蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子この目前】




　規定時間の経過。自己のカード化が終了し、人間の姿を取とり戻もどした創詩は目を開ける。心構えしていた通りの光景。彼は約束を果たしてくれたらしい。

　ここは戦場のど真ん中。蘭乱爛崎桜子の間近。誰だれかが命を賭かけることでしか到とう達たつできない至し近きん距きよ離り。だから、目の前に、手を伸のばせばすぐ届くところに──王女と、その忠臣の姿がある。

　だから当然、手を伸ばした。

　人間の肩に乗った蘭乱爛崎桜子──ではなく、ただの肉の盾としてその横に佇たたずむ百合原奏に。

　はっと気付いた彼女が逃げようとするが、遅おそい。伸ばすのは両手。身を捻ひねった彼女の肩と腰に同時に触ふれる。

「《手札に無限の可能性あれカードアクシヨンフエイズ》！」

　意志を持つ人間をカード化することはできない。だからこのＥＣ能力は攻こう撃げきには使えない。

　だが、人間を包む服は人間ではない。

「っ……!?」

　奏の制服が一いつ瞬しゆんで搔かき消きえ、代わりに創詩の手中に二枚のカードが収まる。眼前には白く、女性らしい桜子の身体と比べれば華きや奢しやな奏の裸ら体たい。反射的に手で身体を隠かくす奏──だがその瞬しゆん間かんに彼女ははっと瞳ひとみを揺ゆらした。自分が何を奪われたのかに気付いたのだ。

　創詩はそれ以上は欲張らず、すぐさま間合いを開けた。

　たった今作ったばかりのカードをすぐに使用プレイ。脱ぬぎたてほやほやの女子の制服とスカート、そのポケットをまさぐり──目当てのものを、手に入れた。

　折おり畳たたまれた写真だ。

　開いてみる。ノートパソコン程度の大きさの写真。表面は暗く、写真に繫つながる空間が闇やみであることを示している。

「こんだけ小さいってことは、移動のためじゃなくて……」

　創そう詩しはその写真の中に手を突つっ込こんだ。指先に触ふれたもの。それは。

「この感じは……どっかの土の中か？　掘ほって、空間で切り取って蓋ふたをするようにして──そこにまた土を被かぶせれば完かん璧ぺきだな。実に悩ましい隠かくし場所だ。この写真を通してしかアクセスできない、他の人間にはそんな場所があることすらわからない、完璧な金庫の完成だ」

　そうして創詩は、適当にその暗くら闇やみの中で指先に触れたものを摑つかみ、そのまま手を写真から引ひき抜ぬいた。

　その手中に、光るのは。

　零こぼれんばかりの──白玉の山。




　にやりと唇くちびるを曲げる創詩。羞しゆう恥ちと屈くつ辱じよくで顔を赤らめている奏かなで。眉まゆを顰ひそめている桜さくら子こ。

　そして──

　もはやただ一つの命令しか頭に留めることのできない、忠犬。

「それがどうしたの？　わんわん」

　不思議そうにちらりと一いち瞥べつしたのみで、攻こう撃げきを再開。相手は誰だれでもよかったのだろう。それがたまたま、近くにいた金きん髪ぱつの巫女みこと、その近くでまだ蹲うずくまる男子生徒だったというだけだ。間の悪いことに、二人も創詩が取り出したものに一いつ瞬しゆんだけ目を奪うばわれていた。

　だから飛来した金属片を避けきれず、リリスと幸ゆき也やは身体からだのそこかしこを深々と抉えぐられ、新しん鮮せんな血を吹き出す。子こ犬いぬは大円匙シヨベルを手に、とどめを差すべく二人に飛行接近。容易に首を切り落とす得物を振ふり上あげ、降下の勢いと共に振り下ろしたところで、眼鏡めがねの女子が突とつ然ぜんリリスの前に飛び出してきて──

「止まれ、子犬ッ！」

「はい。せんせー」

　どこか虚うつろな目で、子犬はぴたりと動きを止めた。

　その手中の大円匙シヨベルの先せん端たん、刃やいばと化している鉄の縁ふちが触れていた羽はね影かげの首筋から、一筋の、血。

　それでも羽影は、彼を睨にらむように見上げたまま、視線を外さない。
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【蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子こ　──《園その》前庭広場／中心部】




　ふむ、と桜子は手て慰なぐさみのように鞭むちの先端を舐なめつつ、冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきする。

　白玉の隠し場所が見つけられ、近こん藤どう創詩に奪われた。だがヴァギー・クリリリスと石いし堂どう幸也は三み番つがい子こ犬いぬに攻こう撃げきされて死にかかっている。空気が読めない駄だ馬ばだが──あれは確かに脅きよう威いだ。遠えん距きよ離り戦も近距離戦も隙すきがない。触ふれただけで《首割れ》も人間も吹き飛ばし、自分自身すらも宙を舞まうためこちらの攻撃は届かない。だがあれは、さっき見た光景から考えれば、ドーピングのようなものだろう。そしてあれは、もはや限界が近い。人間馬が壊こわれる瞬しゆん間かんというものを見続けてきた桜さくら子こにはわかる。

　とはいえ、今は圧あつ倒とう的てきに不利。時間をかけて待っている間に押し切られてはどうしようもない。狙ねらうべきはあちらの男だ。凍とう島じま雄ゆう一いち郎ろう。あれが首しゆ魁かい。

（わたくしの鞭むちが届けばいいのですけれどね）

　先程、石いし堂どう幸ゆき也やに振ふるったときのことを思い出す。直接的な戦せん闘とうに使ったのは初めてだった。アドレナリンが出ている相手だからか、普ふ段だんのように全力の苦痛を与あたえても一いち撃げきで意識を焼き切れさせるというわけにはいかなかった。すぐ後退してしまったので追つい撃げきもできなかった。

　凍島雄一郎にこの鞭を入れるとして、勝利のためには何発必要だろうか？

　動きを止めるのに一発。完全に心を折るためにもう一発。

　そして最後に、最大限の快楽を含ふくんだものをもう一発。これで堕おちるだろう。ズボンを精液で汚しながら、みっともなく命いのち乞ごいをしてくるだろう。なんでもするから助けてくれと言ってくるだろう。そうすれば自分は「三番子犬に石堂幸也達たちを殺させ、その後自害するよう命令しろ」と言って──終了だ。

　あの沈ちん着ちやく冷静、自分以外の全すべてが愚ぐ図ずであると視線で断じているような顔の教師駄馬がそうなっていることを想像する。たまらない。

　必要なのは、三発だ。鞭を三発入れられるだけの時間。それまでに三番子犬がこちらを殺さないという絶対的な確証。それが欲しい。

　逆に言えば、それがありさえすれば、もはや勝利は確定する。

　さて、そのために、何か手はないだろうか──

「止めないこともできた。だが止めた。その意味がわかるな？」

　眼鏡めがねを押し上げながら、雄一郎が言った。その視線は創そう詩しに向けられている。

「……わからないな、先生」

「では教えてやろう。俺おれは愚ぐ鈍どんな生徒にも優しい教師だったということだ。だからはっきりと言ってやる。お前の手にある白玉を全て俺に寄よ越こせ。そうすれば子犬はこのまま武器を引くだろう。さもなくばどうなるかわからん」

「……っ！」

　彼が唇くちびるを嚙かむ。既すでに虚きよ勢せいを張る余よ裕ゆうもないのだろう。

　桜子はちらりと横を見下ろした。下着だけの姿になった奏かなでが、自分の身体からだを健気けなげに隠かくしつつ歯は嚙がみして創詩を睨にらんでいる。油断するからそうなるのだ。罰ばつとして下着も脱ぬげと命令したいところではあった。

　桜さくら子こは軽く息を吐はいてから、にこりと笑った。

「ではわたくしも提案を。近こん藤どう創そう詩しさん、泥どろ棒ぼうはよくないと思うのです。これは当たり前のことですわよね？　逆に言えば、その白玉を元の持ち主に返してくれるのでしたら、貴方あなたは泥棒ではない、よい子。よい子ならばわたくしが助けてさしあげてもよろしいですよ？」

「桜子様……！」

　非難するような奏かなでの視線。よほど鞭むちが欲しいらしい。

　創詩はこちらを見、無理矢理に唇くちびるを曲げ、

「そいつは……悪いが、信じられねーなー。妹がすぐバレるとわかってて噓うそついてるときと同じ顔だぜ。変に笑ってるんだよな、そーいうときは……」

　当然の反応。奏に命じて《完全風景写真entitled "world"》を解除させることも考えたが、既すでに彼はその手に対たい抗こうするためか、白玉のほとんどを摑み出して自分のポケットに移うつし替かえてしまっているようだった──ちなみに写真を何かが通とおり抜ぬけている最中は解除できないため、彼が手を突つっ込こんでいるときに強引に解除してその腕を空間的に切断するという手段は使えない。できるならとうの昔に命じている。

（さて、ではどういたしますかね……？）

　彼の身み柄がらを確保すれば事足りる。だが子こ犬いぬの存在が邪じや魔まだ。しかし今のうちがチャンスか。眼鏡めがねのクラス委員長に武器を突きつけている今なら、注意力はそちらに削そがれる。馬達たちを総力で創詩の確保に動かせば──

　と、考えていたときだった。

「さあどうした。早く決めろ」

　創詩がちらりと雄ゆう一いち郎ろうに顔を向け、ただ時間稼かせぎのように、

「でもさ……ハッタリだよな、それ。羽はね影かげはクラス委員だぞ。白玉の交こう換かんには絶対に必要だ。悩なやましいよな。お前達には絶対に殺せない」

「やれやれ──」

　雄一郎は嘆たん息そくし、また同時に、桜子も嘆息する。

　この膠こう着ちやくした状じよう況きようが望ましくないことくらい、それはあちらにも理解できて当然のことだったのだ。だから雄一郎は、桜子がもし同じ立場だったらそうするだろうなと思うことをする。

　自分の要求を伝えた。拒きよ否ひされた。次の行動に出るきっかけとしては、それで充じゆう分ぶんだ。

　長々と話し合う必要はない。彼はお願いをしていたのでもない。本当に──今の要求は、彼の優しさが故ゆえだったのだ。あるいは、ただ、代わりを見つけるのが面倒臭かった故。

「もう少し大局的に物事を見るべきだったな。そこにある多量の白玉と、クラス委員──どちらも有用ではあるが、それでも不等号を使った場合の向きは明白だ。そしてそこにイコールは含ふくまれない。つまるところ、これまでの時間経過そのものに等しい白玉に替かえは効かないが、クラス委員は他ほかにも生き残りがいる──とりあえず白玉だけを確保しておいて、交換は改めて別の奴やつを探せばいいという考えには至らなかったのか？」

　そして彼はあっさりと、

「子こ犬いぬ。もういい。そいつも殺せ」

「……は……い！」

　停止していた大円匙シヨベルが再び動き出し。

　予定調和のように、知ち立りゆう羽はね影かげの首筋から、真新しい鮮せん血けつが飛沫しぶきを上げた。




　絶望的な表情で目を見開く創そう詩し。

　愚おろかな駄だ馬ば。こちらの話を聞いていれば、少なくともそうはならなかったかもしれないのに。

　さて、状じよう況きようは少しだけ変わった。子犬は邪じや魔まな荷物を投げ捨てた。自分達たちはどう動くか──

　しかしそこで桜さくら子こは眉まゆを寄せる。

　さらにもう一つ、状況が変わったのだ。

　それはあるいは、自分達にとっては──幸運なことに。

「は、あ、あああ、っ、わん、せん、せんせー、せんせー、ボク、おなかが、食べたい、飴あめ、くだ、せンせーボクはボクは子犬でボク？　ゴルフ？　練習しなきゃ──」

　彼が、不意に呼吸を荒あらくして。

　自らの顔を手で覆おおい、肩を激しく痙けい攣れんさせ──持っていた武器を、取り落としたのだ。

　そのときの雄ゆう一いち郎ろうの反応は、桜子が、楽しんでいた駄馬がもう走れなくなったのに気付いたときと同じ。

「ち……そろそろ捨て時か」

　ただ舌打ちをしただけだった。
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【白しろ鷺さぎ理り法ほう　──《園その》前庭広場／端部】




　声が。

　聞こえた気がしたのだ。

　だから、地面に寝ねかされていた彼女は、薄うす目めを開けた。

　近くにいるのは、見知った顔。薬やく園えん坂ざか優ゆう理り。才さい連れん夜や子こ。そんな二人が見ているのは。

　ああ、あそこにいるあの子は、もしかして──？
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【近こん藤どう創詩　──《園》前庭広場／中心部】




　鼓こ動どう。うるさい。止まれ。

　瞳ひとみ。彼女から離れない。今は。

　考えろ。考えろ。彼女はきっと、まだ。だから迅じん速そくに。何かを。自分に。できること。

「──」

　知ち立りゆう羽はね影かげ。出会った彼女。妹の声を聞くために必要な彼女。だがそれだけではない、断じてそれだけではない。彼女は自分を信じてくれた。必要だったからだとしても信じてくれた。この自分という存在を信じてくれる、あの視線──それはかつて、あの帰り道で初めて気付いた妹の視線と、どこか似ていた。

　そんな彼女は、今、首から致ち死し量りようの血を流して倒たおれている。切断されていないのが不思議なほどだ。彼女に庇かばわれたリリスは依い然ぜんぐったりとしたまま。その近くにいる幸ゆき也やは傷を治して立ち上がろうとしているようだが、遅おそすぎる。慌あわてて駆かけ寄よろうとする気配を見せている薬やく園えん坂ざか優ゆう理り達たちも同様だ。

　何かができるのは自分しかいない。

　そして敵達しかいない。

　雄ゆう一いち郎ろうは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔。子こ犬いぬはぶつぶつと何かを呟つぶやきながら蹲うずくまっている。だがまだ油断はできない。ひょっとしたら彼の次の一言で立ち上がって、今度こそ彼女の首を切り離すかもしれない。今度はこちらの心臓を抉えぐり出だすかもしれない。

　桜さくら子こは薄うすく笑った表情。馬の数は残り少ない。だからこそ慎しん重ちように事態の推移を見守っている。それでいていつでも動き出せるように準備をしている。

　──ああ。仕方ない。

　──もう。仕方ないだろう。

　──諦あきらめるしかない。

　──それ以外の、本当に大事なものの、ためなら。




「《手札に無限の可能性あれカードアクシヨンフエイズ》」




　創そう詩しは、奏かなでの写真の先から摑つかみ出だし、無理にポケットに突つっ込こんでいた多量の白玉を──全て纏めて、カード化する。複数個の物品であっても、それが一ひと括くくりにできるものならカード化は可能だ。

　創詩は《白玉・八十三個》と表面に描えがかれたカードを、雄一郎と桜子達に見せた。そして、

「──わかった。おれは降りた。白玉はここに置く。このカードを破れば誰だれがやっても元に戻もどる。あとはお前らで勝手にしろ。おれは羽影を助けたいだけだ」

　一方的に言って、カードを足下に置く。

　雄一郎と桜子の視線がお互いに向くのが見えた。そうだ。意識しろ。その間に、自分は自分のすべきことをする。

　血だらけの羽はね影かげに駆かけ寄よる。ないよりはマシだ。布のカードを使用プレイし、傷口を押さえた。当たり前だがそんなことで血は止まらない。なるべく慎しん重ちように抱かかえ上あげようとする。

「お、いっ……動かすな、余計に、血がっ……優ゆう理りを呼んでこいっ……」

　吐と血けつしながら、しかし致ち命めい傷しようだけはなんとか治したらしい幸ゆき也やが言ってきた。かろうじて動ける、といった状態の彼に言うのは気が引けるが、頼たのまねばならない。

「──わかってる！　だが動かす必要があるんだ！　彼女のところに運ぶぞ。お前はリリスの身体からだを頼む」

「なんっ……くそ、わかったよ……！」

　理解はできないだろうが、一ひと睨にらみすると、彼は何かを感じ取ってくれたらしい。こちらも大おお怪け我がを負ったリリスの身体を抱えて、後退する。

　そうだ。この場を一刻も早く、そして可能な限り遠くまで、離れなければならない。

　なぜなら──
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【三■■犬、あるいは■鷺■理　──《園その》前庭広場／中心部】




　ボクは、ボクは。ボクはボクは。せんせー。どこ。どこ。お姉ちゃん。誰だれ？

　痛い頭が痛い舐なめたいせんせーのを。味・涎よだれはとてもボクが啜すする。あああ、あああああ！

　目を開きます。ノイズ■視界■涙■あそこにいるのは誰わかりません。あそこにいるのは誰わかりません。あそこにいるのは誰せんせー──そう、せんせーです。自分の一番大切なひと。確か。確か。きっと。そのはず。美味おいしいから。

　動どう悸きに喘あえいで、酸素は何処どこ。顔を上げたらもう一人。髪かみの隙すき間まに誰かが見えた。誰かと何かをやっていて、言う。動かす必要がある。

　察知──何かを。企たくらんでいる。

　だから、蹲うずくまってる場合じゃないよ、ボク。立ち上がって、さあ、行こう。

　そうしなきゃ、美味しい飴あめは、もらえない。
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【凍とう島じま雄ゆう一いち郎ろう　──《園》前庭広場／中心部】




　溜ため息いきをついた。自分の足を動かさねばならないとは。

　ゆっくりと、進む。ちょうど反対の方向から、いかにも愚ぐ鈍どんそうな巨きよ漢かん生徒の肩に乗った蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子こも歩いてきている。手て駒ごまの数は、その巨漢を除けば、二。

　中間点にあるのは、先程近こん藤どう創そう詩しが地面に置いたカード。

　どちらもそれを目指している。だが目的だとは限らない。辿たどり着ついて手を伸のばした瞬しゆん間かんがどちらにとっても隙すき。先に取るべきか。取らせて襲おそうべきか。思案のしどころだ。猶ゆう予よは数秒。

　戦力？　子こ犬いぬは壊こわれたが問題はない。今まではリスクマネジメントの判断として前に出なかっただけだ。そのリスクを冒おかす価値がある場面今ならば仕方がない。

　歩調を少し上げた。それに反応してか、桜子の馬の二匹が同時に突つっ込こんできた。一匹は顎あご先さきをピンポイントで打うち抜ぬいて脳を揺ゆらす──人間としての感覚がずれていようが痛苦と快楽に飲み込まれていようが、人体の仕組みが変わったわけではない。彼らは剝むき出だしになった足の骨を杖つえとして歩けるのかもしれないが、脳のう震しん盪とうを起こした状態で歩ける人間はいない。

　もう一人は──さすがに同じように意識を刈かり取とるというわけにはいかなかった。摑つかみかかって動きを封ふうじようとしてくる手から逃のがれ、アウトレンジからの連打で対処。ダメージを与あたえるのが目的ではない。そう──その向きで──そのまま──そこだ。

　とん、と胸を突くように押す。身体からだに徹とおるダメージはないだろうが、充じゆう分ぶんだ。

「ア……オオ……」

　背後に忍しのび寄よっていた《首割れ》に、その身体を押しつける。混こん沌とんとした周囲の状じよう況きようとして忘れてはならない一要素。与えられた数式は全すべて利用するのがエレガントだ。

　背後から《首割れ》はその生徒の首筋にかぶりついた。ぼりぼりぼり。

　残るは──桜子と、彼女を乗せた巨きよ漢かんの馬のみ。

「極めて不良の一点ベリーバツドですわ、先生。大切な教え子になんてことを」

「愚ぐ鈍どんだな、蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子こ。大切な生徒などというものは存在しない。俺おれの中にも、この世界にも」

「それはいけません、とてもいけません。教師も間ま違ちがえば叱しかられるべきなのではないでしょうか？　他の先生がたがいらっしゃらないようですので、僭せん越えつながらこのわたくし、蘭乱爛崎桜子が代わりに折せつ檻かんの役目をお引き受けいたしますわ！　ああ、教師という馬種をこの鞭むちで調教できるなんて、なんという──十点満点エクセレント！　さあ、わたくしの鞭でお啼なきなさいッ！」

　最後の障害だ。桜子が椅い子すとしている生徒はよほど頑がん丈じようなのだろう。彼女は何度も連続して、まさしく鞭を尻しりに入れる。火が入れられた蒸気機関車のような勢いで飛び出してくる彼。

　上に乗っている彼女の鞭を食らいたくはない。とはいえそれに意識を向けすぎると馬の攻こう撃げきを食らうだろう。アウトレンジで回かい避ひ中心に向こうの体力の消費を待ち、反はん撃げきの機会を──と、拳こぶしを握にぎって構えを取ったところだった。

　視界の端はしで。地面に置かれていたあのカードが、浮かび上がったのだ。

　そしてふわりと横に飛んでいく。

　勝者の景品たる、白玉のカード。あれを手に入れれば。こんな愚鈍な生徒達たちと戦う必要もなくなる。先に確保できるか？　わからない。やってみなければ。

　反射的に、雄ゆう一いち郎ろうはそのカードを追った。

「お待ちなさいッ！」

　桜さくら子こも追ってくる。さらに鞭むちが入る音。土台となっている馬の興こう奮ふんの吐と息いき。射精すらしているかもしれない。真横あたりを走っている。ほぼ互ご角かく。

　もう少しで届く。あれは俺おれのものだ。さらに踏ふみ込こみ、ぐんと手を伸のばしたところで──

　雄一郎は過あやまちを悟さとった。

　お待ちなさい、と桜子は言った。つまりこれは彼女が意図したものではない。そして、風がまったく吹いていないのに、カードが飛ぶわけがない。ならば──

　このカードは、誰がどんな意図で動かしているのだ？




　答えは──まず、鼻び孔こうに届いた。

　そして。
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【近こん藤どう創そう詩し　──《園その》前庭広場／端】




　カードは創詩の意志によってある程度は動かせる。煙えん幕まくのカードを使ったときと同じだ。精密な動きができるわけではないが、ある方向に飛ばすくらいなら造作もない。

　そして今──雄一郎と桜子が、創詩が動かしたカードを追っている。

　桜子は、あるいはそれを子こ犬いぬが何かをしたからだと思っているかもしれない。雄一郎は逆に桜子が何かをしたのかもと。何にしても、彼らのそれは反射的な行動だろう。だが創詩は、ほんの数秒、距きよ離りにして十数メートル、彼らを移動させるだけでよかった。

　ある場所に近付けるだけでよかった。

　カードが飛んでいったのは──旧写真館の壁に開いた、地下室への進入路たる穴。

　言いい換かえるなら、そこに突っ込んで横転したままの、バスの車体。それは油の臭においを漂ただよわせて死んでいる、巨きよ大だいな機械の塊かたまりだ──

　桜子達たちはその不吉さに気付いたかもしれない。だが遅おそい。

　カードは地面に置いたときに既すでにすり替かえていた。いつか双すご六ろくに言った通り、少しばかりのカードテクニックは自分も持っているのだ。

（戦うのは嫌いやだ。殺し合いなんて馬ば鹿かげてる。勝ち負けなんてカードゲームで決めればいい。でも──）

　嘆たん息そくして。

（お前らは、羽はね影かげを殺そうとした。あいつだけは、殺されちゃ困るんだよ）

　飛んでいったカードがバスの車体下部、燃料タンクがあるあたりに貼はりつく。反射的にカードを追ったせいで、桜さくら子こ達たちは充じゆう分ぶんにバスに近付いていた。

　だから、ここでカードを使用プレイするだけでいい。

《火に塗れた灯油ストーブ》と描かれているそのカードを。

　なんでも準備しておくものだ、と思った。双すご六ろく達が見つけたあの集会所での作戦会議の際、作っておいた切り札。そこにあった灯油ストーブに、リリスの火か炎えん薙なぎ刀なたで火をつけてもらい、本格的に火が回る一いつ瞬しゆん前にカード化したものだ。そうすれば、カードの中のおにぎりが乾かん燥そうしないのと同じく、《その瞬しゆん間かん》が保存される。解除プレイした瞬間に火が完全に回ることになる。当初は手投げ爆ばく弾だんのように、カードを直接敵に投げるなりなんなりして使うつもりだったが──こうして使えば、より効果的だ。




　火だるまになった灯油ストーブの炎は、当然のように車体から漏もれたガソリンに引火し。

　そしてバスが大だい爆ばく発はつした。
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【■■■犬、あるいは■鷺■■　──《園その》前庭広場／バス近辺】




　戦せん慄りつが意識を瞬間的に引ひき戻もどした。

　咄とつ嗟さに追いかけていた。だって自分はそういうものだから。

「──せんせーッ！」

　自分のＥＣ、《ホールインワン専用のクラブアイアン・フオー・エース》で自分の服を撫なでて制せい御ぎよし、弾だん丸がんのように飛ぶ。バスに近付いていた彼の身体からだを、どん、と強く押した。代わりに身体を入いれ替かえてその位置に入った。

　その瞬間──圧あつ倒とう的な暴力の、音の、波の、炎の、光の、黒の、熱の、奔ほん流りゆう。

　身体が捻ねじ切きられそうな衝しよう撃げきと共に吹き飛ばされて、

　土ではない、硬かたい感かん触しよくが全身を強く叩たたく。

　せんせーは無事だっただろうか。

　ところでせんせーとは誰だっただろうか。

　振しん動どう──暗転。
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【愛あい眼がん双六と井い伊い秋あき津つ穂ほ　──　旧写真館／内部】




　走り、《首割れ》の手を搔かい潜くぐり、ときには二階の窓から突つき落おとしたりしつつ、懸けん命めいにヘムの姿を追う。彼女は背の低さが幸いしてか、《首割れ》の手に捕つかまるようなことはなく、パニックに陥おちいったように、ばたばたと短い足を動かして走り続けた。

「ちょっと、待て、待ってってばー！」

「ホラホラ、美味うまいカロリーメイトあるぞー。こっち来たら食べさせてやるぞー！」

　秋あき津つ穂ほと双すご六ろくの声にも答えず、ヘムはさらに走る。秋津穂達たちはさらに追う。階段を上って到とう達たつした二階の廊ろう下かをぐるりと回ってまた階段を下り、再び一階へ。秋津穂は階段を透とう過かしてタイムを縮めるが、階段の途と中ちゆうで見つけた《首割れ》の足を文字通り引っ張ってその隙すきに双六がキックを入れて、とやっているとタイムが相そう殺さいされる。

　それでも次第に距きよ離りは縮まってきた。揺ゆれるふわふわの金きん髪ぱつがすぐそこに。

「もう、少、しっ……！」

　油の臭においがどこからか漂ただよってくる、一階の廊下。その端はし付近。

　秋津穂がヘムに向けて手を伸ばし、その懐なつかしい髪かみの感かん触しよくを手に入れかけた、そのとき。

　轟ごう音おんと共に世界が鳴めい動どうした。

　衝しよう撃げき波はで倒たおされる。そして次の瞬まばたきの間に全すべては一変している。天てん井じようを見上げる視界、瓦が礫れきが落下してくるのを見、慌あわてて《[image: ∞]メートル自由形アクアテイツク・ライフ》でそれを透過。秋津穂の頭とほとんど同じ大きさの瓦礫が、しかし頭部を潰つぶして入いれ替かわることはできずに床ゆかを穿うがつ。身を起こす。

　滅め茶ちや苦く茶ちやだ。滅茶苦茶だ。何かが焦こげる臭におい。油の臭い。炎の赤。揺れている。地じ震しん？　違う、この建物だ。がらがらがら。瓦礫はさっきので終わりではない、延々と、延々と。今まで廊下であった場所は、もはや四角く切り取られた空間ですらなくなっていて──

　その奥おくに、舞まい散ちる粉ふん塵じんと煤すすと埃ほこりの向こうに、微かすかに金色が揺れるのが見えた。

「ヘムっ……！」

「アキ！　もう無理だ、行くな！　この建物、崩くずれるぞ！」

　こんな力が出せたのかと思えるほどの強さで、腕を双六に摑つかまれる。そのまま後方に引きずられた。人体は透過できないので彼の手は外せない。届かないのはわかっていて、ただ手を伸ばすしかなかった。

　そうして、最後に見えたのは。

　廊下の先の天井が、一ひと際きわ大きな音を立てて崩れ落ち──

　たった今金色が見えていた場所を、粉塵を撒まき散ちらして完全に押し潰す光景だった。
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【凍とう島じま雄ゆう一いち郎ろう　──《園その》前庭広場／中心部】




　目を──開ける。

　視界がぼやけている。全身に数え切れないほどの痛み。ぬるりとした血の感触。どこが骨折し何ヵ所に傷を負っているのか──わからない。わからないが、わからないと思えるということは、まだ生きているということだ。

　ぼやけた視界は眼鏡めがねがないためだった。吹き飛ばされている。ああ、思い出した。自分も吹き飛ばされたのだ。バスの爆ばく発はつ。やってくれる。愚ぐ鈍どん愚鈍愚鈍！　しかし寸前に子こ犬いぬが飛び込んできたおかげで、雄ゆう一いち郎ろうが吹き飛ばされたのは柔やわらかな地面があるほうだ。だからこの程度で済んでいると言える。

　そうでない人間は──建物のほうに吹き飛ばされて──

　ぼんやりとした視界の中、それを見た。確認した。

　笑えてくる。

「ふふ、ふふ、くっく。ははは、はははははは…………あ？」

　その衝しよう動どうを不意に止めたのは、胸に感じた小さな重みだった。

　視線を、周囲から自分の胸の上に戻もどす。

　下着姿の女子生徒が虚うつろな顔で雄一郎の身体からだに馬乗りになっていた。そしてナイフを雄一郎の胸に深々と突つき立たてていた。

　彼女はその虚ろな表情のまま、言う。

「──桜さくら子こ様が。死んでしまいました」

　そんなことは知っている。それがどうした。あそこに転がっている。建物のほうに吹き飛ばされて壁かべに全身をぶつけて首の骨を折ってありえない方向に顔を向けている。身体をあちこち吹き飛ばしたあの巨漢馬と一いつ緒しよにあっさり間ま抜ぬけに愚鈍に死んでいる！

「──死んでしまいました」

　声は静かで、まるで楽しくもない絵本を読んでいるかのようで。

　雄一郎の身体に埋うめ込こまれたナイフの刃はがすっと引ひき抜ぬかれ、また違う場所に差さし込こまれる。鋭えい利りな痛みだ全身の痛みに加わり凌りよう駕がする新しく新しん鮮せんな痛み痛み痛み！

「や、め……っ」

「死んでしまいました」

　ざく。ざく。ざく。ざく。畑を耕すように刃が雄一郎の身体に出し入れされる。ざくざく。ざくざくざく！　リズムがだんだん早く。それでも彼女の顔と声は変わらない。

「おっ、が、っ、あッ……おい、待っ……」

　腹が開かれた。意識が飛びそうになる。許されない。内臓を搔かき回まわされる感覚に慣れたところに別の鋭えい敏びんな部分を切り取られて強制的に覚かく醒せい。機械的に振ふり上あげられるナイフに引っかかっているのは、自分の──

「た、す……たすけ……助けろ、助けろ、助けろ助けろ助けろ子犬ッ！　子犬子犬子犬ッ！　どうした、た、す、たすけろ……この、役立たず、がッ……ああああああああ！」




　その声に応こたえるものは。

　当然のように、なかった。
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──《園その》前庭広場／端部】




「噓うそだろ。こんな……」

　事態は一いつ瞬しゆんで変化した。横転したバスの大だい爆ばく発はつによって、雄ゆう一いち郎ろうと桜さくら子こ達たちは吹き飛ばされ、老ろう朽きゆう化かした建物はその衝しよう撃げきで完全な崩ほう壊かいを始めている。

　幸也はただそれを見ているしかなかった。創そう詩しが無茶をしてでも羽はね影かげを移動させた理由がわかった。あのままあそこにいれば、桜子達ほどではなくとも、少なからず爆発の影えい響きようを受けていただろう。

「ああ、教育的指導だわ、ホントに教育的指導だわ、近こん藤どうっ！　やりすぎよ！」

「悩なやましいとは思ったさ！　それより──」

「やることはやってるわ！《マスター・オブ・インファーマリィ》……！」

　優ゆう理りは運んできた羽影とリリスの治ち療りように手て一いつ杯ぱいだ。二人とも、どうやらかろうじて命の鎖くさりを繫つなぎ止とめることはできたらしい。予断を許さない状じよう況きようではあろうが。そして、彼女達の命を繫ぐ両手を離はなすことができないから、あるいは彼女にとっては複雑なことに──

　その爆発事件の生存者であり、しかし新たな事件の被害者となった彼の悲鳴は、ただ聞くことしかできなかった。

　虚うつろな顔の奏かなでが馬乗りになって、雄一郎にナイフを振ふり下おろしている。

　悲鳴。悲鳴。絶ぜつ叫きよう。血を吐はく。子こ犬いぬを呼ぶ。痛つう罵ばする。返事はない。やがて彼の声は聞こえなくなり、それでもまだ、奏はざくざくと彼の身体からだを陵りよう辱じよくしていた。

　桜子は首をあらぬ方向に捻ねじ曲まげていて動かない。彼女を庇かばったのか庇わされたのか、下にいた巨きよ漢かんは身体のあちこちを吹き飛ばされていてこちらも動かない。

「……擦すり傷きず切り傷なら、保健室のせ──おほん。保健委員には、お手の物なのだろうがね。ハリウッド級の爆発事件には、そりゃ眉まゆを顰ひそめるものだろうさ。その暴力は圧あつ倒とう的だ。治療とかそういう段階をすっ飛ばしている──」

　崩壊しつつある写真館のほうを見ながら、夜や子こがそう言った。

　そのとき──衣きぬ擦ずれの音がして、誰だれかが立ち上がった。

　治療中の羽影達ではない。

　地下室を出てから今まで、眠ねむるように目を閉じていた、理り法ほうだった。

　彼女は──歩き出す。前方にまっすぐ顔を向けて、歩き出す。

　──見ていたのだと、幸也は悟さとった。

「お、おい、理法」

　バスの爆ばく発はつに吹き飛ばされたのは、もう一人いた。寸前で雄ゆう一いち郎ろうと体を入いれ替かえた人間。代わりに桜さくら子こと同じように、崩くずれ落おちる建物のほうに向かって吹き飛ばされた人間。彼女とは違って、もはや穴だらけとなった建物の中に放ほうり込こまれ、その姿が窺うかがえない人間──

　それは、三み番つがい子こ犬いぬ、ではない。

　彼女にとっては。

「……はい。ちょうど、目が覚めて。見えました」

　足を止めないまま、肩越しに振ふり返かえって、彼女は微び笑しようで言った。

「一ひと目めでわかります。あれは宗そう理りくんです。だから──行ってきますね？」

　歩いていく。瓦が礫れきが続けざまに崩れ落ち、崩ほう壊かいが崩壊を呼んでいる建物に。

　──いや。無理だろう。駄だ目めだ。彼女の気持ちはわかるが。

　手て遅おくれだ。もう、完全に、手遅れだ。あんなところに入ればただでは済まない。そこに飛び込んだ子犬が、彼女の弟が、今、どんな状態であろうと。確実に、建物自体が、もう──

「理り法ほう！　危ないわ、戻もどりなさい！」

「そうだ。残念だが──止めておいたほうがいい。二次被害が生まれるばかりだ」

　優ゆう理りと夜や子この声も、既すでに、それではあるのだろう。

　さらに幸ゆき也やも言うしかなかった。理法を絶対に止めねばならなかったから。

　死ぬとわかっている場所に向かわせることは──できないから。
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「理り法ほう！　命令だ、行くな！」

　彼女はもう一度、振ふり返かえって。

　やはり、にこりと笑って。




「嫌いやです」




　幸ゆき也やが見る、はじめての。

　笑顔での。

　命令に対する、拒きよ絶ぜつ。




　理法はそれきり、こちらを振り返ることなく走っていった。

　そして彼女が崩くずれゆく建物の中に飛び込んで数秒後、かつてない轟ごう音おんと共に、建物の全すべてが崩れ落ち、その姿を完全に覆おおい隠かくして──




　それ以降、幸也達たちが白しろ鷺さぎ理法の姿を見ることは、なかった。

　二度と。










　　エピローグ







【百合ゆり原はら奏かなで　──《園その》前庭広場／彼女の隣となり】




　周囲がうるさい。何かがめきめきと音を立てて崩くずれ落おちる音。

　邪じや魔まはしないでほしかった。この《園》は彼女の王国なのだ。一番の臣下が自分なのだ。

　彼女こそが世界。自分はただそれを観測する写真機。

　彼女という風景、彼女という人物が、すなわち唯ゆい一いつ記録に残る意義があるべきものだ。

　その被ひ写しや体たいが失われたのならば、写真機に価値はない。

　もう動かなくなった教師の身体からだの上から離れて。

　目を見開いたまま、首をあらぬ方向に捻ねじ曲まげている彼女の横に、奏はそっと横たわった。

　身体を少し傾かたむけて、その寝ね顔がおを見つめる。毎晩そうしていたように。

　幸せな顔で薄うすく笑って、起こさないように小声で語りかけた言葉も、そのときと同じだった。

「ずっと一いつ緒しよですよ。桜さくら子こ様」

　そして彼女は躊躇ためらうことなく、既すでに血に塗まみれていたナイフを自らの腹に突つき立たてて。

　桜子と同じ場所に行った。
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【石いし堂どう幸ゆき也や　──《園》跡あと地ち】




　周囲には、もう、何もなかった。

　あるのは残ざん骸がいだけだ。完全に崩ほう壊かいした写真館の残骸。なおも蟠わだかまる粉ふん塵じんの気配、重みに苦しむ資材が軋きしむ音、どこかで火の気が燻くすぶっているのか、何かが焦こげる臭におい。

　人間の死体、すなわち生の残骸。《園》にいた一般生徒達たちの死体。桜子に馬とされていた生徒達の死体。建物の間近にいた桜子と奏の姿は、最後の崩壊で共に飲み込まれて、既に見えなくなっている。腹を滅め茶ちや苦く茶ちやに抉えぐられた凍とう島じま雄ゆう一いち郎ろうの死体は見える。それ以外には、《首割れ》の死体──死んでいたものの死体。

　傷の治ったリリスが、後片付けのように薙なぎ刀なたを振ふるって、見える範はん囲いにいた《首割れ》達を片付けていた。それにより、周囲の直接的な脅きよう威いはあらかた排はい除じよされた。

　直接的な。あらかた。

　わかっている──この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】において、脅威がない場所など、ない。

　これだけの血の臭い。新たな《首割れ》の群れはいくらでも来るだろう。トラックが衝しよう突とつし、建物が崩ほう壊かいした轟ごう音おんは遠く響ひびいたはずだ。何があったのか、と新たな生徒達が今まさにここを目指しているところかもしれない。それが好戦的な存在であった場合の危険性。

　安全性だけを考えるなら、今すぐこの場所を離はなれるべきだった。

　けれど──まだ。もう少し。

　足は動かない。地面に座すわり込んで、幸ゆき也やはただぼんやりと、崩くずれた写真館を見ている。

　左の肩には、優ゆう理りの重み──隣となりに座っていたが、《マスター・オブ・インファーマリィ》をフル使用したための疲ひ労ろう感かんに負け、幸也の肩に今は頭を預けている。

　背中には、夜や子この重み──幸也と優理、二人の背中を背もたれ代わりにして座っている彼女。

　この重みが、意味なのだ、と幸也は思い込もうとした。

　何もかもがなくなったこの光景の中で、唯ゆい一いつ手に入れた、意味。

　この二人の重みだけは、未いまだ、ここにある。失わずにいられた。取とり戻もどすことができた──その価値だけは疑いようがない。

　しかし逆に言えば、それ以外は、全すべて疑問だらけだった。

《園その》のことを思い出す。当初は素晴らしい楽園なのかもしれないと思っていた場所。戦うことなく、幸せに暮らすことだけを考えて、白玉の排はい出しゆつを重視した一団。名前を知らない、おにぎりを出してくれた彼女の記き憶おく。

　蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜さくら子この存在と、彼女が行っていたことは、言うまでもなく狂きよう気きの発はつ露ろだ。悪。

　だが──《園》という場所の理念、方向性自体は、どうだったのか。

「人を殺したりしないで前に進めるなら、そりゃそれが一番なんだけどな……」

「……その結果が、これだ。皮肉なものだね──」

　独ひとり言ごとだったのだが、背中の夜子がぽつりと返してくれる。彼女も同じようなことを考えていたのだろう。最も死から縁遠い楽園を目指していたはずの場所には、今は、死しかない。

　死。そうだ、と思い出した。この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】においては、死こそが栄養。

　後片付けをせねばと立ち上がろうとしたとき、足音が近寄ってきた。

「──よう」

《首割れ》の掃そう除じを終えたリリスと羽はね影かげ──そして、幸也がやろうとしていた栗くり拾ひろいを先に済ませていたらしい、創そう詩し。

　さらに別方向から、肩を落として溜ため息いきをついているばかりの、双すご六ろくと秋あき津つ穂ほ。

　たとえ周囲に死だけが満ちていたとしても。

　自分達たちは、生きている。

　これからのことを考えねばならなかった。
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【近こん藤どう創詩　──《園》跡あと地ち／彼らの前】




　再び漂ただよい始めた緊きん張ちよう感かんは、気のせいではないのだろう。しかしとりあえずは、誰だれもがそれを感じないふりをして、気付いていないふりをして、話を進める。

　有あり体ていに言えば、戦利品の分配についてだ。

　愛あい眼がん双すご六ろくと井い伊い秋あき津つ穂ほが求めていたもの。凍とう島じま雄ゆう一いち郎ろう達たちに連れ去られていたヘムの確保。それは成功し、しかし結果的には──

「なんだかなぁ……」

「なんだかねぇ……」

　彼らは徒労に満ちた顔で肩を落として溜ため息いきをついている。飄ひよう々ひようとしているようであるが、それが強がりなのか、二人らしいドライさなのかはよくわからなかった。

「何にしても、約束だ。これは俺おれとお前らの個人的な約束だ。渡わたしておく」

　そう言って、幸ゆき也やが何かの詰つまったポシェットを彼らに渡す。話していた通り、彼が持っていたという黒玉だろう。双六は中身を確かめ、ちらりと幸也を見て、

「いいのか？　そりゃ俺様達としては嬉うれしいけどよ」

「惜おしいのは惜しいさ。でも、こいつらを助けるために言ったことだ。引っ込められない。それに──お前らのＥＣは正直、かなり厄やつ介かいだ。下手へたに敵対するのは避さけたい」

　関係性をこじらせて狙ねらわれたりはしたくない、という意味だろう。そう、性格的なものはどうあれ、彼らのＥＣは搦からめ手てとして使うにはひどく強力だ。その気になれば、いともたやすく、何通りもの手段で──誰かを暗殺することができる。

「ふーん？　よくわかんねえけど、まあ、貰もらえるっつーんなら貰っとくか……」

「他に分け前はいるかい？」

　創そう詩しが言うと、双六は少し考えてから首を横に振った。

「……別にいいや。こんだけ貰えりゃ上等だろ。本来貰う以上の勝ち分を貰ったら、いらん恨うらみ買って自じ滅めつするのがオチだ。よくあるダメギャンブラー物語・完」

「まあ……欲しいもんは一応、手に入ってたからねぇ。無意味になっちゃったけどさ」

　もう一度、秋津穂は溜め息。それから彼らはまた次の大勝負がどうこう、とか言いながらこの場を立ち去っていった。

　残るは──石いし堂どう幸也の一団。彼らの望みは、地下に閉じ込められていた仲間を助け出すこと。それは果たされている。そのうち一名はいなくなってしまったが、果たされている。

　一方、こちらは──羽はね影かげの望み、地下室に入ることも果たされた。だが彼女は何も得られなかった。対価として求めていたものは、今、創詩の手中にある。カードの形として。

「あー……ぶっちゃけ、おれが欲しいのはこの白玉だけだ。譲ゆずってくれないか？　その代わり、さっき拾い集めてきた黒玉をお前達に渡す。双六達に渡したぶんにはとても足りないだろうけど、足しにはなるだろ」

　幸ゆき也や達たち三人（先程までぐったりしていた優ゆう理りも今は目覚めていた）は顔を軽く見合わせ、

「わかった。俺おれ達はそれでいい。白玉は羽はね影かげが協力してくれないと意味がないし、交こう換かんレートを考えたら悪くない。むしろ、せっかくの黒玉だ。そっちがいいのかって訊ききたいけど」

　創そう詩しはちらりと羽影達の様子を窺うかがった。相変わらず──どこか、ぼんやりとしていた。地下室に入り、彼女の親友のものとおぼしき死体を見つけてから、ずっと。

「別に……どうでもいいわ」

「そーそー。今回ばかりは、命があってめっけもん、って感じやったからなぁ。そっちのお嬢じようちゃんに助けてもらわんかったら、うちも羽影もとっくの昔に死んどる。その代金って考えてもらえばええわ。足りんかったら、そうやな、身体からだで払う、やな！」

　リリスも戦せん闘とうモードを解きながら言う。彼女の軽い口調が今はありがたかった。

　拾い集めてきた黒玉を、幸也に手て渡わたす。彼はそれをじっと見つめて──訊いてきた。

「なあ……あんたは、この《園その》のこと。どう思う？」

「なんでそんなことを？」

「いや──これからの未来のことを、考えたんだ。白玉のルールが明示されて、新しい道筋ができた。この《園》は、その新しい道筋に乗ってはいたんだと思う。でも──ああいや、あんたに訊いても仕方なかったな。桜さくら子こに閉じ込められてたあんたは……」

「おれは別に、ここの考え方は間違えてなかったと思うぜ」

　心の底から──言った。

「単純な話。おれは戦いとかがあまり好きじゃない。妹に会うっていう絶対的な目的はあるけど、それでも誰だれかを殺したりってのはなければないのが一番だって思ってる。その意味で言えば──誰も殺さずクリアできる可能性があったこの《園》は、意外にアリだったんじゃないか」

「だが──君は、桜子に洗脳されかかっていたのだろう？」

　夜や子こが小さく首を傾かしげて言う。

「そう。でもな、大事なのは──あの馬達が、桜子の鞭むちを受けて、それでも白玉を出してたってことだ。たとえ感覚が壊れた結果だとしても、それを幸せと感じてたってことだ。気持ち悪くて醜みにくく見えたとしても、それは事実」

　自分だからこそ言えることなのかもしれない。どうあれ、ＥＣ能力のせいであれ。受け入れる受け入れないは別として。『彼女の調教鞭に快楽を覚えた』という体験が記き憶おくに刻まれている自分だからこそ。

　何を幸福と感じるかは人それぞれだ。

　何を快楽と感じるかは人それぞれだ。

　その真理までは、誰も否定できないはずだ。そして──その幸福を追求できる場所作りの意義を否定できる人間も、いないはずだ。

「桜さくら子こは、やり方を間ま違ちがえてた。ただそれだけだ。表の《園その》はよかった。裏の《園》も、誰だれかを調教する、っていう個人的すぎて一方的すぎるやり方だから間違えただけだ。もう少し、個人個人の好みに合わせたやり方をすればよかった。白玉をハイペースに出せるよう最大限に努力する、っていうのは間違ってないと思う」

「《園》の方向性は、地下のことも含ふくめて、肯こう定ていする──ってわけね」

　優ゆう理りがその小さな背をいっぱいに伸のばし、まっすぐに、創そう詩しの目を見上げていた。まるで、生徒が出した答えを確認する教師のように。

　創詩はもう一度、自分の胸の中にあるものを見た。そしてはっきりと、口にする。

「そうだな。おれは──おれの王国を作りたいって、思うよ。許されるならな」

　妹に会うために、人を殺すこと。妹に会うために、人を喜ばせること。

　妹に会ったとき、よくやったねお兄ちゃんと彼女が褒ほめてくれるのは、どちらだろうか。その判断基準で言えば、答えは決まっている。だから迷わなかった。

「──そうか。俺おれとは違うな」

　幸ゆき也やは受け取った黒玉をじっと見ていた。

「俺も、絶対に欲しいものがある。絶対にそれを果たしたいと思ってる。その絶対は、絶対だ。油断したら──その道は、簡単に、途と中ちゆうで途と絶だえる。それがわかったから」

　彼はその黒玉の表面に何を見ているのか。地下室に連れ去られ、桜子の考え一つで死んでいた才さい連れん夜や子このことか。それとも救い出したのに、崩ほう壊かいする建物の中にその身を投げ入れた白しろ鷺さぎ理り法ほうのことだろうか。

「だから、やっぱり、迷ってる場合じゃないと思う。正解は、本当に、ただ目的を果たすことだけを考えた場合の最適解は──たとえ人を殺してでも黒玉を集める、だ」

　優理は怒おこったように、夜子は悲しそうに、幸也に目を向ける。

　創詩はできるだけあからさまに肩を竦すくめて、のほほんとした声になるように意識して、

「でも、たとえば、今すぐおれ達たちを殺したがってるわけじゃないんだろ？」

「──そりゃそうだ。あくまで、極論を言えば、って話だよ」

　幸也もふっと肩の力を抜ぬいて笑う。口を尖とがらせた優理が、教育的指導がどうこう言いながら、彼の脇わき腹ばらを肘ひじでつつきまくっている。夜子は未いまだ目を細めている。

　彼と視線を合わせながら、創詩はただ天てん恵けいのようにあることを感じていた。

　理り屈くつなく。理由なく。意味なく。脈みやく絡らくなく。

　彼の絶対的な目的は、きっと自分の絶対的な目的と同じような、『なんとしても』。自分の存在全すべてを賭かけて、全身全ぜん霊れいで果たすべきと思っているもの。

　だから、あるいは。

　いつか自分と彼は、絶対に相あい容いれない敵同士になるのかもしれなかった。




　石いし堂どう幸ゆき也や達は、それからほどなくしてこの場を離れた。

　自分達もそうすべきだったが、気が急せく。今できることは済ませておきたい。夢の第一歩、望んでいた場所に続く階段の一段目。

　リリスに周囲の警けい戒かいを任せることにして、

「なあ、羽はね影かげ。頼たのむよ」

　羽影はなぜかしばらく、暗い顔で俯うつむいているだけだった。が、約束だろ、と駄だ目め押おしするとやっと頷うなずいてくれる。そうだ。全すべてはこのためだったのだ。

　白玉のカードを使用プレイし、元の山に戻もどす。桜さくら子こが溜ため込こんでいた白玉は八十三個。充じゆう分ぶんだ。

　必要な数は、以前に確認した通り、五十個。

「《普通科一年一組を代表する献身シヨツプＧ１０１》……」

　羽影が自分のＥＣを発動。彼女の手にタブレット端たん末まつのような板が生まれる。

「『外部への一時連れん絡らく用電話』……五十個。それだ」

「……説明文が出てるわ。読んだほうがいいと思う」

　話したい人間を思い浮うかべながらボタンを押すと、この電話はその相手の頭の中に声を届けることができる。また、その相手の発した声を聞くこともできる。人間ではなく、電話を対象とすることもできる。


　注※ボタンが押せるのは一回だけである。

　注※存在しない人間、存在しない電話を対象とした場合でもその一回はカウントされる。

　注※このアイテムが存在するのは十五分間だけである。通話への使用不使用にかかわらず、その時間が経過すると消しよう滅めつする──



「……あの、さ。あの……」

　羽影がじっと見ていた。

「よく考えろって言うんだろ。わかってる。悩なやましいよ。警視総そう監かんとか総理大臣に電話してここの状じよう況きようを伝えたり、対処を考えたりしてもらうのがいいのかもしれないな。それがみんなのためなのかもしれないな。でも、おれは──今のおれの目的は、ただ──妹だ。あいつの声が聞きたい。それにこっちの状況も少しは伝えられる。無意味なことじゃない……」

　また羽影は顔を伏ふせた。諦あきらめたように、その指が連絡用電話の表示に触ふれる。カウンターのようなものが表示されたので、創そう詩しは白玉をそのタブレットの表面に押しつけていく。抵てい抗こうもなく吸い込まれた。カウンターの表示が一増える。一円玉でジュースを買っているようなもどかしさを感じつつ、五十個の白玉を入れ終えると──

　羽影の手にあったタブレットの表面から、何かが出てきた。飾かざり気けのない白い携けい帯たい電話。スマホ型でも折おり畳たたみ式でもない、古めかしいタイプだ。通話口らしきものはあるが、ボタンは中心に一つしかない。充分だ。ああ、充分だ。

　創詩はそれを震ふるえる手で持ち。

　祈いのりながら。願いながら。頭の中にいっぱいに、愛いとしい妹の姿を思い出しながら──

　ボタンを押して、耳に当てた。

（……お兄ちゃんだ。おれは生きてる。元気だぞ。心配するな。お前は元気か？）

　電話がきちんと動いている──それを示すためか、典型的な呼び出し音が耳には聞こえ続けている。とるるるる。とるるるるる。繫つながれ。まだか。繫がれ。早く。

　とるるるる……とるるるる……………

　汗あせ。動どう悸き。電話を握にぎる手に、力が、籠こもる。

「繫がら、ねぇっ……!?　なんでだ、どうしてだッ!?」

　さらに待って。ずっとずっと、待って。それでも。

「繫がるはずだろ！　話させろよ！　妹、妹なんだよ！　近藤塔歌！　おれの妹！　おい、頼たのむ、おい……話、させてくれよっ！」

　そのまま──永遠にも思える──無む慈じ悲ひな──九百秒が続いて。

　呼び出し音すらも、消えた。

　手中の携けい帯たい電話も、ほどなくして、消えた。
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【知ち立りゆう羽はね影かげ　──《園その》跡あと地ち／近こん藤どう創そう詩しの前】




　羽影は唇くちびるを嚙かんで、拳こぶしを握って、泣き出しそうな顔で──やはり、顔を伏ふせていた。

　創詩の姿が見ていられなかった。

　親友である近藤塔歌の死体をあの地下室で見つけ、そしてその身体からだの下に隠かくされていた一冊の本を見つけた瞬しゆん間かんに、羽影は全すべてのからくりに気付いてしまったのだ。

　優しい塔とう歌かの願いによって生まれた、悲しく、絶望的で、そして残ざん酷こくな──

　救済。
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【近藤塔歌と近藤創詩　──　旧写真館・地下／第二号暗室／過去】




　限界が近いな、と塔歌は感じていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だって。心配するな。おれがついてる……」

　ほんの些さ細さいなことで桜さくら子こに蘭らん乱らん爛らん崎ざき桜子に反はん抗こうしてしまい、それがきっかけでこの地下室に一緒に閉じ込められてからずっと、二つ離れた兄である創詩はそう言って塔歌を励はげましてきた。

　桜子の手でドア一枚向こうの部屋に彼が連れて行かれ、悲鳴と嬌きよう声せいを聞かされ、そして彼が帰ってきたあとも。

　またあるいは自分が連れて行かれ──思い出したくもない行こう為いを強要され──この二人きりの暗室に戻もどってきて、空元気で兄に笑いかけたときも。

　彼は無理矢理に余よ裕ゆうある笑えみを浮うかべて、大だい丈じよう夫ぶだと、言うのだった。

　その表情は、これまでの人生で何度も見てきたものだった。優しい、こちらのことをひたすらに気き遣づかっている表情。最初に見たのは──両親が離り婚こんしたときだっただろうか。

　思えば、あれからずいぶん状じよう況きようは変わったのだと思う。妹という存在に無関心だった兄は、過保護なほどに優しくなった。重いと感じることもあったが、基本的には嬉うれしく、ありがたいものだった。自分達たちは家族が一人分少ない。兄が二人分の愛情を注いでくれたのだと考えれば。

　何も考えずに走り回る子供だった自分も、今は本を読むほうが好きだ。図書委員になるなんて、昔の兄は信じようともしないだろう。一いつ緒しよにお気に入りの本について語り合える友達もいる。やや真面目まじめすぎるきらいはあるが、とてもいい子だ。

　──違う。現実逃とう避ひだ。これは。

　ああ……限界が近い。自分でわかる。

　ただの高校一年生女子である自分は、もう、体力的に、限界だ。どうしようもない。

　そして兄は、自分とは対照的に──精神的に、きっと、追おい詰つめられている。

　何度も想像してしまっているだろう。妹がドアの向こうに連れ去られ、嬌きよう声せいと悲鳴を聞かされるたびに。妹がもう帰ってこないのではないかと。眠ねむりにつくときも、妹がもう目覚めないのではないかと。その想像が、致ち命めいの毒となって、兄を蝕むしばんでいるのがわかった。

　だから、うわごとのように、繰くり返かえすのだ。大丈夫だと。

　肉体的な限界を迎むかえる自分は、もうすぐ死ぬだろう。そうすれば──実際に妹を失った兄は──確実に、精神の限界を迎える。

　自ら死を選ぶか。あるいは、生きる気力を全すべて失うだろう。

　それだけは避さけたかった。自分は無理でも、せめて兄だけは、生きてこの地下室から、【課カ外ガイ活カツ動ドウ】から脱だつ出しゆつしてほしかった。

　そのためにできることは──




　塔とう歌かのＥＣ能力は、《何でも読める図書室プライベート・ビブリオシーカ》という。

　兄妹だからだろうか、創そう詩しのＥＣと、部分的によく似ていた。

　手で触れたものを本にする能力だ。創詩のカード化と異なるのは、自分自身に対して使用できないこと、比ひ較かく的幅広いものに対して作用できること、そして──

　使用者の死後も、本を破らない限り解除されないことだ。

　だから。




　唐とう突とつに、気付いた。来た。限界が。残り少ない。近こん藤どう塔歌は──ここまでだ。

「お兄ちゃん……ちょっとこっち来て」

「ん？　どうした……？」

「いいから」

　縛しばられたまま、なんとかロープを伸のばして、お互いに近寄る。塔とう歌かは改めて兄の顔を見た。

　長めの髪かみ、優やさ男おとこ気味、あまり本気になった顔を見せない、どこか飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気き。今は疲労感が表情のそこかしこに満ちているが、それでも、笑う──優しい。

　母がいなくなってから、ずっと、一いつ緒しよだった。二倍の意味を持った家族だった。ありがとう。生活のほとんど全すべてを塔歌のために費やしてくれた。それが中学生のときには不満で、反はん抗こうもした。ごめんなさい。高校生になって、ボードゲーム同好会に入ったと聞いたときには驚おどろいた。部活動に参加必ひつ須すだから適当に麻マー雀ジヤンでもやっとくかと入ってみたところ、そこで外国のボードゲームの面白さに目覚めたのだという。嬉うれしかった。何よりも、兄が兄自身の楽しみを見いだしてくれて、ボードゲームのデザイナーになりたいという夢を持つようになってくれたのが。しつこく妹をゲームに誘さそうようになったのだけが少しいただけなかったが。

「……、あ」

　まずい。涙なみだが零こぼれてしまいそうになったので、慌あわてて腕を伸ばして。

　兄の頭を抱だきしめて、顔の横に引き寄せた。

「おいおい、どうした。急に寂さびしくなった……とか、じゃ、ないよな。どこか痛いのか？　まずい。悩なやましいぞ。そうだったら──」

「違うよ」

　これは、自分の表情を見られたくなかったから。そして──

　兄の頭に、手を触ふれる、ためだ。

「お兄ちゃん、さ」

「なんだよ」

「お兄ちゃんは、私のことが、大好きだよね」

「……まあな。世界一な」

　臆おく面めんもなく言うので、塔歌はくすりと笑った。それでこそ。それでいい。

「ほんとに？　じゃあ、今まであったことを思い出してみて。私が小学校くらいのときから──お母さんがいなくなっちゃったときぐらいから今までに、あったこと」

「思い出すも何も、忘れてないって。大事な妹のことだ。世界一大好きな妹のことだ。ひょっとして、疑ってんのか？」

「まさか。知ってるよ」

　誰だれよりも。いつも包まれていたから、多分、兄自身よりも。

「だから。お兄ちゃんは、もしも私がここじゃなくて、この学園の外にいるって思ったら──ぜったい、頑がん張ばってくれるよね。外に出て私に会うために。生き延びて、頑張って、ヒーローみたいに──ひとりぼっちの私を助ける、ために。ぜったい、ぜったい」

「塔とう歌か……？」

「お兄ちゃんが、私のことを大好きなお兄ちゃんだから。信じてるから、するんだよ」

　兄は何かを感じ取りつつある。腕に力を込める。逃にがさない。

「……ごめんね。頑がん張ばって──夢、叶かなえてね……」

　だから、生きて。

　生きて。

　ただ生きて。

　おねがいします。

　私のことは、ここにいる私のことは、忘れてしまってもいいから。

「《何でも読める図書室プライベート・ビブリオシーカ》」

　そうして近こん藤どう塔歌は、手で触ふれていた──そして語りかけることで、兄が意識の表層に浮うかび上がらせていた──自分という存在に関する、ここ数年の記憶を。

　本として、切り取って、閉じ込めた。




「……あ……」

　刹せつ那な、ぼんやりとした表情になる兄。既すでに彼の妹は、自分ではない。この学園の外にいる、小学生の、近藤塔歌だ。自分の役目は──終わった。

　その頭から手を離した途と端たん、どくんと、鼓こ動どうが跳はねた。ＥＣ能力の使用で体力を失ったことが、何かに決定的な終しゆう焉えんをもたらす。全身から血の気が失せていくのを感じる。最後の足搔あがき。作り出した小さな本を制服の腹の下に入れて隠かくし、子供のように抱だきかかえた。力が抜ぬける。力が抜ける。ああ、本当に、ぎりぎりだったのだ。間に合ってよかった。

　うつ伏ぶせに、塔歌は冷たい床ゆかに倒たおれた。一方通行の微かすかな吐と息いきが床を撫なでる。瞼まぶたが落ちてくる。最後に思い浮かべたのは、謝罪だった。

　一番は兄に。その次に──ここに入れられる直前に伝言を残してしまった、一番の親友に。

（ごめんね、羽はね影かげちゃん……）

　そうして──
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【近藤創そう詩し　──　旧写真館・地下／第二号暗室／始点】




　ぼんやりと、瞼を開くと。

　目の前には、名前も知らない女子の死体が横たわっていた。










　　エピローグ２







【知ち立りゆう羽はね影かげ　──《園その》跡あと地ち】




　羽影は、全すべてを理解したからこそ。

　彼女の死体が持っていたその本を、隠かくして持ち続けるしかなかった。

（どうしろってのよ……塔とう歌か……！）

　その小さな手帳じみた本に書かれている題名は──『近こん藤どう創そう詩しの、近藤塔歌に関する、現在から６年前までの記き憶おく』。細かすぎるタイトル。没ぼつをつけたい。やり直してほしい。塔歌。どうしてこんなことを。

　どうして。それすらも理解できるから、羽影には、どうにもできないのだ。

　ああそうだ、理解できるに決まっている。一番の親友なのだから。

　親友なのだから、尊重せざるをえない。

「……くそっ……！　なんでだ……っ！」

　羽影が白玉と交こう換かんに出した電話機は、制限時間が過ぎ──消えた。彼は絶望と怒いかりで拳こぶしを握にぎりしめている。

　既すでにこの世にいない人間に、通話が届くわけがない──彼はその可能性に気付かないだろう。彼にとっての妹の存在は、６年前で止まっている。小学生の妹がいると、おそらく彼は思い込んでいる。この学園の外で、彼の帰りを待っているのだと。

　羽影は唇くちびるを嚙かんだ。眉まゆを寄せた。自分が言うべき言葉。

「寝ねてたんじゃ……ないかしら。声を届けるっていうだけなら。夢だと思って気付かないこともあるかもしれないわ。こっちでいくら叫さけんでも、向こうの届き方は違うかもしれないし」

「はあ!?　そんな……いや……でも。くそ。ないとも言えないか」

「……《校長マスター》はそんな奴やつでしょ。噓うそをつかなきゃルール違い反はんじゃないと思ってる。白玉の説明も、だからこんな時間が経ってからだったんでしょう」

「ボードゲームのルールブックにも、たまにルール不備で大事なことが書いてないことはあるけどよ……《校長マスター》のこれは意図的だろ。畜ちく生しよう」

　ぶつぶつ言いながらも、絶対に納得していない様子ながらも、ひとまず彼は通信が失敗した事実を受け入れてくれたようだった。しかし寝ていたというのもあまりにもひどい推測だ。

「まあ……ひょっとしたら、俺おれが最初に相手を思い浮かべる想像が弱かったのかもしれない。もっともっと強く妹の顔を想像しないと駄だ目めだったのかも。いや、意外に思い出しにくいもんなんだ。毎日顔見てたはずなのにな」

「……私も今、紙を渡わたされて、親の顔を描えがいてみろと言われたら似せる自信がないわ。そういうことかもね」

　噓うそだ。それはきっと。あなたが思い出しているのが。

　６年前の彼女の顔だから。

「ま……何にしてもだ。今のは焦あせりすぎたかもしれない。もう一回、チャレンジしてみたい」

「……また白玉を集めて？」

「そうだ」

　彼は羽はね影かげを見つめた。

「また──出してくれるか？　いやつまり、それは、俺おれが集めるまで一いつ緒しよにいてくれるかってことで、まあお前としてはそんな義理はないんだろうけど……頼たのむ、よ」

　義理は知らないが、責任は、ある。

　彼についての真実を知っているのは、自分だけなのだ。

　服の下に隠かくしている本の存在。これを破れば、おそらくＥＣ能力の影えい響きようは解除され、彼の記き憶おくは戻もどるだろう。だがそれは──していいことなのだろうか。

　彼に真実を伝えることが。彼が真実を知ることは──

　はたして、幸福なのだろうか。

　幸福。目の前には、様々な形の幸福が飼養されていた《園その》の残ざん骸がい。そんな場所でこんなことを考えているのが、ひどく滑こつ稽けいに思える。

　結局、わかっているのは、一つだけだった。

　親友が命を賭かけて守ろうとした家族。近こん藤どう塔とう歌かの親友である知ち立りゆう羽影は、それを放ほうっておけるか？　ということだ。

「……しょうがないわね。しばらくは一緒に行動してあげるわよ。コストが高いもの交こう換かんしてくれると、私にも半分入って得になるわけだし。高いものの予約が入ったと考えるわ」

「本当か、ありがとう。コストが高いものを交換、って表現はいいな。ボドゲっぽい」

　彼は相変わらず、どこか飄ひよう々ひようとした笑えみで、そんなことを言う。

　羽影は曖あい昧まいに肩を竦すくめてみせながら、思った。

　いつか──いつか、彼に真実を伝える日が、来るのだろうか。

　もし真実を知ったら、彼はどうするのだろうか。

（恨うらむわよ、塔歌。私は、貴女あなたの兄貴のおもりを頼まれるために、ここに来たんじゃないのに──）

　目を細めて、羽影は倒とう壊かいした建物を見やる。

　あれが彼女の墓標だと考えたら、なんだかとても悲しくなって、涙なみだが一つ零こぼれた。
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【愛あん眼がん双すご六ろくと井い伊い秋あき津つ穂ほ　──　学園北東部・特進科敷しき地ち内／路上】




　双六はぼんやりと足を動かしながら、霧きりに満ちた空を見上げて、

「なんだかなぁ……」

「なんだかねぇ……」

　幾いく度どとなく繰くり返かえした、無意味な言葉。

　冷静に考えれば、ショックを受けることではないはずだった。もともといなかったものが。どこかに預けたくてたまらなかったものが。再び、消えた。それだけのこと。

　なのになぜ、こうして肩が落ちるのだろう。溜ため息いきが出るのだろう。不思議だ。

「うむ……一度決めたことをやりとげるのはギャンブラー的にいいことで、そうじゃないのは悪いこと、っていうただそれだけなんだが。なんかツキを逃のがしたような気が……」

「あたしは、うちの庭に怪け我がして迷い込んでた小鳥が、気付いたら羽だけ残して消えてたような感じよ……飛んでどっか行ったならそれはそれでいいんだけどさ。中ちゆう途と半はん端ぱに、なんかこう……」

　秋津穂は無意味に何かを表現すべく顔の前で手を動かして、しかし諦あきらめて、また単純な嘆たん息そく。

　それからじろりと双六を横目で見た。

「双六。なんか元気出ること言って」

「なんだその無茶ブリ。しかし心優しい幼おさな馴な染じみの俺おれ様、その程度のスキルすら持っていないと判断されるのは心外である。待ってろ、ええと……そうだ。やったぜこんなたくさん黒玉ゲットできたぞ、脱だつ出しゆつ近しー」

「棒読み。たくさんだけどそんなゴール近いほどでもない。あとなんか方向性違う。以上減点三」

「……何の点数？」

「愛眼双六・人間的尊敬度ポイント」

「おい待てなんかいきなりリスク高いミッションになったぞ」

「ホラホラ、もっともっと。めっさ目が覚めるような励はげましをクダサイ」

「直球と変化球、どっちがいい？」

「じゃ……変化球に興味ある。すっごい魔ま球きゆう見たら元気出そう」

　そうか。これは凄すごい魔球だぞ。思いついた自分もちょっと引く。

「お前に子供ができたら名前ヘムってつけてやろうぜ」

「べほっ!?」

　秋津穂がいきなりむせ、足をふらつかせ、コヤツ正気かみたいな目で双六をガン見。怒おこっている様子ではなく、とはいえ頰ほおが真っ赤なのは確かで、元気が出たかどうかは定かではない。

　あうあうと固まっている様子なので補足してやる。

「ま、お前の未来の旦だん那なさんが許してくれたらな、ってことになるか」

「あ、ソウ……ソウイウコト……」

　一気に目が冷たいモノに変わった。元気が出るどころか逆に少し不満げだ。

「マイナス百。デリカシーのなさ。双すご六ろくのバカバカっぷりがストップ安」

「おいマイナスの振ふり幅はばがでかすぎるだろ……」

　いかな天才ギャンブラーといえども、そのリスクに突つっ込こんでいくのはどうかと思う。基準がよくわからないのでやはり安全策を取るしかない。直球で少しずつカウントを稼かせいでいこう。

「あー、でもなあ、ひょっとしたら、っていうのはあるだろ」

「……何が？」

「だってな、俺おれ達たちはこうやって生きてるわけだろ。だいたい同じ状じよう況きようだったのに、俺はピョーンと窓から飛び出した。お前はスルッと瓦が礫れき抜ぬけた。俺様のそれは純じゆん粋すいにスーパーギャンブラー特有の身体能力と運のおかげだが、お前のは違う」

「ああ、まぁ、ねぇ」

　秋あき津つ穂ほは軽く小首を傾かしげながら上を見上げるようにして、

「つまり……ＥＣ能力使えばなんとかなったかもってこと？」

「そーそー。あいつの、見たことなんてないだろ。ひょっとしたら、追おい詰つめられたあそこで秘めた力が！　ピカー！　とかなって実は無事だったりするかもだぜ」

「はぁ……双六は脳天気だねぇ……」

　肩を落として、秋津穂はまた溜ため息いきをつく。

　しかし彼女はそれから、気を取り直すように肩を揺ゆらして前を向いて、

「でも──確かに。もう二度と会えない、百パーあの小鳥死んじゃったんだ、って思ってガックリするよりかは……そんな夢物語に期待してたほうが、まだマシなのかな」
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【知ち立りゆう羽はね影かげ　──《園その》跡あと地ち】




「……？」

　ぼんやりと見つめていた瓦礫墓標の影かげ陰かげ、何かが動いたような気がした。

　こんな場所で、あんなことがあった直後に。いくら警けい戒かいしてもしすぎるということはないだろう。リリスと創そう詩しに声をかけて、慎しん重ちように近付いてみる。

　そうして、そこに見たのは。積み重なった瓦礫のすぐ脇わきにぺたんと座すわり込こんで、きょろきょろと不思議そうに周囲を見回している──

「へむー？」

「この子……」

　確か、双すご六ろくと秋あき津つ穂ほが言うには、この写真館の中ではぐれてしまったのではなかったか。そして折悪くバスの爆ばく発はつと建物の崩ほう壊かいタイミングに重なり、瓦が礫れきの下にその姿を消してしまったと。だから彼ら二人はあんなに溜ため息いきばかりついていたはずだったが──

「おお、こんなとこに」

「なんや、意外に元気そうやん！　よかったよかった」

　創そう詩しは感心したように自分の顎あごを撫なでながら彼女を見つめ、リリスはあれはあれで意外に子供好きなのか、しゃがみ込んで視線の高さを合わせ、金きん髪ぱつ幼女の頭に手を乗せて撫でている。ヘムのほうは、その同じ色の髪かみを見て小首を傾かしげるようにしたあと、ぼよーん、とリリスの豊満な胸に飛び込んだ。頭をそこに押しつけてぐりぐり。

「ああ、あかん、こら積極的やでフヒヒ、そこ敏びん感かんやから、ンッ……」

「へむっ……へむむー！」

　同類的な感じがして落ち着くのか、幼女はまさしく幼女らしく笑っている。リリスに懐なついたというのならば、それはそれでいいだろう。そして他ほかに誰だれもいないのだから、どうやらしばらく彼女を連れ歩くことになってしまいそうだ。それもまあいい。できれば早めに双六達たちに会って引ひき渡わたしたいところではあるが。

　一つだけ、疑問なのは──

　彼女の姿が、綺き麗れいすぎるということだった。

　瓦礫に飲み込まれて、間かん一いつ髪ぱつ助かったにしては。墓ぼ標ひようじみた建物の中から出てきたにしては。

　かすり傷一つなく、服も髪も、それほど汚れているわけではない。

　だから羽はね影かげは思う。




　──まるでこの数十分間だけ、ここではない別のどこかに行ってたみたいだ、と。










　　エピローグ３







【■■■■　──　瓦が礫れきの下】




　周囲は、とても静か。人の気配はなく、話し声一つ聞こえない。

　何もかもが終わり、止まっている。欠片かけらが転がって音を立てることすらもしない。

　そんな中──積み重なった瓦礫の内部にある、ほんの僅わずかな隙間空間で。

　彼は目を覚ました。

（っ……頭、痛い……）

　痛いというか割れる痛い痛い痛いって何割れるがんがん割れる止めて痛いあああ。五感が罅ひび割われているような感覚。自分自身という存在がひどく曖あい昧まいだ。そして頭痛だけが際きわ立だつ。

　どこかの隙すき間まから、奇き跡せき的に、申し訳程度の光が入り込んでいる。だから全すべてを瓦礫に包まれたこの空間でも、見えた。

　見知らぬ誰だれかが自分に覆おおい被かぶさっているのが。

　女の子だ。その身体からだは半ば以上が瓦礫に埋うもれていて、血の臭においがして、肌はだは冷たくて、ぴくりとも動かない。彼女が自分と瓦礫との間にいるせいで、自分は完全に押おし潰つぶされないで済んだのだろうと思った。その意味はわからなああ痛い頭が痛い。

　でも。この人の顔は。どこかで。

　どうしてか、満足したように笑っている、この人の顔は、どこかで。

（────────！）

　刹せつ那な、ぼろぼろだった回路が繫つながった。痛みの隙間を縫ぬって。

　自分の名前。彼女の名前。姉。自分。教師の名前。死んだ。飴あめ。死んだために影えい響きよう力りよくが。でも最後の飴の後こう遺い症しようが頭が頭が割れて。割れる。割れろ。

「ああ。あああああ。あああああああああ……！」

　回路が繫がったことが、決定的な、敗北だった。

　彼は彼として三番子犬のことを知ってはいけなかった。

　自らの行っていた──強いられていた狂きよう気きの所業を、正気の部分で認識することは。

　苦行で。過誤で。痛苦で。拷ごう問もんで。過負荷で。絶望で。劇毒だった。

　だから、それから逃のがれるために。

　彼は、本能に根ざした精神の防衛策として、もっとも単純な解決策を、行うしかなかった。

　忘れた。

　彼は自分が■■■■であることを、麻ま薬やく成分に満ちた飴による痛みの中、迷めい妄もうの中に、意識的に投とう擲てきした。

　そう──彼は。

　凍とう島じま雄ゆう一いち郎ろうの薬物的支配から脱だつし、正気に戻もどったが故ゆえに、壊れたくるつたのだ。

「ああ……あああ……」

　二つに揺ゆれていた精神を一つに。落ち着くほうに。自分がせめて自分でいられるほうに。

「ああ……おなか……へったなぁ。せんせーの飴あめが、ほしいなぁ……」

　自立的に生まれた三み番つがい子こ犬いぬという存在は、もはや、凍島雄一郎が《生徒の正しい躾け方ウイツプレスキヤンデイ》によって繰くり返かえし行った暗示の支配下にはない。それをなぞっているだけで、実際の暗示下にはない。

　凍島雄一郎の定めた基本暗示の中には、命令への絶対服従や、雄一郎自身を絶対に害さないというルールの他ほかに、一つの安全策も含ふくまれていた。何をどう間ま違ちがっても、犬が飼い主の宝石を咥くわえて隠かくすようなことがあってはならない。つまり──『犬は黒玉の存在を認識しない』。

　だから三番子犬は、そのとき初めて、黒玉という存在を見たのだ。

　自分に覆おおい被かぶさっている、見知らぬ女子の胸元から零こぼれている黒玉を見たのだ。

　それは、大きさも、色も。

　大好きな飼い主がいつもくれていた飴に、よく似ていた。

「あっ、わかったー。これ、せんせーが、くれたんだっ。いないけど、いないから、くれたんだっ」

　彼は比較的自由になっている右手を動かして、その黒玉を拾って、自分の口の中に入れて──舐なめた。とても美味おいしい。少なくとも、とても美味しいと、彼の壊こわれた精神は認識した。

「やっぱりこれはせんせーの飴と同じ！　せんせーのプレゼントだったんだ、やったあ！　ありがとーございます！」

　口の中で、温度も何もない、溶とける様子もない、その黒い玉を転がす。

　元気が出てきた。さあ立ち上がろう。駆かけ回まわろう。

　右手が動けば、クラブを生み出して瓦が礫れきに触ふれさせるだけで制せい御ぎよして押おしのけられる。こんな狭せま苦くるしいところからはすぐにおさらばだ。

　──飴は美味しくて、元気が出てきて、もうすぐ自由になれるというのに。

「あれ……？」

　どうしてか、自分が泣いていることに、三番子犬は気付いた。

　その理由は、いくら考えてもわからなかった。
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【才さい連れん夜や子こ　──　記き憶おく】




　有あり体ていに言えば、居場所がなかったのだ。

　どうしても浮ういていて、馴な染じめず、それが自分でもわかったから、自ら身を引いた。それが賢かしこいと思った。そして辿たどり着ついたのが、あの保健室という閉じた空間せかいだった。

　そこはある意味では心地よかった。誰だれも自分に触ふれない。誰も自分を見ない。誰も自分に語りかけない。だが、それは学校という場所では断じてない。牢ろう獄ごくだ。衣食住が保証された快適な檻おりだ。

　だから人並みに劣れつ等とう感かんもあった。自分は世界についていけない駄だ目め人間なのであると。その認識は今になっても変わらないが。当時は今よりも当たり前に、世間一般の社会常識に照らし合わせて、そう思っていた。この保健室で三年間を無む駄だにするのかと思っていた。

　不思議なことに、それを否と断じる人間達たちもいたのだ。死ねばいい。呪のろわれたバズビーチェアに座って、ホープダイヤでも囓かじって死ねばいい。無責任な正義感で、そこから出てこい楽しいゾと言ってくる奴やつらにむかついていた。自分は外が楽しくないからここにいるのに。自分には無理だからここにいるのに。

　しかし、彼は。転校生の保健委員は。

　保健室にいる目的は別にあって、自分に興味がなかったからであろうが──実に、適当だった。暇ひま潰つぶしと嫌いや々いやながらの会話。意味がなく、だから、才さい連れん夜や子こには意味があった。

　話の流れはともあれ、確か自分は、こんなことを言ったのだと思う。話すことが億おつ劫くうになって──どうせ君も、偽ぎ善ぜんでこの私をベッドから引きずり出したいのだろうと。

　しかし彼はきょとんとしたように瞬まばたきをして、言ったのだ。

「いや？　いたいならそこにいればいいんじゃねえの？」

　見放した言葉では──なかった。心底、それはそれでありだろう、という目だった。

　それが、彼という存在に興味を持った第一歩。

　彼は言う。たった三年間。人生はまだまだ長い。どこにいようが、その程度の時間に別に意味はないだろう。だって元々、一日の三分の一は俺おれらベッドの中にいるんだぜ。

　……今にして思えば、それは彼が見ていたもののおかげなのだと思う。彼と、彼が見つめるものの間には歳としの差があった。だから世間一般の男子高校生よりは、時間の流れというものについて客観的な視点を持っていたのだろう。

　世の高校生が思っているほどには、「今」は「今」ではない。未来に続いている途と中ちゆうなだけだ。一歩引いて見てみたらなんでもない時間だ。

「だからさ……ま、三年間保健室にいても、それはそれで別にいいんじゃないか？　お前が胸を張って『三年間保健室にいました』って言えるんならな。それを未来の利点にすれば」

「利点……？　就職活動とかの利点になるのかね？」

「なるかもしれねーぞ。とても楽しい三年間でした、とか言えばさ。ひょっとしたら面白い奴だってそれで採用してくれる会社があるかも」

　自分は頰ほおを緩ゆるめる。そんなことを言う人間のほうがよほど面白いと思うがね。

「まあ、とにかくさ。時間は無む駄だにするな。未来に繫つなげろってことだよ──」

　そうだな。そうだ。

　今いま更さら外には出られない。自分は所しよ詮せん、保健室の住人だ。

　だったらそれ以外のことを気にしても仕方がない。ここで見えるものを見よう。ここにあるものを感じよう。ここから繫がる未来を捜さがそう。

　おや不思議。そう思っただけで、早くもゴールが発見できた。

　素晴らしき保健室の住人は、素晴らしく幸福な宝物を目の前に見つけましたとさ。

　おわり。




　　　　　　　　　　[image: ‡][image: ‡][image: ‡]

【石いし堂どう幸ゆき也や　──　学園北東部付近】




「……なにそれ？」

「散文的すぎたかな？　だがヴォイニッチ手しゆ稿こうよりは解読しやすかったはずだろう。まあ、だいたい理由としてはこんなものさ。つまり……それが。アイ・ラヴ・ユー……」

「おふっ……おい耳に息を吹きかけるな。んなことすると投げ下ろすぞ」

「困る。そしてそんなに揺ゆらすのも困る。君にかつてなく密着している今の状じよう況きようが私的にいかに危機的か、君にはわかっていないだろう。そんなに揺れて接せつ触しよく部ぶが刺し激げきされると、一言で言えば、濡ぬれ──」

「ホントに下ろすぞ。ったく、リリスの悪あく影えい響きようか？　お前は全然喋しやべってないはずなのに……」

　幸也は夜や子こを背負って歩いていた。曲がりなりにも地下室に閉じ込められていて脱だつ出しゆつしたばかりの夜子だ。元々体力があるほうではないし、特例として次に落ち着けるところまでは、ということでおんぶすることになったのである。

　問題はその最中の話題。一方的な話ではあったが、夜子を助け出したあとの義務の話を優ゆう理りは忘れていなかった。だから優里がそれを振ふり、夜子は嬉き々きとして語り始め──今や幸也は背中の彼女を投げ捨てたくなっている。正直、さすがにもう自分の足で歩けるだろうとは思う。

「……優理さん、これで満足なさいましたか？　俺おれはなんつーかこう、ムヤムヤーっとして、えー、もう一刻も早く安全な場所に行って寝ねたいなーって感じなんだけど」

「ナニ。それはまさか……欲情!?　いいとも、望むところだ」

「うっせえ」

　優理はこちらのやりとりを見て、肩を竦すくめながら苦笑いした。

「満足も何も。これは幸也、あんたのためなんだから別にわたしはどうもしないわよ。ま、一人の女子として新しん鮮せんな話ではあったけどね。あのころ、夜子はそんなこと考えてたのね──みたいな」

「もし望むなら、あのとき保健室にいた素す敵てきな養護教きよう諭ゆについても喉のどが嗄かれるまで語れるが、どうするね？」

　優ゆう理りは顔を顰しかめて、のーせんきゅー、と言った。そして話題を変えるように、

「安全な場所と言えば……次の目的地はどこなの？」

「……さあな。優理、心当たりは？」

「そうねえ。代わり映えしないけど、強いて言えば隣となりの保健室かしら。こっちだと、方角的には第七ね。ただし、うちが荒あらされてそこが無事って可能性は低いわ。ただの確認にしかならないと思うけど」

「確認にも意味はあるだろ。じゃ、とりあえずそこ行ってみるか」

　周囲を警けい戒かいしつつ、さらに歩を進める。

　背中の重みを、再び意識した。才さい連れん夜や子こ。自分のことを好きだと言ってくれる女の子。彼女の言葉で言うなら、幸福な宝物──だったか。買いかぶりすぎだと思う。

　幸福。幸せ。

　遥はるか後方、もう戻もどることもないだろう、崩くずれ去さった楽園のことを思い出す。

　あそこには幸福はあったのだろうか。戦いと死による黒玉ではなく、全すべてを白玉で賄まかなうという方向性。たとえ交こう換かん役のクラス委員達たちが確保できていたとしても、難しいことのように思えた。あまりにも間延びしすぎている。牧歌的な幸福のみを追い求めるには──あまりに、この【課カ外ガイ活カツ動ドウ】は、血に塗まみれすぎている。

　では、これから自分達はどうすべきだ？　白玉が駄だ目めならば、やはり、黒玉に手を伸のばすしかないのだろうか。ただし──それは人間を殺すということである。

（……）

　創そう詩しに言った通り、自分にはなんとしても果たしたい目的がある。隣を歩く小さな少女の影かげを見るたびに思い出す目的が。

　そのための方法論を、復ふく讐しゆうを終えてとりあえず向かった《園その》が崩ほう壊かいした今、再び最初から考え直さなくてはならない羽は目めになったのだ。

　ポケットの中にある黒玉のことを考えた。乃の愛あが持っていた黒玉は双すご六ろく達に渡わたしてしまったため、数は少なくなったが。それでも確かにある、黒玉。

　桜さくら子こ達、《園》の人間の身体からだから出たもの。雄ゆう一いち郎ろうが持っていたもの。人の死の結けつ晶しようであるのは変わらないのに、これは持っていていい、となるのは不思議だった。今から黒玉を手に入れるには、と考えただけで気が滅め入いるが、こうして手に入ったものについて考えるのは、前に進んでいる気配があって許されている感がある。

　なぜだろう。

　自分で手を下さなければいいのか？

　あるいは──人殺しをするようなクズな人間達が持っていたものだから？　そのクズ人間達本人のものだから──？

「……幸ゆき也や……？」

　自分はどんな顔をしていたのだろう。隣となりを歩いていた優ゆう理りが、ふと、こちらの顔を心配するように覗のぞき込こんできた。

　なんでもないぞ、と幸也が彼女に微笑ほほえみを返した、そのとき──




　道の横手の草むらが揺ゆれて、そこから何かが飛び出してきた。

《首割れ》か、と身構えた幸也達たちは、しかし、そこに予想外なものを見る。

　現れたのは、ぐったりとした人間を腕に抱かかえた女子生徒。彼女もこちらのことには飛び出してくるまで気付いていなかったようで、びくりと動きを止め──

　そして、こちらの顔を見るやいなや。

　見覚えのあるそのお団子頭の女子は、挨あい拶さつも何もなく、

「お願い！　武たけ田だを助けて！」

「リンリン……？　何があったんだ？」

　その問いに。

　彼女は全身を震ふるわせながら、幸也達を心の底から戦せん慄りつさせる一言を告げた。




　──枯かれ山さん水すい乃の愛あは、生きている。
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　解かい剖ぼう遊びで遊び尽くした玩具おもちやの山の上に座って、殺さつ人じん鬼きは鼻歌交じりに空を見る。

　霧きり混まじりのぬるい風がスカートの端はしを持ち上げ、その中を一ひと撫なでしていった。

「フハー、気ン持ちイイー。この身体からだになって、何が一番びっくりしたかって……」

　手中のメスをくるくる回して弄もてあそびながら、彼女は満足げに呟つぶやく。

「しっくりくるパンツ探してる間に、まさか慣れてノーパン派になっちまうとはなァ。いやァ、常識人のこのあたしが、こんな変態みたいな。びっくりびっくりだぜ」







　あとがき




　お久しぶりです、水みな瀬せです。『課外活動サバイバルメソッド』二巻をお届けします。

　さて今回も脱出不可能学園でサバイバルで血がビュービューでございますぞ。なんかお嬢じよう様っぽいのとかクールっぽいのとか眼鏡めがねとか鬼き畜ちく眼鏡とかロン毛とか犬系とかいろいろ新キャラも盛りだくさんさ！　一巻で出てたキャラもいたりいなかったりなのですが、その辺はまあ読んでお確かめくださいということで。

　あとかなりの昔から私の本を読み続けてくれているレアな人達にとっては、口絵とかで見た瞬しゆん間かんに「!?」となる名字の人がいるかもしれませんが、まああまり気にしない方向でな！　考えるな感じろというやつですよ。たいてい私はキャラの外見とか性格とか役割とかを決めてから最後に名前を決めるのですが、ソイツはなぜかあの名字しか思い浮かばなかったというだけの話さ。実際のところ繫つながりはあったりなかったりなのかなー、みたいな。いろいろ妄もう想そうしていただけると幸いです。……ええまったくそれとは関係ないですが過去作『ぼくと魔ま女じよ式アポカリプス』は電子書籍で配信中なのでよろしくネ！




　そう言えばこの二巻まででも、一回の登場人物が多いこともあり、もうかなり部活動の種類が出ていますね。電でん撃げき文ぶん庫こＭＡＧＡＺＩＮＥに書いた短編も含めればさらに増えます。この物語の舞ぶ台たいである御み手てヶが原はら学園は巨大なので、世にある部活のほとんどは存在しているという設定なのですが、規模はともかく世にある一般の高校とかでも種類自体はそんなに変わらないんじゃないかなと思います。ていうか調べるとこういう『部活動』っていうものはあまり外国とかにはないシステムみたいですね。あまりにも私達の学校生活には当たり前にあったものなので逆に驚おどろきです。ちなみに私は中学は野球、高校は弓道部と軽音部のかけもちでした。自分の部活で自分の立ち位置だとどんなＥＣ能力になるのか……とか読者の皆さんは考えてみるのも楽しいかもしれませんね。まあもしこの世界に放り込まれたらその能力で殺し合いせざるを得なくなるわけですが……。




　さて、今巻も色々な方々にお世話になりました。今回も素晴らしいイラストを描いてくださいました悠ゆう久きゆうポン酢ず様。桜さくら子このデザインを見たのはＭＡＧＡＺＩＮＥに載のった奴やつが初めてだったのですが、イメージ通りの変態お嬢様っぷりで大満足でした！　ウヒヒ。そして諸もろ々もろお世話になりました担当編集の湯ゆ浅あさ様＆阿あ南なん様。締しめ切きりとかズルズル延のばしていく感じですみません……。この本の出版に携たずさわってくださいました全すべての方々。そしてわりと好き勝手にやってるこのシリーズの二巻までついてきてくださった読者の皆様！　ありがとうございました！

　それでは、また次の本でお会いできれば幸いです。


水瀬葉は月づき
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水みな瀬せ葉は月づき

中学時代からずっと使っている辞書四天王。ズタボロですが、ネットとかがある今でもまだまだ現役です。一番活躍しているのは右端の漢和辞典かな……それっぽい造語をでっち上げるときとか、音の響きからキャラの名前をつけたいときとかに大活躍サ！
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イラスト／悠ゆう久きゅうポン酢ず

１９９４年11月生まれのＡＢ型。好きなものは猫と犬と旅行。最近は面白いゲームが多くて誘惑に負けちゃいそうです。
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